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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　　１「異変」







　好こう事じ魔ま多し───それは西せい南なにとってごく日常的な事だ。せっかくの休きゆう暇か、帰省が出来ると思ったその一時間後、キャッチされた救難信号が本部経由で、西南の船がとりあえずヒマだし比ひ較かく的てき現場に近いからと、西南の親おや御ごさんに会える喜びで興奮状態だった玉ぎよく蓮れん達の休暇を先延ばしにされたのも、そして救助先で見たくないモノを目もく撃げきするハメになったのも、西南の運の悪さ故ゆえだった。




「ジャンプアウト終しゆう了りよう！　時空振しん動どうクリアまで後二十五秒！」

　上位超ちよう空間ジャンプアウト時に発生する時空振動は、数十秒の間、センサーを利きかなくしてしまう。皇おう家けの船などはそれを利用して敵てき艦かんのジャンプを封ふうじるが、あくまでジャンプアウト時にエネルギー質量を意図的に上げているだけで、通常のジャンプ時にはそんな事は行わない。だが上位超空間ジャンプの本当の問題はセンサーの事ではなく、ジャンプそのものにあった。それは守かみ蛇だ怪けの、いや、現在の科学技術において上位超空間ジャンプを行える船の存在を知られるわけにはいかないという事だった。

　皇家の船や魎りよう皇おう鬼きは、上位超空間ジャンプを使おうといくらでも隠いん蔽ぺいが可能だが、タイムスケジュールを管理されているＧＰ所属の守蛇怪はそれが出来ない。普ふ段だんの囮おとり任務であれば、通常のジャンプを使えば良いが、今回のように救難任務の時は問題だ。特に時間が要救難者の生命に関わる場合は、そしてその判断を西南がする場合は尚なお更さらだ。

　霧きり恋こ達はそこら辺の割り切りは出来るが、西南の場合はそうもいかない。だが西南の気持ちを無む碍げにできる者は、彼女達の中には居ない。結果、今回は後の事は考えないようにして、上位超空間ジャンプを行ったというわけだ。

「状じよう況きよう回復！　目標艦と敵小型艇てい十機とその母ぼ艦かんを確認」

「さすが上位超空間航行。通常なら間に合わないところだったわね」

「敵母艦の足を止められますか？」

「当然！」

　西南の問いに雨あま音ねは高こう揚よう感かんタップリに叫さけぶ。今の守蛇怪なら造作もない事だ。

「待って！　高エネルギー反応！」

　だが霧恋がそう報告した次の瞬しゆん間かん、敵は全て白光に包まれたのであった。

「自じ爆ばく!?　くそっ、証しよう拠こを隠いん滅めつした！」

「精密スキャン終了、脱だつ出しゆつカプセル十五確認しました」

「敵部隊はその掃そう討とうにあたっていたのね。生存者は？」

「カプセルの動作反応は九ありますが、生命反応があるのは一つだけです」

「どういう事？」

　答えは分かりきってるが、雨音はあえて聞いた。それは西南に精神的な拠より所どころをつくる為ためだ。機械的な作業は非人間的な印象を与あたえ、状況に慣れていない西南に心細さを感じさせ、疎そ外がい感を生み出す。サブシステムを構築していた時の福ふくと同じだ。

「今はとにかく回収を急ぎましょう」

　そう言いつつ、霧恋は西南の方を見た。すかさず西南は小さく頷うなずいたのだった。

　　　　×　×　×

　海かい賊ぞくに襲おそわれ、艦内が荒あらされている場合は、現場検証は専用のプローブとナノマシンによって行われる。それは艦内の状態を維い持じしつつ、迅じん速そくに内部を捜査する為の措そ置ちである。結局、人という大きさの者達が内部に入るという事は、それだけの隙すき間まを開き、空気の流出や不測の事態を引き起こす原因ともなるからだ。そしてもう一つ、悲ひ惨さんな現場を未成年である隊員、つまり守蛇怪の場合は、西南に見せないという理由もあった。

　そして霧恋達は、プローブコントロールを自分達で行い、念のために福にも見せないようにしたのであった。

「艦内の様子はどうですか？」

　心配そうな西南の様子に、霧恋は少し躊躇ためらいつつ、

「艦内に生存者、蘇そ生せい可能者はいませんでした。現在、現場の精密スキャンを行いつつ、遺体の回収を行っています」

「そう……ですか」

「ミャア？」

　その落らく胆たんに気付いた福は不安そうに西南の顔を覗のぞき込んだ。霧恋達からは現場の悲惨な様子は窺うかがい知れなかったものの、西南からはそれが伝わって来ていたのだ。

「カプセルの方は？」

　福の不安に気付いた西南は、生存者の居たカプセルの方について質問をし、気分を紛まぎらわせようとした。もちろん自身の不安も紛らわせたかったのだ。

「生存者の居たカプセルは先程回収が済みました。カプセルのデータから生存者の生命維持活動が正常でしたので、スリープモードに移行させ、作業が終了するまでそのままにしています」

「そうですか、よかった……で、他のカプセルはどうなっていますか？」

　西南は肩かたに乗っている福を撫なでながら、安あん堵どした。

「そちらは現在、雨音と珀はく蓮れん、火か煉れんの三人で回収中です」

「そうですか……生存者が居ればいいんですが」

　祈いのるような気持ちでそう言う西南だったが、しかし西南の願いもむなしく、他のカプセルに生存者は居なかったのだ。




　守蛇怪の医い療りようルームに、唯ゆい一いつの生存者である五歳くらいの少年が寝ねかされていた。

「……大だい丈じよう夫ぶです。目立った外傷もないし、身体からだに異状は認められません」

　少年の身体をスキャンしていた霧恋は、心配そうに見ている西南に笑顔で告げた。

「そうですか……よかった。でも……」

　安堵した西南だったが、眠ねむったままの少年を見て表情を曇くもらせた。

「珀蓮、そちらの状況はどう？」

『遺体の回収は完かん了りよう、個々の分別も終わりカプセルに封ふう入にゆうしています』

「生存者の家族判別は？」

『遺伝子データからは脱出カプセルに母親が、艦内で父親が見つかっています。両者ともに欠損が激しく、補正が必要かと……いかが致いたしますか？』

　遺族に見せる遺体は欠損が激しい場合は、精神的なショックを与えない為、補ほ塡てん細さい胞ぼうで生前の姿を再現するのだ。

「状況を見て判断します。作業を続けてちょうだい」

『了りよう解かい』

「必死で助けようとしたんですね」

　まず父親が母親と子供を逃にがそうとして撃うたれ、次に母親が子供をカプセルに入れて放出、そして自身も何とかカプセルに入り込んだ所で力尽つきた───遺体の状況から読みとれたのはそれだけだ。

「現場の精密スキャンは終了していますので、詳くわしい経けい緯いはすぐに分かりますが……恐おそらく艦かん長ちようの推察通りかと」

　残存エネルギー、破は壊かい跡あと、遺体の状況など、多角的なデータ収集を行えば、そこで起こった事をかなりの割合で再現が可能だ。だが、それは西南達の仕事ではない。

（とにかく一人でも助かった事を、喜ぼう……ん？）

　と、西南は寝ている少年と、回収作業をしている珀蓮達の姿をジッと見ている福に気付いた。
















「福？………福！」

　その驚おどろくほど冷たい眼の福に、西南は思わず声を上げた。

「フミャ？　ミャア」

　まるで人格でも入いれ替かわったかのように、パッといつもの感じに戻もどった福は、嬉うれしそうに西南に尻尾しつぽを振ふったのだった。

（……気のせい、だったのかな？）

　いつもの福に安堵しつつも、不安は消えなかった。あの冷れい徹てつな目はあまりにも福にそぐわないものだったのだ。

　　　　×　×　×

「遺体の収容、選せん抜ばつは完了……。データも採とれるだけ採ったし、っと」

　雨音はチェックを終えると、大きく伸のびをした。ただでさえ気の滅め入いる仕事だ。霧恋も少し弛し緩かんしたその雰ふん囲い気きを咎とがめはしない。

「こちらでデータの解かい析せきも出来ますが、どうしますか？」

「連中の仕事を盗とっちゃ悪いっしょ？　解析班はそれが生き甲が斐いみたいな連中なんだからさ」

「どちらにしろ再検証はするでしょうから、そのまま手付かずで渡わたしましょう。守蛇怪の能力をあまり知られたくないわ」

「高位超空間航行もそうだけれど、本来はそれなりの時間かけて解析するものを、この短時間でとなると、やはり変に思われますものね」

「せっかく使える能力があるのに……ですか？　その能力があったからこそ、あの子を助けられたわけですし……」

　西南はみんなの意見に、ちょっと不満げだ。

「永遠のジレンマですね。樹じゆ雷らい『皇家の船』を持つ者やアカデミーの科学者もそうです。その技術が目の前の人を助けられる事を知っていても、さらに大きな災さい厄やくを招く事があるとなれば、見ないフリもしなければならない……」

「大きな災厄？」

「高い技術は、往々にして争いの種になります。そしてその技術は大たい抵ていが、真っ先に軍事利用されると言って過言ではありません。『皇家の船』もそうですが、魎皇鬼や守蛇怪も人に畏い怖ふを与える力を持っているのです」

「下手をすれば、銀河大戦なんて事もね」

　その畏怖から逃のがれる為には、同じかそれ以上の力を求めるのが常だ。だがその力を得られないと分かれば、恐きよう怖ふ心しんから一気に戦争に発展する可能性はある。

「……そんな」

「そしてその力を得ようとする場合、一番蔑ないがしろにされるのは人格です。恥はずかしい話ですが、私達が福ちゃんのサブシステムを構築しようとした事を思い出して下さい」

　兵器に心は無用の長物だ。必要なのは命令を確実に実行出来るか否かだ。スイッチを入れれば確実に作動する事が必要なのである。

「…………」

「もちろん可能であればダミーを使ったり、記録を改ざんしたりします。皇家の船などは外装を外してユニットだけになれば、偽ぎ装そうも容易ですし、何より国家ぐるみの隠蔽が可能です。しかし私達の場合はかなり難しい事はお分かりでしょう？」

「……はい」

「幸い今はアイリ様の直属として行動していますので、改ざんは容易ですが、正式配備され、単独行動ではなく艦かん隊たい行動ともなれば、タイムスケジュールが公的に管理されるようになりますので、隠蔽はまず不可能です」

「そう、ですね。分かりました」

　割り切れない思いはある───あるが福や皇家の樹、アカデミーの西南を支持してくれる人や樹雷の人達を巻き込む事を考えれば、迂う闊かつな行動は出来ない。それでも自分の思いを大事に、突つっ走ぱしるのが若者の特権だと言う者もいるだろう。だが失敗した時の若者のとる責任というものは、結局軽いのだ。本当に重要な判断を、若造に任せる大人はいないのである。

　しかし、しかしである。だからこそ、特異な確率の偏かたよりを持つ西南は、間ま違ちがえる訳にはいかない。なぜなら西南の確率の偏りは、暴力的なまでに純じゆん粋すいな力だからだ。ちょっとした弾はずみでコントロール不能となってしまう災厄なのだ。しかも皇家の船に匹ひつ敵てきする守蛇怪という力も持っている。そんな西南が出来る事は、皇家の船を持つ人達がそうであるように、せめてそのジレンマと共に生きて行く事だけなのだ。

「生存者の少年の身元は分かっているの？」

「中央の遺伝子バンクに登録がありました。どういう経緯で襲われた船に乗っていたかは不明ですが」

　少年のデータが表示され、その横に両親の写真も映し出された。

「へえ、これがあの子の両親か。他の親類縁えん者じやは……無し、ね」

「この子だけでも助かったのは、幸い。そう考えるしかないわね」

「とにかく唯一の証人でもあるし、資料類と共に担当へ引き渡すしかないわね」

　もう西南達がこの子にしてあげられる事は無いのだ。

「艦長、少年の意識が戻りました」

　リョーコの報告に、西南達は一いつ斉せいに、医務エリアの転送ゲートへと向かった。

　　　　×　×　×

　西南達が少年に意識を向けた同時刻、遺体を安置していた場所に異変が起こった。

　ギャイィィィン！　カプセルの内側からブレードが突き出て来て、警報ごと装そう甲こうを切り裂さいたのだ。そして中からは腕うでがブレードと化した死体が出て来た。

　その死体は先まず、他のカプセルのロックを外し、仲間を次々と解き放って行った。最初の警報は一いつ瞬しゆんの事であり、しかもカプセル自体の警報重要度が低いためと、少年の事に気をとられていたため、西南達が気付く事は無かったのだ。







　　２「回り道」







「そうか、良くやったぞ！」

　タラントは副官の報告に、イスから飛び上がらんばかりに、勢い良く立ち上がった。その表情は部下達が今まで見た事のない満面の笑みをたたえていた。

「三十分後にランデブーポイントへ到とう着ちやくの予定です」

「よし！　ブリッジに上がる」

　タラントは副官と部下を押し退のけるように駆かけだした。

　　　　×　×　×

　三十分後、ランデブーポイントへとジャンプアウトしたダイダロスは、その巨きよ大だいな口のようなハッチを開け、守かみ蛇だ怪けを飲み込んでいった。

　タラント以下、ダイダロスの乗り組員達は、本来ならば興味を惹ひかれるはずの守蛇怪の特異な船体にはさほど興味を示さなかった。それよりも彼らの興味は、守蛇怪から拘こう束そくされて下船して来た女性達に向けられていたのである。

　ゴクリと唾つばを飲む音がする。いつもはダイダロスに連れて来られる獲え物ものを、下げ卑びた目で見つめていたタラントの部下だったが、雨あま音ね達に向けているそれは、崇すう拝はいともいえるものであり、そのあまりの美び貌ぼうに釘くぎ付づけとなっていた。

　ダイダロスに連れて来られる人間は例外なく、タラント達のオモチャとなる。陵りよう辱じよくされ、最後にはただの肉片とされてしまうのだ。しかし本当の狂きよう気きを持っているのはタラントだけで、その実、他の者達は薬物によって狂気を纏まとうだけなのである。それはタラントと同じ狂気を持つ者は、その多くがタラントの取り分に手を出すという過あやまちを犯おかし、不興を買って粛しゆく清せいされるからだ。あくまでこの遊びの主役はタラント一人で、他の者達はその遊びを盛り上げる役でしかないのだ。

　だが今回に限ってタラントの興味は西せい南なと霧きり恋こだけで、他の六人の女性、希け有うな美貌を持つ雨音や玉ぎよく蓮れんにさえ、興味を示さないのである。つまり部下達は霧恋と西南には手を出せないが、それ以外は自由に出来るという事なのだ。いつもは端はたで見ているしかできない部下達でも、パーティーに参加できる可能性が高いのである。

　タラントの狂気に付き合って来た幹部達でさえ、雨音達は使い捨てにするには『とんでもない』と、そう思わせる女達だ。実際、幹部達の間では、上手くタラントの目を盗ぬすんで、雨音達をダイダロスの外へ囲うという取り決めが為なされていたのである。あとはタラントが気を変えないでくれる事を祈いのるばかりだ。が、しかし幹部達の懸け念ねんは杞き憂ゆうに終わりそうだった。

「ようやく会えたな」

　ブリッジから前部大型装甲ドックへと向かったタラントは、雨音達に目もくれず、真っ直ぐに霧恋と西南を上気した顔でジッと見つめていた。

「タラント様、チェックグリーンです」

　その言葉にタラントはようやく霧恋に近付くと、彼女の頰ほおをねっとりと撫なで回した。

「……やっと、お前を私のものに出来たな……クックック」

　タラントはあの時と同じ、殺意ある表情で自分を睨にらみ付ける霧恋の威い圧あつを、心地良さげに感じていた。それは性的な快感にも似ていた。

「フン！」

　慌あわてて視線を逸そらす。メインディッシュはまだ先、まだまだオードブルの段階だ。次にタラントの目は、西南へと向けられた。そこにある西南の怯おびえた表情も、タラントにとってのご馳ち走そうだ。

「これを覚えているか？」

　スッとあのナイフを取り出したタラントは、西南の眼前にチラつかせた。そして自分の服の袖そでを捲まくり上げると、わざと残した西南によって付けられた傷を見せつけた。

「貴様への復ふく讐しゆうを忘れないために、消さずにおいたのだよ……山やま田だ西南」

「…………」

　今後の自分の運命を悟さとった恐きよう怖ふに、西南の喉のどがゴクリと鳴る。それはタラントにとって極上のオードブルにも似た優ゆう越えつ感を感じさせた。だがこれまでさんざん屈くつ辱じよくに耐たえて来たタラントにとって、それはさらなる飢き餓が感かんを生み出した。ナイフを持つタラントの手が小刻みに震ふるえ出す。

「クッ！」

　タラントはその手をもう一つの手で抑おさえ込む。ここでその激情に任せて、全てを喰くらい尽つくすせば、あっと言う間に西南は肉片と化してしまう。

「タラント様、いつもの部屋の用意は調ととのっています」

　それを察した副官が言葉をかけた。副官にとってタラントの矛ほこ先さきを自分に向ける、命がけの行こう為いだったが、もしタラントがあのまま激情に任せて西南を蘇そ生せい不能な状態にまでしてしまえは、その憤ふん懣まんを発散させる為ために、他の女を全部取られる可能性があった。

（冗じよう談だんじゃねえ、あれだけの極上品を！）

　彼にとってはそれだけの価値があるのだ。幸い、彼の賭かけは成功し、タラントは落ち着きを取り戻もどした。

「フン！　そうだな……まずは借りを返させてもらおう。お楽しみはその後でゆっくりと……な！」

　タラントはナイフを振ふりかぶると、西南の腕を目め掛がけ、自分が刺さされたのと同じ場所へと勢い良く突き立てた。と、その瞬しゆん間かん。

　ドヴォォォン[image: !!!]

　辺りが激しい閃せん光こうに包まれた次の瞬間、凄すさまじい爆ばく音おんと爆ばく風ふうがタラント達を襲おそった。

「な、なんだっ!?」

　ブリッジに居た幹部は訳が分からず叫さけんだ。

「敵てき艦かん起動！　高エネルギー反応!!」

　オペレーターの叫びと守蛇怪の発はつ砲ぽうは同時だった。

　ダイダロスはまるで爆ばく薬やくでも仕込まれたスイカのように、内部から破は裂れつした。ＧＰのみならず、海かい賊ぞく仲間からも恐おそれられていたダイダロスだったが、その自じ慢まんの高耐たい圧あつ対エネルギー重装甲も、守蛇怪の前では薄うす紙がみのようなものだ。さらなる追加攻こう撃げきで、ダイダロスはあっけなく爆散し、宇宙のチリへと戻ったのであった。

　　　　×　×　×

「ダイダロス、爆ばく発はつを確認……完全に破は壊かいされました」

　守蛇怪のブリッジでは、捕とらわれていたはずの西南達が、爆散するダイダロスを見つめていた。

「了りよう解かい」

「艦かん長ちよう、どうかしましたか？」

　少し戸と惑まどうような西南の表情に気付いた霧恋は、その理由に気付きつつも尋たずねた。

「………いきなりあんな事しちゃって、本当によかったのか……って。もちろん相手がタラントだと知っていましたけど……」

「因果応報、自業自得ってやつよ。それに、ダイダロスは発見次第、即そく時じ撃げき沈ちん命令が出てるしね」

　雨音はあっけらかんと、明るく答えた。

「タラントも同様に即そく時じ射殺命令が……、これは軍からの命令ですが、出ています。それにご覧になったように、完全無む抵てい抗こうの捕ほ虜りよに危害を加えた時点で……」

「そうじゃなくて、他に捕つかまっている人とかがいたら……」

「ダイダロスに、クルー以外の生きた人間が乗る事はありません。これは私達の間では有名な話なんです」

　エルマは不快感の混じった笑みを浮うかべた。

「タラントの知る、いろいろな情報とかはいいんですか？」

（だから即時撃沈命令なのよ）

　霧恋は心の中で呟つぶやいた。それはタラントと繫つながる者達が、自らの地位を守る為に出した証しよう拠こ隠いん滅めつ命令なのだ。

「この守蛇怪なら、ダイダロスの捕ほ獲かくもタラントの逮たい捕ほも可能だけれど、逆に手加減するにはそれなりの準備も必要っしょ？　交代要員用のアニメロイドってのが意外と役に立つって事が分かったけれど……」

「アニメロイド……力場体とパーソナルデータで動く疑ぎ似じ体。あれも戦せん闘とう用に使うには、まだまだデータ不足ですし、いきなり実戦に使うにはこちらも勉強不足です。今回はあくまで、タラントの所まで案内させる為の、囮おとりでしかありませんでしたから」

「そう、ですね。福ふくの機能が完全になったのはついさっきだし、まだまだ何も知らないも同然ですしね……。ちょっと焦あせってしまいました。すみません」

　西南は霧恋達に向かって頭を下げた。

「い、いいんですよ！……私達の力不足なんですから。こちらも前もっての計画の上でならばよかったのでしょうけど、何しろ急な出来事でしたから……」

　霧恋はそう言うと福の方を見た。

　　　　×　×　×

「なっ、なんだ……ここは？　あれ？」

　あの時、少年の意識が戻った事を知り、転送ゲートへ飛び込んだ西南達は、再びブリッジへ転送された事に戸惑っていた。

「なっ、艦長達がここに??」

　ブリッジへは西南達でなく、他で作業していた珀はく蓮れん達全員が転送されて来ていた。

「転送のバグ!?」

「そんな！　もう守蛇怪の機能は万全のはずでは……」

　と、全員が一いつ斉せいに西南を見た。

「また俺の……せい？」

　西南がそう言った時、

「ミャア！」

　福がブリッジの中央で高らかに鳴き、いくつものモニターが起動した。

「あれは……私達!?」

　モニターに映し出されていたのは、これから行くはずだった場所で、作業をしている西南達の姿だった。

「シミュレート・アニメロイド！　何な故ぜあれが起動しているの？」

「ミャア！」

「まさか福ちゃんが!?」

　全員の視線を浴び、福は超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きで尻尾しつぽを振っていた。その後起こった事は、少年と動く死体達による襲しゆう撃げきと、偽にせの西南達が抵てい抗こう空むなしく捕獲された事。疑似ブリッジでコントロールされた守蛇怪がダイダロスへ向かった事だった。

　　　　×　×　×

「福ちゃんのおかげね」

　霧恋が先せん陣じんを切って福の頭を撫でた。

「ミャン！」

「凄すごいな、福」

「ミャ～～ン」

　みんなから頭を撫でられて、福はご満まん悦えつだ。もう霧恋達がサブシステムを構築しようとしていた時のような寂さびしさは微み塵じんもない。

「それにしてもあれだけの力場体を遠えん隔かくで作れるなんて……さすが鷲羽わしゆう様の造った船ですね。もう少し使い方を研究すれば、応おう用よう範はん囲いは爆発的に広がりますよ」

「それも高度なパーソナルがあればこそだけどね」

「まさかあの時、ＮえぬＢびーに仕し掛かけられていた、アイリ様の変態パーソナルデータが役に立つなんて思いもしなかったよなぁ、アハハハハ」

「哲てつ学がく士しの趣しゆ味みに助けられたなんて、複雑ですわね」

　珀蓮の言葉に、全員が頷うなずいた。特に霧恋は力場体がタラントに触ふれられた時の事を思い出し、我が事のように身み震ぶるいをした。

「それにしても敵のバイオロイドにも驚おどろかされましたね。生体反応も動体反応も微び弱じやくで、ＧＰの探査艦かんレベルのセンサーでも判別探知は難しいですよ。ましてや通常艦で、あれを探知するのは……」

「タラントには、シャンクギルドが全盛時に所有していた技術開発部門を温存しているという噂うわさがありましたが……本当の事かもしれませんね」

「敵のバイオロイドの捕獲サンプルもあるし、そちらはアイリ様に任せましょう」

「でも何故、福が敵の動きを見み越こして行動出来たんでしょうか？　まだ生まれたばかりで経験も無いのに………それに！」

　西南はあの時の福の表情が気になっていた。霧恋や瀬せ戸とやアイリとも違ちがう冷れい徹てつな瞳ひとみ……しかもどこかで見覚えのある瞳なのだ。

「守蛇怪にはＧＰの全犯罪データもあるから、そこから推察したとか……」

「まあ、あの伝説の哲学士の船ですもの。高度な犯罪予測プログラムがあっても不思議じゃありません」

「本当に……機能解放された守蛇怪がどれ程の力を持つかなんて、私達には想像出来ません。とりあえず今は深く考えずに、これで良しとしましょう。地球に行けば鷲羽様ともお会いするわけですから、その時に相談すれば良いと思います」

　西南の不安を感じつつも、霧恋は優しく微笑ほほえんだ。

「そう、ですね」

　西南にじゃれついているいつもの福を見ながら、西南は不安を心の底に押し込めた。

「じゃあ、さっさと後処理をして休きゆう暇かを取りましょ」

　ちょっとした嫌いやな回り道だったが、本来の目的は地球への帰省だ。嫌な記き憶おくはさっさと楽しい期待で塗ぬりつぶすのが一番だ。




　約一時間後、アイリは霧恋から詳しよう細さいなレポートを受け取った。アイリはざっと要点を流し読むと頷いた。

「ＯＫ。レポートのタイムスケジュールはこちらで処理をしておくわ。サンプル体は鷲羽様の方で調べる事になっているから、そのまま地球へ向かいなさい」

『了解しました』

「ご苦労様。よい休日を……霧恋ちゃん。頑がん張ばってね」

『アイリさっ──』

　アイリは意味深なウィンクを送ると、文句を言われる前に、サッと通信を切った。

「やはりタラントは、シャンクギルドの遺産を隠かくし持もっているようですね」

　アイリ達のやり取りを苦笑しながら見ていた美み守かみは、アイリが通信を切ったのを見計らって話しかけた。

　シャンクギルドとは過去に存在した、現在のダ・ルマーギルドに匹ひつ敵てきする規模の海賊ギルドだ。樹じゆ雷らいとの戦争に敗れ解体される以前、樹雷皇立アカデミーと似たような大規模研究組織を有していたといわれている。しかしギルド解体時には、その痕こん跡せきすら発見されなかったのだが……。

「ダイダロスや、第三世代艦を撃げき沈ちんした兵器を開発した組織か……。さすがに以前と同規模のモノは維い持じできないでしょうけれど……研究対象を限定していると考えれば、有り得ない話じゃないわ」

「となると、かなり厄やつ介かいな存在ですね。今回の任務に守蛇怪を指定した命令の流れをチェックさせています。上位超ちよう空間ジャンプを使用した事で、タイムスケジュールが大おお幅はばに前まえ倒だおしされましたから、相手の隙すきをつけるかも知れません」

「隠いん蔽ぺいの尻尾くらいは摑つかまえられるかもね。それにしても西南君は撒まき餌えの天才よね。……それとも彼にとっては天災の方かな？」

「タラントの死亡が確実ならば、もっと早くに解決するかも知れませんが……」

「守蛇怪が観測しているデータがあれば、ダイダロスの謎なぞについて、鷲羽様が解明して下さるわ。それにどちらにしろ、向こうが確実に食い付く餌えさはもう撒いてあるし」

「撒き餌の天才と言うより、その餌作りの天才ですわね」

　それはアイリに対するちょっとした嫌みだ。だがアイリにとってその程度の嫌みなど、蛙かえるの面つらに何とやらだ。

「嫌きらわれるのは慣れているわ」

　アイリは美守の嫌みをあっさりと受け流した。




　ダイダロスの異変は、ダ・ルマーギルドの本ほん拠きよ地ち、惑わく星せい要よう塞さいダイ・ダ・ルマーにも伝えられていた。

　惑星要塞ダイ・ダ・ルマーは常に移動し、一ヶ所に留まる事はない。その内部には外装甲に守られるように、小さな自然惑わく星せいがあった。地球の衛星、月と同じ位の大きさの惑星にダ・ルマーの宮きゆう殿でんはあった。

　ギルド総そう帥すい、ダ・ルマーは大幹部の前にもほとんどその姿を現す事はない。一部の側近と副総帥、そして傍かたわらに寄より添そう二人の愛あい妾しようだけが彼の姿を知る者達だ。そしてこの場においても、ダ・ルマーの姿は暗い闇やみに隠れ、その容よう貌ぼうはおろかシルエットすら確認出来なかった。

「……そうか、ダイダロスが沈しずんだか。いくら狡こう猾かつであろうと所しよ詮せんは狂くるった若造。己の欲よくに振ふり回され自じ滅めつしおったか」

　その言葉とは裏腹に、ダ・ルマーの口調には哀あわれみが感じられた。

「奴の組織はひた隠しにしているようですが……あれだけ部下を蔑ないがしろにしていては、隠せるものも隠せませんからな」

　タラントの部下は粛しゆく清せいによる入いれ替かわりが激しく、スパイを遮しや断だんする事は難しい。もっともタラントがスパイを完全に排はい除じよしようとしていたかは疑問だが、とにかくギルドの送り込んだスパイの体たい細さい胞ぼうは各種センサーになっている。そのセンサーがスパイの蒸発を感知、すなわちダイダロスの爆ばく発はつを感知したのだ。

「とはいえ、タラントの死亡はまだ確定していません」

「ほお、なかなかしぶとい事だな。まあダイダロスはシャンクギルドの遺産のひとつだ。それも有り得る事だな」

「……厄介ですな」

「厄介ではあるが、相続者であるタラントが、それを遊びの道具としか考えてはおらぬのだからな。それでは脅きよう威いとは言えぬし期待も出来ぬ。……例の少年については、こちらでも考えねばならんかもしれぬな」

「もしや、あれを山田西南に？」

「タラントを退しりぞけたとあらば、そろそろ本ほん腰ごしを入れる必要がある。ある意味、樹雷やアカデミーよりも厄介な存在……何よりあの少年の新型艦が気になる」

「あの魎りよう皇おう鬼きの同型艦ではないかという噂でございますか？　確かに少々気になるデータがございます」

「気になるデータだと？」

「情報不足で特定が難しいのですが、例の新型艦の航行タイムスケジュールに不可解な点があるとの報告が……」

「皇家の船か!?」

「可能性はゼロではございません。なにしろ魎皇鬼と同型艦といわれておりますゆえ」

「噂に聞く上位超空間航行能力……。とにかく全力で調査するのだ。それからタラントの協力者達にはダイダロスの事、教えてやるがいい。タラントの死が確認されるまでは、まだ存在価値はあるからな。だがこちらの事は悟さとられるでないぞ。タラントの遺産のありかを知るまでは、儂わしは威い厳げんと権力だけの老害と思われていなければならぬからな」

「承知しております。奴の研究組織の人員、研究データ、共にダ・ルマーギルドの発展に必要な物ですからな」

「それにしても確率の偏かたよりか……。まさかたった一人の人間が、これほどの影えい響きようを及およぼすとはな。ならばやはり例の艦かん隊たいこそが、事態収しゆう拾しゆうの切り札となるやもしれん」

「目には目を、でございますな。それにしても皮肉なものです。もともとあの艦隊の発案は山田西南の存在でしたからな」

「進しん捗ちよく状態はどうなっておるか？」

「いまだテスト段階ではありますが、なかなか面白い結果が出ております」

「……ほお、これはこれは、予想以上ではないか」

　目の前に表示されたデータを見て、ダ・ルマーはニッと笑みを浮うかべた。

「はい、開発チームもこの結果には正直、驚いております。今後の予定としては、最終段階のテスト終しゆう了りようと同時に十艦隊を編制、その運用結果がうまく行けば、量産化を計画しております」

「我がギルドの全てが、その新型艦隊となればＧＰはおろか樹雷すら恐るるにたりぬ。フフフ……ア～～ハハハハッ!!」

　ダ・ルマーにとってそれは西南が宇宙に上がって以来、久しぶりの高笑いだった。

　　　　×　×　×

「うぬぬぬ！　危ないところだったな。情報が今暫しばし遅おくれていればこちらの尻尾しつぽを摑まれるところだったぞ」

　ダ・ルマーからのリークによって難を逃のがれた軍の黒幕達は、明らかに動どう揺ようを隠し切れないといった様子で、吟鍛なきたに八つ当たりをしていた。

「申し訳ありません」

　吟鍛は黒幕達を見み据すえたままそう言った。少々不ふ遜そんな態度だが、黒幕達の迂う闊かつな行動に腹を立てていたのだ。だが実質的な実働部隊を指揮してる吟鍛に、黒幕達が出来るのは嫌みを言う事くらいだ。

「フン！　まあいい……それにしてもタラントめ！　口程にもない奴だ」

　案の定、黒幕達の非難の対象はタラントへと移って行った。

「狡猾ではあるが、所詮は享きよう楽らく的な若造だからな」

「それより奴を退けた山田西南の力、本物のようですな」

「少なくとも、奴の確率の偏りはそうだといえるな」

「しかし！　今までの実績を見れば、あの者自身の力も侮あなどれぬかと」

　吟鍛は黒幕達の軽口を遮さえぎるように言った。

　吟鍛は九く羅ら密みつ家の縁えん者じやではない。その実力を買われて外から婿むこ養よう子しに入った叩たたき上げの軍人だ。まだ未熟ながらも西南の精神が並みではない事を見み抜ぬいて……いや、脅威さえ感じていた。

「奴に供きよう与よされた新型艦かんと、補ほ佐さに付いておる者を見れば、当然の結果だろうて」

　黒幕達の一人は、そう吐はき捨すてるように言った。吟鍛はそれに異を唱えようとしたが、すぐに押おし黙だまった。

「そんな事より、あの新型艦の詳細なデータは手に入らないのか？　本来であれば、奴の所属はこちら側なのだぞ！」

「噂うわさでは、あの魎皇鬼の同型艦だとか。その守蛇怪について……」

「ただの噂に過ぎん！　白はく眉び鷲羽は行方ゆくえ不明のままなのだ！……いや、不明のままの方がどれ程マシか！」

　鬱うつ陶とうしそうにその黒幕は吟鍛の言葉を遮った。古い人間ならば、多くが直接的、間接的にその猛もう威いに晒さらされた経験があるからだ。

「それ以前に、魎皇鬼が白眉鷲羽の作だと確定はしておらんのだ」

「だが魎皇鬼が皇家の船と同等に戦ったのは事実だ。そんな物を造れるとしたら白眉鷲羽か朱あか螺ら凪な耶じや、あるいは哲てつ学がく士しのトップくらいのものだろう？」

「そんな不確定な物よりも、タラントのダイダロスの方が我々には有用だ」

「どういう意味だ？」

「魎皇鬼の樹雷侵しん入にゆう事件こそ、皇家の船の実用性が無いという好例だ。攻こう撃げき力こそ桁けた違ちがいだが、ただそれだけだ。抑よく止し力りよくにはなるが、防衛には向かぬ。攻撃だとて多様性には著しく欠く」

　戦いは数の論理だ。一つが無敵でも、九が負ければ戦いには勝てない。特に防衛戦ならば尚なお更さらだ。

「ふむ……なるほど言われてみれば、守蛇怪一号艦が樹雷の次期主力艦なのは、そういう事かもしれんな」

「タラントのダイダロスならば、大量生産用の汎はん用よう艦だからな。あの技術を手に入れられれば、軍の復権は容易たやすい」

「そういう意味では、奴の失敗は奴の遺産を取り上げるよい機会かもしれん。吟鍛！　タラントの生死情報を早急に摑むのだ」

「ははっ！」

　吟鍛は敬礼をすると、さっさと部屋を出て行った。

（タラントの死がよい機会だの、軍の復権だなどと、そのタラントが居なければ何も出来ないという事を忘れて吞のん気きなものだ。……さて今回の一件で、美守伯お母ばはどこまでこちらの動きを摑んだのやら）







　　３「地球へ」







　西せい南な達は守かみ蛇だ怪け内にある、職員用のブリーフィングルームのひとつに集合していた。

「……それではこれから、地球での行動レクチャーを行います」

　モニターの前に講師として立つ霧きり恋こは、こめかみに血管を浮き上がらせつつ、怒いかりを押し殺した声でそう宣言した。

「ミャウ……」

　霧恋から少し離はなれた、ブリーフィング講師の副座席に座る西南は困り顔で霧恋を見つめ、福ふくは霧恋の威い圧あつに恐おそれをなして西南の膝ひざで震ふるえていた。

　何な故ぜこのような状態となっているかといえば、集まった雨あま音ね達の服装にあった。

「貴女あなた達……特に火か煉れんに翠すい簾れん！　貴女達は一体どこへ行くつもり？　戦場？」

　火煉は軽装備のバトルスーツ。翠簾に至っては、フル装備の軽装バトルスーツを着用していた。

「……ですが」

　翠簾はそう言うと、アフリカやヨーロッパ、南アメリカのジャングルに生息する猛もう獣じゆう達の映像資料を表示した。

「こういうのがうろついているなら、それなりの対策を……」

　翠簾や火煉の気持ちも分からなくはない。宇宙の技術感覚で言えば、同じ惑わく星せい内での移動時間は、たとえ惑星の反対側でも一時間程度が常識だ。その感覚で言えば、それらの猛獣の棲すむ地域は、ご近所という訳だ。

「艦かん長ちようと私は地球の日本出身だと説明したでしょ!!　地球が初期段階の文明圏けんだという事を忘れていない？」

「西南と霧恋ン家ちにはそんな危険動物はうろついてないって。強しいて言うなら、美み星ほしって奴やつが危険かもな、アハハハハ～～」

「雨音！　貴女達も人の事は言えないでしょ？　何、その珍ちん妙みような格好は！」

　霧恋はモニターをドンッと叩きながら怒ど鳴なった。雨音達の格好は、まるで中世貴族のパーティードレスか、仮装舞ぶ踏とう会にでも出るかのような格好だったのだ。

「珍妙とはなんだよ？　これは上流階級社交界最さい先せん端たんの……」

「私達はそんな所に行くんじゃないわよ！　雨音はどういう所か知ってるでしょ？　だいたいこっちの普ふ通つうの家庭にだって、そんな格好では行かないでしょう！」

「カウナック家の者としては、西南の御ご両親に会うんだから、それなりの格好をしなきゃならないわよ」

「バルタ家の息女としての立場もあります！」

　エルマから人の姿に戻もどったリョーコも不満げに霧恋を見た。

「……あのね貴女達……。百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそうだとしても、明らかに初期文明には無い素材を使った服を着て行ってどうするのよ！」

「あっ……」

　彼女達の服には、完全に浮ふ遊ゆうしているパーツもあるし、色が変わり、海の波のように形が常時変わっているパーツもあった。

「それから珀はく蓮れん……。何をどう考えてそこに至ったかは聞かないけれど、その格好では向こうの警察に捕つかまるかもしれないわよ」

「[image: ???]」

　不思議そうに首を傾かしげる珀蓮の格好は、水着か下着か分からないような、とにかくほとんど裸はだかに近い格好の上に、シースルーのネグリジェのようなスクリーンシルクに、虹にじ色いろの淡あわく発光する鱗うろこのような文もん様ようが映し出されていた。

「意外にも玉ぎよく蓮れんが一番まともだけれど……」

　霧恋は微び妙みような表情で玉蓮を見つめた。彼女の格好は十九世紀頃ごろの、ニューヨークやパリで着られているような、マイフェアレディーといった感じの服だ。しかもまあ恐ろしく似合っている。思わず拍はく手しゆしたくなる程だ。

「……でも艦長の家にその格好は……」

　霧恋も少々歯切れが悪い。もしかしてこれでもいいんじゃないか？　そう思うくらい説得力がある。

「おかしい、ですか？」

　玉蓮はちょっと恥はずかしそうに西南の方を見た。

「あっ、いえ……とてもよくお似合いですが、俺の住んでる所は田舎いなかなので、ちょっと目立つかなぁ」

「まあ他の人は論外ですけどね。とにかく全員、ＮＧです！」

「チェッ……せっかく用意したのにさ」

「もともとこの集まりが地球に関するレクチャーの場なのよ。それを貴女達が先走っただけでしょ？　とにかく私達の町の風景から見てちょうだい！」

　霧恋は小型のプローブによる映像を映し出した。それを見た雨音達は一様に納得したようだ。

「中央から離れた星の、郊こう外がい地の普ふ段だん着ぎ、って感じかぁ……。まあ樹じゆ雷らいのような個性的な感じはないから、こちらのナチュラル素材の普段着なら大だい丈じよう夫ぶそうね」

「季節は夏、今だと最高気温三十三、プラスマイナス二度といったところかしら。湿しつ気けが多いからけっこう蒸むし暑いわよ。少し生理調整して行った方がいいかもしれないわ」

「天てん地ち君の所しか知らないから、あまり意識はしてなかったけれど、ほとんど同一種民族なのね」

「……だからそう言ったでしょう？　当然、ワウは居ないからリョーコは変身しないように。貴女方のプロフィールは手元の資料をよく読んで、お互たがいの分も頭に叩き込んでおいてちょうだい。治安は地球の中でもトップレベルにいい場所だけど、目立つ行動は厳禁。特に玉蓮は余計な刺し激げきを与あたえないように！　当然、地球人は生体強化はしてないから気を付けて、外出時の行動は常に複数人を心がけてちょうだい。持ち込む荷物は事前チェックをするわよ！」

　霧恋の説明に耳を傾かたむけつつも、雨音達は真しん剣けんに資料を読み込んでいた。

「まあ全員、外国人という扱あつかいになるから、多少は日本に不慣れだという事で誤ご魔ま化かせるわ。意外と艦長……いえ、西南ちゃんと私の方が、慣れ親しんだ場所という事で気を抜かないようにしなければいけないわ。アカデミー入りを反対した時の話は覚えている？」

「そうですね。病院のお世話にならないよう気を付けます」

「さて、これでブリーフィングは終しゆう了りようするけれど、何か質問は？」

「先生、バナナはおやつに入りますか？」

「はいはい。くどいようだけど、貴女達は現地では容姿的にも目立つ存在だという事を忘れないで」

　雨音の質問に思わず苦笑した霧恋は、和なごやかな口調で締しめくくった。

「は～～～い♡」

　雨音達はそう言うと、地球への準備をする為ために、縫ほう製せい用の資材チェックを始めた。

　守蛇怪には生活に必要ないろいろな物を製造する施し設せつが充じゆう実じつしている。これは福と船体が完全リンクした時に分かったものだが、その中には当然、服ふく飾しよく縫製の設備もあった。

　しかも自然素材も人工合成素材も、銀河中の主おもだった物は全てが製造可能という優すぐれ物で、中でも雨音達を驚きよう愕がくさせたのは、樹雷正しよう絹けんの在庫が在あった事だ。

「まっ、まじ……本物？」

　そのうずたかく積み上げられた在庫を目にした雨音は、信じられないといった表情でそう呟つぶやいた。

「何度か親父おやじに流通の中央市場に連れて行かれた事があったけど、最大でこの十分の一くらいっきゃ見た事無いわよ！　本当に本物？」

「雨音なら、樹雷正絹の組成はパテント保護されているって知ってるでしょ？」

「もちろん！　どちらにしろ組成素材が高価で、正規値の半分くらいしか安く出来ないって事だって知ってる！」

　つまりあまり危険を冒おかしてまで偽にせ物ものを造る意味は薄うすいのだ。

「ケースには全部、刻印があるから本物よ。樹雷皇様に船ふな穂ほ様、美み砂さ樹き様に瀬せ戸と様……そうそうたる方々の純正品。樹雷正絹の中でも特級品ね」

　そう言う霧恋の声も震えていた。

「皇族の方々はご自分で生産されているので、結構、量をお持ちだと聞いています。私達も瀬戸様の女によ官かんになった時には、正絹の正装を数着いただきましたが……」

　そう言う珀蓮も啞あ然ぜんとなっている。

「何と太っ腹な！　さすが瀬戸様！」

　そう言いながら雨音は西南を見た。その意図に気付いた全員の、期待に満ちた視線が西南に集中した。つまりこれで服を作りたい、である。

「俺が持っていても使い道がありませんから、皆みなさんでどうぞ」

「さすがは艦長、太っ腹！」

　雨音達は嬉き々きとして樹雷正絹の使い道を相談し始めた。何しろ滅めつ多たに手に入らない超ちよう高級品だ。実際に使用許可が下りても、何を作るか決めかねたのだ。

　結局、相談の結果、全員お揃そろいの正装制服二着にシャツなどのオプション類。下着を十セットに私服を二着、夜着を二着と決まったのだった。ちなみに総使用量は、在庫のほんの一パーセント未満だ。

「もっと使っていいんですよ」

「そうは言うけど……いざ使うとなると、迷うわよ」

　最高級品の樹雷正絹は、お嬢じよう様さまの雨音ですら気き後おくれしてしまう素材なのだ。

「それに布地って、実際に使ってみてから考えるのが一番なのよね」

「とにかく急いで縫製に取りかかりましょう」

　少ないと言っても、私服や下着はそれぞれがデザインを決めるのだ。霧恋達は守蛇怪にあった凄すさまじい量の服ふく飾しよくデータを駆く使しし、嬉々として、それぞれが地球で使う服を縫製し始めた。

　そしてその二日後、守蛇怪は地球へと到とう着ちやくした。







　　４「山やま田だ家へ」







「座標位置固定しました。空間迷めい彩さい作動正常」

　珀はく蓮れんの言葉と共に、守かみ蛇だ怪けは視覚やレーダー波での探知が不能となった。そして衛星軌き道どう上から一気に、柾まさ木き家前の池へと降下を始めた。

「誘ゆう導どうビーコンは無いから気を付けて」

「了りよう解かい！　上空百メートルで一時停止します！」

「亜あ空くう間かんゲートのキーを取得！　キー作動。ゲートオープンします！」

「亜空間ゲート開放を確認！　降下します」

　柾木家の池上空百メートルに静止した守蛇怪は、再び降下を始めた。

「あっ」

　その時、柾木の家から出て来た少女が、守蛇怪の方を見上げた。もちろん普通ならば守蛇怪は見えない。ただ池の中心から広がる波は紋もんと少し強めの風だけが、認知できるモノの全てだが、生体強化した特とく殊しゆな視覚を持つ彼女には、守蛇怪の姿がハッキリと見えていたのだ。

「砂さ沙さ美みちゃん」

　守蛇怪に向かって嬉うれしそうに手を振ふっているのは、樹じゆ雷らい柾木家の第二皇女、砂沙美・柾木・樹雷であった。

「亜空間ゲートを通過、ポイント着ちやく艇ていします」

　ゲートを通り抜ぬけた守蛇怪は、樹雷の調整槽そうと同型の特殊な薬液が満たされた水槽内に居た。明めい滅めつするポイントへと着艇した守蛇怪はその活動を停止した。

「守蛇怪停止確認。さあみんな急いで！　砂沙美様をお待たせしてはいけないわ！」

　霧きり恋こにとって砂沙美は本家令れい嬢じよう、珀蓮達にとっては上司の孫であり仕つかえるべき皇おう族ぞくの皇女だ。霧恋は雨あま音ね達を急せかしながら、転送ゲートへ飛び込んだ。

「西せい南なお兄ちゃ～～ん！」

　砂沙美はゲートから出て来た西南に駆かけ寄よった。

「久しぶり、砂沙美ちゃん。元気だった？」

「うん！　西南お兄ちゃんも……あっ！」

　砂沙美は愛らしい笑顔で西南を見上げた。そして西南の肩かたで砂沙美を興味深げに見ている福ふくを見つけた。

「この子が魎りようちゃんの妹の!?」

「福って言うんだよ」

「こんにちは、福ちゃん」

「ミャ……ア」

　差し延のべられた砂沙美の手に、一いつ瞬しゆん身を退ひいた福だったが、微笑ほほえむ砂沙美の表情と微かすかに残る魎りよう皇おう鬼きの匂においに惹ひかれ、その手の中に飛び込んだ。

「可愛い～～っ。魎ちゃんのちっちゃい時にそっくり」

　砂沙美は福を抱だき締めると頰ほお擦ずりをした。福も嬉うれしそうに砂沙美に頭を擦こすり付つける。

「昔の魎ちゃんみたいに、まだお耳は垂れたままなんだね」

「ミャア！」

　福の耳は精せい一いつ杯ぱい伸のばしても三分の一程しか上がらない。

「フフッ。もう少ししたらピンと伸ばせるようになるからね」

「……砂沙美様」

　声をかけるタイミングを辛しん抱ぼう強づよく待っていた霧恋は、砂沙美の名を呼んだ。

「あっ、お帰りなさい。霧恋お姉ちゃん」

　砂沙美はいつも魎皇鬼にするように、自分の頭に福を載のせると霧恋達の方を見た。

「雨音お姉ちゃんこんにちは。お祖ば母あ様の女によ官かんさんの珀蓮さん、火か煉れんさんに玉ぎよく蓮れんさん、翠すい簾れんさんだったよね。ようこそ地球へ。……それから……」

「リョーコ・バルタと申します」

「私、砂沙美・柾木・樹雷です。もしかしてバルタって、あの？」

　チラッと砂沙美は霧恋を見た。

「バルタ総そう帥すいのお孫さんです」

「そうですか。ようこそおいで下さいました」

「こ、こちらこそいきなり押しかけてしまい、申し訳ありませんでした」

　少女姿の砂沙美の礼れい儀ぎ正ただしい挨あい拶さつに、リョーコは一瞬、吞のまれてしまった。

「お客様はいつだって大だい歓かん迎げいだよ。……でも御ご免めんね、霧恋お姉ちゃん。今日は畑の収しゆう穫かくがあって、みんな出で払はらってるの」

「そうですか。一応こちらに到着する事は、鷲羽わしゆう様には……」

「鷲羽お姉ちゃんに？　そういえば三日ほど鷲羽お姉ちゃんの姿を見てなかったっけ」

「いやぁ、ごめんごめん。……いろいろと準備に手間取ってて、天てん地ち殿どのに伝えるの忘れてたわ、アハハハ！」

　と、その時、鷲羽が頭を搔かきながら転送ゲートから出て来た。

「ミャア！」

　福はその姿を見た途と端たん、脱だつ兎との如ごとく砂沙美の頭から飛び降り、鷲羽に抱だき付いた。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！」

「分かった分かった。何やらいろいろとトラブルがあったみたいだけれど、調子は良さそうじゃないか」

「す……すみません。俺のせいで、福にはいろいろと辛つらい思いを……」

「なぁに、あの程度のトラブルでどうにかなるようなヤワな子に産んだ覚えはないよ。それより初めまして……だよね？」

　鷲羽はサッと西南に手を差し延べた。

「そ、そうですね。先せん輩ぱいから話は聞いたような気はするんですけど……」

「こんな近くにこんな資料が居たなんて。もっと早くに知っていれば、いろいろとモルモットになって貰もらったんだけれどねぇ」

　鷲羽は差し出された西南の手を強く握にぎった。本来、哲てつ学がく士しから差し出す手を握ってはいけないというのが、アカデミーに古くから伝えられている教訓だ。ただ今ではそれを知る者は数少なくなっている。それは時代が変わった事と、鷲羽と凪な耶じやが行方ゆくえ不明になったからだ。

「だから会わせなかったんじゃないかな？　天地お兄ちゃん……」

「アハハハ！　でももう知り合ったからね。チビ助共々いろいろと楽しませて貰うさ」

　哲学士から差し出す手を握ってはいけない───それはこういう意味を含ふくんでいるからである。

「えっ？」

「クスッ、すぐにどうこうする気は無いさ。まずは船とデータのチェックが先よ」

　鷲羽は福を放り投げるように西南に返すと、踵きびすを返して家の方に帰り始めた。

「あ、あの。鷲羽様」

　霧恋は慌あわてて鷲羽を呼び止めた。

「ん？　何か用かい？」

「あの他の者達がご挨拶をしたいと……」

　なにしろ伝説の人物との出会いだ。全員が緊きん張ちようの面おも持もちで鷲羽を見ていた。特にリョーコなどは、もしエルマの姿なら尻尾しつぽを千切れんばかりに振っていた事だろう。

「慌ただしい中じゃなんだね。こちらも全員揃そろってからの方がいいだろうし、二度手間だからね」

　哲学士は興味のない人間にはぞんざいだ。

「しかし……」

「それに……クスッ、あんた達は西南殿の実家の方が本命なんだろ？　そちらが落ち着いてからでいいさ。西南殿達がこちらに来る頃ころまでには、船とデータのチェックも終わっているだろうから、その時に改めて挨拶といこうじゃないか。んじゃ」

　鷲羽は小さく手を上げると転送ゲートに消えた。

「ご、ごめんね。鷲羽お姉ちゃんって、まあ、あんな感じの人だから。悪気は全くないんだけれど、マイペースなところがあるから」

「いえ、こちらもお忙いそがしい所をお呼び止めしてしまって」

「艦かん長ちようの為ためを思えば、守蛇怪のメンテナンスを優先していただいた方がいいですわ」

　玉蓮のその一言で、全員が納得した。それに変人哲学士はアイリで慣れている。しかも相手はその親玉的存在、伝説の哲学士『白はく眉び鷲羽』だ。この程度は想定内だ。

「じゃあ西南ちゃんの家に行きましょう」

「でも霧恋さんはどうします？　月つき湖こおばさんの所へは？」

　西南の家より霧恋の家の方が遥はるかに近い。歩いても十分程度だ。

「もう連れん絡らく済みで、時間を見て顔を出す事になっています。まずは西南ちゃんのご両親を安心させてあげましょう。何しろ初帰省なんですから」

「そ、そうですね。ちょっと複雑なところですけど……分かりました」

　西南が帰れば、喜んではくれるだろうが、確実に商売の邪じや魔まにはなる。西南も両親も妹も、そこらへんは複雑なところだ。

「さて、じゃあ行きましょう」

「行ってらっしゃ～～い。気を付けてね」

　砂沙美に見送られ、西南達は山の方に歩き出した。

「でも本当にいいの？　村に中型バスがあるけれど？」

「大した距きよ離りじゃないんだし、エネルギーの無む駄だ無駄。だいたい化石燃料の移動手段なんて、私らが使うもんじゃ無いっしょ？」

　化石燃料は確実に環かん境きようを害がいする。そして地球に住む者達が、その環境を復元させられる状じよう況きようでも、宇宙に逃にげられる技術が在ある訳でもない以上、宇宙から来た者達は、化石燃料の使用はできるだけ避さけるべきなのだ。

「でも荷物くらいは運ばせた方が……」

　地球では圧縮技術は使えない。全員が大きなキャスター付きのトラベルバッグを使っている。

「ちょっと嵩かさ張ばるけど、私らにとっては気にならない重さだしね」

　雨音は小指で軽く持ち上げた。生体強化した人間にとって、小さなポーチほどにも感じない。

「それに、西南様が育った所を見たいですもの」

「そんなに特別でもないんですけれど……」

　霧恋を除く女性達の期待度を感じ、西南は苦笑しながら振り向いた。

（それに、この集団を引き連れて歩くのは、ちょっと……）

　全員がシックな高温多た湿しつ地帯用のＧＰ制服を、地球用にアレンジした物を着ていたが、問題はその容姿だ。正直、この地で育った霧恋だけでも目立つのに、異国情じよう緒ちよタップリの雨音、玉蓮の超ちよう絶ぜつ美び貌ぼうの持ち主を始め、その他全員がタレント並みの連中が、しかもこれだけの集団で歩いていれば、目立つ事は確実だ。

（ハッキリ言って、東京の都心でも目立つ集団よね……）

　最さい後こう尾びを歩く霧恋も西南の戸と惑まどいを感じ取っていた。

（……でも、西南ちゃんが凄すごいんだって、見せつけるのは悪くないわ）

　雨音達の存在は、西南の名めい誉よを回復させるプロパガンダには打って付けだ。彼女達には有う無むを言わさぬ威い厳げんや上品な風格がある。全てを台無しにしかねない玉蓮がちゃんとしていれば、怪あやしげな芸能風ふう俗ぞく系に見られる事はない。

　三十分程かけて小さな山を越こえ、田畑と民家のある平地に出た時、霧恋の期待する宣伝者となるであろう最初の人物と遭そう遇ぐうした。夏休みに入っていた事もあり、平日の昼過ぎに出会ったのは、西南の友人の一人だった。

「おおっ！」

　雨音達の肢し体たいは遠目でも只ただ者ものではないと理解できる。その吸引力に思春期の少年が太た刀ち打うち出来るわけもない。西南の友人は直進するはずだった道を左折し雨音達の方へ近付いた。だがどんなに興味があろうとも、直接ダイレクトにマジマジと女性を見る事など恥はずかしくて出来ない。だから道路を挟み何気無いそぶりで雨音達を見ようとした。だがその時になってようやく先頭を歩く西南に気付いた。

「おっ！　西南じゃん。久しぶり……」

　これ幸いと、その友人は西南に声をかけ、安全地帯へと移動をしようとした。これは西南の悪運を知る者がとる、反射的なものだ。だが次の瞬しゆん間かん、雨音達を直視した彼は、金かな縛しばりにあったように目を見開き、全ての意識を奪うばわれた。

「あっ、久しぶり。元気だった……って、危ない!!」

　自転車の運転中に他の事に意識を奪われれば当然、運転とバランスが疎おろそかになる。その友人は雨音達に意識を奪われ、ヨロヨロと一メートル程の柵さくにぶつかり、そのまま人のみが柵を越え、まだ青々とした稲いな田だに落ちて行ったのだった。

　　　　×　×　×

「そ、そっかァ。研修中の会社の同どう僚りようの人なんだァ……アハハハ」

　ズボンを泥どろだらけにしつつ、自力で田んぼから這はい上がった友人は、それでもマジマジと雨音達を直視出来る幸運に心の中で感謝していた。

「だけどいきなり学校辞やめて留学って聞いた時は驚おどろいたよ。ＧＰアカデミーだって？　ネットで検けん索さくしても出て来ないし、お前の事だから、変な宗教にでも騙だまされたんじゃないかって、みんな心配してたんだぜ……宗教団体の方を」

「特別な外資系の学校だから、ほとんど外には知られていないんだ。俺も天地先せん輩ぱいの所でそういう学校があるって聞いて、パンフレットにうっかり名前を書いたらそのまま連れて行かれちゃってさ、ハハハハ」

「なんだそりゃ？　傭よう兵へい募ぼ集しゆうにでも引ひっ掛かかったか？　まあその方が西南らしいけどな、アハハハ～～」

　納得出来る理由が見つかった友人は、大声で笑った。一応、彼も西南の事は心配だったのだ。

「中身はまともな所だよ。特とく殊しゆな警備とか輸送を請うけ負おうんだ。守秘義務があるからあまり詳くわしくは言えないんだけど」

「霧恋さんも同じ所なら、まあ、まともなんだろうな。それにしても西南がそこで一年も保もっているってのが凄いよ。みんないつ帰って来るか賭かけてるんだぜ」

「今のところ帰らなくても済んでるよ」

　友人と西南は車道を挟はさんで西南の家の方向へ移動しつつ、お互たがいの近きん況きようを報告し合っていた。

「それにしても、さすがに西南は有名なんだな」

　雨音は辺りを見回しながら、霧恋に小声で囁ささやいた。

「まあね」

　霧恋は説明の無駄と、諦あきらめたようにため息を吐ついた。

「……やっぱり、こうなったわね」

　車道を挟んで移動している西南と友人、そしてそれを遠巻きに大勢の見物人が集まって来ていたのである。

　その経けい緯いとしては、西南を知る複数人が西南の一行を見た事にある。そしてそれぞれが携けい帯たい連れん絡らくとツイッターで情報を発信、あっと言う間に野次馬が増えたと言う訳だ。さすがに西南達に相対している友人は、携帯でこの状況を伝える事は出来なかったものの、その代わりに一番近い絶好の位置で、雨音達を見る栄えい誉よに与あずかっているのである。

　ただ当然の事ながらその友人には、状況を知りたい多くの友人達からの電話やメールが集中する事になったが、そのほとんどが初対面の雨音達に聞かせるには、少々微び妙みような質問ばかりだ。距きよ離り的てきに西南とのひそひそ話が不可能な状況では、この美び貌ぼうの麗れい人じん達に自分の印象を損ねてまで取り次ぐ意味はない。

　友人達から送られる通信は一切無視する事を決めた友人は、後の苦情を覚かく悟ごしつつ携帯の電源を切った。その代わり……、

（とにかく出来るだけ、あの超絶美人なお姉さま方の情報を集めるしかない！）

　そう彼は決意した。

「じゃあ、俺はここで」

　だが自宅に近付いた西南は、友人に手を上げると、道を曲がろうとした。

「西南ちゃん、そのまま直進して」

　そんな西南に霧恋は慌てて声をかける。

「えっ？」

「なんだ西南、おまえン家ち、引っ越したの知らないのか？」

「引っ越した？」

「ああ、この先の……」

「ちょっと！」

　霧恋は友人の言葉を遮さえぎるように、道路を横切って彼に近付いた。

「ごめんね。今は西南ちゃんの家の事、内ない緒しよにしておいてくれない？　ちょっと驚かしてあげたいの」

「ああ、なるほど。分かりました」

　彼は顔を近付けて小声で話す霧恋に、鼓こ動どうが高鳴り、赤面しそうになるのを必死で堪こらえていた。彼も霧恋とは昔むかし馴な染じみだが、もともと美人で有名だった彼女は、都会に出てもの凄く洗練され、垢あか抜ぬけしていたのだ。

「そ、それより霧恋さん、西南って携帯、持ってないッスよね？　周りの連中がいろいろうるさくて」

　友人は大きく深呼吸をし、緊きん張ちようを解ほぐして霧恋に話しかけた。

「持たせてはいるんだけれど、緊きん急きゆう用なの。それに彼女達に対する質問は、仕事上の制約があってノーコメントなのよ。ごめんなさいね」

「そういう事なら、俺は全然！　その代わり……写真、いいですか？」

「そうね、そうでもしないと収まらないわよね。でも一枚だけで勘かん弁べんしてね」

「も、もちろん！」

　群衆の中には遠くから携帯や、中には望遠の一眼レフの本格的なカメラを所持している者達も居たが、霧恋達はその全てに光学ジャマーを仕し掛かけていた。だが撮さつ影えいのエスカレート化を避け、その後の対策をとりやすくする為ためには、一枚だけでも写真があった方がやりやすい。霧恋は再び道路を渡わたって雨音達に短く説明をし、雨音達は友人の方を見て微笑ほほえんだ。

「じゃあ、行きますよ」

　友人は携帯を構え一枚写真を撮とり、ちゃんと撮れた事を確認すると、直すぐさまその写真を説明文と共に転送し始めた。

「なあ……結局、俺の宅うちって、どうなったんだ？」

「行けば分かるって」

　　　　×　×　×

「…………これが、俺の宅？」

　大きな門柱にある表札を、西南はジッと凝ぎよう視ししながら呟つぶやいた。

「山田って、けっこうある名前ですよね」

「間ま違ちがいなく西南ちゃん家よ」

「うむ！　間違いなくお前の家だぞ～～」

　友人は少し離はなれた場所から相あい槌づちを打つ。

「で、でも??」

　門から見える家は、正直、宇宙の雨音の家で慣れた西南にとって、さほど驚く物では無かったが、以前の家の五倍はあろうかという家か屋おくに、十倍はあろうかという広い敷しき地ちの邸てい宅たくだった。家の規模もそうだが、何よりたった一年程度で、ここまでの家を手に入れられる理由が見あたらない。

「あっ！　お兄ちゃん、お帰り」

　西南の戸惑いによる思考停止状態は、妹、吉よし子この声で破られた。

「そんな所に立っていないで、早くこっちに………[image: !!?]」

　が、玄げん関かんから出て来た吉子は、先程の西南の友人同様、雨音達を見て固まった。だがすぐに吉子は踵きびすを返すと、玄関に駆かけ込み大声で両親を呼び始めた。

「お母さん！　お父さん！　早く来て!!　お兄ちゃんが大変なの！」

「そろそろ入りましょう。いつまでもここにいたら面めん倒どうだわ」

　霧恋は未だ遠巻きに見物している野次馬達を一いち瞥べつし、そこから逃にげるように西南の手を引いて敷地内へと入って行った。

「は、はい。じゃあ、またな」

　離れた場所に居る友人に手を上げると、西南は玄関へと向かった。

「西南お兄ちゃん！」

　その時、玄関に向かう西南の前に現れたのは……、

「ネージュちゃん!?」

　鉢はち合あわせするように出て来たのは、にこやかに微笑むネージュだった。

「なっ、なぜここに??」

　啞あ然ぜんとなる西南達の前に、遅おくれて今日きよう子こと父が現れた。

「お帰り、元気だったか………いっ??」

　そして西南の両親は吉子同様、西南の後ろに立つ雨音達を見て固まった。ただ福だけは嬉うれしそうにネージュに飛びかかってしがみ付くと、盛大に尻尾しつぽを振ふり出した。

「……あの、何な故ぜここにネージュちゃんが居るんだ？」

「……お前、西南だよな？」

「……この方達は、どなたなんだい？」

　それは一分程の沈ちん黙もくの後、西南と両親から同時に発せられた言葉だった。







　　５「箱の中身は？」







「さあどうぞどうぞ。遠いところからようこそおいで下さいました」

　霧きり恋こ達を大広間に通した北ほく東とと吉よし子こは、テキパキと長いテーブルを二つ並べ、その周りに夏用のイグサの座布団を置いて行った。母は近所の、西せい南なも顔見知りの梅うめ子こおばさんと共に、持って来た麦茶をグラスに注ぎ始める。

「西南ちゃん、座って」

「は？　あっ、はい！」

　自分が座らないと他の者達が座れないと気付いた西南は、父親の指示で一番上かみ座ざへと座った。他の者達は霧恋によって位置が指示され、整然と混乱もなく全員が着席した。

「お手伝いします」

「いいんだよ霧恋ちゃん。今日はお客様なんだから、ゆっくりしてちょうだい」

　今日きよう子こは笑いながら断った。

「ありがとうございます」
















　霧恋はそう言いつつ、それでも麦茶の入ったグラスを受け取ると、他の者達に配り始めた。

「だけど、何故ネージュちゃんがここに？」

　西南は恐おそる恐るネージュに聞いた。ネージュならば初期文明惑わく星せいについての決まりは理解しているだろうが、口裏合わせをしていない以上、西南達が覚えている設定と大きな差さ違いがあればまずい。最初にネージュが西南の家族に、どういう説明をしたか聞き出す必要がある。

「水みな穂ほ様がここまで連れてきて下さったの」

「西南、お前、ネージュちゃんを助けてあげたんだってなぁ……。実はお前が巻き込んだんじゃないかって、みんな疑ってたんだ」

「いいえ、逆に私のトラブルに西南お兄ちゃんを巻き込んじゃったの。それを西南お兄ちゃんとチームの人達が守ってくれたんです、お父様」

「お、お父様……。いや、こんなに可愛い子にそう言われると照れるなぁ」

「それ以外では何か聞いたの？」

　みっともなく照れて身をくねらせている父親に、西南は少し苛いら立だちつつ尋たずねた。相手が海かいならば一発殴なぐっているところだ。

「東とう欧おうのさるご令れい嬢じようでってのは聞いて、後はお前が帰って来たって訳だ」

「元、令嬢です。だからＳＰも付いていませんし」

　幸いネージュは、西南達の意図を完全に分かっているようだ。

「元って!?　まさかネージュ様？」

「以後の護衛は西南お兄ちゃんがって。これ依い頼らい書しよ」

　ネージュの差し出した封ふう筒とうには、瀬せ戸との封ふう印いんがされていた。それを外し、西南は中の命令書を取り出す。

「……ネージュ・ナ・メルマス嬢、保護及およびチーム加入の事……神かみ木き・瀬戸・樹じゆ雷らい、柾まさ木きアイリ両名の命により遂すい行こうされたく……」

「ええっ!?　ネージュ様がっ??」

「よろしくね。皆みなさん」

「おやまあ、西南に守らせるってのは何だねぇ。でも霧恋ちゃんがいれば大だい丈じよう夫ぶか」

「……追つい伸しん、そちらに送った荷物の件もよろしく……？」

「荷物？　何の事かしら？」

「ああ、それならネージュちゃんと一いつ緒しよに、あんた宛あてで届けられているよ。随ずい分ぶん大きな箱だけれど、何が入っているんだろうねぇ？」

　そう言いながら今日子は隣となりの襖ふすまを開けた。そこには大型の冷蔵庫くらいの箱がデンッと鎮ちん座ざしていた。

（まさか!?）

　それを見た霧恋には一つの予感、というか心当たりがあった。

　西南は幾いく重えにも施ほどこされた封を剝はがし、観かん音のん開びらき状の蓋ふたに手をかけた。

　バシュッという中から空気が抜ぬける音がし、一センチ程開いたところで、蓋は自動的に開き始めた。

「うっ！　うわわわっ！」

　正面にいた西南は、一番に中身が見えたのであろう、ちょっとした悲鳴を上げながらその場を飛び退のいた。

「ど、どうしたの？…………ひぃっ!!」

　蓋が半分開いた時点で、全員が押し殺すような悲鳴を上げ、箱の中身を凝視した。特に霧恋はそこに自分の過去の罪を見、硬こう直ちよくして大量の汗あせを流していた。

「りっ、林檎りんご様!?」

　そこに入っていたのは立たつ木き林檎、その人であった。我に返った西南は脈や息の確認を行おうと、慌あわてて林檎に近付いた。と、近付く西南の目の前で、パッチリと林檎の目が開いた。

「………あら？　これは夢なのかしら……ここに西南様がいらっしゃるなんて。嫌いやだわ、私ったら仕事中だというのに、いつの間にか眠ねむってしまって……」

　林檎はまだ半分、眠ったような感じで、恥はずかしそうに頰ほおを赤らめた。

「西南様に寝ね顔がおを見られるなんて、恥ずかしいです」

「あ、あの……林檎様。ここがどこかお分かりですか？」

「ここがどこか………[image: !!!]」

　使われた薬が完全に分解されたのであろう、林檎の表情が一いつ瞬しゆんでしっかりとしたものとなった。これまでの経過も一瞬で理解したのであろう、感情を抑おさえる為に、目を閉じて大きく深呼吸を行った。

「せ、西南……これは一体何事なの？」

　母親は震ふるえる声で言った。

「西南様。ここはもしや、ご実家で？」

　林檎の小声の確認に、西南は小さく頷うなずいた。

「みっともない所をお見せして申し訳ありません。さぞや驚おどろかれた事と思いますが、これは全て悪戯いたずら好きの上司の仕し業わざでございます」

　林檎は西南を押し退けるように前に出ると、その場で土下座をしてそう言った。

「申もうし遅れました。私、立木林檎と申します。山やま田だ西南様の会社の取引先に所属する者でございます。西南様には我が社の危機を何度も救っていただいており、一度はご両親にお会いして正式にお礼をしたいと、常々上司も申しておりまして……」

「はあ……で。こういう形で、その悪戯好きな上司さんが？」

「本来であれば、上司がこちらに赴おもむくのが筋でございますが、なにぶん忙いそがしい身でございまして、この度たびは西南様の御帰省に合わせ、私が名みよう代だいという事でお邪じや魔まいたしました。上司は後日、日を改めて正式にご挨あい拶さついたします故、ご容よう赦しやの程を」

「母さん。林檎様の上司の人って、俺にとっても恩人なんだ。だから……」

「いいんだよ。頭を上げておくれ。死体かと思ってビックリはしたけど、なかなか面白い上司さんじゃないか。アハハハハ」

「……さすが西南、いや西南君のお母様。立て直しがお早い！」

　まだ啞然としている北東を横目に、雨あま音ねは感心したように言った。

「だてにこの子の母はやっていないさ。それよりもこんな別べつ嬪ぴんさん達が西南と帰って来た事の方がビックリだよ。女の私でもドキドキするんだから……さ」

「まあお上手。実は全員、西南君の補ほ佐さなんですよ」

　雨音は今日子のノリに、話が合うと直感したのか、ご機き嫌げんでそう言った。もし西南のような子供を抱かかえて、線の細いタイプだったら、話す内容にかなり気を使わなければならない。特に雨音のような歯に衣きぬ着せぬタイプは尚なお更さらだ、その場合は、必要以上に話しかけないようにしなければと、覚かく悟ごはしていたのだが、これなら殆ほとんど話す内容に気を使う必要はなさそうだ。

「補佐？　西南のかい??」

　今日子は雨音達を、気の毒そ～～な目で見つめた。息子むすこの補佐など、人柱も同然だからだ。

「紹しよう介かいがまだでしたね。では……おい、霧恋。いつまで呆ほうけてるんだ？」

「えっ？」

「紹介だよ。こういうのは霧恋がするのが筋だろ？」

「そっ、そうね。そうだったわね」

　樹雷で一度、林檎の件に関しては二人の間で手打ちは済ませていたが、それでも霧恋の動どう揺ようは大きくトラウマ化していた。そして霧恋の動揺の理由を、珀はく蓮れん達も気付いていた。

『これってあれだろ？』

　火か煉れんは珀蓮に秘話通信で話しかけた。

『ええ……以前、霧恋様が林檎様を樹雷に送り返した意い趣しゆ返がえしでしょうね。でも、その件についてはお二人の間で決着はついたと聞いたけれど？』

『クスッ。自分に関係ない所で終結したのを、快く思っていないんでしょう。それから西南様争そう奪だつ戦せんへの参戦強制、それ以外にも林檎様に樹雷に居てもらっては困る理由があるのでしょうね』

『一石三鳥……。でもきっと使い込みの証しよう拠こ隠いん蔽ぺいが主目的ね』

「ほら、あなた！　いつまで呆けてるの！　吉子も」

　今日子は夫を引き摺ずるように、姿勢を正した。そして吉子もその隣に移動した。相手が慣れ親しんだ山田家の家族だったのが幸いし、その頃ころには霧恋も、表向き冷静さを取り戻していた。

「コホン！………先まず、私の隣の彼女は雨音・カウナック。チームでは車両運転と射しや撃げき系のスペシャリストです」

「よろしく、お父様、お母様、吉子ちゃん」

「本当にビックリする程綺き麗れいな子だねぇ……モデルさんかと思ったよ」

「アハハハ、昔やってました」

「やっぱりねえ」

　雨音の根っからの明るさに、今日子は安心したように笑った。それは正まさ木きの村の人達にも通ずる共通点だ。ならば西南の補佐を強制されているだけでは無い、という安あん堵ど感かんがあったのだ。

「次はリョーコ・バルタ。情報解かい析せきのスペシャリストです」

「初めまして、リョーコ・バルタでございます」

「よろしくね」

「次の娘こ達からは、警備上の機密の関係でコードネームになっていまして……」

「この四人チームのリーダーをしております、珀蓮と申します。どうぞよろしくお見知りおきを」

「彼女達は私達の補佐兼、交代要員として、林檎様の上司に派は遣けんされて来た者達です」

「へえ、そうだったのかい。ウチの子が迷めい惑わくかけて済まないねぇ。上司の方にはよろしく伝えてちょうだい」

「お気き遣づかいなく。それだけの価値が西南様には在ある、そう判断されての事です」

「価値、ねえ……？」

　今日子にとって息子の価値とは、一番現実味のない単語だ。

「私は火煉と申します。よろしくお願いいたします」

「珀蓮達はオールマイティに全ての能力が高いんです。どちらかと言えば、私達が補佐のようなものでして」

「霧恋様達は、特化した能力では私達より上ですから」

「それはそれは……。そんな人達に付いて貰もらって、ウチの子は幸せだよ」

「で、おば様。次は玉ぎよく蓮れん……」

「よろしく……お願いいたします」

　霧恋の紹介に、玉蓮は他の者達同様に深く礼をした。だがたったそれだけの所しよ作さで、西南の両親だけでなく、玉蓮をよく知る霧恋達にさえ、溜ため息いきを吐つかせる程の雰ふん囲い気きを醸かもし出したのだ。

「……いやはや。圧あつ倒とうされる美び貌ぼうってのはあるんだね。雨音さんもそうだけれど……」

　今日子は、腰こしが抜けるような感覚に、深く溜息を吐くと、隣の夫に小声で、

「ねえ、こんな人達と一緒で、ウチの子の理性は大丈夫なのかねえ」

　と囁ささやいた。

「いやあ、こんな人達……逆に圧倒されて何も出来ないよ」

　今まで無言だった父親は、呻うめくようにやっとの事で声にした。

「父さんも母さんも、みんなに失礼だよ」

　自分が男性としての好意を持たれているなど露つゆとも思わぬ西南は、困こん惑わく顔でそう言ったが、女性達全員が一いつ斉せいに、少し意味ありげな視線を西南に集中させたのを、母親だけは見み逃のがさなかった。

（ちょっとちょっと！……ええっ!?）

「ん？　どうしたんだ、お前？」

　北東は急に黙だまりこくった今日子を不思議そうに見つめた。

「あっ、いえ何でもないわよ。それより自己紹介が済んだのなら……」

「母さん、もう一人居るよ」

「えっ!?」

　その声は今日子だけでなく、そこに居たほぼ全員から上がった。

「……翠すい簾れんと申します」

　消え入るような声で翠簾がお辞じ儀ぎをした。

「あああああああっ！　翠簾、ごめんなさい！」

「林檎様の事もあったし、玉蓮が変な自己顕けん示じなんかしたから………」

　霧恋は平身低頭、翠簾に頭を下げ、他の者達もそのフォローに必死だった。しかし当の本人は慣れている為ため、ケロッとした顔で麦茶を飲むと、

「いつもの事ですから平気です。それよりもう一人、福ふくちゃんがまだです」

　と、翠簾はネージュに抱だっこされている福の方を見た。

「ミャア！」

「うわっ！　うわっ！　その子の事、気になっていたのよねぇ～～」

　それまで大人しくしていた吉子は、急に膝ひざ立だちをし、目を輝かがやかせながら福を見た。

「その子は福っていって、その……」

　西南が説明をしようとする間に、吉子はネージュに近付くと福をジッと見つめた。

「ねえネージュちゃん、抱っこさせてくれる？」

「ええ、いいわよ」

　吉子はネージュから福を受け取ると、福の頭を撫なでた。福も吉子が西南の妹と分かるのか、尻尾しつぽを振ふって嬉うれしそうだ。

「お兄ちゃんが飼ってるの？　ねえ、この子私にちょうだい」

「ちょうだいって、そいつはちょっと……」

　普ふ通つうのペットならばいざ知らず、福は宇宙船の端たん末まつ体たいだ。さすがに気楽にやり取り出来るモノではない。

「え～～っ？　だいたいお兄ちゃんの側に居させて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「吉子ちゃん、福は私達のチームメイトなの」

　兄妹きようだいのやり取りを苦笑しながら見ていた霧恋は、諭さとすように話し始めた。霧恋にとっても吉子は妹みたいな存在だ。

「チームメイト？」

「麻ま薬やく探知犬とか、人間の仕事の補佐をする動物って知っているでしょう？　その子は西南ちゃん専用に訓練している、新種の調査実験体なの。その証しよう拠こに……額に赤い宝石が在るでしょう？」

「本当だ……綺麗」

　福の額にはビジョンブラッドと呼ばれる、最高級のルビーにも似た宝石がある。吉子はその美しさに見入った。

「でも実験体って、まさかこの子に酷ひどい事してるんじゃ？」

「それなら吉子ちゃんが心配しているような事はないから安心して。その証拠にその子は西南ちゃんが大好きなの」

「お兄ちゃんが？　でもこんなに私に懐なついているわよ」

「西南ちゃん、福ちゃんを呼んでみてちょうだい」

「福、こっちへおいで」

「ミャア！」

　福は西南に呼ばれた途と端たん、吉子の懐ふところから飛び出し、西南の元に一目散に駆かけ寄よると嬉しそうにじゃれついた。

「それなら私だって！　福ちゃん、お姉ちゃんの所においで」

「ミャ？」

　一いつ瞬しゆん、吉子の方を見た福だったが、西南に撫でられている心地好よさに、すぐに喉のどを鳴らしながら西南に甘えていた。

「あらら、こりゃ吉子の負けだね」

「むぅっ………。でも福ちゃん、本当に嬉しそうだね」

　ちょっとむくれた吉子だったが、西南に甘える福を見て、すぐに仕方ないなという顔で微笑ほほえんだ。

「ここにいる間なら遊んであげてよ。吉子の事、気に入ったようだからさ」

「うん！」

　妹の吉子の嬉しそうな顔に西南の表情も綻ほころんだ。そしてその西南達の様子を、霧恋達は微笑ましげに見つめていた。

（こっ、これはやはりっ！　まだ結論を出すには早いけれど、少なくとも同どう僚りようという事は、西南の特性を知っているという事よね。大人の対応という事を差し引いても、西南のあの凶きよう悪あくな悪運を目にしてなお、あんな表情が出来るのなら！）

　今日子の目が獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのようにギラリと光る。西南は人々の恐おそれや悪意といったモノを直接ぶつけられて来たが、今日子とて同じモノを間接的、時には直接的にぶつけられて来たのだ。その人の態度が本心なのか社交辞令なのかには、とても敏びん感かんだ。

（ただ霧恋ちゃんのようにプレッシャーに負けて、あの子から距きよ離りを置く可能性はあるから、あまり過度な期待は出来ないけれど、でも……）

　霧恋が一度は西南から逃にげた事を、今日子も認識していた。しかしここまでのやり取りを見て、霧恋が再び西南と向き合ってくれている事を確信した。

（あの子を外にやったのは無む駄だじゃなかったようね………だけど……）

　今日子はいま一度、女性達の顔を見回した。

（……うん、やはり過度な期待は禁物だわ）

　ＴＶですら滅めつ多たに見られない美女達の、その浮うき世よ離ばなれした雰囲気に今日子は、自分の願望が途と轍てつもなく現実離れしているように思えたのだ。とにかく西南が嫌きらわれているのではない事だけでも僥ぎよう倖こうだ。

「さて、そろそろ夜の歓かん迎げい会かいの準備でも始めるとしましょうか。お父さんの方も店に戻もどって下さいな」

「そ、そうだな。じゃあ失礼しますよ」

　とんでもない美女の大群に囲まれ、えらく緊きん張ちようしていた北東は、これ幸いと逃げるように部屋を出て行った。もっとも彼女達と何か話そうとした所で、共通する話題など西南の事しかないし、それは今夜行うであろう歓迎会に温存しておく方がいい。

「ねえ父さん、店ってどうなってるの？　向こうの家の店は閉まっていたけど……？」

「ん？　ああ、それはだな」

「ジャ～～～ン！　お兄ちゃん、ほらこれ！」

　吉子は新聞の挟はさみ込み広告を西南の前に、パッと広げた。

「……ええっ!?」

　吉子が見せた広告には、中規模スーパーの写真と『スーパーストア・やまだ』の文字がでかでかと印刷されていたのだ。

「食料品、日用生活雑貨、衣料の店てん舗ぽなの。凄すごいでしょ！」

　吉子は自じ慢まんげに胸を張った。

「だっ、だけど……三ヶ月前に開店ってあるけれど、何をどうすれば、あの小さな雑貨屋がここまでなるんだ？」

「お兄ちゃんが家に帰ると、店にお客さんが来なくなるのは知ってるわよね？」

「お、俺がずっと居なくなると、ここまでなるって事か？」

「私らもビックリだったけれどね。でも、それに加えて、あんたの仕送りのおかげでもあるんだよ」

「俺の仕送り？　いや、でも俺の仕送りって……」

　雨音達との同居のおかげで、殆ほとんど食費や光熱費にかかるお金は無い。ＮえぬＢびーの無む駄だ遣づかいの問題はあるものの、給きゆう与よの半分は仕送りに回している。しかしそれでも、その額はたかが知れている。

「ご、ごめんなさい西南ちゃん。………黙っていたんだけれど、西南ちゃんのお給料の他に、仕事に対するボーナスがあるの。そっ、それで……」

　霧恋は気まずそうに林檎を見た。

（……瀬戸様、この展開を読んでいたんだわ）

　珀蓮達は、気の毒なくらい狼ろう狽ばいしている霧恋を無言で見つめた。

「林檎様が以前、国や企き業ぎように掛かけ合って、かなりの額の報ほう奨しよう金を手に入れて下さって……その……」

「西南様が持つには大金でしたので、必要な時が来るまで霧恋さんに管理していただいていたのです。勝手な事をして申し訳ありません」

　林檎は咄とつ嗟さに口くち籠ごもってしまった霧恋を庇かばうように話を続けた。それは林檎の優しさではあったが、さらに霧恋の自己嫌けん悪おを増し、傷口を深くえぐる結果となった。そしてここまで来ると勘かんのいい雨音はもちろん、リョーコもあまり事情に詳くわしくないネージュも、霧恋と林檎の間に以前、今回のシチュエーションと同じような事があったのだろうと気付いていた。

「あっ、いえ。俺の方は全然……」

「こちらこそ気を使わせちゃったわね」

　今日子は西南を押し退のけるように入って来る。

「この子にそんな金を持たせたら、変なのに集たかられるか騙だまされるか、落としちゃったとかで、すぐ無くなっちまうだろうからね。それにしても、いまだにウチの子があんな大金を貰もらえるって理り屈くつが分からないねぇ……。霧恋ちゃんを通してだからこそ大丈夫、って思うけれど、ウチの子から送られて来たら、絶対に犯罪絡がらみだと思って受け取らないわよ」

「……お気持ちは分かります」

「まあそこら辺のカラクリは、今晩にでもじっくり聞かせて貰うよ。ほら！　あんたもボサッとしてないで！　ただでさえ決算調査が遅おくれているんだからね」

「決算!?」

　その言葉に林檎の目つきが変わった。

「開店して三ヶ月の決算調査をしているんだよ。銀行への報告でね。ただ店の規模が以前と桁けた違ちがいだから、ちょっと手間取っていてね。出店のアドバイザーが連れて来た……。ああっ、お客様にするような話じゃなかったね。まあ慣れていても、それなりに時間のかかるモノだから気にしないでおくれ」

「私、経理課に所属していますから、是ぜ非ひお手伝いさせていただけませんか？」

　それは林檎にとって本能のようなものだ。目の前に居る獲物に食らいつく肉食獣のように、林檎はその話に飛び付いた。もちろん西南の為になりたいという気持ちもある。

「いや、だけどね……」

　少し不安げな今日子に、林檎を知る珀蓮達は笑いを堪こらえるのに必死だった。

「おば様、是非、お手伝いしていただく事をおすすめします！」

「……そ、そうかい？　まあ霧恋ちゃんがそう言うのなら、頼たのもうかしらね」

　霧恋の真しん剣けんな表情に、今日子は思わずそう言った。

「だけど経理は……」

「あなただってチェックするんでしょ？　まあ遠とお縁えんの娘むすめって事で押し切りなさいよ。全部向こうの言いなりってのもスッキリしないしね」

「……そうだな。じゃあ、分かる範はん囲いでいいですからね」

「お父様、お母様、私共も是非、何かお手伝いさせて下さい」

　珀蓮はここぞとばかり、頭を下げた。

「これ以上、お客様にそんな事をさせるわけにはいかないよ」

「私共の上官が働いて、部下が休んでいる事など出来ません。それに私達は西南様にご恩返しする為ため、ここに参りました。お気き遣づかいは無用です」

　珀蓮はそう言うとチラッと霧恋の方を見た。珀蓮が何を言いたいのか察した霧恋は、小さく頷うなずくと、

「おば様。みんな身体からだを動かしている方が好きな娘達ばかりですので、是非使ってあげて下さい。西南ちゃんの補ほ佐さがどういう人達か、それを知るいい機会だと思います」

「真逆の立場が当たり前だったからねえ……。まるでキツネかタヌキにでも化かされている気分だよ。でもそこまで言ってくれるなら、化かされるのも悪くないってもんだね」

「じゃあ火煉は私と夜の歓迎会の手伝いに入ってちょうだい。他の人達はお店の状じよう況きようを見てから決めましょう」

　こうなると霧恋は水を得た魚のようだ。林檎の事を払ふつ拭しよくしたい気持ちもあり、霧恋は張り切って取り仕切り始めた。

「あの、霧恋さん……俺は……？」

「あんたは店に来ちゃダメに決まってるだろ！　吉子はネージュちゃんや福ちゃんの相手と西南の監かん視しをねっ！」

　さすがに今日子は、鬼おにのような形相だ。

「了りよう解かい！　じゃあネージュちゃん、福ちゃん。お庭を案内してあげる。お兄ちゃんは縁えん側がわで見物でもしていてね」

「……分かった」

　しょんぼりしている西南を微笑ましく見つつ、霧恋達は西南の両親と共に外へ出て行った。







　　６「魔ま窟くつへの招待・モルモットさん、いらっしゃ～～い」







「これはこれは……大したデータだよ」

　守かみ蛇だ怪けを格納した調整槽そうの前で、鷲羽わしゆうは恍こう惚こつの眼まな差ざしで、守蛇怪のメインデータに見入っていた。

「クッ！　クククッ……本当に西せい南な殿どのは最高のバグチェッカーだね。魎りよう皇おう鬼きが五千年かかって集めた倍近くの事例を、この短期間で収集しちまうんだからさ……っと、いけない、いけない。ざっと一通りチェックをしなきゃね」

　データを軽くスクロールし始めた鷲羽は、直すぐさまあるデータの所でスクロールを止めた。

「ん!?　これは！」

　普ふ通つうの人間が見ればなんという事のない、各種計測グラフだったが、鷲羽の表情が明らかに険けわしくなったのだ。

「戦せん闘とう対象艦かんダイダロス。艦かん長ちようタラント・シャンク……、シャンクギルドの末まつ裔えいか。ならば、あり得るかもしれないわ……!?」

　ノック音に鷲羽は、再びデータをスクロールさせ始めた。

「どうぞ」

「鷲羽ちゃん、今いい？」

「おや、天てん地ち殿がここに来るなんて珍めずらしいじゃないか」

　鷲羽はそう言いながらニンマリと笑みを浮うかべた。出会った頃ころにモルモット扱あつかいをして以来、天地は鷲羽の研究施し設せつに近付くのを避さけている。だが……。

「西南君が帰省したって聞いたから、ちょっと……」

　さすがに西南の事となるとそうも言ってはいられないらしい。

「伝えるのをすっかり忘れちゃってて、申し訳なかったわね。これも西南殿の運の悪さ故ってやつかもね、アハハハハ」

　鷲羽はイスを一つ出すと天地に勧すすめた。天地は用心深くそのイスを観察し、諦あきらめたようにそれに座った。幸いイスには仕し掛かけはなかった。

「鷲羽ちゃんは、西南君の運の悪さって、どう思います？」

「天地殿にとっては弟のような存在なんだってね」

「ええ……海かい君と二人、小さい頃から一いつ緒しよでしたし、俺も一人っ子みたいなものでしたから。それに西南君は……」

　天地は西南についての思い出を語ろうとしたが、そのあまりに膨ぼう大だいな感情に胸が詰つまってしまい口くち籠ごもった。それが天地の西南に対する思いの深さを感じさせた。

「……本当に、幸せになって欲しいんです」

「フフッ……。西南殿を知る人間は、みんな同じ顔をするねぇ。瀬せ戸と殿しかり。アイリ殿しかり……他にも大勢さ」

「…………」

「西南殿の確率の偏かたよりってのは、私が知る中でもトップクラスの数値だよ。もちろん上には上が居るけれど、あの年まで生存している例は皆かい無む。西南殿の数値だって本来、生存不可能な数値だ」

「でも西南君は生きている！」

　天地は鷲羽の言葉を必死に否定するように声を上げた。

「ああ、彼には他にも特別な能力があるからだよ」

「特別な能力？」

「確率の偏りに対する回かい避ひ……ずば抜ぬけた危機回避能力さ。こいつは圧あつ倒とう的てき、神かみ懸がかり的ともいっていい」

「圧倒的な危機回避能力……」

「まあさらに圧倒的で悪あく魔ま憑つき的な運の悪さに相そう殺さいされて、凄すごく運の悪い子になってるのが悲しい所なんだけれどねェ」

「……ハア……」

　天地は西南を哀あわれみ、深い溜ため息いきを吐ついた。

「まあ落ち込む事ばかりじゃないよ。圧倒的な危機回避能力ともう一つ、あんな確率の偏りを持ちながら健全な精神をしているのは、天地殿が居たからだよ」

「えっ!?」

「他に霧きり恋こ殿や月つき湖こ殿、海殿や正まさ木きの村の人達が西南殿の心を守っていたからに他ならない。危機回避能力もそのほとんどが健全な精神に支えられた、後天的学習で得られたものといえるんだ」

「そうだったのか……でも、それでも凄く運が悪いのは変わらないんですね」

「まあね……ん？　いや、もしかして！」

　鷲羽は何かを閃ひらめいたように、あるデータをチェックし始めた。

「どうしたんです？」

「確かエルマって、アイリ殿の秘書の報告書に………、あった！」

　鷲羽はそのデータをジッと見つめ、

「あまり過度な期待は禁物だが、少しは何とか出来そうだ」

「本当ですか!?」

　パッと天地の表情が明るくなる。

「本当、本当！　まずは手近な連中から始めるか」

　　　　×　×　×

「はい……はい、承知いたしました。みんなに伝えておきます」

　霧恋は携けい帯たいを切るとベルトに付けたホルダーに入れた。そして再び下ごしらえ中の野菜を洗い始めた。

「火か煉れん、鷲羽様からなのだけれど、明日あした以降、いつでも構わないから身体データのチェックを受けるよう通達があったわ。西南ちゃんに関係する事だから必ず全員受けるように、だそうよ」

「西南様に？　はい、承知いたしました。珀はく蓮れん達にも知らせておきます。それで霧恋様、先程お話ししていました、お店に出す総そう菜ざいのメニューなのですが、やはり調理者のランクアップを考えるべきだと思います」

「そうねえ……確かにそれは理想だけれど。おば様はどう思います？」

「将来的にはそうしたいとは考えているのよ。本当、霧恋ちゃんや火煉さんのような人が見つかればいいんだけれど」

　今日きよう子こは火煉の手て際ぎわを惚ほれ惚ぼれと見つめながら言った。

「私など霧恋様に比べたら……」

「店での手際は見事だったわよ。霧恋ちゃんもそう思うから、火煉さんを指名したんでしょう？」

「ええ」

　霧恋は火煉を見て頷いた。

　店に行った火煉は、お総菜やお弁当のコーナーに興味を持ち、熱心にいろいろとチェックをしていた。初めは胡う散さん臭くさそうな顔で不満げだった調理主任も、火煉の見事な手際に舌を巻き、最後には教えを請こう程だった。

　今日は、現在店で出している総菜や弁当の内容修正を行ったのみで帰宅し、歓かん迎げい会かいの用意ついでに、総菜メニューの試作を作る事としたのだ。

「とにかく今日はいくつか、今まで出して好評だった中から、秋用に使えるメニューを作りますので、食べてみて下さい。他にも使えそうなレシピをピックアップしてお渡わたししますので、調理師の方々と相談して使えそうなら使ってみて下さい」

「本当に助かるよ。霧恋ちゃんと火煉さんの作るものなら間ま違ちがいないさ。問題があるとしたらそれを再現出来るかどうかだね」

「大量に作る事を想定して少し、レシピを変へん更こうしますが……もしよろしければ、いろいろと皆みなさんにレクチャーをしましょうか？　もちろんあまり負担にならない程度の、ちょっとしたコツみたいなものですが、それだけでかなり変わると思います」

「そりゃありがたい。実はそういう声も、現場からは上がって来ていてね。だからぜひお願いするよ」

「はい！」

　少年のような容姿の火煉だが、はにかみ嬉うれしそうに微笑ほほえむ様は、思わず抱だき締しめてしまいたくなるほど可愛らしかった。

（こんなに優ゆう秀しゆうなんてねぇ……こりゃ他の娘こ達が店でどうしているかが楽しみだ）

　店で作業をしているであろう林檎りんご達の事を思い、今日子は思わず笑みがこぼれた。と、その時、

「ミャア！　ミャア！」

　福ふくが台所へと走り込んで来た。

「おや、どうしたの？　喉のどでも渇かわいたの？」
















「ああ、おば様。福ちゃんは台所で料理を始めると見に来るんです。いろいろと作業をしているのを見るのが楽しいらしくって」

「あらまあ、小さい子と同じだね。じゃあ足もとや火や刃は物ものを使っている近くに寄らなければいいけど、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　小さい子はジッとしていないので、作業中は結構危険なのだ。

「ええ、いつも大人しくジッと見ているだけですから。少し高い位置で全体を見み渡わたせる場所に居させてあげて下さい」

「うん。それなら、冷蔵庫の上なんかどうだい？」

「いいですね。じゃあ福ちゃん、あそこの上で見ていていいわよ」

「ミャア！」

「ちょっと埃ほこりだけ拭ふき取っておこうね」

　今日子は、小さな踏ふみ台に乗ると、大型冷蔵庫の上を雑ぞう巾きんで丁てい寧ねいに拭いた。そしてタオルを畳たたんでクッション代わりに置いた。

「ほらおいで、おチビちゃん」

　今日子は福を受け取ると、タオルの上の作業が見える方向に福を乗せた。

「ほらここならよく見えるだろう？」

「ミャア！」

　福は尻尾しつぽを振ふって嬉しそうにあちこちを見回した。

「すみません、おば様」

「いいんだよ。小さな見学者が居るんじゃ張り切らないとね。じゃあ作業に戻もどろうか」

「ねえお母さん、お母さん！　福ちゃん見なかった？」

　と、少し遅おくれて今度は吉よし子ことネージュが駆かけ込んで来た。

「冷蔵庫の上だよ。料理の様子が見たいんだって」

「ほら、吉子ちゃん。やっぱりここだったでしょ？」

「本当に料理をしているのを見るのが楽しいんだ」

　吉子は冷蔵庫の上でジッと調理の様子を見ている福を見て納得したようだ。

「私も手伝いたいんですが、いいですか？」

「ああ、大だい歓かん迎げいだよ。ネージュちゃん」

「ではネージュ様、こちらを手伝って下さい」

　ネージュと共に、吉子も火煉の隣となりでピーラーを持ち、皮むきの手伝いを始めた。




　その頃ころ、西南は一人、吉子に教えられた自室にいた。

「ここで大人しくしていろって事だよな」

　以前より広く綺き麗れいな自室は、見慣れた机以外には何も無い、殺風景なものだった。もともと西南は物持ちではない。長く持っているのは机と海スペシャルという自転車だけだ。後は壊こわすか無くすか盗とられるか、の末路を辿たどるのだ。

　家の規模もそうだが、部屋の広さも最初こそ戸と惑まどったものの、慣れて来ると狭せまいとさえ感じるようになった。

「何だかんだいって、向こうの広さに慣れたって事なんだな」

　西南はカーテンとベランダへのサッシを全開にした。二階から見える田園風景を見て、ようやく閉へい塞そく感かんから解放された気分になった。だがそれはあくまで視覚的なものだ。

「ここでは俺は何も出来ない……させて貰もらえなかったんだっけ。動けば誰だれかを巻き込む。だから自室でジッとしているしかない……」

　自室は西南にとって牢ろう獄ごくのようなものだ。そんな西南が唯ゆい一いつ自由でいられる場所が正木の村なのだ。

　と、その時、西南の携帯が振しん動どうを始める。

「ん？　あっ、そうか、地球用にって持たされたんだっけ」

　スイッチを入れた瞬しゆん間かん、携帯から海の怒ど号ごうが聞こえて来た。

『西南ァ！　俺達は親友じゃなかったのかァ～～～!!』

「……って、海か……。いきなり何だよ？」

『帰って来たなら来たで、真っ先に俺に、あの超ちよう絶ぜつ美人のお姉さま方を紹しよう介かいするべきじゃないのか？　それが親友ってもんだぞ！』

「ああ、そういう事ね。理解した。一応断っておくが、あの人達は仕事の同どう僚りようで、いろいろと補ほ佐さをしてくれている人達だ」

『……お前の同僚？　そりゃまた実に災難な事だな。まああれだけの美人さん達だ。辞表を出しても再就職先はいくらでもあるだろうから大丈夫か、ハッハッハ！』

「それが奇き特とくな事に、俺の事を知った上でチームを組んでくれている。正直、迷めい惑わくに思われてない自信はないけど、一いつ生しよう懸けん命めい、面めん倒どうを見てくれているよ」

『なにぃっ！　そんな女神のような方達なのか？　ならすぐにでも紹介してくれ！　いや……しろ！　するんだっ！』

「一応、霧恋さんの部下といった立ち位置だから、霧恋さんから紹介されると思うぞ。そっちにも行くような事を言っていたから、その時に……」

『いやっ、今からそちらへ行く！　ねえ母ちゃ～～ん、どうしても西南が来て欲しいって言うから、晩飯いらな～～い……グガッ！』

　海の声が遠くになったかと思うと、いきなり聞き慣れた打だ撃げき音が聞こえ、パタパタとこちらに近付く足音が聞こえた。どういう状じよう況きようかは手に取るように分かる。

『もしもし西南ちゃん？』

「つ、月湖……おばさん、お久しぶりです」

　一いつ瞬しゆん、西南の声が思わず上ずった。それは樹じゆ雷らいでの月湖に化けたクイスとのキスと、その後、変身を解いたクイスから聞かされた、月湖の西南に対する思し慕ぼの事を思い出したからだ。

『海が迷惑をかけてごめんなさいね。一年ぶりなんだから、ご家族とつもる話もあるでしょう？　いろいろと安心させてあげなさい。こちらへ顔を出すのはいつでもいいから、ご両親に孝行をしてあげてね』

　その優しげな声はいつも通りで、そこに何かいつもと違ちがう雰ふん囲い気きは感じられなかった。もっとも電話越ごしで、しかも恋れん愛あい経験など皆かい無むの西南に、そんな微び妙みような差さ違いなど区別がつく筈はずもなく、出来るだけ冷静に、いつも通りに話をしようと努力した。

「何もしないのが孝行みたいですが……。店には近付くなと言われましたし、今も何もさせて貰えませんから、自分の部屋に居たところです」

『元気な顔を見せてあげるだけでいいのよ』

「霧恋さん、下に居ますから、代わりましょうか？」

『大丈夫よ。急ぐ用は無いんだし、お鍋なべをかけたままだから。じゃあ会えるのを楽しみにしているわ、西南ちゃん』

「はい！」

　携けい帯たいを切った西南は緊きん張ちようから解放され、大きく息をした。月湖の『会えるのを楽しみにしている』の言葉が、思いがけず西南の心臓の鼓こ動どうを速くさせていた。

「クイスさんの言葉は忘れよう！　からかわれただけなんだ！　月湖おばさんとは、今まで通りの関係で十分だし、変にギクシャクする方がまずいよ」

　月湖の優しい笑顔を曇くもらすような真ま似ねをする方が西南にとっては辛つらい。母のような姉のような笑みを向けてくれる相手というのは、西南にとって希け有うな宝物なのだ。

「みんなに迷惑をかけないように、覚えなきゃならない事がまだまだいっぱい在あるんだからな。一人前になってからでないと恋愛なんか……」

　誰かに迷惑をかけない───西南はその日が一体いつ来るのかを考え、少し絶望的な気分になった。

「まあその日が来る事を信じよう………そうだ！　どうせ何もする事がないんだから、明日あしたは朝から天地先せん輩ぱいの所へ行こう。霧恋さんと時間が合えば、月湖おばさんにも会えるだろうし……。うんそれがいい！」

　西南は落ち込んだ気分を振り払うかのように大きく伸のびをした。

「西南ちゃん、いいかしら？」

　ドアは一応開けたままだが、ノックの音と共に霧恋が部屋の外から声をかけて来た。

「!!……き、霧恋さん？　どうぞ」

「西南ちゃん、夕食なんだけど、お店の閉店が七時だから、おじ様達が帰ってらっしゃるのが八時頃ごろになるそうなの。だから……？」

　顔を覗のぞかせた霧恋は、西南が頰ほおを赤らめて汗あせをかいているのに気付いた。

「気分でも悪いの？　それとも疲つかれた？」

「あああああああ、いえ、その……。実はさっき海から電話があって……。月湖おばさんとも話を……」

「……そう」

　霧恋はそれで全てを察した。海の行動など手に取るように分かる。そして西南が頰を赤らめている理由もだ。

「海が雨あま音ね達目当てで、こっちに来るって言って、お母さんが止めたのね」

「まあ……そういう事です」

「で、お母さんは何て？」

「こちらはいつでもいいから、親孝行して来なさいって」

「そう……」

「でもここに居てもする事が無いから、明日は天地先輩の所にでも顔を出そうかと思っているんです」

「……そうね。おば様達も西南ちゃんの顔を見て安心したみたいだし、それに私達も鷲羽様に、調べたい事があるから顔を出すよう言われているから丁度いいわ。それが終わったら、一いつ緒しよに正木の村に行きましょう」

「分かりました。でも調べたい事って……もしかして俺もですか？」

「西南ちゃんの事は特に仰おつしやってなかったわ。守蛇怪運用とかに関する能力値の検証に必要らしいから、私達のも必要になったんでしょう。西南ちゃんのデータは常に採とられていたもの。……ああ、そうそう。さっきの話の続きなんだけれど、お店の関係で夕食が遅おそくなるから、我が慢まん出来ないようなら軽く何か食べる？」

「いえ、後一時間くらいなら大丈夫です」

「分かったわ。じゃあもう少し我慢してね」

　　　　×　×　×

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　居間の大きなテーブルに、次々と料理が並んで行く様子は壮そう観かんだった。いつもより大人数で、しかも歓かん迎げい会かいの意味もあり、並べられる品は豪ごう華かで多種だ。その様子を福は部屋の隅すみに重ねられた座布団の上から大興奮で見ていた。そしてもう一人、今日子もその料理を満足げに見ていた。

「うん！　本当にいい感じだね。見栄えもいいし、何より美お味いしいってんだから、言う事無いよ。福ちゃんもそう思うでしょ？」

　今日子は、興奮している福の頭を撫なでた。

「ミャ～～ン、ミャンミャン！」

　福はその手に頭を擦こすり付つけながら鳴いた。その時、微かすかに人のざわめきが聞こえ、玄げん関かんの開く音がした。

『ただいまァ～～～』

「おや、お帰りだね。じゃあ福ちゃん、西南を呼んで来てくれる？」

「ミャア！」

　今日子の言葉を聞いた途と端たん、福は弾だん丸がんのように廊ろう下かへ飛び出した。







　　７「山やま田だ家・その夜」







「さあ、みんな揃そろったようだね」

　帰って来た雨あま音ねや珀はく蓮れん達は、先に入浴を済ませて食しよく卓たくへとついた為ため、全員が揃ったのは八時半をまわっていた。

「遅おくれて申し訳ありませんでした。西せい南な様」

「いいんですよ。家の仕事を手伝ってもらっていたんですから。こちらこそいろいろとすみませんでした」

「ほらほら、そんな話はあとあと！　グラスは行き渡わたったかい？」

　今日きよう子こがみんなを見回す。全員がそれぞれにグラスを持っているのを確認し、

「じゃあ、お父さん」

「皆みなさん、今日は本当にお世話になりました。西南のお客様をこき使う事となったのは心苦しい限りですが、おかげさまで想像以上の成果が得られました。ここで改めてお礼を申し上げます。明日は店も定休日だから、今日はゆっくりと楽しんで下さい。では……」

　北ほく東とはグラスを持ち上げた。そして全員の顔を見回し、

「乾かん杯ぱい！」

　いつも物静かな北東が本当に興奮したように声を上げた。

「乾杯！」

　音頭に合わせて全員がグラスを上げ、それぞれがグラスの中身を吞のんだ。口を湿しめらすだけの者から、一気に飲み干す者など様々だ。

「さあっ、お父様」

　空からになった北東のグラスに、リョーコがビールを注ぐ。

「こりゃどうも」

「こちらもどうぞ」

　雨音が小皿に取り分けた料理を置く。まだ一いつ杯ぱい目だというのに父親の顔は真っ赤だ。

「さあ、お母様も」

「ありがとうね。でも玉ぎよく蓮れんさん達はお客さんなんだから……」

　玉蓮の艶つやっぽさに、今日子も圧おされ気味だ。相手は年下の同性だというのに、頰ほおを赤らめ、ボーッとなっている。もっともこれでも玉蓮としては、かなり抑おさえている。だが今日子は、その圧力に耐たえきれず、持っていたグラスを置いてビールを注いで貰もらった。そうでもしないとグラスを落としてしまいそうなのだ。

「お母様、玉蓮は慣れた私達でも〝来る〟事がありますから、どうぞお気になさらないで下さい。それに本人も理解していますので、少々ぞんざいな扱あつかいでも構いませんよ」

　戸と惑まどう今日子に、火か煉れんは苦笑しながら囁ささやいた。

「そ、そう言ってくれると助かるよ。ねえ、火煉さん……ちょっといいかい？」

　今日子は空あいたビールの瓶びんを片付けると、それを台所へと持って行く。火煉もそれを手伝う風を装よそおい、後に続いた。

「貴女あなたもそうだけれど、こんな魅み力りよく的な娘こ達に囲まれて、ウチの子は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「は？」

「いやね、玉蓮さんに……というより、貴女達に不ふ埒らちな事をしてないかい？　変な事をしたら、容よう赦しやなく叩たたきのめしていいんだからね。けっこう頑がん丈じようだからさ」

「クスッ。西南様ならご心配なく。霧きり恋こさんも居ますし、ご本人も困る位に理性的で……あっ、いえ……その……」

　火煉はちょっと赤くなって俯うつむいた。

「困る位に理性的……ねえ。それはあの年頃の男の子らしからぬって事なのかね？」

「実は、他の娘達とも話しているのですが、西南様は誰だれかから好意を寄せられる事を、誰かが自分を好きになってくれる事を、全く考えていない様だと……」

「それは……そうかもしれないね。私だってあの子が、火煉さんのような人達と、知り合いっていうだけでも信じられないもの」

「でも私達は、みんな西南様の事を……。尊敬しています。あれだけの悪運の中で、あれだけ素直に健すこやかに育った心の強さをです」

「一人でそうなったわけじゃないけれどね。霧恋ちゃん達が支えてくれたおかげだよ。今は……火煉さん達が居てくれるおかげだね」

「ありがとうございます。ただ……、少しは年相応の興味を持って下さると……」

　火煉は更さらに頰を赤らめ、今日子を見た。

「そうみんな思っています。少なくともそれを拒こばむ者は居ません」

「……ああ、まるで夢でも見ているようだよ。ありがとうね。でも私達に言えるのはそこまでだ。あの子の特性を考えると、貴女達に強制も非難も出来ないからさ。まあ、あの子はまだ子供だし、結論を出すには時間もある。だから私達に気き兼がねなく、気楽につきあってやっておくれ」

「はい」

「こら、そこ！　何をコソコソ話をしているの？　抜ぬけ駆がけしようなんてずるいわよ」

　雨音が暖の簾れんから顔を出し、ほろ酔よい加減でそう言った。

　台所での会話は雨音達には、まる聞こえだ。そして火煉の言葉は雨音達共通の気持ちでもあった。だから言葉の内容とは裏腹に、雨音の表情はにこやかだった。

「雨音さん、ちょっとペースが速いですよ」

　火煉はそう言いながら、雨音を押し返すように居間まで戻もどると、新しいビールの瓶を配り、空いたお皿を回収する。

「ほら火煉ちゃんはお客なんだから、座って座って」

　北東も段々緊きん張ちようがとれて来たようで、言葉数も増えて来た。

「お総そう菜ざいは試作も兼かねているから、後で意見を聞くわよ」

「なんだ霧恋、せっかくの歓迎会に仕事なんか持ち込むなよ」

　雨音はブスッと不満げだ。だが大たい抵ていの者はちゃんとメモ書きしながら食べている。

「霧恋お姉ちゃん、どれもとても美味しいわよ。ねっ、ネージュちゃん」

「霧恋さん達の料理は一流だから、意見といわれても、好みでしか言えないわね」

　ネージュと吉よし子こも楽しげにメモを見ながら相談をしている。

「それで構いませんよ。……あら？　福ふくちゃんはもうお腹なかいっぱい？」

「みんなにいろいろと勧すすめられちゃって……宴えん会かいに興奮したみたいです」

「ミャ～～ン……」

　お腹をパンパンにした福は、箱にタオルを敷しいた席に横になっていたが、一つ大きな欠伸あくびをした。

「あら、福ちゃんお眠ねむなの？」

「フミャ！　ミャ～～ン！」

　霧恋にそう言われた福は、慌あわてて起き上がると西南にしがみ付いた。以前のサブシステム構築の事を思い出したのか、一人で寝ねかされる事を警けい戒かいしたのだ。

「ねえ福ちゃん。お姉ちゃんとお寝んねしない？　ネージュちゃんも一いつ緒しよに寝ようよ」

「うん、いいよ。福ちゃんと寝んねするのは久しぶりだよね」

「ミャ……ミャア」

　ニッコリと微笑ほほえむ吉子とネージュを見つめた後、福は西南の顔を見上げた。

「吉子の部屋の隣となりが俺の部屋だから」

「ミャウ」

　西南の言葉に福は安心したかのように、小さく頷うなずいた。

「ねえお兄ちゃん。福ちゃんて、お風ふ呂ろはどうなの？」

「大丈夫、風呂は大好きだよ」

「本当？　じゃあ一緒にお風呂に入ってから、お寝んねしましょうね。……お姉ちゃん達、お先に」

　吉子は福を抱だき上げると、ネージュと共に部屋を出て行った。

「お休みなさい」

　吉子達が襖ふすまを閉じた次の瞬しゆん間かん、再び宴会の喧けん噪そうが戻って来た。

　　　　×　×　×

「うわぁ、広いお風呂」

　ネージュは家の規模にしては大きなお風呂に、感かん嘆たんしたように言った。華か美びではないがセンスの良い内装と、樹のいい匂においを胸むね一いつ杯ぱいに吸い込む。

（守かみ蛇だ怪けで泊とまった家のお風呂に似ているわね。樹じゆ雷らいの皇おう妃ひの故郷だからかしら？）

「普ふ通つうの家にしては大きいでしょ？　この家を買った時、お母さんは台所、お父さんはお風呂を大きめに改装したの」

　吉子とネージュは並んで身体からだを洗い始めた。

「吉子ちゃんは、家のどこかに注文をつけたの？」

「私は一番いい場所の部屋を貰ったから、特には無いわ。なんたって、昔の家よりずっと設備は良いんだもの。ほら福ちゃん、動いちゃダメよ」

「ミャ、ミャ～ン」

　泡あわだらけになった福は、吉子の指がくすぐったそうに身み悶もだえしていた。

「ほらお目々閉じて」

「ミャ～ン」

　福がしっかりと目を閉じたのを見計らい、吉子は福の顔を手早く洗うと、ざっとお湯で流した。

「次は、お耳ね」

「吉子ちゃんが福ちゃんを洗っている姿って、西南お兄ちゃんによく似ているわ」

「えっ？……そ、そう？」

　吉子は恥はずかしそうに頰を染めた。

「うん、目の雰ふん囲い気きとかが、そっくり。だから福ちゃんもリラックスしているのよ」

「…………」

「お兄ちゃんに似ているって……嫌いやだった？」

「そんな事無いよ。じゃあ福ちゃん、流すわよ」

　福の毛を丁てい寧ねいに洗い、吉子は自分の身体についた泡を流した。

「福ちゃんのお風呂はこれね」

　吉子は湯ゆ桶おけにお湯を汲くむと福をその中に入れ、イスを湯船の側に置き、その上に福の入った湯桶を置き、ネージュと湯船に漬つかった。

「これでだいたい同じ高さでしょ」

　湯船の中と湯桶の中、吉子は福と同じ目線で微笑んだ。だが福はそれでは嫌だったらしく、吉子達の居る湯船へと飛び込んだ。

「ふ、福ちゃん!?」

「ミャウ！」

　達者な泳ぎと潜もぐりで、広い湯船をイルカのようなスピードで泳ぎ回り、ヒョコッと吉子の前に顔を出した。

「うわっ、ビックリした！……福ちゃんて、泳ぎが上手なのね」

「私が会った時はこれほどじゃなかったわ……随ずい分ぶん上手になったのね」

「ミャ～～ン」

　福は得意げにラッコのような感じで、仰あお向むけになって湯面にプカプカ浮うかんでいた。その様子に、吉子とネージュはしばらく福を見つめた。

「……ねえ、ネージュちゃんはお兄ちゃんの事、どう思っている？」

「好き♡」

「うわぁ……躊ちゆう躇ちよ無し？　お兄ちゃんの運が悪いの知ってるよね？」

「もちろん♡」

「……参りました」

　吉子はネージュに頭を下げた。

「フフッ。でも西南お兄ちゃんと来た人達は、全員そう答えると思うわよ」

「そっか……よかった」

　浴よく槽そうの縁へりに頭をもたせ掛かけ、吉子は安あん堵どしたように言った。

「ミャア！」

「福ちゃんも、だって」

「うん。ありがとうね」

「吉子ちゃんは、どうなの？　西南お兄ちゃんは、吉子ちゃんと遊んであげられなくて、可哀かわい想そうだったって言ってたけど」

「うん…………昔ね、お母さんに新しい洋服を買って貰もらって、お兄ちゃんに見せに行った事があったの……。でもお兄ちゃんが何か言おうとした時、車のタイヤに弾はじかれた石がお兄ちゃんの額に当たって……私の服にもかかっちゃうくらいの、凄すごい血が出たの」

「うっ……うわ。それは大変だったわね」

「もう私、ビックリして……。でも泣いている私に、蒼あおい顔をしたお兄ちゃんが『大丈夫だよ』って、必死で慰なぐさめてくれたの。でもお兄ちゃんに触ふれたのって、その時だけだったわ。お母さんにお兄ちゃんに近寄るのを止められて……まあ、当たり前だったんだけど、その時は理由なんて分からなくって……とても悲しかった」

「大好きだったんだね、西南お兄ちゃんの事」

「それからかな？　私の顔を見ると、どんな時でも笑ってくれるの。酷ひどい怪け我がをして入院した時でも、痛いとか辛つらいとか……顔色は明らかに具合が悪そうなのに、ニッコリ笑って『大丈夫！』って……だから、私達が悲しい顔なんか出来ないもの」

　吉子の表情が歪ゆがみ、目に涙なみだが浮かぶ。

「吉子ちゃん？」

「うん、大丈夫」

　そう言いながら吉子は涙を隠かくすように、叩たたき付けるようにお湯で顔を洗った。

「……ミャウ」

　福も心配そうに吉子の顔を覗のぞき込む。

「ミャウ」

「大丈夫よ、福ちゃん。ごめんねネージュちゃん、昔を思い出してちょっと来ただけだから……。うん、もう大丈夫！」

　吉子は顔を振ふって水気を飛ばすと、ニッコリと笑みを浮かべた。

「お母さんが言っていたんだけれど、霧恋さん達が現れなかったら、どうなっていたか分からないって。私はまだ小さかったからよく分からなかったけれど、今日、ネージュちゃんや他の人達がやって来て……、ああ、もちろん福ちゃんもよ。お兄ちゃんの雰囲気が随分変わってて」

「格好良くなってた？」

「クスッ、ちょっとね。でも随分、大人っぽくなってたなあ……。本当はね、お兄ちゃんが帰って来るって聞いて、ちょっと怖こわかったの」

「怖い？」

「お兄ちゃんが居なくなってからは、商売や生活が、夢みたいに順調で……」

「なるほど。気持ちは良く分かるし、それを後ろめたく感じる必要はないわ」

「でもお兄ちゃん帰って来たら、ビックリする程、家の中が明るくなって。ああ、お母さん達がお兄ちゃんを抱かかえて戸と惑まどっていた時に、霧恋さん達が現れたのって、こういう事なんだって実感して……本当にありがとうね、ネージュちゃん、福ちゃん。でも……」

　本来であれば、自分達がしなければならない苦労を、ネージュ達に背負わせている。吉子はそう言いたかった。

「大丈夫！　悪運の分、もっと多くの人達が西南お兄ちゃんを支えているわ。みんなとても優ゆう秀しゆうな人達だし、なにより西南お兄ちゃんの事大好きなの。たった一年だけれど、それなりのお付き合いをして出した結論よ。それに、吉子ちゃんは信じられないかもしれないけれど、西南お兄ちゃんの悪運には、重要な価値があるって、支えるだけの価値があるって、会社のトップの人達が判断しているのよ。西南お兄ちゃん自身だって、ビックリする程の経験を積んできているわ。だから心配しないで、私達に任せて」

　吉子の憂ゆう鬱うつを吹ふき飛ばすように、ネージュは明るく力説した。吉子にもその想いは十分伝わったようだ。

「うん……分かった！　お兄ちゃんを、お願いね」

　吉子はそう言うと、グッとネージュと福を抱だき締しめた。




「いやあ、愉ゆ快かい愉快！」

　北東はご機き嫌げんでビールを呷あおると、バンッと西南の肩かたに手を置いた。

「いやあ西南。お前の同どう僚りようの皆みなさんは本当に、優秀なんだなぁ」

「うん。俺には勿もつ体たいないくらいだよ」

「いえ、私達などまだ未熟で……」

「とんでもない。うちの従業員達も驚おどろいていましたよ」

　恥ずかしそうに下を向く林檎りんごに、北東は慌あわててそう言った。

「そうだよ。それに今まであんなに時間がかかってた決算が、林檎さん達のおかげで、あっと言う間に終わりそうだってんだから、大したものよねぇ」

「そうそう、それ！　アドバイザーの連中の顔ときたら、お前にも見せたいくらいだったよ」

　今まで余程、腹に据すえかねていたのだろう、北東は今までで一番の笑顔だ。

「しかしお父様。言いにくい事ですが、決算の遅おくれはアドバイザーと経理の意図的な操作のようです。恐おそらく銀行側にも、何らかの意図があるかと」

「何らかの意図？」

「この地域に大型店を出店する……そのデータ収集に使われている可能性が高いです。場合によってはお店がその基き礎そに使われる可能性も……」

「基礎？」

「規模拡大の過程で山田家から経営権を奪うばう、という事です」

「そんな!?」

　さすがに北東は動どう揺ようを隠せない。酔よいも吹き飛んだ様子だ。

「あくまでもまだデータ収集段階ですから、その結果次第でいろいろと変わると思いますが、結論が出るのは意外と早いと思います」

「そ、そんな……じゃあ、どうすれば……？」

「ご安心下さい。すでに部下達には調査の指令を出しております。相手方の意図を見み極きわめて、出来るだけ平へい穏おんな解決が出来るよう配はい慮りよいたしますが、場合によっては向こうの親会社、支持母体の切り崩くずしも行いますので、少々、騒さわがしくなるかと思いますが、どうかご容よう赦しや下さい」

「は、はあ……？」

　林檎の自信満々の顔に、北東と今日子は少し戸惑っていた。何しろ思った以上の大おお事ごとになっているのである。店が大きくなっただけでも手て一いつ杯ぱいの新米社長には荷が重い。

「お父様……林檎様の経理課は、別名『ハイエナ部隊』とも呼ばれていまして……」

　珀蓮は北東を安心させるよう、そっと耳打ちをした。

「ハッ、ハイエナ？　それって……どういう……」

「つまりあの方を敵に回した時点で、向こうの負けは決定しているという事です」

「……な、なんか、凄い事になりそうだね」

　何やら考えている林檎の笑みを見ながら、西南の両親はそこにいる可か憐れんな女性が、途と轍てつもない化け物だという事に気付いた。まあ国家レベルのやり取りをしている林檎にとって、地方のスーパーを巡めぐる民間の競争などは子供の喧けん嘩かも同じだ。もっともたとえ子供相手であろうとも、経理に関しては全く容赦無しなのが『経理の鬼おに姫ひめ』たる所以ゆえんだ。

「まあまあ。要は面めん倒どう事が一つ片づいたって事ですよ。お父様、お母様」

　雨音は陽気に北東のグラスにビールを注いだ。雨音の陽気さは不安を吹き飛ばす特効薬のようなものだ。

「そ、そうですね。アハハハハ！」

　その場の空気が明るくなった事で、一段落ついた事を感じた西南は、

「じゃあ、俺はここら辺で……。そうだ、母さん。明日は朝から天てん地ち先せん輩ぱいの所へ挨あい拶さつに行こうかと思うんだけど？」

　そう言いつつ立ち上がった。

「ああ、そうしなさい。一応、あんたの元気そうな顔も見れたし、ここに居てもする事なんか無いだろうからね」

「じゃあ西南ちゃん。向こうで落ち合ってから正まさ木きの村に行きましょう。おば様、明日は私達も全員、一度柾まさ木き様の家へ行って来ますので」

「ああ、分かったよ。西南、月つき湖こさんと海かい君によろしくね」

「うん、じゃあお先に」

「お休みなさい、西南様」

　西南は全員に見送られ、部屋を出て行った。そして西南の気配が消えた時、いきなり林檎と霧恋は真顔になって北東と今日子に向き直り、姿勢を正した。それに倣ならい、他の者達も真顔になった。

「ど、どうしたんだい？　いきなり改まってさ」

　二人は林檎と霧恋達の様子に戸惑っていた。

「本来はもっと早く、いえ、それ以前にご両親にちゃんとした了りよう解かいを得た上で決めるべき事こと柄がらなのに……こちらの都合で勝手に決めてしまった事を、まずは謝罪させていただきたいのです」

　まずはこの場で一番、立場が上の、林檎が口火を切った。

「謝罪って、何の事でしょうか？」

「こちらの都合で、西南ちゃんを危険な任務につかせた事です。これは西南ちゃんの保護者である私の責任です」

「いいえ、お父様お母様。これは霧恋さんがどうこう出来るレベルの問題ではありませんでした。責めを負うのなら、私が……」

「まあまあ、二人共頭を上げておくれよ。とにかくこちらは何が何だか分からないんだ。まずは理由を聞かせておくれ」

「はい……」

　頭を上げた林檎は、少し乱れた服を整えた。

「始まりは西南様がアカデミーへと向かう、旅の途と中ちゆうで起こりました。ニュースにはされませんでしたが、大規模な犯罪者の摘てき発はつ事件が起こったんです。そしてその全てに、西南様が関係している事が分かったんです」

「はあ？　どういう事です??」

「つまり西南様が、それらの犯罪者を引き寄せる、切っ掛かけになったという事です」

「そりゃ確かにあの子は運が悪いけど、そんな事はついぞ聞いた事が……」

　北東は今日子に同意を求めるように顔を見た。

「そうだよねぇ……この辺りも少しは物ぶつ騒そうになったけれども、それだったらもっと事件が起こっても、いいはずじゃないのかい？」

「西南様が乗ってらしたのは、実は貴重品の輸送車だったので、それが引き寄せる切っ掛けになったのではないかというのが、調査班の見解なんです」

「ウチの子が乗っている事で、狙ねらわれる確率が上がったって事か……それなら」

「有り得るわよねえ。そりゃその輸送車の人にも気の毒な事をしたねえ。林檎さんの話を聞いて思い出したよ。結構、人の良さそうな人だったのに……」

「とりあえず、その方は無事に到とう着ちやくされました」

　えらいトラウマを抱え、つい最近まで治ち療りようを受けていた事は内ない緒しよだ。もっとも、精神的に鍛きたえられたというメリットもある。

「そりゃあ良かった。……けど、それでもちょっと疑問は残るわよね。さっきの話じゃないけれど、それならお父さんの仕入れの車に、あの子が乗る事もあったけど。何かに襲おそわれたって話は無いからねえ」

「パンクとかはしょっちゅうだったし、よく故障はしてたけどな。アハハハ」

「それも移動距きよ離りが関係しているのではないかと……。西南ちゃんは長距離の旅とか、した事はありませんでしたよね？」

「まあバス移動の遠足は、何度か事故があってからは、参加を遠えん慮りよしてくれって言われたし、修学旅行する頃ころには、さすがに最初から参加を拒きよ否ひされたからなぁ」

「そっ、そんな事が……」

　黙だまって聞いていた雨音達は、さすがに呆あつ気けにとられていた。学校行事に参加するように言われる事はあっても、参加をしないようにと言われるのはあまり聞かないからだ。

「お、お気の毒に……」

「私共の業務には、物資の輸送部門があるのですが、その荷物の中には貴重な品も多く、その為ためにそれを狙う者達の襲しゆう撃げきを受ける事も多々あります。その為に囮おとりの輸送隊を出す事もありまして……」

「なるほどねえ……なんか話が見えて来たよ」

　さすがに西南の両親は、すぐにピンと来たようだ。

「それが、あの金にも繫つながるんだろ？」

「はい。西南様の所属する部隊は、活かつ躍やくめざましく、特に海上輸送中の海かい賊ぞく検挙数はダントツなのです」

「各企き業ぎように報ほう奨しよう金を出して下さるよう、働きかけて下さったのが林檎様なんです。でなければあれ程のお金は……」

「西南様の命の値段だと思えば、決して高くはありません。それどころか、命はお金には換かえられないのに、私共は……」

　林檎は苦く渋じゆうの顔で唇くちびるを嚙かんだ。

「そこまで皆みなさんに大事にされて、あの子は幸せだねえ……」

「おば様……」

　今日子の言葉に霧恋達はすがるように顔を上げた。

「霧恋ちゃんの事だ。最初に、いろいろ言って止めてくれたんだろ？」

「そっ、それは……」

「それでもあの子がやるって言うなら、止める理由はないさ」

「ありがとうございます。そう言っていただけると気が安まります。……しかし問題はもう一つあります。それはお父様お母様、それに吉子さんの事です」

「私達の……かい？」

「西南様の仕事は、恨うらみを買かう事でもあります」

「ああ、そういう事かい」

　と今日子と北東はそれを予期していたかのように、顔を見合わせ、頷うなずいた。

「実はね、お店が大きくなった事で、防犯について考えるように言われているんだ。今度セキュリティ装置も付ける事になっているし、講習も受ける事になっているんだよ」

「そうでしたか」

「まあ息子むすこの尻しり拭ぬぐいくらいするさ。それに今さらな気もするけどな」

　西南が帰って来れば、別の爆ばく弾だんを抱かかえる事になるし、恨みを買うならもう買っているだろう。

「ただ吉子はねえ……。でもそれも何か案があると見たけど？」

　林檎達が意味もなく、不安にさせるような事を言うはずがない。

「もちろんです。西南様のご家族……いえ、この地域の広こう範はん囲いには、我々が考え得る、最強のガードが既すでに監かん視し網もうを敷しいています。ご家族やご友人関係、個々にも対応しておりますのでどうかご安心を」

　何しろ最強のガードとは鷲羽わしゆうと柾木家の面々だ。その科学力と軍事力をもってすれば、山田家に危害を加えられる者など皆かい無むだ。しかもナノマシンの高こう濃のう度ど監視網は太陽系全ぜん般ぱんに及およんでいるのだ。

「至いたれり尽つくせりだねぇ……ありがとうね」

「いえ！　私共にはこれ位しか、西南様に報むくいる術すべはありません」

「十分十分！　さて難しい話はこれくらいにしようかね」

「そうそう。じゃあここからは大人の時間という事で……」

　北東はそう言うと、意味深に女性達を見回した。そして今日子と目配せをした。

「本人が居たら聞けない、西南のあれこれの大質問暴ばく露ろ大会を行いま～～す！」

「ヒューヒュー！」

　今日子の宣言に、女性陣じんから歓かん声せいが起こった。深刻な話の反動と酒のせいで、全員が異常なテンションだ。だがさすがに回答者側の霧恋は、少々複雑な表情だ。

「はいはい、今日は覚かく悟ごを決めているから、なんでも聞いてちょうだい」

　霧恋は自分に向けられる視線に、半分やけくそ気味に言った。

　　　　×　×　×

「おおっ！」

　我が家の風ふ呂ろを見て、西南は思わず声を上げた。だが運の悪い西南は、単純に大きな風呂を楽しむわけには行かない。特にお風呂は危険の塊かたまりだ。まず入る前に危険な場所の確認を行い、迂う闊かつな行動をとらないように、物の配置を完全にイメージする必要がある。

「あっ……でも結構、考えてくれてるんだ」

　そのお風呂は普ふ段だん、見落としがちな危険が回かい避ひできるような造りになっていた。

「まあ確かに、お風呂でもいろいろあったからなぁ……データは豊富だものな」

　西南は苦笑気味に新しいお風呂を堪たん能のうしたのだった。

　　　　×　×　×

「へえ……これが」

　居間ではテーブルの一角に女性陣が鈴すずなりに集まっていた。彼女達が熱心に見ていたのは『西南の記録』と書かれた数冊の古いアルバムだった。

「可愛らしい」

　アルバムに貼はられた西南の写真を見ながら、玉蓮がうっとりと呟つぶやく。その容よう赦しやない艶つやっぽさに全員が鳥とり肌はだを立てた。

「変な雰ふん囲い気きを出すのは止やめなさい！」

「たっ、確かに可愛らしいけど……。これって、どの写真を見てもどこか怪け我がをしているわよね」

「うん、可愛らしい」

「だから止めろって！」

「ダメね。今の玉蓮に何を言っても無む駄だみたい。適当に一冊持たせて少し離はなれていて貰もらいましょう」

「じゃあ、これがいいよ」

「ありがとうございます」

　今日子から渡わたされた、まだ未整理の写真を玉蓮に持たせると、火煉は彼女をとりあえず部屋の隅すみへと移動させた。

「な……なんか、本当に凄すごい娘こだねぇ」
















「お父様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「えっ？　ああ大丈夫ですよ」

　北東は慌あわてて声を上げ、主に下系の生理現象を誤ご魔ま化かすように話を続けた。

「まあ、年がら年中、どこかしら怪我をしている子だったからな。なあ母さん？」

「そうね。でもまあ男の子ならよくある事よ。それに病院にお世話にならない限り、あの子にとっちゃ、怪我のうちには入らないわよ」

「それにしても、いろいろなところをケガしていますね」

「そうなのよ。だからそのうち怪我すると記念の写真を撮とってたのよ」

「おば様……やっぱり面白がってましたね？」

「これはマンホールに落ちた時、こっちは三輪車のペダルを踏ふみ外はずした時」

「お古を貰ったその日でしたよね」

「そうそう。西南を霧恋ちゃんがおんぶして来てくれてね……」

「川に落ちる田んぼに落ちる、ドブにはまるわ、自転車で転ぶわ、歩けば段差も何もないのに転んで捻ねん挫ざしてみたり……大変でしたわね」

「それでこの怪我ですか」

　呆あきれるやら呆れるやら呆れるやらだ。

「そもそも、産まれる当日に産婦人科の看護師さんとか全員、風か邪ぜをひいたり腹痛を起こして、八十近い産さん婆ばさんに取り上げて貰って、しかも産まれた時には、ここらじゃ珍めずらしい地じ震しんは起こるわ、産婆さんがぎっくり腰ごしになるわ………。厄やく落おとしにお宮参りに行った神社は、いきなりの豪ごう雨うで、ご神しん木ぼくに雷かみなりが落ちるわ。役場の出生届も何度か登録ミスをしたりね」

「……逸いつ話わには事欠きませんね」

「まあ、今でこそ笑い話に出来るんだけどね」

「……あっ！」

　と、そこでリョーコが声を上げた。

「ん？　何？」

「ちょっと不思議な違い和わ感かんがあったんですけれど……西南君の写真、結構酷ひどそうな怪我をしている時も、全部笑っているわ」

「ん？　でも写真を撮る時って、大たい抵てい、笑うもんじゃない？」

「雨音さん……よく見て下さい！　明らかに顔色が悪くて、とてもそんな余よ裕ゆうの無さそうな感じの時でも笑っているんですよ」

「うっ……ん、確かに……」

　その時になって、ようやく西南の様子の異常に気付いた。今日子の語り口調があまりにあっけらかんとしているので、雨音もつい見過ごしていたのだ。

「そうなのよ。あまりに怪我が続いて、脳に異常があって、感じないのかって疑った時もあったんだけれどね」

「こいつはもしかしてマゾなんじゃないか？　って心配もしたなぁ、アハハハ！」

　今でこそ笑い話になる───それは西南の両親にとって、重い言葉だ。この笑いの陰かげには多くの苦しみがあるのだ。

「小さい頃ころから西南ちゃんは、自分の事で誰だれかが心を痛める事を、凄く恐おそれていましたから。自分の事でその場の雰囲気を壊こわしてしまう事も多かったですし……」

「そうね。こちらが笑うと、とても安心したような顔をするんだよ」

「こんな幼い……いえ、産まれた時から、あのような悪運を抱えて……お可哀かわい想そうに」

　林檎の言葉に、全員が無言となった。

「じゃあ、もしかして霧恋に会ったのは、この頃ころかな？」

　と、雨音はある写真を指差した。

「え？　ええ、よく分かったわね」

「雰囲気が明らかに変わってるもの」

　それは海と二人で頭や腕うで、至る所に包帯を巻いて笑っている写真だ。

「それにしても、霧恋の弟さんだっけ？　西南の側で一いつ緒しよになって笑ってるけど、それはそれで凄い事よね」

「……まあ、海はそれが取とり柄えみたいなものだから」

「ふ～～ん。いかにもお調子者って感じだな。なんとなく霧恋が苛いら立だつのは分かる気がするわ」

「ええ、そうなの」

　霧恋は頰ほおに手をやり、ぞんざいに言った。それはそれは、思わず背筋がゾッとするような冷たい口調だ。

「ちょっとくらい否定してやれよ」

　あまりのぞんざいさに、雨音は海に同情した。

「フフッ、霧恋さんも可愛らしい。甲か斐い甲が斐いしさは、この頃からなのね」

　幼い霧恋と西南の写真を指差し、リョーコは微笑ほほえんだ。どちらかと言うと、こちらの方が姉弟きようだいといった感じだ。

「今の二人の感じそのままだな」

「西南への執しゆう着ちやくが半はん端ぱじゃないと思ったけど。これだけ年季が入っていれば当然よね」

「そんな事は……無いわよ」

「霧恋ちゃんには、感謝しているわよ。西南には怖こわい番犬が付いている、なんて言われちゃってねぇ……それもドーベルマンとかジャーマンシェパードだのの軍用犬や、ケルベロスとか言われた事もあったんだっけね？」

「……わ、私は聞いた事はありませんけど」

「アハハハハ～～！　そりゃ霧恋に面と向かってなんて言えないわよ。で、ケルベロスって何？　何となく想像はつくけど」

「知らないわよ！」

　霧恋は不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いた。

「まあいいさ」

　殆ほとんど霧恋の反応で想像が当たっていると分かったようなものだ。雨音はニヤニヤしながら、これ以上霧恋を追おい詰つめるのはやぶ蛇へびになりそうなので止めた。

「でもその感じですと、当然、西南様に彼女は居なかった、という事ですね？」

「『側に来ないで』とか『近寄らないで』としか、言われた事はないそうだから……まあ無理だろ？」

「ああ、ネージュ様を送った時にそう言っていたわね」

「それはまた……」

　珀蓮達は気の毒そうな目で西南の写真を見つめた。

「まあ、あれだけの悪運なら仕方ないもの」

「ふむ……という事は、あの時のが西南のファーストキスか!?」

　雨音は腕うで組ぐみをしながらとんでもない事を口にした。

「えええええええええええ!?」

「ちょっと、それどういう事よ！」

　ケルベロスの名の通り、霧恋は凄い形相で雨音に嚙かみ付く。だが慣れている雨音は、さして気にした様子も無く、

「ん？　ほら、初めて西南と会った時、天地君家ちの前の池に西南を衝しよう撃げき波はで……叩たたき落としちゃって、その時に人工呼吸をね。マウストゥマウスで、さ」

　と、シレッと言った。

「くっ！」

「雨音さん。それはさすがにカウントされないんじゃないですか？　ただの医い療りよう行こう為いなんですし……それより霧恋さんの方こそ、白状して下さい」

「わっ、私が何な故ぜ!?」

「西南様の番犬さんなんでしょう？　可能性が一番高いのは霧恋さんですもの」

「ああ、なるほど」

　全員の視線が一気に霧恋に向いた。その威い圧あつ感かんたるや並みではない。大勢の女性達の興味に加え、更さらに威圧を増しているのは今日子の存在だ。何しろ諦あきらめていた西南の彼女候補の問題がかかっているのだ。その必死さは他の者の比ではない。

「私だって、頰に……。でもそれは子供の頃よ！」

　その重圧に、霧恋も思わず本音を口にした。

「だとするとまだ………あっ！」

　その時、珀蓮達の脳のう裏りに、樹雷の監かん視し映像がフラッシュバックした。

「…………」

「心当たりでも？」

　不思議そうに見つめる雨音とリョーコを余よ所そに、その映像を見たであろう者達は押おし黙だまってしまった。そう、それは月湖に変身したクイス・パンタが西南に、熱ねつ烈れつ濃のう厚こうなキスをしている姿だった。

（忘れましょう、それがいいわ。まあ猛もう獣じゆうにでも嚙まれたと思って……）

　それを知る全員がそう思い込んだ。

「嫌いやな感じだな。なんか隠かくしていない？」

「いえ、いろいろと可能性がある人達を考えていたんですよ。樹雷にも何かやらかしそうな人達は多いですから」

「そう言う意味ではアカデミーもですよねぇ」

「う～～ん。それなら、もしかして私かねぇ」

　考え込む女性陣じんの沈ちん黙もくの中、今日子がポツリと言った。

「おっ、おば様？」

「あの子が産まれた時にね。初めての子だったし、本当に嬉うれしかったからねぇ」

「……そうね。じゃあ西南のファーストキスの相手は、おばさまに決定！」

　話の流れから、そこに落ち着けるのが一番だし、これ以上引っ張っても不毛なだけだ。しかも相手が今日子ならば誰からも文句は出ない。

「当然、キスがそんな状態ですから、そこから先なんて心配無用ですね」

「以前、ＰＤでならお相手しましょうかと言った事があります」

　今度はリョーコが新たな爆ばく弾だんを投下した。

「えええええええええええっ!?」

　そして先ほどのファーストキス論争の繰くり返かえし、霧恋が凄すごい形相でリョーコに嚙み付き、リョーコはシレッと、

「とりあえず訓練は必要ですし。ああ、もちろん、まだしていませんよ」

　あっさりと霧恋をかわした。

「リョーコ。……脅おどかさないでよ、まったく……」

　だが霧恋に安息の時は来ない。再び雨音が爆弾投下だ。

「おおっと、霧恋のお袋ふくろさん発見！　さすがにこの頃は、普ふ通つうに母親の目だよね」

「当たり前でしょ！　私の母は変態かっ！」

「じゃあ、どの辺りから意識したのかしらねぇ？」

「探してみましょう」

　林檎を含ふくむ全員が、興きよう味み津しん々しんで一いつ斉せいにアルバムをめくり始める。

「ちょっと！　止めてよ！」

「……これ」

　と、一人西南の写真を見て悦えつに入いっていた玉蓮が、唐とう突とつに写真の束から一枚取りだし、雨音達に差し出した。

「えっ!?　どれどれ！」

　見事な連れん携けいで他の者達は霧恋を取り押さえ、雨音はその写真に飛びついた。そしてそれを見た雨音は、納得いったように頷うなずいた。

「これって、霧恋が宇宙に上がった時じゃない？」

「えっ!?」

　それは霧恋が宇宙へ、もちろん西南達には就職のために上京すると言ったのだが、その時に撮とった集合写真だった。どこか晴れやかで安あん堵どした感じの霧恋に、寂さびしげな西南、そして微笑む月湖。

「…………クッ！」

　霧恋にとっては顔を背そむけたくなる、過去の自分の姿だ。

「でもそんなに変とも思えないけれど？」

「海君は関係ないとして、三人の立ち位置だよ。ほら、霧恋は西南から離はなれて、霧恋のお袋さんは……」

「あっ！」

　霧恋は思わず声を上げた。月湖は西南に、まるで寄より添そうようにピッタリとくっついていたのだ。西南と月湖、二人だけを抜ぬき出して見れば……、

「結構、微び妙みようだけれど……西南を意識しているのかは、まだ断定できない感じだよな？」

「あら、私から言わせれば、もう立派に恋こいする女の目よ」

　玉蓮のその手の眼力は超ちよう能のう力りよくレベルだ。その彼女に断言されれば、間ま違ちがいない。

「あら、心当たりがあるって顔ですね、霧恋様」

「以前……私が西南ちゃんのＧＰ行きを反対していた時、もし西南ちゃんがここに戻もどったらどうなるか、って仮定の話をされたわ」

「ねえ、さっきから霧恋ちゃん達は何の話をしているんだい？」

　さすがに話について行けなくなった今日子は、首を傾かしげた。

「ああああああっすみません！　すっかりこちらだけで話をしてしまって」

「貴女あなた達の歓かん迎げい会かいなんだから、一向にかまわないけど……できれば私達にも分かるように話してくれると嬉しいわね」

「ちょっと霧恋のお袋さんの話になって……。もし西南がここにいたままだったら、どういう将来があったかなぁ、って」

「あの子のねえ……。確かに中学か高校を卒業したら正木の村に来たら、って月湖さんに言われた事があったわね」

「ほうほう」

　何やら面白そうな話の匂においを嗅かぎつけた雨音が頷く。もちろん玉蓮もジッと今日子を見つめていた。とにかくこの二人は全く違ちがう意味で、勘かんが鋭するどいのだ。

「いつかはあの子も就職しなきゃならない歳になるけど、あの子がいたら客が来なくなるから、うちで働かせるのは無理だし、他で雇やとってくれる所なんか尚なお更さらだしね。そうなると正木の村に居て貰もらえば、こちらの商売も順調になるし、それはあの子に対する、経済の安定にも繫つながるからねぇ」

「結果、実家のお店が、あそこまで大きくなったんですものね」

「厄やつ介かいを押し付けるのは心苦しいけど、月湖さんから、霧恋ちゃんに続いて海君も家を出たら寂さびしい、って言われたら、断る理由なんかないもの」

「なるほどそれか！」

　話の結論が見えた雨音は、突とつ然ぜん声を上げた。もちろん玉蓮も笑みを浮うかべている。

「びっくりしたぁ……。何がそれなんだい？」

「えっ？　ああ霧恋のお袋さんが……!!」

『バカッ！　ここは地球よ！』

「おっとそうだった」

「つまり、女は幾いくつになっても女という事ですよ」

　それまで写真を食い入るように見ていた玉蓮が、意味深に言う。

「??」

　当然、今日子は疑問顔だ。それを見た玉蓮は話を続けた。

「西南様と霧恋様のお母様が、もしかしたら一いつ緒しよに暮らす事になったかも、という話なのでしょう？」

「ああ、そうだね………って!!　女は幾つになっても女って、そういう意味かい？」

「クスッ。まだまだお綺き麗れいですものね」

「おばさまっ、これは玉蓮の冗じよう談だんで……」

　霧恋はこれ以上、玉蓮に何も言わせないとばかりに、玉蓮と今日子の間に割って入った。だがその行こう為いも今となっては手て遅おくれだ。

「そういえば、前に『私もあと二人くらい産めるわよ』って、もしかして相手は西南の事だったのかい？」

「ええっ!?　あっ、でもおばさま、それは何も西南ちゃんとは……」

「でも、それはそれで悪くないわねぇ」

「おっ、おばさまぁ!?」

「月湖さんがいいってのなら、こちらに異存なんかないわよ。もちろん……他にもそういう奇き特とくな人が居れば大だい歓かん迎げいさ」

「おおっ！」

　女性陣からどよめきが湧わき起こった。

（う～～ん。かしましいなァ……。俺にはあそこに入って行く勇気はないな）

　一人取り残された感じの北東は、それでも寂しさより安堵を覚え、霧恋達のかしましさを肴さかなに一人酒を楽しんでいた。

「じゃあ、他に質問のある人はいないかい？」

「あっ！　じゃあ……」

「おばさまっ……も、もう止やめません？」

　霧恋は手を上げようとした雨音を押し止とどめた。

「なんの、まだまだこれからっ！」

「おばさまぁ～～～～」

　霧恋の悲痛な叫さけびを余所に、この後も、雨音達は霧恋と写真をネタに、深夜を越こえて大いに盛り上がっていた。

　さてその夜、玉蓮に触しよく発はつされた西南の両親に、久しぶりの夫婦の営いとなみがあった事は内ない緒しよである。







　　８「柾まさ木き家へ」







「……ミャア、ミャア」

　まだ薄うす暗ぐらい早朝、西せい南なの枕まくら元もとで福ふくが小さな声で心細げに鳴いていた。ネージュや吉よし子こはもちろん、家中の者達は前日の疲つかれで眠ねむっていた。雨あま音ね達などはまだ寝ね入いってから三時間程しか経過していない。シーンとした家の中でたった一人、目を覚ました福は、その心細さを埋うめる相手として、ご主人である西南の元へやって来たのだった。

「ミィ、ミィ」

　だがそこは賢かしこい福である。大きな声を出すのはいけない事だと分かっていて、小さな声で鳴いているのだ。

「ミィ、ミャ……………ミャウ!?」

　と、その時、窓から吹ふき込んだそよ風が、寝たままで蛍けい光こう灯とうを消せるようにと結んだ、ヒモの先にある毛糸のボンボンを、い～～い具合に揺ゆらしたのだ。

「…………………ミャ！」

　ジッとボンボンを凝ぎよう視ししていた福は、猫ねこの特性爆ばく発はつ、その甘美な誘ゆう惑わくにあらがえずに飛びついた。

　ブチ！　ガチャン!!　っと、ボンボンにかかった福の僅わずかな重さが、天てん井じようから蛍光灯を真下にいた西南の顔に落下させた。

「ヒャッ！……ミュウ？」

　気まずそうに鳴く福に、

「……おはよう、福」

　西南は優しく声をかけたのだった。




　そっと階下へ降りた西南は、居間を覗のぞいた。そこに昨夜の喧けん噪そうの跡あとは微み塵じんも残ってはいなかった。どんなに遅おそくなろうとも、どんなに酔よっていようとも、家事の達人達によって綺麗に片づけられたのだ。

　次に台所へ向かった西南は、そこにお弁当のような物と、簡単な書き置きがあるのを見つけた。

「ちゃんと朝食を作ってくれていたんだ。さすがは霧きり恋こさんだ」

　書き置きにはそれが西南と福、そしてネージュと吉子の、宴えん会かい早期退出組の朝食である事、昨夜の残りで申し訳ない、との事が書かれていた。

「お腹なか空すいたな。先に食べちゃおうか？」

「ミャ！」

　西南は冷蔵庫から麦茶ポットを取り出し、コップになみなみと注ぐと、福と共に朝食を食べ始めた。

「昨日の宴会は、凄すごく料理の種類が多かったからなぁ。まだ食べてないのも多いから、残り物って感じはないよな」

　ちょっとしたバイキングのような種類のおかずは、見ていても楽しく、ウキウキさせるものだ。

「そういえば感想を聞きたいって言ってたけど、もうどれがどれだったかさっぱり覚えてないや……そっか、こういう時、ＮえぬＢびーがいたら便利なんだよな」

　と、西南はチラッと凄い勢いで食べている福を見た。

「……まあどちらにしろ、あいつをここに連れて来る事は出来ないからな。福、美お味いしいか？」

「ミャア！」

「そっかそっか。霧恋さん達が作ったものだからな。どれもとても美味しいんだよな」

　西南は福を撫なでながら呟つぶやいた。

「食事が済んだら、そのまま天てん地ち先せん輩ぱいの所へ行こう。福はどうする？　後でみんなと一緒に来るか？　それとも俺と行く？」

「ミャア、ミャア！」

　福は置いて行かれるのは嫌いやとばかりに、西南の手にしがみついた。

「よしよし、じゃあ一緒に行こうな」

「ミャア！」

　と、福は安心したように食事を再開した。

　西南達は食事を済ませると、食器を流しに置いてその中に水を張った後、柾木家へ行く旨むねの置き手紙を残して外へ出た。

「今日もいい天気になりそうだな。そういえば俺の自転車が……」

　西南は裏の倉庫へと向かい、懐なつかしの『海かいスペシャル』と再会したのであった。

「おお、久しぶりだな……って、なんかいろいろと改造されてるぞ??　海の奴やつ、ときどき来て、なんかしているな」

　それでもその行為に感謝しつつ、西南は『海スペシャル』にまたがった。そして福を前カゴに載のせると、

「じゃあ、出発だ！」

「ミャア！」

　久しぶりに『海スペシャル』のペダルを踏ふみ込んだのだった。

　　　　×　×　×

　まるでそれは大型バイクの如ごとく、山やま越ごえの坂を難なく登り切った。

「おおっ、凄い凄い！　生体強化ってこういう事か」

　西南は今登って来た坂を見下ろし、興奮気味に叫んだ。過去との比ひ較かくが出来る分、その凄さが実感できるのだ。

「今までなら、一番ギアを軽くして足をつかずに登るのがやっとだったのに……。一番重いギアでこれ程軽く上がれるなんて……」

「ミャ！　ミャ！」

　福も嬉うれしそうに前カゴで興奮していた。西南は福を落ち着かせるように撫でると、道の反対側を見た。

「ほら、あそこが天地先輩の家だよ。昨日は会えなかったけど、天地先輩にも、福のお姉ちゃんの魎りよう皇おう鬼きちゃんにも今日は会えるからね」

「ミャアアッ!!　ミャア！　ミャア！」

「よしよし！　早く行こうな」

　西南はペダルを力強く踏んだ。

「ハハッ！　アハハハハ！」

　下り坂という事もあるが、ほんの軽く踏むだけで車かバイクのような加速に、西南のテンションが上がる。反射速度も高いため、どんなにスピードを上げようともコントロール出来る自信はある。地球では西南は確実にトップアスリートを遥はるかに越える超ちよう人じんなのだ。

「俺変わってる……そうか。地球に帰れなくなるというのは、こういう事なんだな。俺はもう宇宙人なんだ、アハハハハ～～！」

　西南は複雑な気分だったが、その快感に、今は素直に浸ひたろうと考えた。と、目の前にきついカーブが現れる。普ふ通つうなら曲がりきれないカーブでも、今の西南には余よ裕ゆうでコントロールが可能だ。

（よしっ！）

　ギリギリで減速のためのブレーキをかける。が、

　バギャッ！　握にぎったブレーキがへしゃげ、ワイヤーが切れた。

（えっ!?）

　西南は生体強化によって超人となったが、自転車の強度はそのままなのだ。

「あ～～～～～～～～～～～～っ!!」

「ミャ～～～～～～～～～～～ッ!!」

　咄とつ嗟さに足でガードレールを蹴けって直ちよく撃げきは避さけたものの、その勢いのまま悲鳴を引き摺ずりつつ空を飛んで行く西南達は、五十メートル程飛んで畑へと落下したのだった。

（……あ～～油断した）

　福と自転車を庇かばったため、少し着地に失敗したものの、幸いな事に下は耕したばかりの柔やわらかな土であったため、西南に怪け我がはなかった。それは生体強化の恩おん恵けいを一番有り難く感じた瞬しゆん間かんでもあった。

『……大だい丈じよう夫ぶかい？』

　と、その時、駆かけ寄よる足音と共に、忘れもしない懐かしい声が聞こえた。

「天地先輩ッ！」

　めり込んだ頭を抜ぬき、顔を上げたその先には、柾木天地が懐かしきにこやかな笑みで西南を見つめていたのであった。そしてその傍かたわらでは、愛らしい魎皇鬼が、ちょっとびっくりしたように西南を見つめていた。

「ミャア！」

　その魎皇鬼の姿に声を上げたのは福だ。船体同士では出会った事があるが、頭脳体同士では初めてだ。それにその時は慌あわただしく魎皇鬼が帰って行った為ため、ゆっくりと出会いの余よ韻いんを楽しむ間は殆ほとんど無かった。

「ミャア！　ミャア！」

　少し涙なみだぐみながら福は魎皇鬼に向かって、まだ少し辿たど々たどしい足取りで走り出した。

「みゃあ！」

　魎皇鬼はお姉さんらしい、余裕のある表情と仕草で福を迎むかえ入れると、しっかりと福を抱だき締しめた。

「よかったね、福」

　その愛らしい姿に、西南と天地はお互たがいに顔を見合わせ、微笑ほほえんだ。




「おや、おはようさん。もう少しゆっくりしていればいいのに」

　庭で掃はき掃そう除じをしていた今日きよう子こは、縁えん側がわにずらりと並んだ美女達の、ちょっとドンヨリとした顔を見て苦笑した。さすがに林檎りんごだけはしっかりとした表情であったが、林檎を知る者達が見れば、その立たち居い振ふる舞まいから、前日の羽目外しがかなりのものであった事を知る事が出来たであろう。

「おかげで昨夜は楽しかったよ」

「おば様は、お元気ですね。……たしか」

　霧恋達と同じくらいお酒を飲み料理も食べ、しかも……。だがそれ以上、口にするのは野暮というものだ。

「そういえば、西南ちゃんは？」

「あっ霧恋お姉ちゃんおはよっ！　お兄ちゃんなら、天地さんの所に行くって置き手紙があったわよ」

　霧恋の声を聞きつけた吉子とネージュが、台所から駆けて来た。

「一いつ緒しよに福ちゃんも連れてっちゃって。あちこち探しちゃったわよ」

　そして吉子は不満げにプクッと頰ほおを膨ふくらませた。

「向こうには福ちゃんのお姉さんもいるし、早く会いたかったんでしょうね」

「そっかぁ……じゃあ仕方ないね」

「ネージュ様、朝食がお済みのようでしたら、そろそろ私達も柾木家の方へ……」

「そんなに急がなくても、私らが朝ご飯を食べてからでいいだろ？」

「あっ、それは……」

　何しろまだ宴会が終わって五時間足らずだ。胸焼けもするし、頭も重い。

「じゃあ、お茶の一いつ杯ぱいでも飲んで、一息ついたらどうだい？　その頃ころにはうちのお父さんも起きて来るだろうから、会社のマイクロバスで送ってあげるよ」

　霧恋達の状態に気付いた今日子は、笑いながらそう言った。

「ネージュ様を車で送っていただければ、私達は歩いてでも構いませんが……」

「それじゃあ、行列見物のお祭り騒さわぎになっちまうよ。昨日のあれで随ずい分ぶん、噂うわさになっちまったからね。店の方にも問い合わせがいっぱい来ているんだよ。まあ店は宣伝にもなるから歓かん迎げいだけど、他でまとわりつかれるのは面めん倒どうだろ？」

「申し訳ありません。ではお世話になります」

　この体調では昨日のような騒さわぎに対して、冷静に対処出来る自信が無い。ケルベロス霧恋の本領……いや本能全開にしてしまいそうだ。

「ネージュちゃんも行っちゃうんだっけ？　あ～あつまんない」

「私は今日、帰って来るから。でも福ちゃんはちょっと分からないなぁ……。西南お兄ちゃんと行くかもしれないし、福ちゃんのお姉ちゃんの所に泊とまるかもしれないし……」

「ネージュちゃんが帰って来てくれるならいいわ」

　吉子は寂さびしそうな顔から一転、ニッコリと微笑んだ。

「じゃあ、お茶を入れるよ。少ししたら軽く朝食も食べられるかもしれないしね」

　今日子は箒ほうきを家の壁かべに立て掛かけると、縁側から上がって行った。




　柾木家の畑では、天地と西南が畑に空あいた穴を埋うめ戻もどし、均ならす作業を行っていた。魎皇鬼と福はその様子をジッと見ている。

「ごめんね手伝わせちゃって」

「俺の方こそすみません、大事な畑に大穴を空けちゃって……でも、本当にお久しぶりです、天地先輩」

「元気そうでなによりだよ。君がＧＰへ来たって、アイリさんから聞いた時は本当に驚おどろいたよ。何しろ君のような生きつ粋すいの地球人を宇宙に連れて行くのは固く禁じられていたし、なにより、どういう理り屈くつでそうなったのか、全然分からないんだからね」

「俺も目が覚めてビックリです。まあアカデミーに着いて霧恋さんが居た時には二度ビックリですけど」

「途と中ちゆうの海かい賊ぞくとかはビックリしないんだ」

「………まあ、それなりに驚きはしたんですけど……周りの案内人さん達のパニックぶりが凄すごくて、なんか気の毒な感じがして」

　周りがパニック状態だと、逆に冷静になってしまうものだ。特にトラブル慣れしている西南は、そういう場合に冷静さを失うと危険だと経験で知っている。

「それにえらくのほほんとした人が……」

「まあ西南君らしいな」

　天地は苦笑しながら言った。どこへ行こうとなにが起ころうと、西南はいつも自然体なのだ。

「そう言えば、ＧＰの理事長って、本当に先せん輩ぱいのお祖ば母あさんなんですか？」

「そうだよ」

「そうですか……。いや、もう慣れましたけど、最初は不思議でしたよ。あんなに若いのに、本当のお祖母ちゃんだなんて、って」

「お祖母ちゃんって言うと怒おこるけどね。アイリさんと関わると、いろいろと大変だろ？」

「ま、まあ……そっちはなかなか慣れませんが……上には上がいますので」

「そうか、瀬せ戸と様ともお会いしたんだっけ」

「樹じゆ雷らい皇と皇おう妃ひ様や水みな穂ほ様や兼かね光みつ様、凄く大勢の人達と出会えました……ああっ！　そうだそうだ！　天地先輩のお姉さん！　天てん女によさんにも会ったんです。初めは清きよ音ねおばさんだと思って……生きてたって思って……」

　西南はそこでその時の感情を思い出したのか、言葉に詰つまった。

「……あの……それで、ちょっと泣いちゃって」

「ハハッ、実は俺もだよ」

　天地も恥はずかしそうに微笑む。

「えっ？　ああ、そういえば天地先輩と同じパターンとか言ったような……」

「あれはないよなぁ、母さんと同じ格好で現れるんだから。もっともそれくらい似てるから、母さんと入いれ替かわりなんかしようと思ったんだろうけど……、それが将来、俺を驚かすための前フリだったなんて……」

「でも、他にちゃんとした理由もあったんですから……」

「そうだね。でもアイリさんといい、母さんといい、うちの女の人は……」

「凄い、元気ですよね」

「そうだね」

　二人は顔を見合わせると、力無く笑った。と、魎皇鬼は二人の話に加わりたくなったのか、福を頭に載のっけたまま西南の服の裾すそを引っ張った。

「みゃあ、みゃん！」

「魎皇鬼ちゃん、この前は助けてくれてありがとう」

「みゃあ！」

　一言二言の会話だったが、それで満足したのか、魎皇鬼は畦あぜの方へと走って行った。

「話を戻すけれど……」

　天地は鍬くわを畦の一段高くなった所に立て掛け、その横に腰こしを下ろした。そして西南もそこに座るようにと、手招きをする。西南も小さく頷うなずき隣となりに座った。

「宇宙に行くきっかけって、ＧＰのパンフレットだって聞いたけど、何でまたそんな物を西南君が手に入れられたの？」

「天地先輩の家の前で、自転車がパンクして、チューブの穴確認に池の水を汲くもうとしたんです。そしたらいきなり凄い衝しよう撃げき破はで気を失って……」

「うっ……美み星ほしさんと同じパターンか。雨音さんってそういう迂う闊かつなタイプじゃないと思ってたんだけれど……。それともやっぱり誘ゆう導どう装置くらいあるのが常識なのか？」

「それで介かい抱ほうしてくれた雨音さんが、俺の事を天地先輩の関係者だと思って、勧かん誘ゆうって感じで、ＧＰのパンフレットをくれたんです。まあ持ち帰って見ていたら、母さん達が悪ふざけで記入して……」

「気が付いたら宇宙に居たと……」

「そういう事です」

「はあ……。もともと宇宙からの荷物や人用には、別の場所にゲートがあったんだ。だけど鷲羽わしゆうさんの造ったゲートが隠おん密みつ性が高いし、大型の荷物も搬はん入にゆう出来るからって、最近になって、あの池が使われるようになったんだけど……」

「もしそうなってなかったら、俺が宇宙に行く事は無かったって事かぁ……そう考えると不思議ですよね。でも俺にとっては運がよかったですけど」

「後こう悔かいはしていない？　凄い数の海賊に追われて、命の危険も格段に多い……」

「アカデミーで初めて霧恋さんに会った時にも同じ事を言われました。けど後悔はしていません」

「……うん。それなら、いいんだ」

　天地は安心したように頷いた。いくら他人から聞かされようとも、西南の決心を直接確認したかったのだ。

「そういえば、天地先輩はいつから自分が宇宙に関わる人間だって知ったんです？　成人したら知らされるって聞いたんですけど、先輩はまだそんな年ねん齢れいじゃないですよね？」

「俺の場合はイレギュラーでね。まあ何と言うか……魎りよう呼こを始め、芋いも蔓づる式しきにみんなが集まって現在に至る……ってとこかな？　話せば長くなるし、そのうちに教えてあげるよ」

「……よく分かりませんが……先輩も苦労してるんですね」

『いやいや君ほどではないよ』

　と、いきなり西南の耳元で声がし、ハッと横を向くと、いつの間にそこに居たのか、真横に鷲羽の顔があった。

「えっ!?　って！　うわわわわあああっ??」

「ヘロー、鷲羽ちゃんで～～す」

　驚く西南の反応に、いたくご満まん悦えつの鷲羽だったが、

「ミャミャミャミャアアアアアアアアアアアア～～!!」

「うわわわああっ！」

　だが西南の仇かたきは、母との再会に驚きよう喜きした福によってとられたのである。福の突とつ進しんをモロに顔に喰くらった鷲羽は、そのまま尻しり餅もちをつき、さらに後に続いた魎皇鬼に馬乗りになられ、とどめを刺さされたのだ。

「あう……まいった」

　　　　×　×　×

「ミャン。ミャン。ミャア！」

「ふむふむ……そうかいそうかい」

　鷲羽は福の額の宝石をジッと見つめ、しきりに福と会話とも、ただの相づちともとれるようなやり取りをしていた。明らかに何らかの意い思し疎そ通つうをしているようだが、西南には皆かい目もく理解できない。

「ふむ！　なかなか面白い成長のしかただね。実に興味深いよ」

「それって大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？　こちらの不手際もいっぱいあって、福の成長を歪ゆがませてしまったかもしれません。情じよう緒ちよも不安定なところがあって、俺のＮＢと仲良かったかと思うと急に喧けん嘩かをしたりと……」

「成長の度合いとしては、かなり偏かたよってるね。でもそれは西南殿どのというご主人のためには必要な偏りなんだ。こちらの考える理想というのは、しょせん平均的っていう意味でしかないからね」

「はあ……偏ってますか」

「成長のスピードが異常に速いんだ、偏りもするさ。西南殿のおかげで、経験値がとんでもなく多いんだ、当然、情緒面でも影えい響きようはある。けど精神はいたって健全だよ。なんたって、それに見合うだけのアストラルコアを使用したからね」

「アストラルコア？」

「分かり易やすく言えば、魂たましいって事かな？」

「たっ魂って、誰だれか人の物を使ったって事ですか？」

　西南は急に不安になった。そして遭そう難なん者救出の時の福の冷たい目を思い出したのだ。

「誰の物かは、今は言えないけど、その人は西南殿と共にありたいと強く願っていた……その希望をかなえてあげたのさ」

「俺と共に？　でも一体、誰が……？」

「私の精神を疲ひ弊へいさせる程だったからね、ちょっとやそっとじゃ壊こわれないよ」

「…………」

　いろいろと不安もあるが、この船を造る為ために、誰かのアストラルを使用したという事が少なからずショックだった。そんな西南の心情を察するように、鷲羽は話を続けた。

「気にする必要はないさ。別にその人は西南殿のために犠ぎ牲せいになったんじゃない。死が間近に在あったというだけ、その先の選せん択たくを西南殿と共にある事にしただけさ。まあ元の記き憶おくや人格は無いけど、その人の生まれ変わりだと思って大事にしてやるといい」

「……はい。ただ、少し気になる事があったんです。その、ここに来る時にちょっとした事件があって、その時の作業を見ていた福の目が……」

「目が？」

「ビックリするほど冷たいって言うか……。まるで人格が誰かと入れ替わったのかと思う位に、雰ふん囲い気きが変わって……」

　その時の目を思い出すだけで震ふるえが来る。それ程、強きよう烈れつな印象の目だった。

「まあ、そういう事もあるだろうさ。その事件の事は報告で知っているけど、多分、西南殿を守ろうとしたんだろうね。西南殿の敵だから、そういう目で見てたのさ」

「俺の敵だから？」

「言っただろ？　私を疲弊させる程だったって。少なくともその目を、西南殿やその周りの人間に向ける事はないから安心おし。その時が来たらちゃんと教えてあげるからさ」

「分かりました」

「だけど以前の記憶がある訳じゃないから、そうそう影響があるものでもないけどね。それよりも、あの子はまだまだ赤ちゃんだから、ちょっとしたポカをやるよ。どっちかってえと、そっちの方が問題かもね」

「ポカ……ですか？」

「何かに夢中になって、他が疎おろそかになったりとかさ。魎皇鬼にも時折あるからね。でも、グフフッ！　そこがまた可愛いんだけどさ」

「そ、そうですね……ハハハ」

　コンピュータがポカするというのも、どうかと思うが、相手は伝説の哲てつ学がく士しだ。何か意味はあるのだろうと、とりあえず一いつ緒しよになって笑った。

「ミャウ……ミュウ、ミュウ」

「みゃんみゃん」

「おやおや魎皇鬼もかい」

　鷲羽は福に負けじと戯たわむれて来る魎皇鬼を、微笑ほほえましく見つめていた。

（まあ、いいか）

　これまでも福は西南達を助けてくれたし、多少の問題もあったが、それは西南側に原因があった。ならばこのままでもいい───鷲羽と福の様子を見ながら西南はそう判断したのである。

「あっ、でも福が動物、魎皇鬼ちゃんが人型なのには意味があるんですか？」

「ん？　なんだ人型の時のしか見た事ないのかい」

「……？」

　鷲羽は魎皇鬼の目の前で猫ねこだましよろしく、パチンと手を叩たたいた。

「みゃん！」

　驚おどろいた魎皇鬼は猫ウサギの姿となり、盛大に畑の坂を転がって行く。

「ミャア！」

　転がって行く魎皇鬼を楽しいと思ったのか、福はその後を追いかけて行った。

「……変身した!?……そうか、砂さ沙さ美みちゃんがよく連れていたのが……」

　転がって行く魎皇鬼を見、得心がいった西南が、鷲羽の方を向いたその時、

「みゃみゃみゃみゃ！」

　凄すごい勢いで戻もどって来た魎皇鬼は、何故か西南に向かって突進して来た。

「お、俺に怒おこってるの？　何な故ぜ？……って、あうっ！」

　魎皇鬼は西南を壁かべ代わりに蹴けり、フェイントをかけて鷲羽へと体当たりをしたのだ。

「なっ!?　うあおうっ！」

　思った以上の質量で体当たりを喰らった鷲羽は、派手に後ろへ倒たおれ込み、魎皇鬼は鷲羽の弱そうな所をくすぐり始めた。そこに遅おくれて福も参戦。魎皇鬼と同じように西南を踏ふみ台だいにして鷲羽へ乗っかり、一緒にあちこち、所構わずくすぐり始めた。

「ミャア！　ミャア！」

「みゃあ、みゃあ、みゃう！」

「ああ、ごめんごめん！　マジごめんっ！　そっそこは勘かん弁べん、勘弁してぇ～～～」

　くすぐったいツボを知っているのか、魎皇鬼の攻こう撃げきは的確に鷲羽にダメージを与あたえているようだ。鷲羽はのたうち回って懇こん願がんした。

「魎皇鬼、一本だけならいいよ。福ちゃんにもね」

「みゃう～ん！」

　天地の一言でパッとくすぐるのを止やめた魎皇鬼は、福を連れて収しゆう穫かくしたニンジンを入れているカゴへと飛んで行った。
















「福がくすぐり攻撃を覚えた……ってところか」

「きっ……気を付けた方がいいよ。あれはツボを突つかれると、強力な技だからねぇ」

　鷲羽はヨロヨロと上半身を起こすと、息も絶え絶えに言った。

「う～～む……あれで朝起こされるのは勘弁して欲しいなぁ……。でも魎皇鬼ちゃんが人型になれるのなら、もしかして福も人型になれるんですか？」

「その能力はあるよ。育て方次第では、だけどね」

「はあ……育て方、ですか」

　育成は経験がほとんど無い。というより運の悪い西南に、的確な育成が出来るかは疑問だ。

「ごく普ふ通つうに育ててくれりゃいいさ。あの子が必要だと思えば変わる。気楽にやっておくれ」

「はあ、頑がん張ばってみます」

「クスッ。もっともやり方を間ま違ちがえたら、うちのもう一人の娘むすめみたいになっちまうから気をつけな」

「プッ！」

　鷲羽の言葉の意味に気付いた天地は、思わず吹ふき出しそうになった。

「え？　もう一人って？」

「西南君と福ちゃんなら大丈夫だよ」

　不安そうな西南に、天地は笑いを堪こらえながら言った。

「……は、はぁ。何かそんな感じはしませんが」

　笑いながら言われても、説得力は薄うすい。そう言おうとした時、柾木の家のある方からこちらへ向かって来る人ひと影かげがあった。

「天地兄ちゃ～ん」

　大きなバスケットを持って手を振ふるのは砂沙美だ。彼女は山道だというのに、凄い健けん脚きやくぶりを発揮し、あっと言う間に側までやって来た。

「あっ！　西南お兄ちゃんも来てくれてたんだ。じゃあ福ちゃんも一緒なのね」

　それなりの距きよ離りを、かなりのスピードで走って来たというのに、砂沙美は息切れひとつしていない。

「うん。今ちょうど……」

　天地はカゴに入ったニンジンを食べている魎皇鬼の方を見た。

「あっ、魎ちゃんと会えたんだね。福ちゃん」

「ミャア！」

　ニンジンを食べ終え、魎皇鬼は福と共に砂沙美の方へと駆かけて来た。

「フフッ、可愛い。……でもこうやって二人並ぶと、魎ちゃんも大きくなったって分かるよね」

「福は魎皇鬼が生まれた時とほぼ同じだから、そういう事だね」

「朝のおやつを持って来たんだよ。いっぱいあるからみんなで食べよ」

　砂沙美は低い石いし垣がきをイス代わりに座ると、大きなバスケットを開けた。魎皇鬼と福は直すぐさま石垣に駆け上がり、バスケットの縁ふちに手を置くと、中を覗のぞき込んだ

「へへっ、砂沙美が作ったキャロットサンドだよ」

　砂沙美がバスケットからサンドイッチを取りだすと、魎皇鬼と福は目を輝かがやかせて顔を近付けた。その香かおりに二人はうっとりとした表情となる。

「食べていいよ魎ちゃん、福ちゃん」

　砂沙美の言葉に、二人は反射的にサンドイッチにかぶり付いた。

「えへへへ。おいしい？」

「ミャウ、ミャウ～～ン」

　魎皇鬼と福はトロンとした顔でキャロットサンドに舌した鼓つづみを打っていた。そのあまりに美お味いしそうな様子に、思わず天地達もバスケットを覗き込む。

「みんなもどうぞ。ミルクも紅茶もあるよ」

　　　　×　×　×

「そうだ！　砂沙美ちゃん、昨日は慌あわただしくて言い忘れていたけれど、樹雷で麻ま真まさんに会ったよ。砂沙美ちゃんの事、とても心配していて、俺に話を聞かせて欲しいって」

「うん、知ってる」

　そう言うと砂沙美はスックと立ち上がり、西南に深々とお辞じ儀ぎをした。

「西南お兄ちゃん、本当にありがとう」

「ど、どうしたの砂沙美ちゃん？」

　砂沙美の改まった真しん摯しな態度に、西南は気け圧おされた。だが麻真の事案は、砂沙美にとって、砂沙美・柾木・樹雷として西南に感謝すべき出来事なのだ。

「麻真は砂沙美のせいで、とても苦しい目に遭あったの。それなのに私の事をとても心配してくれる、本当に優しい人なの」

「……うん。会ってそう感じたよ。もの凄い一いち途ずな人だね」

「だから私が無理していないか、心配で心配で仕方なくて……。でも私と直接は会えないから、なかなか他の人達の話を受け入れられないらしくて………」

「遠く離はなれていて、なかなか話せないから仕方ないよ」

「うん。でもついこの間、久しぶりにお話ししたら、とても安心した顔をしていて……。西南お兄ちゃんがいろいろとお話ししてくれたおかげだよ。だからありがとう、西南お兄ちゃん」

「早く直接会えるといいね」

「うん」

　嬉うれしそうにそう言った砂沙美の顔は、年相応の少女の笑顔だった。

　と、そこへ小型トラックが下の道に止まり、慌ただしく中からノイケが出て来た。

「鷲羽様、ここにおいででしたか」

　ノイケは上への畦あぜ道みちを登り、キビキビとした足取りで鷲羽のもとに駆け寄る。敬礼でもすればまさに軍人といった感じだ。

「鷲羽様、先ほど霧恋さんから連れん絡らくがありまして、これから全員でこちらへ向かうとの事です」

「ＯＫ、分かった」

「ノイケお姉ちゃん！　西南お兄ちゃんだよ、魎ちゃんの妹も一緒なの」

　砂沙美は魎皇鬼と福を抱だいてノイケに駆け寄る。

「初めまして福ちゃん」

　ノイケは福の頭を優しく撫なで、そして西南の方を向いた。

「こんにちは、西南さん。お元気そうで何よりです」

　そう言うとノイケはＧＰ流の敬礼をした。




「そういえば、お聞きしたかったのですが、辞令が来た以上、メルマスの事は決着が付いたのでしょうか？」

　バス移動の中、霧恋は隣となりに座るネージュにそっと小声で話しかけた。

「瀬戸様はすでに勝負は付いたと判断されているわ。まあ実際のゴタゴタはこれからだけれどね」

「そんな時に巫み女こがメルマスにいなくて、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　排はい斥せき運動でもされたら、お立場上、まずいのではありませんか？」

「それこそ悪あがきね。誰だれかに責任をとらせて済むような状じよう況きようじゃなくなるもの」

「それはどういう意味です？」

「今さら私達が、メルマスの事を気にしても無む駄だだという事よ。降りかかる火の粉を……火の粉でも出せれば大したものだけれど、それを払はらうのはいつもの事でしょ？」

「しかし……。分かりました」

　霧恋はこれ以上の問いは無駄だと諦あきらめた。情報は望めばいつも与えられるモノではないのだ。特にこういう政治的な事は判断が難しい。まあ霧恋達が気にする必要は無い、という事だ。

「いやあ、見事なニンジン畑だよね」

　山の峠とうげを越こえたところで、目の前に一面のニンジン畑が見え、北ほく東とは溜ため息いきを吐つくように言った。

「うちの店に特選素材のコーナーがあるだろう？　実はそこに少量だけど、天地君の所のニンジンを卸おろして貰もらっているんだ」

「まあ、そうだったんですか？　確かにここのニンジンは絶品ですからね」

「そうなんだよ。甘くて味が濃こくて、お客様にも熱ねつ烈れつなファンがいてね、店に並べるとあっという間になくなるから、幻まぼろしのニンジンって言われているんだ。噂うわさを聞きつけた有名な料りよう亭ていからも、是ぜ非ひと言われるんだが、なにしろ数が少なくて……」

　北東は、谷中にあるニンジン畑を少し恨うらめしそうに見つめ、

「これだけの量を何に使っているんだろうねぇ……？　どこかに出荷しているとも聞かないし、天地君に聞くと、大食らいが一人いますので、としか言ってくれないんだ」

「そ、それは……」

　さすがに、天地もあの魎皇鬼が一人で平らげている、とは言えないのだ。

「まあこれだけの品だ。一いつ杯ぱい食べたいって気持ちも分かるよ。なぁに、お客さんに、品評会に出品すれば、大賞間違いない代しろ物ものだって言われてね。ちょっと勿もつ体たいないって思っただけなんだ。まあこれはお店側の論理だな、アハハハハ……ん？　おっとノイケさん……天地君や西南もいるな」

　北東は畑にいるノイケや天地達に気付き、バスのスピードを緩ゆるめた。

　　　　×　×　×

　トラックにニンジンを積み込んだ天地は、その横で農具の手入れをしていた。そしてそこから少し離れた場所で、他の者達は西南と談笑していた。

「……へえ、ノイケさんは瀬戸様の養女なんですか。瀬戸様にはいろいろとお世話になっています」

「クスクスッ、大変でしょう、瀬戸様のお相手は？」

「はあ、まあ、いろいろと」

　ノイケと砂沙美が苦笑する。瀬戸に関わる者は一様に同じ顔をするのだ。

「おかげでこちらは助かってます」

「うっ…その感想、いろいろな方々から言われましたけど……実際には、あまりそういった実感は無いんです。どちらかと言うとアイリさんの方が……」

「あら……確かにそちらも大変そうですね。でも宇宙に上がってから、大変なご活かつ躍やくだそうで、いろいろな所から噂をお聞きしますよ」

「そんな事……皆みなさんがいろいろとサポートしてくれるおかげです。鷲羽ちゃんにも凄すごい新造艦かんをいただいたし……」

「西南殿どのに十分な価値があるからさ。そうそう、アイリ殿で思い出したけれど、あとで西南殿のパーソナルのチェックをさせておくれ」

「はあ、構いませんが」

　と、そこへ西南達に気付いたバスが止まった。

「おじさま、ここで構いませんので降ります」

　そこにいるのは樹雷皇おう族ぞくと鷲羽だ。霧恋達は直すぐさまバスから降りた。

「まあ霧恋さんに皆さん。そのままお家の方に行って下さってもよかったのに」

　霧恋に駆け寄ったノイケはそう言って出で迎むかえたが、

「しかし、そういうわけには……」

　ノイケにそう言われたものの、相手は本家家か長ちようと樹雷皇族の姫ひめ君ぎみ達だ。さすがに知らんぷりをして素通りという訳にはいかない。霧恋はすがるように天地の方を見た。

「霧恋さん。こんな所で挨あい拶さつも何ですから、家の方でお待ち下さい」

「しかし……」

　天地にそう言われても、霧恋はすぐには動けない。その言葉だけで動けるとしたら、雨音とリョーコ、それにネージュくらいなものだ。

「ちょうどいい。私が乗って行くから、全員乗車！　ほれほれ、早く早く！　西南殿は後からゆっくりね」

　鷲羽は埒らちのあかない状況に無理矢理、全員をバスに押し込めるように乗り込んだ。

「じゃあ、出発！」

　鷲羽のゴリ押しならば、他の者も納得するしかない。手を振ふる天地達に見送られ、バスは走り去っていった。

「ノイケさん。急ぎの収しゆう穫かくは終えたし、こちらも作業を終わろうか」

「はい、分かりました。ではこちらは私の方で片づけておきますので、天地様は阿あ重え霞か様と魎呼さんを呼んできていただけますか？」

「神社の方？　分かった……あっ、そうだ！　西南君も行かない？　御ご利り益やくがあるか怪あやしいけど、厄やくよけのお参りでもしたらどうだい？」

「ははは……そうですね。神社のじいちゃんに会うもの久しぶりだし」

「じゃあ、福ちゃんは私があずかっておくね」

　砂沙美は魎皇鬼と福を抱だき締しめると頰ほお擦ずりをした。

「お願い砂沙美ちゃん。そうだ！　先せん輩ぱい、自転車で行きません？　俺、ちょっと凄いんですよ」

「う～ん。さっきのダイビングを見てるからなぁ」

　天地は腕うで組ぐみをして首を傾かしげる。あんなものを見せられた後では、二の足を踏ふむのも当然だ。西南の場合は二度ある事は三度、ならぬ何度でも、なのだ。

「あっ……」

「じゃあ競争しようか。俺もちょっと自信があるんだ」

　天地は挑いどむように、笑みを受かべた。







　　９「船ふな穂ほ」







　西せい南なは先ほど以上のスピードで、山道を海かいスペシャルで走っていた。だが……、

「……先輩……マジっ？」

　しかし西南と併へい走そうするように、天てん地ちは山の中を同じスピードで駆かけていた。森林の木々をものともせず、すごい跳ちよう躍やく力で、まるで忍にん者じやのような走りだ。

「先輩も生体強化を？　くそ、負けるか！」

　足にはまだ余よ裕ゆうがある。天地を抜ぬき去ろうと西南はさらにスピードを上げた。

「よし、もう少し！」

　天地を徐じよ々じよに追い抜こうとした、その時、

「西南君、その先！」

「えっ？　あっ！」

　天地の警告に、目の前の森が開けている事に気付いた。そこは西南も見覚えのある場所だ。子供の頃ころは遠く感じた場所だったが、今の西南のスピードは桁けたが違ちがう。競争していた事もあるが、目的の場所への距きよ離り感かんを失っていたのだ。急ブレーキをかけるものの、後輪のブレーキは先ほど壊こわしたばかりだ。

「危ない！」

　天地は海スペシャルのサドルを摑つかみ、スピードを落とそうとした。そして太い木の幹に手を当てて止まろうとした、が……。

　バミャッ！　その負荷に耐たえきれずにサドルは破損。

「あああああああああああああああああああああっ!!」

　僅わずかにスピードは落ちたものの、海スペシャルは途と中ちゆうで分解し、西南は結構なスピードで土つち煙けむりを上げつつ転がり、船穂の池にそのまま突つっ込こんでしまったのである。

「西南君!?」

　天地は木の幹に手をかけ、反対の手には引き千切れたサドルを持ったまま、盛大に上がる水みず飛沫しぶきを見つめていた。

「ブハッッ！」

　水飛沫を上げ水面へと顔を出した西南は、岸に辿たどり着つくと疲つかれたように項うな垂だれた。

「相変わらずじゃな、坊ぼう主ず」

「えっ!?」

　慌あわてて顔を上げた西南の目の前では、いつの間にそこに居たのか、苦笑顔の勝かつ仁ひとがジッと、西南の顔を覗のぞき込んでいた。

　　　　×　×　×

「おじさま、ありがとうございます」

「じゃあ、帰りの足が必要なら遠えん慮りよしないでね」

「はい」

　霧きり恋こ達の見送りを受け、北ほく東とのバスは今来た道を戻もどって行った。

「さて、じゃあみんなついておいで」

　何やら旅行の添てん乗じよう員のような感じで、どこから出したのか『モルモット様御ご一行』という、嫌いやな文字の印刷された旗を掲かかげながら、鷲羽わしゆうは先導を始めた。

「霧恋……あれをどう見る？」

「……一応、鷲羽様にとっては、最高の誉ほめ言葉だそうだから」

「それはそれで複雑よね」

「いいから余計な事は言わないで！　相手は白はく眉び鷲羽様なのよ」

　渋しぶい顔をした霧恋は鷲羽の後を追い、転送ゲートを通って、鷲羽がいつも居る、研究所へと入って行った。雨あま音ね達もそれに遅おくれて入って来る。

「意外よね。もっとこう……怪あやしげな機械類がある、おどろおどろした所を想像してたけどさ」

　そこは陽光が入り、ちょっとした植え込みのある、綺き麗れいな体育館といった感じだ。

「しっ！」

　霧恋は血相を変えて雨音の口に指を当てた。口は災わざわいの元───哲てつ学がく士しの前で余計な事を言うものではない。

「そういった場所が好みなら、いくらでもあるわよん」

「いえいえ、こちらで十分です」

　霧恋は雨音の口を押さえ、話を先に進めようと必死だ。

「そお？　遠慮なんて要いらないのよ？」

　そんな霧恋を鷲羽はニヤニヤと見つめている。それは時を刻む時限爆ばく弾だんのタイマーにも似ている。

「それより早く検査の方を……」

「そうだね。お昼までには済ませたいし……。じゃあ、全員服を脱ぬいで。アクセサリー類もだよ」

「はい！　さあみんな急いで！」

　ここでモタモタして鷲羽の気が変わるとまずい。霧恋の必死の形相に、雨音達は素直に服を脱ぎ始めた。

「おやおや。キャ～、とかヤダ～、とか言わないのかい。期待したのにさ」

「あたし達は女学生か！　だいたい同性同士で恥はずかしいも無いですよ。全員でお風ふ呂ろにだって入るんですから」

　玉ぎよく蓮れんですら大人しくしているのに、雨音はどうしても、鷲羽のボケに突っ込みを入れなければ気が済まないらしい。

「こういうのはお約束って奴やつよォ」

「なっ、なんか伝説の天才科学者のイメージが……。あなた、本当にあの白眉鷲羽様なんですか？」

　雨音は疑ぎ惑わくの目で鷲羽を見つめた。

　それは霧恋にとっては信じられない暴挙である。同じ質たちの悪い人間でも、アイリや瀬せ戸とならば、それなりの傾けい向こうと対策がある。しかし鷲羽にはそれが無い。しかも数多くの逸いつ話わを持つ、伝説的な哲学士とあれば、下手な会話の続行は思わぬ墓穴を掘ほる可能性が高いのだ。なのに……。

「いい加減にしなさい、雨音！」

「だってさ……」

「雨音殿どの、私の名の前に哲学士って付ければ、少しは納得できるんじゃないかい？」

「…………なるほど。アイリ様のあれは、あの人が特別な訳じゃ無いって事ですか」

　あっけらかんと答える雨音に、霧恋は諦あきらめたように頭を抱かかえ、脱だつ力りよくした。

「うむ、結構結構！　事実が認識出来たところで……」

　鷲羽は服を脱いだ女性達を見回し、心労疲づかれから脱力している霧恋に目を止めた。

「じゃあまず霧恋殿」

「は、はい！」

　鷲羽に名前を呼ばれた霧恋は、反射的に直立不動の体勢をとった。鷲羽はその霧恋の周りを回り、身体からだを熱心に見始めた。

「ふむ……身体に異常なし、生体強化レベルは８ってところね。最近、両りよう腕うでに大きなダメージを受けたわね。少し調整の必要有り、と」

「[image: !!?]」

　辺りにセンサーのような物は無く、鷲羽は裸ら眼がんで見ているだけだ。情報としても霧恋の生体強化レベルはトップシークレットだ。しかもタラントとの戦せん闘とう時に受けた両腕の破損をも、あっさり見み抜ぬいた鷲羽を、霧恋は改めて驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見つめた。

「少しは気を抜きな。天地殿の親族を、取って喰くったりはしないからさ」

　鷲羽は霧恋のお尻しりをポンポンと叩たたくと、雨音の方へと歩き出した。

「お次は雨音・カウナック……。カウナックの孫か」

「祖父をご存じで？」

「今でこそ服ふく飾しよく企き業ぎようだけど、以前はガーディアンのメーカーだからね。あいつの事はよく知ってるよ」

「しかし祖父からは、そういう話は……」

「クックック。あいつも私に苛いじめられた口だからね。思い出したくもないんだろうさ。盗とう撮さつとかが趣しゆ味みの奴だったけど、今もそうなのかい？」

「うっ……」

　雨音の祖父は、娘むすめ可愛さ、孫可愛さで、常時その姿をモニターするほどだ。雨音は無理矢理に止やめさせたが、雨音の母はもう慣れたのか、いまだにモニターを受けている。

「相変わらずのようで安心したよ。身体に異常なし、生体強化レベル４……奇き跡せき的な容よう貌ぼうの割りに性格、オッサン」

「よけいなお世話だ！」

「ハハハ。じゃあ次はリョーコ・バルタ。バルタの孫……」

「はい。私の名は、鷲羽様の……」

「魎りよう呼こから付けたって訳ね。……まあ樹じゆ雷らいとやり合ったなら、そういう事もあるだろうけど、せいぜい本人を見てがっかりしないようにね」

「そんな！　私は決してそのような事は……」

「っと、生体強化レベルは２……特とく殊しゆな調整をされた変身能力をもつ強化人間か。あんたの場合はエルマでも計測させて貰もらうよ」

「はっ、はい」

「お次はネージュ・ナ・メルマス。メルマスの巫み女こね。生体強化は無し、幼生固定処理体……。今回、幼生固定は解除するわよ」

「瀬戸様には、メルマスの政変が落ち着いてから、と言われていますが？」

　さすがにネージュは他の者に比べて緊きん張ちようは少ない。

「パーソナルデータを採とるから、支障があるなら、身代わりでも造ればいいさ」

「分かりました。お願いします」

「次は珀はく蓮れん。生体強化レベル６……思考加速特化タイプか。ふむ」

　と鷲羽は珀蓮の身体を見る風を装よそおい、霧恋達の死角に入った。

「あんた達四人、向こうの人間だろ？」

「!?」

　さすがに珀蓮は、平静を装ったが手は固かたく握にぎられていた。

「分かるんだよねぇ。特に王族の人間はさ。まあどういう事情があるか知らないけど、面白そうだからいつでも相談は受けるよ」

「……はい」

　珀蓮は視線をそのままに、鷲羽だけに聞こえるように小さく言った。

「さて、お次は火か煉れん……。生体強化レベル５。こりゃまた理想的に鍛きたえ上げられた体たい軀くだね。だけど、クックック、ちょっと精神的な疲ひ労ろうが見られるね。原因は主にあれかい」

　鷲羽は親指で玉蓮を指差す。玉蓮はそれを受けて優ゆう雅がに一礼をした。

「玉蓮でございます鷲羽様」

「ふむ……これの相方にされれば仕方ないか。それにしてもあんたも奇跡的な容貌だねぇ……。しかもその武器を使う術すべを心得ているってのが厄やつ介かいだ。生体強化レベルは６」

　鷲羽はジッと玉蓮の瞳ひとみを覗き込む。

「その精神的な安定は西南殿の存在かい？」

「……はい」

　その僅わずかの間が、玉蓮の驚おどろきを表している。

「ふむ。なかなか興味深いね」

　鷲羽はスッと玉蓮から身体を離はなした。それは玉蓮の危険地帯ギリギリだった。

「さて興味深いといえば…………あれ？」

「鷲羽様、翠すい簾れんなら横に」

「おおぅ！　さすが」

　珀蓮の指し摘てきに、鷲羽はパッと身体を離す。

「さすが？」

「相手に自分の気配を感じさせない。この娘も確率の偏かたよりがあるタイプさ。しかも生体強化レベルは10」

「10!?」

　これには珀蓮を始め、他の仲間も驚きを隠かくせなかった。その数字は殆ほとんど身体と精神を歪ゆがめ、廃はい人じんにしかねないものだからだ。

「翠簾……貴女あなた、いったい……」

「彼女の異能は生体強化が原因だろうさ。以前は、これ程じゃなかったんじゃない？」

「それは……確かにそうかもしれません」

「詳くわしい調査結果が出た後で、調整するかデチューンするか決めるよ。ああ、異論は認めないよ。この私に関わった以上、見苦しい技術結果の存在は許さないからね。ただあんたの異能は、もう無くならないだろうけどさ」

　鷲羽は翠簾をジッと見つめた。翠簾は同意の証あかしか、コクリと小さく頷うなずいた。

「さて、これからが本番だ！」

　鷲羽の合図と共に、何やら黒いスライム状の物体が現れた。それは正に、雨音の言うところの『おどろおどろしい』モノだった。

「わ、鷲羽様……これは？」

「期待にお応こたえして登場。精密スキャンモンスター『ぬるぬる君三号』よん♡」

「モンスター!?　雨音！　だから余計な事を言うなとっ！」

　逃にげ出そうとする霧恋達を『ぬるぬる君三号』が襲おそい、霧恋達はあっと言う間にそれに飲み込まれて行った。







「……お、お久しぶりです」

　西南は池に漬つかったそのままで、勝仁にペコリとお辞じ儀ぎをした。

「うむ。宇宙に行っても相変わらずの災難ぶりだそうじゃな。カッカッカ！」

「……まあ……その……ん、あれ？」

　一いつ瞬しゆん、誰だれかに呼ばれたような気がした西南は、慌あわてて辺りを見回した。

「ん、どうした？」

「あっ、いえ。その……今、誰かに呼ばれたような……」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　天地も駆かけ寄よって来て心配そうに覗のぞき込んだ。

「はあ……あれ？」

　西南は生返事を返しながら、辺りを見回して声の主を捜さがした。

「ここには、ワシと天地しかおらんぞ」

「え、でも別の人の……なんか、声が……」

「ほお、そうかそうか、聞こえるか。よしよし。お前さんに話しかけてるのは……」

　勝仁がゆっくりと西南の後ろを指さす。振ふり向むいた先には、ご神しん木ぼくが立っていた。

「神社のご神木？……ああっ！」

　西南はこの樹とよく似たものを何度か見た事があった。

「……そうか。何でもっと早く気付かなかったんだ……。いつも見ていたのに……」

　と、ご神木から光が発せられ、西南の額にも当たる。その声はまるで子供のような大人のような───じゃれつく福ふくにも似た、くすぐったい感覚の声だ。

「皇おう家けの樹！　そうか！　ご神木って皇家の樹だったんだ！」

「そう。我が第一世代皇家の樹、船穂じゃ……よかったな船穂。ようやっと坊ぼう主ずと話が出来たな」

「えっ？」

「船穂はの、よくここで遊んでいたお前さんに、話しかけたくて話しかけたくて仕方がなかったんじゃよ。お前さんは人前で泣く事はあまり無かったが、それでも辛つらい時は、この里のどこかで隠れて泣いておったじゃろ？」

「そ、それは……」

「この里の木々は、船穂の目や耳なのじゃ。この里の事は何でも知っておる。だからの、お前さんを慰なぐさめてやりたくて仕方なかったんじゃよ」

───セイナ……セイナ。

───ナカナイデ、イタクナイカラ、サビシクナイカラ。

───ワタシガイルカラ。

　それは幼い頃ころから霧恋が、月つき湖こが、正まさ木きの村の人々が、柾まさ木きの人々が西南にかけてくれた言葉だ。だが西南はずっと、誰でもない正木の村全体の、意思のようなものを感じ続けていたのだ。

「……そうか、気のせいかと思っていたけど……あれは君だったのか」

───ワタシガイルカラ、ダイジョウブ。

「ありがとう……ありがとう、船穂。俺はもう大丈夫だよ」

　西南の言葉に、歓かん喜きの光の乱らん舞ぶが始まった。

　優しい優しい皇家の樹───西南はもう一人、自分を見守ってくれていた存在を知り、胸が熱くなるのを感じていた。……が、感動のシーンも台無しに。

「ねえ天地、天地ィ！」

　空から降りて来た魎呼に頭を踏ふまれ、再び水中へと没ぼつしたのだった。

「こら魎呼！」

「へっ？」

　魎呼は怒おこっている天地の向けた視線に気付き、下を見た。

「……お久しぶりです」

「げっ！」

　珍めずらしく険けわしい天地の顔に、魎呼は慌てて西南の頭から退どき、どうしたものかと、あたふたとしていた。

「なんだなんだ、西南じゃねえか。そんな所に沈しずんでるから岩かと思うじゃねえか、アハハハハ！」

　考えた挙あげ句く、とりあえず笑って誤ご魔ま化かす事にしたようだ。

「西南君。魎呼がもう一人の娘むすめだよ」

　呆あきれつつも天地はそっと西南に囁ささやいた。

「え？　え？」

「鷲羽ちゃんがこうなっちゃうよ、って言ってた……」

「……えっ？　えええええええええええええええ??　じゃあ、魎呼さんが鷲羽さんの娘さん？」

「あんな奴やつ、母親じゃねえ！」

　そう魎呼がムッとして西南を睨にらみ付けた時、遠くから阿あ重え霞かの声が聞こえて来た。

『魎呼さん、魎呼さん？』

「やべ！」

　慌てて岩屋の中に消える魎呼と入いれ替かわりに、不ふ機き嫌げんそうな阿重霞がやって来た。

「もう！　魎呼さんったら掃そう除じをサボッて、どこをほっつき歩いてるんですの？　ああ天地様、魎呼さんを……」

　と、阿重霞はその時になって、ようやく天地の近くにいる西南に気が付いた。

「……あら、あなたもしかして西南さん？」

「こ、こんにちは」

「帰っていらしたと聞いて、会えるのを楽しみにしていたんですのよ。是ぜ非ひゆっくりしてらしてくださいな……でも、何な故ぜ池の中に？」

　阿重霞が西南に気付くのが遅おくれたのは、西南が池の中に漬かっていたからだ。まさかそんな所に人が───という思い込みからだ。もっともそれが非常識な魎呼なら、阿重霞も一発で認知した筈はずだが。

「あああああ、いけない！」

　水みず飛沫しぶきを上げながら、西南は慌てて池から上がった。正直、夏に自転車を漕こいで火ほ照てった身体からだには、澄すんだ池の冷たい水は心地良く、もう少し漬かっていたい気持ちはあった。その心地良さが、さっさと池から上がらなかった理由の一つだ。

「クスッ……相変わらず、大変そうですね。ところでお兄様、魎呼さんは？」

「うむ、それはだな……」

　咳せき払ばらいする勝仁に、苦笑する天地。西南との会話中、魎呼はずっと阿重霞の後ろからバカにするようなポーズを取っていたのだ。

「ふん！」

　が、阿重霞もこんな状じよう況きようは慣れたもの。勝仁や天地達の様子から、後ろの状況を察した阿重霞は、振り向きざま箒ほうきを槍やりのように投げつけた。

「あう！」

　見事、箒が顔面にヒットした魎呼は、もんどり打って岩から落下した。

「お見事」

　それはまるで関西舞ぶ台たい劇げきのコントのようだ。勝仁達は、阿重霞の技にお約束の拍はく手しゆを送ったのである。

　　　　×　×　×

「うううっ……」

「うぬぬぬぬ……」

　魎呼と阿重霞の対決は、魎呼が封ふう印いんされていた鬼おにの岩屋の上と下で睨み合う形となり、長期戦が予想された。

「仲裁しなくていいんですか？」

「うむ……ああなったら下手な口出しは危険じゃからのぉ。坊主ならどうじゃ？　あの中に入って行く気になるかの？」

「行きません。絶対に」

　勝仁の問いに対し、西南は即そく答とうした。西南の危険に対する嗅きゆう覚かくが、あそこへ絶対に近付いてはいけないと、ビンビンに警告している。それはもう耳元で救急車のサイレンを集団で聞かされているような感じだ。

「うむっ、そういう事じゃ。まあ暇ひまつぶしにいい事を教えてやろう。昔の坊主には話せなかった取って置きじゃぞ」

　と、勝仁は鬼の岩屋を指さした。

「ここいらの古い言い伝えに、邪じや悪あくなる鬼を封印した、武士の伝説があるのを知っとるじゃろ？」

「まあ……じいちゃんからさんざん脅おどされましたからね」

　わざわざ夜に呼び出されて、さんざん雰ふん囲い気きを盛り上げて脅された事も一度や二度ではない。聞かされた数日間は夜に一人ではトイレに行けない程だった、まあちょっとしたトラウマだ。

「実はの、その鬼を封印した若者は儂わしでな、そして、あれが封印された鬼だ」

「うっす」

　勝仁に指さされた魎呼は手を挙げた。

「はぁ？　魎呼さんが……鬼？」

　だが戸と惑まどったのも一瞬だ。よくよく考えれば、七百年ほど前に海かい賊ぞく魎呼は樹雷の皇おう子じと共に行方ゆくえ不明、相あい討うちになったと聞いた事がある。ならば話の辻つじ褄つまは合う。その時の事件が昔話となったのは想像に難かたくない。

　魎りよう皇おう鬼きの船体の角状の突とつ起きは鬼を連想させる。これは福を助けに来た時に見た、赤光化したクリスタルの船体を思い起こせば、十分納得出来る話だ。もし地球上であのような姿の魎皇鬼が、凄すさまじい鳴き声を上げながら夜空を飛んでいる姿を地上の人間が見たなら、間ま違ちがいなく鬼と思うだろう。あるいは龍りゆうと思ったかもしれない。

「……何となく想像が出来ました」

「プッ！」

　西南の複雑そうな表情を見た阿重霞は思わず吹ふき出した。どうやら二人の意識はこちらに向いたらしい。

「どんな想像してたんだ？　西南ちゃん。お姉さんにも聞かせて欲しいなぁ」

「…………」

　不機嫌そうな魎呼だったが、幸いにも阿重霞と対たい峙じしてる為ために、その場から動けないようだ。

「七百年程前に儂が封印しておいたのを、天地の奴がうっかり解いてしまってな……倉くら敷しきでドンパチやらかしたりして、大変じゃった」

「……も、もしかして先せん輩ぱいの高校のガス爆ばく発はつって……」

「あ・た・し♡」

　西南の驚おどろき顔に機き嫌げんを良くした魎呼は、自分を指差しニマッと笑みを浮うかべた。

「くっ、倉敷の天地先輩ん家ち焼失と周辺の崩ほう壊かい事件も……」

「うんにゃ。ありゃ阿重霞だ。ついでに瀬戸大橋をぶっ壊こわしたのもな」

「人聞きの悪い！　瀬戸大橋は魎呼さんの責任でしょ！」

「……倉敷の天地先輩ん家焼失と周辺の崩壊事件は、阿重霞さんなんですね」

「そっ、それは……でも瀬戸大橋は絶対に魎呼さんのせいですからね！」

　恥はずかしそうな阿重霞の顔は真っ赤だ。それを誤魔化すように魎呼に向き直ると怒ど鳴なりつけた。ちなみに瀬戸大橋の崩壊は、魎皇鬼と阿重霞の龍りゆう皇おうがもつれ合ってぶつかったのが原因だ。

「おめえがいきなり喧けん嘩かふっかけて来たりしなきゃ、ああはならなかったんだぞ」

「もとはと言えば、魎呼さんが樹雷を襲おそった事が原因でしょ！」

　魎呼と阿重霞、二人の意識がこちらの話に向いたのもつかの間、今度は別件での戦いが勃ぼつ発ぱつしてしまった。

「魎呼さんをきっかけに芋いもづる式しきって……」

「まあ、こういうきっかけだったんだ……ハハハハ」

　天地は誤魔化していた過去が、思いがけずバレてしまい、気まずそうに笑った。

「天地様、西南さん、そろそろお家の方へ」

　その気まずい間から天地を救ったのはノイケだ。それは近くで覗のぞいていたのかとも思える絶ぜつ妙みようさだった。







　　10「柾まさ木き家騒そう動どう記」







　魎りよう呼こと阿あ重え霞かの戦いを無視し、天てん地ち達は柾木の家に通じる階段へと向かっていた。その降り口に立ち止まった勝かつ仁ひとは、

「まだしばらく地球にいるなら、他の娘達にも厄やくよけのお参りに来るように言っておいてくれ。少しでも坊ぼう主ずの災さい厄やくから逃のがれられるようにとな、ハッハッハ」

　と西せい南なを見送りながら笑った。

「……俺の厄よけとかは？」

「お前さんの厄は特とく殊しゆ合金製の筋金入りじゃから、やるだけ無む駄だじゃ……。どちらにしろ気分の問題じゃしな」

「酷ひどい……ああっ！　酷いと言えば、じいちゃん！　アイリさんですよアイリさん！」

「あれがどうかしたか？」

「どうかしたかじゃなくて、どうにかして下さい！　アイリさんって、じいちゃんの奥さんなんでしょう？　こう何と言うか……いろいろ不満の解消をしてあげるとかですね」

　有り体ていに言えば欲よつ求きゆう不ふ満まんの解消だが、それを面と向かって言うのは恥ずかしい。勝仁がニヤニヤしながら聞いているのが気になるが、いろいろと遠回しに分かって貰もらおうと努力した。

「無理じゃな」

「ええっ!?　断言ですかぁ」

「あれは昔っから、行く所まで行かんと止まらん奴やつでなぁ。もっとも今は行く所まで行って、無理矢理突つき抜ぬけるみたいじゃがな、ハッハッハ」

　あっけらかんと、諦あきらめきったとも見える顔で豪ごう快かいに笑っている。───まあ気持ちはよく分かるのだが……。

「だから少しは歯止めをして欲しいと言ってるんですが……」

　とは言ってもアイリの被ひ害がいから少しでも身を守る為には、西南も簡単に引き下がる訳にはいかない。

「大だい丈じよう夫ぶ！　坊主の子の一人も産めば落ち着くじゃろう」

「…………」

　西南の思考がフリーズした。あのトラブル慣れした西南の思考がである。彼にとって判断力の停止は命に関わる重大事だ。その判断力が消失しているのだ。

「うむ。お主達には理解出来ない感覚だろうが…………お～～い、聞こえとるか？」

「き、き、き」

「き？」

「……き、き、きこえて、います。聞こえています！」

　ようやく再起動したようだ。

「聞こえていますけれど、理解は出来ません！　一応聞きますが、日本語ですよね？」

「ではもう一度言うぞ。坊主の子の一人でも産めば落ち着く、じゃ」

「……ああ、そっか。じいちゃんの子ですか。何だビックリした……」

「はっはっは！　坊主の、と言ったじゃろう？………ん？」

　勝仁の言葉を聞いた西南は、少し離はなれた場所で大きく深呼吸をし、身体からだを動かしてその活性化に努つとめた。とりあえず脳にも身体にも酸素を行き渡わたらせないと、ちゃんとした判断力は望めない。

「お主がパニクるのも分かるがの」

「じいちゃん、ボケるとかしてません？」

　西南の言葉に、勝仁はフッと笑みを浮かべ、眼鏡に手をやった。すると……。

「えっ………？」

　西南の目の前で、勝仁の姿が若い遥よう照しようの姿へと変わった。

「私がアイリと知り合って約七百年、再会して正式に夫婦になって五百五十年位かな？　まあ端は数すうを端折はしよって五百年として、その年月をどう思うかい？」

「は、端折った数字だけで、金きん婚こん式しきですが……」

「そうだな。それだけの年月を共にすれば、お互たがいの関係も変わる。別に飽あきるとかいうのではないんだ。一心同体という感覚というか、兄弟親子のような関係、それよりもっと高次の関係になるんだ。だから相手に恋こい人びとが出来ようとも、あまり気にならない。向こうも私に恋人が出来ようとも気にはしないだろう。まあ面白がってちょっかいはかけて来るだろうけどね」

「そ、そんなものなんですか？　全然理解できませんが……」

「もちろん人によって差さ違いはある。私とアイリの場合は、そんな感じというだけだ。それに恋人といっても、誰だれでもいいという訳じゃないし、そこまで無節操ではない。坊主の場合は、あ奴やつの哲てつ学がく士しとしての性さがが暴走してるんだ」

「哲学士の性？」

「意外だろうが哲学士というのは、技術や研究対象、それを開発した人間や才能を、とても愛する人種なんだ。だから坊主の才能が可愛くて可愛くて仕方がないんだ。それこそ食べてしまいたい、全てを受け入れたい位にね。そういう意味では恐おそろしい程に純じゆん粋すいで素直なんだ。そう考えると可愛いだろう？」

「……こ、怖こわいくらいです」

「もちろん子供を作れと勧すすめている訳じゃない。そんな事をすれば、それこそ悪あく魔まと契けい約やくをするようなものだ。魂たましいも何もかもむしり取られてしまうからね……ただ、それくらいしないと止まらないという事は、私では止める事は無理！　それを言いたいんだ」

「つ……つまりは、お手上げと」

「うん、その通り」

　遥照のその悟さとりきった高こう僧そうのような表情に、西南は何も言えず、ただ黙だまって涙なみだぐむだけだった。

「何とかしてあげたいのはやまやまだけど……何とも出来ないよなぁ……」

「ええ、無理でしょうね」

　少し離れた所で、西南と遥照のやり取りを見ていた天地とノイケは、無表情のままそう呟つぶやいた。西南を含ふくむその空間だけが、まるで真っ白で無音の、時が止まった世界と化していた───が、その時、

　ゴンッ！　と、どこからか飛んで来たバケツが、西南の頭部にヒット。途と端たんにその場の時間が動き出す。

「せっ西南君!?」

　西南はそのまま階段を踏ふみ外はずして落ちて行き、天地とノイケは慌あわてて階段を降り、倒たおれている西南に駆かけ寄よった。

「……すまんな坊主。儂わしのお払はらいでは気休めにもならん」

　勝仁の姿に戻もどり、バケツが飛んで来た方を見ると、阿重霞と魎呼が気まずそうな顔で立っていた。




　その頃ころ、鷲羽わしゆうの研究所では、霧きり恋こ達がクッション状になった『ぬるぬる君三号』の上でぐったりと身を横たえていた。

「くっ！　ううっ……あん」

　複雑な快感と嫌けん悪お感かんの渦うずの中、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした霧恋達には、ケラケラ笑っている鷲羽を殴なぐる気力はなかった。

「ご苦労さん、ご苦労さん！　いや、いいデータが採とれたよ。うんうん！」

　鷲羽は嬉き々きとして踊おどり出さんばかりだ。

「さて後は表面に付着したジェルをどうするかだけど……。①『なめなめ君一号』に舐なめとってもらう　②『拭ふき拭き君五号』に拭きとってもらう　③……」

「③お風ふ呂ろに入る、でお願いします！」

「え？　③は『吸い取りバキューム君四号』で……」

「③お風呂に入る、でお願いします！」

　これ以上はご免めんとばかりに、霧恋達が鬼き気き迫せまる表情でゆらりと上半身を起こす。さすがの鷲羽も、背筋に氷を当てられたような畏い怖ふを感じた位だ。

「おっおおおお、ＯＫ、ＯＫ！　③お風呂に入る、だね。分かった！　では皆みな様さま、お風呂にご案内～～～っ！」

「えっ!?　きゃ！　きゃああああああああああっ！」

　鷲羽に殴りかかろうとした霧恋達は『ぬるぬる君三号』に載のせられたまま、転送ゲートへと放り込まれた。




「本当に、本当に申し訳ありませんでした」

　阿重霞は本当に申し訳なさそうに、平身低頭、謝罪をしていた。魎呼も悪いとは思っているらしく、気まずそうに視線を逸そらして阿重霞の横に浮ういている。

「いいんですよ。いつもの事ですから」
















「そう言っていただけると、有り難いですわ。ほら！　魎呼さんも謝りなさい！」

「悪かったな。でもまあ、本当に運が悪いんだな。あのバケツだって狙ねらったわけじゃないんだぜ。ひょんな拍ひよう子しで飛んでっちまっただけなのにさ」

「ははは、まあ、いつもの事です」

「西南さん。一度、お風呂に入られたらいかがです？」

　ノイケは見かねてそう声をかけた。西南の服や身体は、重なるトラブルでかなり汚よごれていたからだ。

「えっ、でも……」

「俺も汗あせを流したいから、一いつ緒しよにどうだい？」

　遠えん慮りよする西南に、天地はそう言って誘さそった。

「出る頃には服も乾かわいていると思いますから」

「そうだそうだ！　遠慮すんなよ。ほれ西南、行こ行こ！」

　と、気まずさを誤ご魔ま化かそうとしたのか、面白いオモチャを見つけた気分なのか、いきなり魎呼が西南の腕うでを抱かかえ、引っ張って行く。

「えっ？　えっ？　ええええええええええええええええ～～??」

　悲鳴を残し、引きずられて行く西南を、天地は苦笑しながら追いかけて行った。

　　　　×　×　×

「はあ……。なんとかパンツは死守したけど……」

　脱だつ衣い所で西南は、魎呼に服を脱ぬがされ、危うくパンツまで下ろされそうになった。ギリギリのところで天地が間に合い、助けられたのだが、そのパンツもノイケにあっさりとズリ下ろされて持って行かれてしまった。

「上着とズボンだけでいいのに……」

「ノイケさんにそういう理り屈くつは通じないよ。あの人は家事の鬼おにだからね」

　天地は遠い目をしながら言った。彼とて自分で洗いたいパンツもあるのだ。

「はあ……それにしてもすごいお風呂ですね。いつ造ったんですか？」

　柾木家の浮ふ遊ゆう大浴場には下層の大浴よく槽そうと、少し高くなった場所に小さな浴槽がある。大たい抵てい、天地や柾木家に来た男達はこの小さな浴槽に入る。

「外からは見えないからね。ずいぶん前からあったんだよ」

「へえ……。そういえば入り口、女と天地って暖の簾れんは……」

「ははっ。まあ、家うちには男は僕だけだからね」

「……前から聞きたかったんですが、おじさんは倉くら敷しきにいるんですよね？」

「うん。事務の人と再さい婚こんしてね。マンションで暮らしてるよ」

「宮ぐう司じのじいちゃんは、神社の社務所に住んでる……」

「そうだね」

　───まるで断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに追おい詰つめられる犯人のような気分だ。

「……天地先せん輩ぱい、ここには、他に男の人はいないんですね？」

「ま、まあ……」

「じ～～～…………」

「俺も、アイリさんに聞いたけど、西南君、霧恋さんと暮らしてるんだって？　他にもいっぱい居たよね」

　───攻こう守しゆ逆転。天地もやられてばかりではない。

「お、俺は別に、そういう事じゃ……」

「大変だろ？」

「………はい」

「よく分かるよ」

　結局二人で傷口を突つき合い、痛い思いをしただけだ。二人は乾かわいた笑いを浮かべ黙り込んだ。

「よう、西南！　背中流してやろか？」

「うわっ！」

　いきなり西南の横に浴槽を透とう過かして魎呼が幽ゆう霊れいの如ごとく現れた。不意を突かれた西南は、そのまま頭から浴槽へと倒れ込んだ。

「はははっ！　水の中が好きな奴やっちゃな」

「……魎呼、いきなりはやめろって」

　慣れている天地は動じない。すぐ横で倒れ込んでいる西南の足を突っついている魎呼をたしなめる。

「驚おどろいたぁ？」

　だが一向に止めようとしない魎呼に、天地は止とどめの一言を告げた。

「……おまえ、最近、鷲羽さんに似て来たぞ」

「……うっ！」

「ほら、戻って戻って」

「へ～い」

　さすがにショックだったのか、魎呼は渋しぶ々しぶ引っ込んだ。だが西南の本当の危機はこの後にやって来たのである。

「きゃあああああああああああああああああああああああ！」

　下の大浴槽に鷲羽によって霧恋達が、不法投とう棄きされた粗そ大だいゴミの如ごとく、いきなり転送されて来たのだ。そして彼女達は丁度、下の浴槽へと戻った魎呼の上へと落下した。

「グッ……ゲボガハハッ！」

　湯の中で下した敷じきになった魎呼は、その突とつ然ぜんの事に訳が分からず戸と惑まどっていたが、

「ううううううううっ！　重いっ！」

　と全員をはね除のけるように立ち上がった。

「キャアッ！」

　殆ほとんどの女性達はそのまま再度、下の浴槽へと落下したが、霧恋だけは運悪く上の、西南達の居る浴槽へと跳はね飛ばされた。

「何だどうした……？」

　その騒さわぎに下を見ようとした天地達だったが、下が女性用だという事に気付き、動きを止めた。それが無ければ霧恋に気付いた天地が、反射的に霧恋をキャッチし、事無きを得ていたかもしれない。だが跳ね飛ばされた霧恋は、天地の前を通り過ぎ、ちょうど西南の上へと落下したのだった。

「西南君!?……………あっ」

　真後ろにいた西南の異変に、振ふり向むいた天地は裸はだかの霧恋と目が合った。親しん戚せきの、姉とも思っている霧恋の裸に、天地の思考は停止した。

「きゃあああああああああああっ!!」

　凄すさまじい威い力りよくを持って放たれた霧恋の張り手は、見事に天地にヒット。それをモロに喰くらった天地は、そのまま浴槽へと沈しずんで行く。

「てっ、天地ちゃ…………ん??」

　ようやく状じよう況きようを把は握あくした霧恋は、慌てて天地を助けようとしたが、その時になってようやく、お尻しりの下の違い和わ感かんに気付いたのである。

「あ……ああああああああ！　嫌いやああああああああっ！」

　霧恋のお尻が西南の、どの部分に乗っかっていたかは定かではない。だが……。

　　　　×　×　×

「……西南君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配そうに見つめる天地の表情は複雑だ。

「みゃあ？」

　後からやって来た魎りよう皇おう鬼きは、天地の頰ほおについた真っ赤な手形を見て、自分の手を押し当てて大きさを計っている。恐おそらく思い過ごしだとは思うが、まるでそれがどういう意味かを知ってるかのような素そ振ぶりだ。

「魎皇鬼……痛いよ」

　天地は気まずそうにそっと魎皇鬼を引ひき離はなすと、再び西南の顔を覗のぞき込む。福ふくも西南の肩かたで大丈夫？　といった感じで前足で西南の顔を突いている。

「マジ、お花畑が見えました」

　幸いにして西南は、自分の頭の上に落下して来たのが霧恋だとは気付いていない。だが下の浴槽に居る霧恋は、恥はずかしさで死にそうな顔で項うな垂だれていた。

「まあ、気にするなよ、霧恋」

「………私、もう西南ちゃんに顔向け出来ない」

「いいんじゃない？　どうせいつかは見せる物なんだからさ」

「なっ！　雨あま音ねぇ～～!!」

　雨音の無神経な一言で、霧恋はあっさり落ち込みから立ち直った。

「私のせいじゃないからな……」

　そう呟つぶやきつつも、天地の頰に残る紅葉もみじの事もあり、原因を作った魎呼も、さすがに気が咎とがめているようだ。

「だいたい鷲羽の奴がだな……」

「はいはい。今回はそういう事で間ま違ちがいないでしょうね。それより……」

　阿重霞は話しかけたくてウズウズしているリョーコ・バルタを見つめながら、愚ぐ痴ちる魎呼の意見に同調した。

「それより、この方がお話があるそうよ」

「……ん？」

　魎呼の意識がこちらを向いたのを見計らい、リョーコは深々と礼をした。

「魎呼様、私は、リョーコ・バルタと申すもので、以前はダ・ルマーギルドに所属する海かい賊ぞくでした。実は私の名は、伝説の海賊、魎呼様にあやかろうと、亡き母が付けてくれたものなのです」

「私の名前？……へえ、なかなか見る目のある母はは御ごじゃねえか」

　魎呼の機き嫌げんが一気に良くなる。何しろ柾木家ではその殆どの人間が樹じゆ雷らい系だ。鷲羽も美み星ほしもアカデミー側、つまり周り中、敵側の人間なのである。だからといって仲が悪い訳ではないが、このような尊敬の眼まな差ざしを向けられる事などは皆かい無むだ。

「恐れ入ります。こうして尊敬する魎呼様に直接お会い出来るなど、感激の極きわみです」

「ハッハッハ！　まあそう固くならなくてもいいぜ。そうかそうか、聞いたか阿重霞？　尊敬する魎呼様だってよ」

　天にも昇のぼる気持ちとは、この事だ。先程の事件の反動もあり、魎呼は有頂天だ。

「まあ、貴女のした事を考えれば、なるほど海賊側の人間にはそうなのでしょうけれど……。リョーコ・バルタさんと仰おつしやいましたね」

「は、はい」

　キッと睨にらむ阿重霞に、リョーコの腰こしがひける。何しろ目の前に居る阿重霞は魎呼の敵、以前は自身の敵でもあった、樹雷の姫ひめ君ぎみなのだ。

「リョーコさん。尊敬するというなら、直接本人に会うべきではなかったですわね」

「……あっ」

　きつい言葉の一つでも覚かく悟ごしていたリョーコだったが、鷲羽と同じ意見を言われ、少し戸惑っていた。

「知らなければ絶望する事もありませんからね」

「どういう意味だよ、阿重霞」

「言葉通りの意味です。夜景は遠くから見るのが一番」

「その言葉、おめえにそっくりそのまま返してやるぜ」

「ほお、神社の続きをやると言うのですか？　ならばこちらに異存はありません事よ」

　睨み合う阿重霞と魎呼。だが言葉とは裏腹に、そこには殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きはない。それどころか仲の良い喧けん嘩か友達といった感じだ。

（クスッ）

　鷲羽や魎呼と阿重霞の関係性は不思議と和なごやかさを感じさせた。柾木家に集まった者達の素す性じようは複雑だ。アカデミー、樹雷、九く羅ら密みつ、海賊と、それは銀河連盟そのものだ。だがここにはその政治的な複雑さは見られない。恐らくそれは柾木天地という存在がそうさせているのだ。

（……私達も、そうだよね）

　柾木家と同じくアカデミーに樹雷に九羅密と海賊、メルマスもそうだ。それが山やま田だ西南という存在を中心にまとまりつつあるのだ。

　───何かもっと凄すごい事が起こりそう。

　瀬せ戸とやアイリや美み守かみや美み兎と跳とや多くの人達。その錚そう々そうたるメンバーが西南に期待するのは、この暖かな雰囲気なのだと気付いたのだ。

「西南さん、服が乾かわきましたので、置いておきますね」

　その時、入り口から顔を出したノイケは、上の浴室に向かって声をかけた。

「あっ、ありがとうございます！」

「そろそろお昼の時間も近いから、急ごうか」

　天地はそう言うと、洗い場の方へと向かった。







「もう少しだから待っててね」

　暖の簾れんから顔を出した砂さ沙さ美みは、居間にいる天地達にそう言うと、サッと顔を引っ込め、持ち場へと戻もどった。

「福ちゃんはお料理が好きなんだね」

　福はここでも、台所と居間をつなぐカウンターで、砂沙美とノイケの調理を興味深げに覗いていた。二人のコンビネーションは見事で、普ふ通つうは一品を一人で仕上げる所を、二人はお互たがいの料理を完全に把握していて、途と中ちゆうで砂沙美が抜ぬけた作業をノイケが受け持ち、またその逆もあった。それはサーカスのジャグリングにも似ていて、同時に複数の料理が出来て行く様は圧巻だった。

「凄い……」

　いつの間にか霧恋と火か煉れんも、福と同じ場所で二人の華か麗れいなる技に見み惚とれていた。

　さて風ふ呂ろから上がった西南は、ソファーに座らされ、頭に顔のついたボールのような物を載のせられていた。

「あの……これは」

「西南殿どののパーソナルチェックをして居るんだから、もう少し我が慢まんしててね」

　鷲羽はニッコリと笑みを浮うかべた───と、その途と端たん、雨音達は凄い形相で鷲羽を睨みつけた。

「わ、鷲羽様。パーソナルってそのボールでも良いんですか？　それとも簡易計測器とかいう事なのでしょうか？」

「うんにゃ。これでもちゃんと完かん璧ぺきに計測出来るわよん」

　それはもう罪のない、子供のような屈くつ託たくのない笑みだ。悪あく魔まが居たとしたら、きっとこういう顔なのだろう。

「では『ぬるぬる君三号』を使った意味は……」

　雨音達のこめかみには、血管がクッキリと浮かび上がっていた。

「おや、雨音殿は西南殿のあられもない姿を見たいと？　まあ雨音殿達の艶あで姿すがたは実に色っぽかったからねぇ」

　実はその様子はちゃんと映像として残されている。そしてその映像たるや、男性ならばお猿さるさんになる事請うけ合あいだ。なにしろ鷲羽が見ても見惚れる程なのだ。

（そのうち西南殿にプレゼント）

　でもちゃんと成人してからだ。それ以前だと天地が怖こわい。

「こっ、このボールでも良かったんでしたら、私達の苦労は……」

「にゃははははは～～～っ！」

　全然意味は無し！　そういう笑いだ。

「くっ！」

　砂沙美達の調理に見惚れている二人を除き、ぬるぬる君の毒どく牙がにかかった者達全員が拳こぶしを固く握にぎり締しめた。だがそれでも気持ちを抑おさえられていたのは、実は台所から漂ただよって来る美お味いしそうな匂においのせいだった。腹が減っては戦いくさは出来ぬ───というか怒いかりが持続しないのだ。

　と、その時、ボールからピーという音がしたかと思うと、いきなり小さなデータモニターが、吹ふき抜けの居間の天てん井じようまでビッシリと表示された。

「なっ、何だ!?」

　天井の梁はりにいた魎呼も驚おどろいて顔を出す。

「……クッ、アハハハハハハハハ！　こりゃ傑けつ作さくだ！」

　鷲羽は大声で笑い出した。

「何ですか、これ？」

　雨音達もすっかり怒りを忘れて尋たずねた。

「海賊を引き寄せるって言うから、西南殿のパーソナルでちょっとしたシミュレーションをね。でもまあ見事なもんだね。無条件で一定距きよ離り内なら、二十三パーセントの海賊が引き寄せられてる……ん？　クックック、魎呼のデータもあるじゃないか、こりゃいい！」

「ふざけんな！　あたしゃそんな間ま抜ぬけじゃねえ！」

「はっ！　あんたの場合は、多分野次馬的に引き寄せられてるんだろうさ」

「クッ！」

　鷲羽のその意見に、魎呼は反論は出来なかった。

「魎呼さんなら有り得る話ですわね。ご自分でもそう思っているって顔ですわよ」

「うっ、うるせえ！」

　阿重霞と魎呼のやり取りに、雨音達は必死で笑いを堪こらえていた。

「…………」

　そんな中、一人天地だけが無言で西南を見つめ、そして視線を鷲羽に移した。その表情は真しん剣けんで、すがるような目だった。

「みんな、卓ちや袱ぶ台だいの用意をお願い！」

　と、そこへ砂沙美が居間にいる者達に声をかける。阿重霞も魎呼も睨み合いをサッと止やめ、天地も動き出す。そして全員でソファーを移動させ、卓袱台の用意をする。食事時には砂沙美の命令は絶対だ。でないとご飯抜きにされてしまうのだ。

　あっという間に食しよく卓たくの準備が整い、次々に食器や料理が運ばれて来る。

「うわぁ……」

　それは思わず溜ため息いきが出るような光景だ。香かぐわしい匂いは食しよく欲よくを刺し激げきし、目でも楽しませる数々の料理は、素人しろうとの西南でも何か違ちがうと感じるに十分なものだ。もちろん昨夜の宴えん会かい料理も素晴らしい物だったが、その料理から発せられるオーラのような物が段だん違ちがいなのである。

「フミャァ……ン」

　福などはその光景にウットリしている。

「さあ、みんな席に着いて。西南お兄ちゃんはここね」

　天地達が座り、西南の位置が決まれば、自おのずと霧恋達の席順は決まって来る。霧恋達は整然と着席した。

「じゃあ、みんな。いっぱい食べてね」

「いただきます」

　砂沙美の合図で、全員が手を合わせる。

「美味しい！」

　一口食べた西南達は目を見張り、思わずそう呟つぶやいた。特に料理経験者の霧恋と火煉は衝しよう撃げきが大きいようだ。

「はあ……調理を見学させていただいた時から予想はついていましたが……。私のは、ただの総そう菜ざい。これは料理です」

　その隙すきのない完璧さに、火煉は衝撃を受けたものの、その味は心を蕩とろかせる天上の美味だ。火煉の表情はウットリしたものとなっていた。

「さすがですね。私では到とう底ていこの域には……」

「砂沙美様達のお料理は、私達のような我が流りゆうと違って、正式に修練したものよ。もう一種の武道のようなものだわ」

　長年研けん鑽さんして来た積み重ねが違うのだ。食材選びから下ごしらえ、火加減から調理のタイミングまで。一切の手て抜ぬきはないしスキも無い。

「なるほど……確かにそうです」

　砂沙美達が調理している姿は、舞まいを踊おどるように、美しかった事を思い出す。

「素材が良いからそう思うだけですよ。何しろ天地様のニンジンを初め、ここで使われている食材は、皇族の料理でも使われる物ですからね」

　手放しで褒ほめられ、ノイケは少し恥はずかしそうだ。

「砂沙美様もノイケ様も、また腕うでを上げられましたね」

「本当、私でもこれだけの物を食べるのは久しぶりよ」

　林檎りんごは皇眷けん族ぞく、雨音もカウナックのお嬢じよう様さまだ。食べる方に関しては知識も経験も豊富だ。特に林檎は自分も同じ調理術を学んでいる為ため、砂沙美とノイケの高みが、味で感じる以上に理解出来るのだ。

「そうだわ霧恋様！　お店の総菜の知ち恵えを、砂沙美様、ノイケ様お二方に貸していただいたらどうでしょう？」

「なるほど。それは良い案です」

「お店って、何の話？」

　林檎達の会話に興味を惹ひかれたのか、砂沙美がキラキラとした目で見つめた。

「実は……」

　　　　×　×　×

　台所で食事の後片付けをしながら、砂沙美達は霧恋達の話を聞いていた。

「なるほど。西南お兄ちゃんのお家のお店に出す、お弁当やお総菜のメニューか……。楽しそうだね。手伝ってあげようよ、ノイケお姉ちゃん！」

「ええ。そうですね。是ぜ非ひ私達もお手伝いさせて下さい」

「ありがとうございます。お二人に手伝っていただけるなんて、心強い限りです」

「でもお料理する人の事を考えると、あまり難しいものはダメだよね。食材の種類もあるだろうし、時間だって……」

　調理する人に砂沙美達のような腕がある訳でも、贅ぜい沢たくな食材を使える訳でもない。所しよ詮せんという言い方は語ご弊へいがあるが、街のスーパーで出される総菜である以上、料りよう亭ていレベルを要求される訳ではないのだ。だが逆に食べるタイミングや電子レンジでの再加熱、メニュー決めに関しても料亭には無い、別の難しさはある。

「まずは黄金の組み合わせから決めるのが一番かと思います」

「黄金の組み合わせ、ですか？」

「誰だれが作ってもそこそこ美味しくなる調理の組み合わせの事です。霧恋さん達にもそういったレシピがお有りでしょう？」

「ええ、仰おつしやる意味はわかります。確かにそれが一番無難でしょうね」

「今日のお昼に出した物で気に入った料理があれば、レシピをお教えします」

「ノイケさん。じゃあ行ってきますので、後をお願いします」

　霧恋達の相談に熱が入って来た時、勝手口の暖の簾れんをかき分け、作業着姿の天地が顔を出した。

「ああ、もうお出かけですか？」

　ノイケは畑仕事に出る天地を見送ろうと、天地の後を追った。そして砂沙美や霧恋達も後に続いた。と、外には天地以外に作業着に着替えた西南や雨音達もいた。

「あら、もしかして皆みなさん、ご一いつ緒しよですか？」

「まあ、ちょっとした、下心有りって事で……」

　西南はちょっと恥ずかしそうに頭を搔かいた。

「実は西南君の店に卸おろすニンジンの、出荷量を増やす事にしたんですよ」

「クスッ、なるほど……それで下心ですか。でもよろしいのですか？」

　ノイケは天地の隣となりに立っている魎皇鬼を見た。畑のニンジンはその大部分が魎皇鬼の為の物だ。

「魎皇鬼も成長して、食欲のコントロールが出来るようになったからね。それに福ちゃんのご主人の為ならって、なあ魎皇鬼？」

「みゃあ！」

　魎皇鬼はそれに応こたえるように元気に手を上げた。

「ごめんね魎皇鬼ちゃん。俺の家の為に……」

　困こん惑わく顔の西南に、魎皇鬼は気にしないで、と言っているような微笑ほほえみを向けた。そんな魎皇鬼の頭を、天地は優しく撫なでた。

「そうですか……それにしても林檎様まで……」

「正統皇族の方が働いていらっしゃるのに、私が怠なまける訳には行きませんわ。それに私も少しは西南様のお力になりたいですし」

「……じゃあ、そろそろ行ってきます」

　会話の切れ目を見つけ、天地はノイケや砂沙美、霧恋達残留組の見送りを受け、西南達を先導するように、畑へと向かった。

「頑がん張ばってね！　後でおやつを持って行くから！」

　砂沙美達は、天地達全員が建物の陰かげに消えるまで見送ると、台所へと戻もどって行った。

「では私達は、私達のするべき事をしましょうか」

「霧恋お姉ちゃん。お店のお総菜には、デザートもあるんでしょ？　だったら今日のおやつも、その試作を兼かねたらどうかな？」

「そうね。それがいいわ！」

　お総菜作りも楽しいが、デザート作りはまた格別だ。砂沙美達はもちろん、霧恋や火煉も楽しそうにレシピについて相談を始めた。







　　11「鷲羽わしゆう漫まん遊ゆう」







「みゃあ。みゃあ」

　魎りよう皇おう鬼きを先頭に、天てん地ち達は強い日差しの中を畑に向かっていた。いつもは収しゆう穫かく期き以外は、殆ほとんど天地と二人っきりなのだが、今日は大勢の人間が居る。それはまるでピクニックかハイキングのような雰ふん囲い気きだ。魎皇鬼はそれが嬉うれしくて楽しくて浮うかれていた。

「ミャア！　ミャミャミャミャミャア！」

　草の匂におい、発はつ酵こうと腐ふ臭しゆうの混じった土の匂い。強きよう烈れつな夏の自然、生の匂いに福ふくも興奮したのか、辺りをめちゃくちゃに駆かけ回っていた。それは散歩の為ために鎖くさりから解き放たれた犬の興奮した姿に似ていた。その時、福は面白い遊びを発見した───正確には、自分が面白いと思える遊びだ。

　それは生おい茂しげる雑草の中に突つっ込こみ、そこに絡からまる、という遊びだった。

「ミャアアアアアアン！　ミャア！　ミャア！」

　ジタバタしてる福は西せい南なによって救出されると、再び同じ事を、飽あきずに何度も何度も繰くり返かえした。

「ほら、せっかくお風ふ呂ろに入ったのに、引っ付き虫だらけじゃないか」

　福の毛にはササクサという、棘とげのある草がいっぱい付いていた。もっとも秋になって茶色く熟した頃ころには、頭から足先までビッシリと付き、もっと壮そう絶ぜつな状態となる事だろう。

「福ちゃんはそういう遊びが好きなんだね」

　天地は微笑ましそうに言った。

「はあ、そうなんです。実は守かみ蛇だ怪けの中には、皇おう家けの船みたいな自然の居住地区があるんですが……そこで海水浴をした時、今みたいに波打ち際ぎわに走って行って。寄せ波に巻かれるって遊びをしてたんですが………気が付いたら巻き上げられた砂に埋うもれて、ちょうど尻尾しつぽだけがウニみたいに見えてて」

「大だい丈じよう夫ぶなの、それ？」

「慌あわてて掘ほり返したら、楽しそうに笑ってて……」

　そう言ってる西南の後ろで、福は茂みに突っ込んで絡まった。

「で、今みたいに何度も同じ事を繰り返したと？」

「溺おぼれる心配はないって分かったとはいえ、やっぱり心配で……雨あま音ねさんには、こいつには自殺願望でもあるのか？　なんて言われて」

　西南は茂みに絡まる福を引っ張り出し、引っ付き虫や埃ほこりを叩たたきながら溜ため息いきを吐ついた。

「魎皇鬼も小さい頃はそうだったよ。蝶ちよう々ちようを追いかけ始めると、木や壁かべにぶつかるわ、川に落ちるわで、大変だったよ」

「何か良い躾しつけ法とかあるんでしょうか？」

「そうだな……出来るだけ目を離はなさないようにして、少しずつ教えて行くしかないね。魎皇鬼は成長と共に落ち着いて来たから、福ちゃんもそうだと思うよ」

　そんな二人の様子を、林檎りんご達は微笑ましく見ていた。

「なっ、なんですか？　みんなでこっち見て……??」

　その視線に気付いた天地と西南は、不思議そうに林檎達を見た。

「お二人の様子が、新米パパの子育て談議みたいだって、そう思っただけですよ」

「えっ!?」

　天地と西南、二人同時に赤くなる姿を見て、林檎達はたまらず笑い出したのだった。

「……じゃ、じゃあ今日はこの畑から始めましょうか」

　天地達は逃にげるように、坂道を登り、畑の畦あぜへと立った。

　　　　×　×　×

　三時を回った頃、大きなバスケットを持った砂さ沙さ美みは一人、畑への小道を走り、ノイケ達は大荷物となったおやつや、収しゆう穫かくしたニンジンを回収するべく小型トラックで、道路を併へい走そうしていた。

「おおっ！」

　坂の上に登り、辺りが見み渡わたせる位置に来た砂沙美は、驚おどろきのあまり立ち止まった。そこには見渡す限かぎり植えられていたニンジンの殆どが収穫され、土がむき出しに見えていたからだ。普ふ段だんならば柾まさ木き家総出でも三日はかかる量だ。

「天地兄ちゃん。凄すごいね」

　整理されたニンジンの山の横で休んでいる天地達に近付きながら、砂沙美は溜息を吐くように言った。

「みんな手際がよくてね。ちょっと教えたらこの通りだよ」

　天地はちょっと苦笑気味だ。何しろ柾木家では、魎りよう呼こと阿あ重え霞か、そして美み星ほしは一人前の戦力にはならない。それに比べ山やま田だ家は、全員がノイケや砂沙美クラスの働き手だ。

「あら、凄い。もうここまで作業が進んだんですか？」

　トラックを止め、そこから大きなケースを運んで来たノイケも、辺りを見渡しながら嬉しそうだ。

「天地様、先にニンジンを片付けてからお茶にしましょう」

「いえ、この量ですと、一回で運べそうにありませんから、お茶の後にしましょう」

「そう、ですか？……あら？」

　ノイケは天地の視線から、ケースにしがみ付いて、期待に満ちた目で自分を見上げている、魎皇鬼と福に気付いた。

「クスッ。そうですね。じゃあ霧きり恋こさん、火か煉れんさん、用意をお願いします」

　ノイケの指示で霧恋と火煉は、ちょうど良さげな木の下にシートを広げ、組み立て式の小さなテーブルを広げた。そしてノイケと砂沙美はその上に、竹で編まれたカゴに入ったデザート類を並べ始めた。その数たるや、それこそ小さなお店でも開けるくらいの量と種類があった。

「おおっ！」

　その豪ごう華か絢けん爛らんさに、魎皇鬼や福はもちろん、デザート類には目のない女性達からも、どよめきが湧わき起こったのは言うまでもない。

「なっ、何か凄いですね」

「西南さんのお店で出す、デザート類の試作を兼ねていますので」

　天地達の反応を見たノイケ達は非常に満足げだ。

「霧恋、という事は、これも……」

「後で感想を聞くわよ」

　霧恋はニッコリと微笑むと、おしぼりの入ったバスケットを差し出した。

「宿題付きか……でも、いっか」

　ウキウキ気分の雨音は、おしぼりで手を拭ふいた。他の女性陣じんも既すでに準備は万ばん端たん。砂沙美のＯＫの合図を今か今かと待っていたのである。

「さあ、召めし上あがれ」




「いいね、いいね！　いい感じだよ！」

　鷲羽は研究室で西南達のパーソナルデータを解かい析せき中だった。久しぶりに興奮するデータに、鷲羽の熱もいっそう入ろうというものだ。

「ちょっとした思い付きだったけど、意外とそういう時の方がうまく行くのよねぇ。……だけど……」

　上じよう機き嫌げんだった鷲羽は、あるデータが表示された別ウインドーに目をやると、急に真顔になって小さく溜息を吐いたのだった。

「こいつを天地殿どのに知らせない訳にはいかないだろうね……でもまあ、それは後後！」

　鷲羽はそのウインドーを振ふり払はらうように消すと、スックと立ち上がった。

「さて、こうなったら他の連中のパーソナルも集めたいところだねぇ……クックック」

　鷲羽は他の者達が見れば逃げ出しそうな、いかにも哲てつ学がく士しらしい笑みを浮かべた。そして上着を羽織ると、長ちよう距きよ離り用のゲートへと飛び込んで行ったのである。

　　　　×　×　×

「やっほ～～！　元気かい？」

　鷲羽が出て来たのはアカデミーの理事長室だった。その瞬しゆん間かん、機密保護用の時間凍とう結けつの結界が張られ、アイリの秘書達の時間は止まった。

「鷲羽様、いきなり何の用です？」

　アイリはあからさまに嫌いやな顔をした。アポイントも取らずにやって来る時は、要注意なのだ。

「アイリ殿は……うん、いらないね」

「いきなりご挨あい拶さつですね、何がいらないんですか？」

「ああ、美み守かみ殿。あんたのもう一つの身体からだのパーソナルを採とらせて欲しいんだ。すぐに用意して」

　アイリを無視して鷲羽は美守に近付いた。それはお願いと言うより命令だ。

「私のパーソナルですか？　鷲羽様の命令ならば嫌とは言えませんが……。それを一体、何にお使いになるのか位は、お聞かせ願えます？」

　相手が鷲羽ならば拒きよ否ひは無む駄だな行こう為いだが、せめて心の準備と、今後の対策が必要になる場合がある。

「西南殿に関するね……あんたの気持ちが知りたいのさ。彼の側に居るに値するのか見極めるんだよ」

「わっ鷲羽様、それはまさか!?」

　さすが哲学士だ。アイリは直すぐさま鷲羽の意図に気付いた。

「それならば私！　私が一番です！」

「欲よつ求きゆう不ふ満まんなら、旦だん那なに解消して貰もらえばいいじゃないか。もう天地殿に隠かくす必要もないんだし。遥よう照しよう殿も暇ひまそうだしさ」

「だって西南君の方が初うい々ういしいしぃ……ねっ♡」

　気持ち悪いくらいの媚こび様だ。哲学士は目的の為ためなら、自身のプライドなどどうでもいいのだ。

「ショタが良いなら、義ぎ生せい体たいでも造ったら？　あんたも哲学士なんだからさ」

「だって遥照君、嫌だって言うんだもん」

「まあ、あんたのその興奮顔を見たら、嫌だって言うだろうねぇ……」

　アイリの興奮顔は哲学士の本能そのままだ。うっかりＯＫなどすれば、とんでもない非社会的プレイを要求されるのが見え見えだ。アイリをよく知る遥照ならば尚なお更さらだろう。

「西南君が良い！　西南君が良いのォ！」

　アイリは鷲羽にしがみ付いて泣き出した。

「ああっ！　鬱うつ陶とうしい娘むすめだね！」

　と、いきなりアイリは時間凍結にかかった。実にあっさりとした結末だったが、そこには常人には計り知れない、哲学士レベルの技術的攻こう防ぼうがあったのだ。がしかし、さすがに鷲羽には敵かなわなかったという訳だ。

「さあ美守殿。邪じや魔ま者ものは居なくなったわ」

「……承知しました。西南君の為と言われては断れませんね」

　美守は観念しきったように微笑ほほえんだ。

「良い娘こね。そんな貴女あなたには天国を見せてあげるわよん」

「……天国??」

　その瞬間、美守に黒い影かげが覆おおい被かぶさった。

　　　　×　×　×

　鷲羽は美守の計測を済ませると、一度自分の研究施し設せつに戻もどって来た。ＶＩＰとの超長距離ジャンプは機密保護の為、二点間でしか使わないようにしているのだ。

「さてお次は……面めん倒どうな所から先に済ますか」

　鷲羽のジャンプ先は何と水み鏡かがみのブリッジであった。

「お疲つかれ～～～っ」

　樹じゆ雷らい情報の収集の中ちゆう枢すうたる水鏡に、まるで近所の知り合いを訪ねるかのように気楽に入って来られる者は、宇宙広しといえど鷲羽だけだ。まあ樹雷皇もその権限を有してはいるが、わざわざ危険な魔ま窟くつに入ろうという酔すい狂きようさを、彼は持ち合わせてはいない。

　鷲羽は気け怠だるそうに玉座に座る瀬せ戸との元に一直線に近付いた。

「ん～～～っと……」

　そしてくっつく程、顔を近付けると、ジッと瀬戸の顔を覗のぞき込んだ。

「なあに、鷲羽ちゃん……いきなり……??」

「ああ、こっちだこっち！　じゃあちょっと借りてくから。後はよろしく」

　呆あつ気けにとられる女によ官かん達を尻しり目めに、鷲羽は瀬戸の手を引っ張り、ユニット後部にある限られた者しか入れない庵いおりへと引っ張って行った。

「いきなりどうしたの？　私に何か用？」

「瀬戸殿どのにじゃない。あんたに用があるんだよ、鏡」

「…………」

　瀬戸は表情を一切変えず、鷲羽を見つめた。だがすぐに目を閉じ、

「……どうして分かったの？」

　とポツリと言った。

「私と凪な耶じやがどれくらい一いつ緒しよにいたと思うの？」

「細さい胞ぼうの一つ一つ、記き憶おくまで同じなのに？　私は凪耶の影ではなく鏡……凪耶に何かあれば、私が瀬戸になるのに？」

　影かげ武む者しやは姿を模しただけの者だが、記憶も能力も全くの同体なのが彼女、鏡武者だ。

「凪耶に万が一の事ねえ……。ハッ！　あいつにそんな可愛げがあれば、誰だれも苦労はしないさ」

「それはそうだけれどね。でも……今さらそのデータが必要とは思えないわ。私は私以外にはなれないもの」

「あんたの正体を明かす相手は、第一世代の皇家の樹を持つ者に限る、って縛しばりかい？　でもそんな事は意味を成さなくなるかもしれないんだろ？　それも西南殿の力でさ」

「それを期待するほど子供ではないわ」

　鏡は全く表情を崩くずさずにそう言った。

「でもあんただけの記憶はあるんだろ？　何な故ぜそれを後生大事に抱かかえているんだい？」

「それは!?」

　その時初めて鏡の表情に、僅わずかに戸と惑まどいらしきものが浮うかんだ。それは彼女にとって命と同じくらいに、大事な大事な西南の記憶。彼女を鏡ではなく、彼女たらしめているモノなのだ。

「可愛いねえ。あんたはまだまだ素直な良い娘さね」

　ふと垣かい間ま見みせた鏡の表情に、鷲羽は嬉うれしくなった。凪耶であれば、こんな表情をうっかり表に出す事は無い。まるで昔の彼女がそこに居るようだ。

「………了りよう解かい。『ぬるぬる君三号』を使わないって約束してくれるならね」

「チッ！　やっぱり知ってたか。美守殿は後にするべきだったかな？」

　鷲羽はちょっと悔くやしそうに顔をしかめた。ちょっとした仕返しが出来て鏡は満足げに微笑んだ。

「まあ美守殿曰いわく、天国を味わいたいなら止めはしないわよ───だそうよ」

「キャハハハハ！」

「フフッ、この後の被ひ害がい者しやは水みな穂ほちゃんかしら？」

「あの娘こはどうしようかと思ってるんだよねぇ……なんか西南殿と接点が無さそうな気がしててね」

「そう？　一応、夕ゆう咲ざきと兼かね光みつの娘が、西南殿の婚こん約やく者になっているけど……」

「そっちはさすがにね。もうちょっと大きくなったらって事で」

「あくまで『ぬるぬる君三号』を使う気なのね。じゃあ後は適当に部下から興味があるのを見み繕つくろってちょだい」

　鏡は部下のお薦すすめ女官リストを表示した。

「おやおや、部下を売うり渡わたすなんて、いい上司だこと」

「どうせ手ぶらで帰るつもりはないんでしょ？」

「当然」

　庵という名の魔窟には、楽しげな悪あく魔ま二人の声が響ひびいていた。

　　　　×　×　×

「クケッケッケ！　いやあ、まだまだ素直素直！　凪耶なら絶対油断はしないわよ」

　鷲羽は楽しそうに小さな町中をスキップで移動していた。あの後、約束をあっさり反ほ故ごにした鷲羽は、鏡に『ぬるぬる君三号』の奇き襲しゆうを行い、見事それに成功していた。

「この私がせっかくの映像チャンスを逃のがす訳無いでしょう、鏡ちゃん。でもきっといつか私に感謝する時が来るわよん………多分だけど」

　鷲羽は漠ばく然ぜんとだが、いつかその映像を西南に渡せる時が来るのでは、と感じていた。それはあの縛りを、いつか西南がクリアするという事だが………。

「さてと……あの娘が居るのはこの先だったわね」

　現在、鷲羽が居るのはキルシェのデータ空間だ。研究者の施設を通り過ぎ、丘おかの上にある、小さな家へと向かっているのだ。そこには多くの研究者が居たが、眼鏡とバンダナをつけた少女が、まさかあの白はく眉び鷲羽だと気付く者は誰も居ない。と、鷲羽は急に立ち止まり、通り過ぎて来た町並みと、これから向かう家とを見比べた。

「ふうん……いい趣しゆ味みだ」

　華か美びではない、かといって少女趣味とも違ちがう、落ち着いたのどかな田園風景といった感じのその場所は、キルシェが創り上げた光景だ。それはキルシェが西南と二人暮らしを願った、彼女の心象風景でもある。いわば心の形だ。

　鷲羽は家のドアに近付き、呼よび鈴りんを鳴らそうとしたが、裏庭から話し声がするのに気付いた。

『まあ！　ではあの手紙の意味が？』

『ああ、美み希きに関するいろいろなデータが乱数表になっていてね、それが座標の一部だという所までは分かったんだが……』

「こんにちは、お嬢じようさん」

　裏に回った鷲羽は、そこで博ひろ司しと話をしているキルシェに声をかけた。

「あらいけない！　お客様でしたか。失礼しました、話に夢中になってしまって気付きませんでしたわ」

　急いで真っ白なシーツを洗せん濯たくばさみで止めると、キルシェは鷲羽に駆かけ寄よった。鷲羽はバンダナと眼鏡を取って素顔を晒さらした。

「まあ可愛らしい。新しい研究者の方ですか？」

「なっ!?」

　にこやかに尋たずねるキルシェとは対照的に、博司はあまりのショックに、あんぐりと口を開けたまま、鷲羽を凝ぎよう視ししていた。

「実はここに来たのは、キルシェ殿どののパーソナルデータを使わせて貰う前に、ご挨あい拶さつをと思ってね」

「まあ……でも……」

「データならもうアイリ殿から貰っているよ」

「そうだったんですか。ではご自由にお使い下さい」

　人を疑う事を知らない子犬の様な目だ。哲てつ学がく士しにパーソナルデータを採られる危険というモノを全く認識していない。もっとも鷲羽が欲しいと思えば抵てい抗こうなど無む駄だな事だ。もちろん鷲羽には、西南絡がらみの関連事じ項こうでデータを悪用する気などは微み塵じんもない。

「きっ、君っ……その姿は、何かの冗じよう談だんかね？」

　ようやく動どう揺ようを抑おさえられたのか、博司は何とかそれだけを口にした。

「じゃあ、忙いそがしいからまたね」

　博司の問いを無視し、鷲羽は踵きびすを返すと町の方へと歩いて行く。

「あっ！　あの……お名前は？」

「そっちの坊ぼうやが知っているようだから、聞いてみな」

　そう言うと鷲羽はキルシェに大きく手を振ふると、この世界からアクセスを切った。キルシェはそれに一礼すると博司に向き直った。

「あの……博司さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　まるで幽ゆう霊れいでも見たようですよ」

「幽霊か……まさにその通りかもしれないな……」

「はあ??　ええっ!?」

「ボクの目と記憶が確かなら、もし彼女の姿が真実なら………彼女は、彼女はあの伝説の哲学士、白眉鷲羽だ」

「白眉、鷲羽様!?」

　さすがにキルシェもその名に聞き覚えがあった。いや、少なくともアカデミーに暮らす人間にとって、白眉鷲羽の名は日本人にとっての織田信長、豊臣秀吉、徳川家康レベルの名だ。

「あの方がそうなのですか？　でも鷲羽様は確か……」

「生きているという噂うわさはあった……。でなければ、ボクたちは本当に幽霊を見たのかもしれない……」

　二人はいつまでもいつまでも、鷲羽が消えた場所をジッと見つめていた。







　作業を一段落終えた天地達は、ジッと傾かたむいて行く夕日に照らされた柾木家の方向を見ていた。

「綺き麗れいな景色ですね」

　西南はポツリとそう言った。この時間は、正まさ木きの村で遊んでいた西南が、家に帰る時間だ。それは楽しい時間の終わり、現実世界へと帰る時間だ。だからこの時間が来ると少しもの悲しくなる。

「先せん輩ぱいはずっとここに居るんですか？　宇宙へ出ようとは思わないんですか？」

「う～～ん……今の所は分からないなぁ。でもここでまだいろいろとやりたい事があるのも確かなんだ」

「やりたい事？」

「もっといろいろな作物を作ったり、陶とう芸げいもやってみたいな。お茶ちや碗わんや食器とかも造ってさ。竹細工は正木の村で教わってるんだ」

「もしかしてお菓か子しが入っていたカゴが？」

　西南の問いに、天地は前を向いたまま頷うなずいた。

「……究極の目標は自給自足かな？」

「へえ……楽しそうですね」

「西南君こそ、何かやりたい事はあるの？」

「俺は今の仕事で手て一いつ杯ぱいで、早く一人前になる事くらいしか考えていないです」

「そうか……」

　それは西南らしい答えだ。着実に一歩ずつ───それが西南の身上だ。もっとも西南の場合は前に進めるかどうかは分からないのだが……。

「ねえ西南君。もし……もしもだよ。すぐにじゃなくてもいいから、ここに帰って来て欲しいって言ったら、どうする？」

「えっ？」

「あっ！　いいんだ、今の事は忘れてよ。何か昔を思い出しちゃって……」

　西南と天地、そして海かいは昔はずっと一いつ緒しよだった。だが中学に入る頃ころには、お互たがいの友達も増え、高校に入ってからは天地が倉くら敷しきの家に行ったため、会う機会は減っていたのだ。

「それも、いいかもしれませんね。俺にとって地球は、辛つらい事の方が多かったけれど……でも正木の村に来て感じたのは、やっぱり地球は俺の故郷なんだって」

　宇宙空間で生まれ、そこで暮らす者にも故郷はある。たいていは一番近い惑わく星せいや恒こう星せい等の天体だ。そして宇宙のどこにいても、その天体のある方角に思いを馳はせるのだ。それは大地を踏ふみしめるのに似ている。西南は地球を自分の故郷と強く認識する事で、何か自分の中に芯しんのようなものが出来たような気がした。

「そう思ってくれるなら嬉しいよ」

　天地はそれ以上何も言わなかった。しかし二人にはそれで十分だ。谷を吹ふき抜ぬける風が心地良く、二人はいつまでも景色を見ていた。

「…………」

　天地と西南から少し離はなれた所では、ノイケや霧恋達が二人の様子をジッと黙だまって見ていた。天地も西南もまだ青年とも言えない歳だが、その背中には溜ため息いきが出る程の存在感が漂ただよっている。ニンジンも積み終え、帰る準備も整っていたが、そこに居る者達は二人の雰ふん囲い気きに見み惚とれ、誰だれしもが声をかける事を忘れていた。

　　　　×　×　×

　柾木家へと帰って来た天地達を出で迎むかえたのは、鷲羽だった。

「お帰り、ご苦労さんだったね。迎むかえのバスが来ているから帰宅組は急ぎな」

　鷲羽の言葉に、雨音達は急いでお風ふ呂ろへと向かった。西南は砂沙美に福を預けると、ニンジンを運び込んでいる北ほく東との手伝いへと向かう。

「天地殿」

　農具を片付けている天地が一人になったのを見計らうと、鷲羽がそっと近付いて来た。

「西南殿の検査結果が出たよ」

　周りに人ひと影かげはなかったが、しゃがんでいる天地に囁ささやくように耳打ちをする。

「!!…………それで、どうだったんです？」

「残念だけど……」

「……そう、ですか」

　天地の顔は真っ青だった。手は小刻みに震ふるえ目の焦しよう点てんは定まっていない。

「私から話してもいいんだよ」

　天地の背中にそっと手を添そえ、鷲羽は優しく言った。

「いえ……これは、俺が話さなきゃならない事なんです」

「そうかい。分かった」

　鷲羽はそっと手を天地の頰ほおに添え、子供にするようにそっとキスをした。

「ありがとう、ございます」

　天地の手の震えは止まり、表情はしっかりとしたものになっていた。







　　12「再会・月つき湖こ」







「じゃあ先せん輩ぱい、福ふくをお願いします。福、みんなの言う事を良く聞いて、お利口にしてるんだよ。明日あした迎むかえに来るからね」

「ミャア！」

　福は魎りよう皇おう鬼きの頭の上で嬉うれしそうに鳴いた。今日、福は一人で天てん地ちの家に泊とまるのだ。

「近いんだし、何かあったらすぐに連れん絡らくするよ」

「お願いします」

「西せい南な殿どのの自転車は、私が責任を持って直しておくからさ」

「あの……一応地球で乗るので……お手て柔やわらかに」

「え～～～っ？」

　鷲羽わしゆうは不満げに口を尖とがらせた。何も言わなければ絶対に変な改造をする気、満々だったようだ。

「……ねえ西南君。今日は月湖さんとの約束があるから仕方ないけど、明日はウチに泊まらないかい？　いろいろと話したい事あるし………。どうかな？」

　天地は意を決したように、バスに乗り込もうとする西南を呼び止めた。

「えっと……。はい、良いですよ。どうせ家に帰ってもする事も無いし……もし先輩が迷めい惑わくでなければ」

「じゃあ決まりだ！　明日待ってるよ」

　天地はバスに乗り込む西南を見送り、安あん堵どしたかのようだった。

「天地君！　ニンジンありがとうね。今度、決算書を持ってお礼に伺うかがうよ」

　北ほく東とは運転席の窓から顔を出し、笑顔で会え釈しやくをした。天地のニンジンを仕入れられて本当に嬉しそうだ。天地も小さく会釈を返す。

「じゃあ出発するよ」

　北東は窓から顔を引っ込めるとそう声をかけ、バスのエンジンをかけた。

「ではお世話になりました」

　動き始めたバスの窓から、霧きり恋こ達は手を振った。天地達はバスが見えなくなるまで手を振って見送っていた。

　正まさ木きの村へは大人なら歩いても十分、バスなら五分とかからない。天地達との別れの余よ韻いんも冷めぬうちに、バスは正木の村へと入って行った。

「霧恋、西南ちゃん！」

　家の前で月湖は手を振ふってバスを待っていた。

「月湖、さん！」

　一いつ瞬しゆん、樹じゆ雷らいでのクイスの言葉を意識したものの、微笑ほほえむ月湖と村の風景がその言葉を打ち消した。だが西南はつい、『月湖おばさん』では無く『月湖さん』と口にしてしまったのであった。

　停車したバスから西南が降り立った時、その音を聞きつけた海かいも外へ出て来た。

「おお！　我が心の友よ！」

　精せい一いつ杯ぱい大人らしく見せた髪かみ型がたと、どこから調達して来たのかタキシードを着た海が、満面の笑みをたたえてやって来た。恐おそらく寸前まで鏡と睨にらめっこをしていたのだろう。

「皆みなさん、こんな田舎いなかまでよくおいで……!!」

　と、海は降りて来た雨あま音ね達を見て、静止ボタンでも押したかのように固まった。が、直すぐさま西南の手を摑つかむと、そこから逃にげ出すように、少し離れた植え込みの陰かげへ西南を引っ張って行った。

「何？　どうしたんだ、海？」

「ななななななっ、何だ何だ、あの人達は!?」

「えっ？　何って、あの人達が俺の同どう僚りようの……」

「そういう事を言っているんじゃない！　なんだあの超ちよう絶ぜつハイパーウルトラデラックス美人っぷりは、と聞いてるんだよ！　写真と全然違ちがうじゃないか……。噓うそだ……噓だ噓だ！　あんな人間が本当に、この世にいるのか!?」

「ああ、そういう事か。まあ気持ちは分かるよ」

「西南。俺の頰ほおを思いっ切りつねってくれ。でなければ俺がお前をつねるぞ！」

　海はまるでキスでも求めるかのように、目を閉じ、頰を赤らめながら顔を近付けた。

「くっ！」

　あまりの気色悪さに、西南はつい反射的に海にパンチを叩たたき込んだ。

「ぐわおっ！」

　生体強化された西南の力だ。海はもんどり打って、植え込みへと倒たおれ込んだ。

「あっ…………ごめん。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ふっ……ふふふふ。西南、いいパンチだったぜ。おかげでこれが現実だって事が分かったぜ」

　海はまるで物語の主人公のようなセリフを吐はきつつ、震える足を押さえ、鼻血をダラダラ垂らしながらゆらりと立ち上がった。

「そ、そりゃよかった」

「はっはっは！　超絶ハイパーウルトラデラックス美人のお姉さま方～～ぁ。初めましてぇ。ボクが西南君の親友の……」

　ダメージなどものともせず、思いっ切り格好付けた海が振り返った時には、悲しいかな既すでにバスは遠ざかっていた。

「ななななっ！　なんで？　何で？　ホワイ??」

　そのショックで海はガクッと膝ひざを地面に突いた。最後まで主人公に成り切った姿だ。

「当たり前よ！　いつまでもあんたのバカ漫まん才ざいに付き合わせる訳にはいかないわ！」

　月湖は冷たく息子むすこを見下ろし、そう言い放つとさっさと家に入って行った。

「面白い弟さんによろしく、だって」

　霧恋は横を通り際ぎわに、無表情で海の肩かたをポンッと叩いた。

「そんな……そんなぁ……。いやっ！　今からでも遅おそくはないぞ！　西南！　さあ、お前ン家にレッツ、ゴーーッ……ぐがっ！」

　海は西南の手を取ると、そのまま走り出そうとした。が、家から飛び出して来た月湖の、見事な延えん髄ずい斬ぎりを喰くらい、そのまま垂直に崩ほう落らくした。

「ったく！　面めん倒どうかけて」

「……相変わらずですね」

「これで高校生なんだから、困ったものよ」

「つ、月湖さんもお変わりなく」

　西南は恥はずかしそうに視線を逸そらした。月湖は海に延髄斬りを喰らわせた時のままに、足を上げていたからだ。スラリとした足は実に美び脚きやくで、抜ぬき身みの日本刀のような清せい楚そさがあった。足を上げた事で、腰周りにビッチリとまとわりついたスカートの布地が、締しまったお尻しりの形を浮うき立たせている。

「あっ！　あらいけない……ああっ、お帰りなさいも言い忘れていたわ！」

　月湖は恥ずかしそうに足を下ろし、動どう揺ようを抑えるように深呼吸をした。何度も何度も息を整え、髪かみや服の乱れを直し、

「お帰りなさい。西南ちゃん」

　そして西南に向き直って、少し潤うるんだ目でそう言ったのだ。

「!!」

　その目は、樹雷で月湖に化けたクイスとの一件を思い出させた。西南にキスをして上気した表情が、今の月湖のそれとピッタリ重なった。西南は鼓こ動どうが速くなり、顔が真っ赤になりそうなのを必死で抑えたが、どこまで効果があったかは分からない。
















「たっ、ただいま」

　何とかそう言っただけで、それ以上は言葉が出ず、しかし月湖の瞳ひとみに吸い寄せられるように、視線を逸らす事も出来なかった。それは端はたから見れば見つめ合う恋こい人びと同士のようにも見えた。

「お母さん！　西南ちゃん！　いつまでそこに居るつもり？」

　霧恋はムッとした顔で、西南の腕うでを摑むと家の中へと引っ張って行った。その場の緊張が解け、我に返った月湖も慌あわてて二人の後を追った。

　　　　×　×　×

「なあ母ちゃん。西南が帰って来て嬉しいのは分かるけど、ちょっと俺の扱あつかいが酷ひどくないか？」

　外に倒れたまま、忘れ去られた海は、ムッとした顔で食しよく卓たくに座っていた。

「西南ちゃん、味はどう？　久しぶりだから味が変わってないといいんだけれど」

　月湖は西南の顔をジッと見つめたままだ。もちろんお客様相手に醜しゆう態たいを晒さらした海を無視したい気持ちもある。

「凄すごく美お味いしいです」

　西南が食べているのは月湖のカレーだ。天地のニンジンに村で採とれた夏野菜、そして太た老ろう君のお祖ば母あさんである、圭けいさんの育てた鶏とり肉にくを丁てい寧ねいに下処理をして、時間をかけて作った物だが、ルーは市し販はんの物だ。ある意味どこの家庭でも作れる、ごくありふれたカレーだが、西南はこのカレーが世界で一番旨うまいと思っている。

「…………」

　霧恋はこのカレーを食べながら少し悔くやしそうだ。実際、霧恋はもっと本格的なカレーを作るし、そのカレーを西南は美味しいと言ってくれる。だが明らかに月湖のカレーを好んでいるのが分かるのだ。だから時々、月湖と同じレシピで作る事はあるが、どうしても月湖の味が出せない。

「それにしても、母ちゃんのカレーって半年ぶりじゃないか？」

「…………」

　母は無視をしている。

「姉ちゃん聞いてくれよ。俺が頼たのんでもなかなか作ってくれないのに、西南が帰って来ると分かった途と端たん、前日から仕込みを始めてさ」

「…………」

　姉も無視だ。

「……母ちゃん！　お代わりっ！」

　月湖と霧恋に無視された海は、不満げにお皿を差し出す。

「西南ちゃん、お代わりは？」

「あっ、じゃあいただきます」

　月湖は西南のお皿を両手で受け取り、ついでとばかりに海のお皿を引ったくるようにぞんざいに取った。

「俺のは西南のついでですか」

「あなたはご飯の量がどうの盛り方がどうの、挙げ句の果てはカレーの具のバランスがどうのとうるさいのよ。そんなに気になるのなら自分でよそいなさい」

「は～～い。でさ、西南。マジにお前はどこに行ってるわけ？　東京なの？　それとも大おお阪さかか福ふく岡おかか？」

「いや…あの……」

　海が話しているのは、輸送艦かんで連れて行かれている時の話だ。あの時は西南も事情が分からずに、つい口走ったのだが、どう誤ご魔ま化かしたものか困こん惑わくしていた。

「あれか？　宇宙がどうとか言ってたけど、そういうアトラクションの係にでもなったのか？」

「まぁ、その……」

「ほら！　あなたは私が何度も説明しているのに、全然聞いてないのね！」

　困っている西南を助けるように、月湖は乱暴に海の前に大盛りのカレーを置いた。

「そんなに知りたいなら、今度ジックリ説明してあげるわ」

「わ～～～いカレーだ！」

　月湖の言葉を遮さえぎるように声を上げ、海はカレーを貪むさぼるように食べ始めた。月湖の説教は何時間も正座で行われる。これでもう二度と、海は西南の行き先について聞く事は無い。

「ははっ……いただきます」

　危機は永遠に去り、西南は月湖のカレーをゆっくりと堪たん能のうした。

　　　　×　×　×

　あれから二度お代わりをした海は、満腹になったお腹なかをさすりながら寝ね転ころがり、大きく伸のびをした。

「海、西南ちゃんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っちゃいなさい！　庭で寝転んで泥どろだらけだったんだからね」

　台所で片付けをしながら月湖が声をかける。

「お風呂か……よし！」

　海は満面の笑みをたたえ、ガバッと起き上がる。

「お前の家の風呂に行くぞ！」

　夏の陽は長い。外はまだうっすらと明るかった。

「今からか？」

「お前の家は新築した広いお風呂があるそうじゃないか！　それを見てみたい！」

「……んで、本音は？」

「あの超絶ハイパーウルトラデラックス美人のお姉さま方の入浴シーンが覗のぞきたい、ア～～ンド、残り湯を堪能したい……んがっ！」

　海の頭頂に月湖の見事な踵かかと落としが決まった。とその瞬しゆん間かん、西南の方からはスカートの隙すき間まから、月湖の純白のパンツが見えた。

「!!」

　慌てて視線を逸らしたものの、生体強化した視覚は、一いつ瞬しゆんのその艶なまめかしい光景をしっかりと西南の脳のう裏りに焼き付けた。それはそれはもうしっかりクッキリ鮮せん明めいにだ。

　だが戸と惑まどっているのは月湖も同じだ。あまりの息子のアホさ加減に頭に血が上り、それを一刻でも早く止めたいと、最短距きよ離りで踵落としを叩き込んだのだが、角度的に西南に下着が見えると気付いた時には、勢いが付き、自力では止められないタイミングだったのだ。

「……西南ちゃんのエッチ」

　自分が悪いとは思いつつ、しっかりと西南に見られてしまった月湖は、スカートを押さえ、小さな消え入るような声でそう言いながら、逃にげるように台所へと消えて行った。

　ドンッと机に顔を突つっ伏ぷしたのは、泡あわを吹ふきながら気絶した海と同時だった。

「クイスさん……恨うらみますよ」

　突っ伏した西南がそう呟つぶやいたのは、台所に居る月湖と同時だった。

　　　　×　×　×

　気絶した海を自室に運んだ西南は、布団を敷しいて海を寝ねかせた。運んでいる内に目を覚ますかと思ったが、海はだらりと力無くのびたままだ。

「……こういう時、生体強化ってありがたいよな」

　眠ねむっている人間を運ぶには普ふ段だん以上の力を必要とする。海は大おお柄がらではないが、それでも五十キロ以上はある。相手がしがみ付いてくれたり、うまく体重を預けてくれるだけでかなり運ぶ方としては楽なのだ。

（そろそろ風呂にでも入るか）

　そう考えた時、

「……西南ちゃん」

　部屋の外から消え入るような月湖の声がした。

「月湖さん？」

「ごめんなさい、そのままで聞いて」

　廊ろう下かに出ようとした西南に、月湖は慌ててそう言った。

「……ごめんなさい。ちょっと……西南ちゃんと面と向かって話せる自信がないの」

「えっ？」

「恥ずかしいの……みっともない顔を見せちゃうもの」

　月湖とこういう状態で話す違い和わ感かんはあったが、恥ずかしくて冷静に話が出来ないというのは、西南も同じだった。

「クイスさん、ですよね？」

「困った方よね。悪気はないのでしょうけれど……あきらかに確信犯。しかも分ぶん析せきが正しいから本当に厄やつ介かいよね」

「………正しい？」

　それはクイスの言った、月湖の西南への気持ちが正しいという事だ。西南の鼓動が早はや鐘がねのように鳴り始める。それはそうだ。クイス経由とはいえ、西南にとって愛の告白など、生まれて初めての経験なのだ。

「私ね……ずっと考えていたの。西南ちゃんが地球に居たままだったら、どうなっていたかって」

「どうなっていたか……ですか？」

　それは西南も考えた事はあった。だがいつも、殆ほとんど選せん択たく肢しなどは無いも同然、という事実を思い知らされる結果となるだけだった。それは年を重ね、新たな知識を得ても何ら変わる事はない、どこまで行っても一本道のビジュアルノベルのような物だ。

「うまく行けば高校へ、大学は無理でしょうね。だからそれを卒業したら、きっと正木の村でご厄介になる……てのが、いつもの結論でした」

「私の中での結論は、この家で一緒に暮らす、よ」

「そ、そうですね。月湖さんがそう言うなら、そうだったんでしょうね」

　西南としては村の空き家で暮らすつもりだったが、月湖がそう望めば、それを断る理由はない。

「えっ？　という事は……」

　以前月湖が霧恋に話した道筋が、突とつ如じよ脳裏に浮うかぶ。それは正木の村の正体を知った今だからこそ出現する選択肢だ。

「私だって霧恋と同じように、西南ちゃんを見て来たのよ………。だからきっと私は西南ちゃんに恋こいをするだろうって」

「!!」

　西南の顔が一気に真っ赤になる。それはパニックに近いものだ。トラブルに慣れている西南だが、それが愛の告白ならば別だ。人の好意というモノに全く免めん疫えきがない西南にとって、それは猛もう毒どくにも近い感情なのだ。ましてや恋れん愛あいなどというモノは、一生手の届かない超ちよう貴重品のようなものだ。それが海の母親であろうとも、月湖の素す性じようを知った今では、それが障害になる事はない。

「十年もしたら、きっと違和感は無くなるわ。私達は誰だれが見ても、お似合いのカップルになったでしょうね」

　月湖の外見がそのままならば間ま違ちがいなく、釣つり合あいはとれるだろう。

（もっとも、お似合いかどうかは……疑問だよなあ……）

「きっとお似合いのカップルになるわ！」

　まるで西南の心の中を読んだように、月湖は力強く言った。

「でも西南ちゃんは宇宙に行った。私との線は交わらなくなった。でもそれでもいいと思っていたわ。だって私はまだ、西南ちゃんのおばちゃんだもの。そして西南ちゃんは息子むすこの友人で、娘むすめに憧あこがれる男の子……」

　クイスはその十年をショートカットさせてしまったという訳だ。

「私はまだ西南ちゃんのおばちゃんで居たい。おばちゃんとして西南ちゃんの行く末が見たいの」

「……でも」

　でも月湖の恋心はどこへ行けばいいのか？　気付いてしまったその想いはどこに行けばいいのだろう？　それを知ってしまった西南の想いはどこに行けばいいのだろうか？

「夫婦の在あり方はね、数千年の寿じゆ命みようがあろうとも、そう大差はないわ。惹ひかれ合い結けつ婚こんして、時には別れ、また新たな出会いを繰くり返かえす。でも全く違ちがう部分も多いわ。地球では子供を産み育て、知ち恵えの継けい承しようで一生が終わるわ。でも長命である私達は、それに一生をかけるわけじゃない。それこそ数百年という結婚生活は、血より濃こい繫つながりを生み出すの」

「血より、濃い？」

　その時、西南は神社での遥よう照しようとの会話を思い出していた。

「精神的な繫がり。意識的な繫がり、結婚という名のコミュニティーとしての繫がり……いろいろあるわ。それが何百年という長い年月によって血より濃い、精神的な家族状態とも言える繫がりを生み出すの。そしてその強固な結び付きを保ったまま、時としてお互たがいが別のパートナーと結びつく事も珍めずらしくないわ」

　つまり夫婦がお互いに別の恋こい人びとを持つ状態の事だ。地球では不ふ倫りんとなるが、宇宙ではそういう概がい念ねんは無い。もちろん法律上も問題は無い。感覚的には親兄弟がお互いに結婚相手を見つけるのと同じだ。

「だから西南ちゃんと私も、何百年か後にはまた線が交わるかもしれない。今は……それで十分なの。だって私達はまだ若いんだもの」

「若い……ですか」

「ええ。今の平均寿命が二千年。地球人が八十歳と仮定すると約二十五倍。私達の年ねん齢れい差なんて宇宙規模なら一年足らずよ」

「そう考えると、確かにそうですね」

　月湖なりのけじめが付き、彼女の声は明るかった。ならば西南も、その着地点に異存はない。共に信しん頼らい出来る相手、月湖と遥照の語った内容の相そう似じが、月湖の話をすんなりと受け入れさせたのも事実だ。

「……なんか、本当に地球人じゃなくなったなあって、実感します」

「ふふっ、そうね。じゃあ、先にお風ふ呂ろに入りなさい、西南ちゃん」

「分かりました、月湖おばさん」

　月湖おばさん。そう呼べる事が西南には嬉うれしかった。次に顔を合わせる時には、二人は真っ直ぐにお互いの顔を見られるだろう。




「ねえ霧恋、たまには一いつ緒しよにお風呂に入らない？」

　約三十分後、西南が風呂から出たのを確認した月湖は、居間でボーッとしている霧恋に声をかけた。月湖の表情は実に晴れやかで、霧恋はそれを訝いぶかしみ、興味を持った。

「……ずいぶんスッキリした顔をしてるけど、どうしたの？」

「じゃあ、行きましょう」

　霧恋の問いに答えず、月湖は風呂場へと向かう。

「ちょっと待ってよ！」

　母鳥の後を追うヒヨコのように、霧恋は慌あわてて月湖の後を追った。

　脱だつ衣い所じよに着いても、二人は無言のままで服を脱ぬぎ始めた。あと数年もすれば合わせ鏡のようになるであろう二人だったが、服を脱ぐ所作だけでも、そこに内包されている色いろ香かは段だん違ちがいだ。

「くっ！」

　どうにも月湖の前だと気き後おくれしてしまう霧恋は、もう十分に成熟し、豊満とも言えるグラマラスな肢し体たいだというのに、ついつい恥はずかしくなって隠かくそうとしてしまう。その娘の葛かつ藤とうを背中に感じつつ、月湖は気付かないふりをして浴室に入って行った。

　浴室の中でも霧恋のコンプレックスは刺し激げきされまくりだ。身体からだをお湯で流し、浴よく槽そうへと入る一挙一動に到いたるまで、それは続いた。

「ふう……」

　お湯に肩かたまでつかった霧恋は、ようやく落ち着いたように深く息を吐はいた。

「ねえお母さん、さっきの質問だけど……」

「西南ちゃんと元の関係に戻もどったのよ」

「ええっ!?」

「驚おどろくような事？　クイス様の件が無ければ、そうだった関係に戻っただけよ。私の事より霧恋の方はどうなの？　いい加減、決心はついたの？」

「けっ、決心って……？」

　霧恋は分からないふりをしたが、それが無意味な行こう為いだと分かっている。分かってはいるが、霧恋にとってはそれは克こく服ふくの難しいトラウマなのだ。

「魅み力りよく的な娘こ達よね……。中にはもう結論を出している娘もいるようだし」

「でも私は！……私は……」

「身体の方は十分成熟しているのにねぇ」

「ひゃん！」

　月湖にお尻しりをなで回されて、霧恋はくすぐったいような、変な声を上げた。

「なっなななな何を……[image: !??]」

「まだ西南ちゃんから距きよ離りを置いた事にこだわっているの？」

「そっ！　それは………それは」

　怒いかりはあっさりと消え失せ、霧恋は少女のような表情になった。

「もういいんじゃない？　あなたは十分償つぐないをしたし、もともと償いをするべき事でもないのよ」

「………でも、でもその罪を私は知ってるわ。私は私自身を許せないの……だから！」

　霧恋は辛つらそうに手で顔を覆おおった。

「じゃあ私が許してあげるわ」

「……えっ？」

「あなたと同じ年月、同じ時間だけ西南ちゃんを見て来た私が……」

　驚く霧恋を覗のぞき込むように、月湖は顔を近付ける。その目は母ではなく、女の目だ。慈じ愛あいに満ちたモノではなく、挑いどみかかるかのような挑ちよう戦せん的な嫉しつ妬との目。

「母ではなく、あなたと同じ女である私が、許してあげる」

　そしてその言葉は言こと霊だまのように浴室に静かに響ひびき渡わたった。その時の月湖は、霧恋と合わせ鏡のようにそっくりだった。

「私と同じ……女の……」

「そう……だからもう、思い悩なやむ事は止やめなさい……」

「思い悩む事を……止める？」

　まるで催さい眠みん術じゆつにでもかかっているようだ。霧恋は月湖の目をジッと見たまま、虚うつろに月湖の言葉を繰り返し、その霧恋の言葉に、月湖はゆっくりと頷うなずいた。

「!!」

　と、合わせ鏡の呪じゆ縛ばくが解け、霧恋の顔に生気が戻った。

「いい、分かったわね？　霧恋」

「………わっ、分かった……分かりました。……努力します」

「あのね……」

　霧恋の煮にえ切きらなさに月湖のこめかみに血管が浮く。

「いい事、もし他の娘に先を越こされるようだったら……」

「……ようだった、ら？」

「私は遠えん慮りよなんかしないわよ」

　それはゾクッと鳥とり肌はだが立つような、玉ぎよく蓮れんを彷ほう彿ふつとさせる女の顔だった。
















「おおおおおおっお母さん!?」

「西南ちゃんとの関係には、一応リセットをかけたけれど、いつでも進める事は出来るんですからね」

　一度リセットをかけて間合いを置いたとはいえ、そんなものはさしたる障害ではない。クイスのおかげで、もう月湖エンドへのフラグは立っているのだ。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、硬こう直ちよくして汗あせを流している霧恋に、

「だから頑がん張ばりなさい」

　月湖は威い嚇かくするように顔を近付けた。

「は……はい、お母様」

　霧恋はちょっぴり涙なみだぐんで頷いた。




「なあ、霧恋のお袋ふくろさんの事、どう思った？」

　山やま田だ家の客間では寝ね間ま着きに着き替がえた雨音達が、修学旅行の学生のように布団の上で思い思いの格好で話をしていた。

「あれは強敵ですわ」

　霧恋の家の、浴室での出来事をまるで見てたかのように、開口一番、玉蓮はズバリ核かく心しんを突ついた。そのあまりにストレートな物言いに、全員、吹ふき出してしまった。

「クック……実に剛ごう速そつ球きゆうで直球な意見、ありがとう。まあ玉蓮が言うなら、まちがいは無いでしょうね」

「西南さんを見ている雰ふん囲い気きは、恋こいする乙女おとめそのものでしょう？　今さらそれを疑う余地は無いと思いますが？」

「問題は彼女が強敵かどうか、ですよ」

「ああ、なるほど」

　それは霧恋が勝てるかどうかだ。

「それもそうだけど……今日の西南をどう思った？」

「天地様と一緒に居た時の事ですか？」

　それを思い出すだけで、玉蓮ですら頰ほおが赤くなる。そしてそれを見た女性達全員が、ホウッと溜ため息いきを吐いた。

「あんな雰囲気……出すんだな」

「天地様とご一緒だったからかもしれませんね。自然体だったというか……」

「自然体ねえ……。ありゃ、並みの男が出せる雰囲気じゃ無いぞ。天地君もだけどさ」

「さすがあの女性陣じんを率いているだけありますね。でも決して威い圧あつしている訳じゃないというのが凄すごいです。気付いていますか？　柾まさ木き家は銀河連盟の雛ひな形がただって」

　リョーコの言葉に、全員が頷いた。

「今日の事で気付きましたが、私達もそうですね。瀬せ戸と様達が望んだ世界を、西南様と天地様は体現している、そう思いましたわ」

「だからこそ、西南を認め、期待しているって事か……私達も責任重大だな」

「問題は、もう既すでに西南様と月湖様がお似合いだという事ですよ」

　玉蓮の指し摘てきに、全員が押おし黙だまってしまった。外見的な年齢差はあるものの、精神的な成熟度や雰囲気的には釣つり合いは取れているのだ。

「……クッ、クイス様にも困ったものよね。放っておけばいいものを、まさにやぶを突つついて蛇だわ！」

「霧恋さんを、何とかして差し上げたかったのでしょう」

　林檎りんごがしみじみと言った。西南の気持ちを考えれば、それはここにいる全員が思う事である。というより煮え切らない霧恋にイライラしてるのだ。もう選手全員がスタートラインに立って、スタートの合図を待っているのに、一人いつまでもウロウロしてる選手が居るようなものだ。これが他の者ならば、無視をしてもいいのだが、相手が霧恋ではどうしようもない。何だかんだ言いつつ、ここにいる全員、お人好しなのだ。

「とりあえず何らかの進展はあるでしょうね。もしかしたら今いま頃ごろ……」

「親子共々、組んずほぐれつ……」

　玉蓮の言葉に、全員が鳥肌を立てる。

「クッ！　貴女が言うとシャレにならないんだからっ！」

　火か煉れんは反射的に玉蓮の頭を殴なぐった。その途と端たん、その場を支配してた玉蓮の怪あやしげな気が霧む散さんした。

「まあ親子で組んずほぐれつかは……明日あしたのお楽しみ、ってところですね」

「クックック。とりあえず、何が何でも吐いて貰もらいましょう」

　全員の目がキラリと光った。結局全員、野次馬根性も旺おう盛せいなのだ。







　西南は縁えん側がわで一人、月を見上げていた。久しぶりに見上げる地球の月はやはり美しい。特に街灯とか建物の灯りの皆かい無むな村では、夜の暗さに映はえ、格別な美しさだ。

「……綺き麗れいな月ね」

　ハッと声の方を見る西南に、風呂上がりの霧恋が、月を見上げながら近付いて来た。

「もしかして、お母さんだと思った？」

「えっ!?」

　霧恋の言葉に図星を突かれ、西南はドキッとした。西南の両親などは、声だけだと霧恋と月湖の区別がつかないと言うが、長年接して来た西南にとって、話し方とニュアンスで姿を見なくとも十分区別はつく。だが霧恋の声を月湖と勘かん違ちがいしたのは、やはりクイスのせいだ。

「隣となり、いいかしら？」

　ちょっと口調が他た人にん行ぎよう儀ぎなのは、少し拗すねているからだ。だがそんな事を西南が気付く由よしもなく、

「どうぞ」

　西南はいつも通り素そっ気けなくそう言うと、直すぐさま月を見上げた。霧恋としては少しくらい動どう揺ようして、言い訳をする姿を見たかったのだが、これ以上追つい及きゆうするのも少々、大人げない。霧恋は無言のままで隣に立った。

「……不思議、ですよね」

　その場の空気が落ち着いた頃ころ、西南は月を凝ぎよう視ししたままポツリと口を開いた。

「ついこの前までは、もしかしたら……、いや俺には一生、行けない場所じゃないかって思ってたのに……」

「そうね。今じゃもっと遠くに行けるんだものね」

「……もっと遠く……か」

　憧あこがれの目で西南は月を、そこを通して遥はるかな宇宙を見ていた。

「いったいどこまで行けるんでしょうね」

　その言葉と横顔に、霧恋は急に言いしれない不安を感じた。それは知らない夜の街で迷子になった時のような───本来であれば暖かな光の点ともる家で、両親と共にいる時間なのに……。自分の存在場所を失ったような、恐きよう怖ふにも似た感覚───。

「…………」

　西南の目は今、霧恋を見ていない。いつも霧恋の背中を追いかけていた西南は、既に多くの人間に認められ、自由に飛ひ翔しよう出来る翼つばさを得、言葉通り前を見て、どこまででも飛んで行けるのである。すがるような霧恋の目に涙がにじみ、唇くちびるが微かすかに動く。

「……置いて、行かないで」

　それは子供のような、消え入るような声だった。

「えっ？　あれ??」

　その声に横を向いた西南の眼前には、既に霧恋の姿は無かった。

「西南ちゃん」

　慌あわてて辺りを見回す西南に、声をかけて来たのは浴衣ゆかた姿の月湖だ。一いつ瞬しゆん、先程まで居たのは月湖だったのでは？　そう思ってしまうようなタイミングだ。思わず目をこする西南に、月湖は微笑ほほえみながら近付いて来た。

「まだ眠ねむくないのなら、晩ばん酌しやくに付き合って欲しいんだけど……どうかしら？」

「……えっ？　でも……」

「いろいろと、今まで出来なかったお話をするのもいいと思わない？　海とはまだ当分出来ないお話」

　それは宇宙の事を知ったからこそ出来る話という意味だ。

「だから、ねえ？」

「……はい。わかりました」

「海の部屋にパジャマが置いてあるから、着替えてらっしゃい。楽な格好の方がいいでしょう？」

「わかりました」

　海の部屋へと向かう西南を見つめながら、月湖はその場に留まったままだった。

「西南ちゃんと私を二人っきりにしたくないなら、あなたも付き合いなさい」

　月湖は物もの陰かげに隠かくれている霧恋にそう言うと、居間へと歩き出した。あの時、霧恋は泣いている自分の顔を見られるのが恥はずかしくて隠れたのだった。




「はい西南ちゃんはこれね」

　既に頰を赤らめご機き嫌げんな様子の月湖は、青梅を氷砂糖で漬つけたシロップを、氷と炭酸水で割った物を西南の前に置いた。月湖と霧恋は梅酒のソーダ割りだ。

「……ああ、おばちゃん家ちの味だ」

　一口飲んだ西南はホウッと溜息を吐つくように言った。特に夏場は堪こたえられない。

「嬉うれしいわ……海なんかコーラとかばっかり！」

「海の奴やつもいろいろと、相変わらずですね」

「変わらなさ過ぎるわ。ダイが居なくなって、少しはマシになるかと思ったんだけれど」

「ダイさんはもうここへは？」

「もう来ないように言ったわ」

　月湖にしては珍めずらしい、吐はき捨すてるような言い方だ。

「海ももう大きくなったし、父親が恋しい年でもないしね。まあ財布は恋しいんでしょうけれど、どうしても会いたければ、あと数年で宇宙の事を話すから、その時まで待てばいいわ。とにかく海一人でも面めん倒どうなのに、これ以上面倒事が増えるのはたくさん」

　月湖は一気にグラスを空けた。

「それに、息子むすこまで嫌きらいになりたくないもの」

　月湖が嫌うダイの性格を、海も多分に受け継ついでいる。ダイがいれば海のそういう部分を、嫌いやでも認識せねばならないのだ。

「でも海が宇宙に出たら一人っきりね…………そうなったら、またアカデミーで勉強をし直そうかしら？」

「ええっ!?」

　声を上げたのは霧恋だ。

「驚おどろくような事じゃないでしょう？　まだ休学扱あつかいなんだから」

「そうだったんだ……」

「知らなかったの？　アカデミーは一度在ざい籍せきすれば、除じよ籍せき処分を受ける以外、自主退学申しん請せいするか、本人が死亡するまでは在籍権があるの。四十の手習い、アカデミーは死ぬまで学問がモットーだもの」

「そうね、結けつ婚こんや育児なんて足あし枷かせにはならないものね。そういえばお母さんの専せん攻こうは何だったの？」

「基き礎そ知識以外では、ＡＩ……人工知能に関する研究よ」

「ああ、それで……」

　美み希きの作成者、いや父親の博ひろ司しと知り合う切きっ掛かけはその専攻科目での事だ。だがその事実は西南に、美希の死を思い出させる事となる為ため、それ以上話題にはしなかった。もちろん月湖も同じだ。

（ああ、それであの時、月湖おばさんと美希さんのお父さんが……）

　だが西南はあの湖の東あずま屋やの事を思い出していた。美希の事はまだ心の痛む出来事だが、あの時の、美希の父親の安らいだ顔が、その痛みを和やわらげてくれているのだ。

「そういえば人工知能って、ＮえぬＢびーの事とかですよね？　だったらここに連れて来られれば良かったのになぁ」

「ふうん……連れて来る、か。西南ちゃんはそう考えるのね」

「えっ？　だってあいつ、なんか………変だし」

「ああ、ＮＢの扱いは人によって違ちがうものだからいいのよ。ただ他人のＮＢの扱いは、持ち主の扱い方に従うというのが鉄則よ。もちろん物として扱う人でも、持ち主が人格として扱っていればそれに倣ならうわ」

「そうだったんですか……覚えておきます。で、月湖おばちゃん、俺のＮＢって少し反応が変なんですよね」

「変、ねえ？」

　月湖はそう言いながら霧恋を見た。

「初期起動時にいろいろあって、雨音も面白がって変なプラグインとか入れていたからちょっとキャラクターがね。もっともそれ以前に、アイリ様の工こう房ぼう作だから、何が原因なのか、もともとそういう設定なのかは分からないけれどね」

「アイリ様には見ていただいたの？」

「一応……。でももっと変になって返って来ました」

「クスッ……そう、それは凄すごいわね。でもさすがにアイリ様の工房作だと、私の手には負えないわ。レベルの次元が違うもの」

「はあ……そうですか」

「あらグラスが空からね」

　と、月湖は西南のグラスが空になった事に気付き、グラスに梅ジュースを作って差し出した。

「梅シロップは去年の物が結構あるから、遠えん慮りよしないでね。もし良かったら、帰りに持って行ってちょうだい」

「ありがとうございます」

「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方は止よして」

　月湖はウットリと西南を見ながら、そっと身体からだを寄せ、もたれ掛かった。

「!!」

　浴衣の胸元が大きく開き、豊満な脹ふくらみと谷間が見える。お酒のせいで上気した肌はだからは、いい匂においが漂ただよって来る。

「おっ、お母さん！」

「反対側が空あいてるでしょ」

　目を吊つり上げる霧恋に、月湖はシレッと言った。

「リセットをかけたんじゃなかったの？」

　西南の反対側に回り込み、霧恋は西南の頭越しに小声で話しかける。

「あら、西南ちゃんのおばちゃんとしては、西南ちゃんが無事に帰って来てくれて嬉しいもの」

「それがどうして、こういう形になるのよ。これじゃあまるで……」

　これではまるで恋こい人びとにするような仕草だ。

「あ、あの……」

　西南は困ったように視線を逸そらした。何な故ぜなら頭越しに話す霧恋の胸が、西南の顔の真横で揺ゆれているからだ。しかも二人に挟はさまれた形となっている為に、迂う闊かつに動けないのである。

「もう！」

　霧恋は西南からスッと離はなれたものの、すぐに母親に対たい抗こうすべく、ドンッとちょっと乱暴に西南に寄り掛かった。結局、霧恋も酔よっているのだ。

「でもこうしてみるとよく分かるけれど、西南ちゃんもずいぶん逞たくましくなったわ……。一年前とは身体付きが全然違うもの」

「そりゃそうよ。西南ちゃんがどれ程の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけて来たと思うの？　並みの艦かん長ちようなんか足あし下もとにも及およばないくらいの戦歴があるんだから」

「いえ……それ程でも……」

「あるのよ！　凄いんだから！」

　霧恋は西南に嚙かみ付いた。

「そ、そうですか……でも、俺がこうして無事なのは、いろいろとサポートしてくれる人達のおかげで……」

「サポートは所しよ詮せんサポートよ。その中心に居る西南ちゃんがしっかりしていなければ、機能はしないわよ」

　今度は月湖が文句を言う番だ。

　もう話が入り乱れ、月湖と霧恋の言い合いなのか、西南が両方から責められているのか、はたまた両方から褒ほめられているのだか分からない状態だ。しかも何やら女二人、話をする度たび、クネクネと色っぽく身体をすり寄せて来ていて、胸元ははだける一方だ。しかもしっかりと両りよう腕うでを摑つかまれ逃にげるに逃げられない為、西南は真正面を見たまま視線も動かせない状態だ。

「そうよねぇ、お母さんの言う通りだわ」

「はあ、そういうものですか……」

「そういうものよ。クスクス」

「アハハハハ。だから頑がん張ばりたまえ。男の子」

「……が、がんばります」

「うんうん！　よしよし、良い子良い子♡」

　結局二人が酔いつぶれて眠ねむるまで、この拷ごう問もんのような快楽は続いたのであった。







　　13「福ふくの大冒ぼう険けん」







　翌日の明け方前。朝の早い柾まさ木き家でも、まだ皆みんなが寝ね静しずまっている頃ころ、福は唐とう突とつに目を覚ました。

「フミャア……ミャア」

　慌あわててあちこちを見回し西せい南なの姿を求める。が、眠っている砂さ沙さ美みや魎りよう皇おう鬼き、阿あ重え霞かの姿を見た福は、ここが柾木家である事を思い出した。

　皆が寝静まっている時、ひとり目を覚ますのは心細い。必死で眠ろうとした福だったが、目が冴さえてしまったのか眠れる様子はない。

「ミィ……」

　隣となりにいる砂沙美や魎皇鬼を起こせば、慰なぐさめて貰もらえるのは分かっているものの、それをするのは躊躇ためらわれた。というより福は西南に会いたくて会いたくて仕方がなかった。

　福はそっと布団を抜け出すと、部屋の出口へと向かった。福の嗅きゆう覚かくならば西南を追えるかもしれない。

「フミャ……フミャッ」

　だが襖ふすまは福には重すぎて動かす事は出来ない。まだまだ壁かべ抜ぬけの能力も発はつ揮き出来ない福には、部屋の外に出る術すべはない。

「フミャ……」

　心細くて泣き出しそうになった時、スッと目の前の襖に隙すき間まが出来た。

「ミャ？」

　見上げるとそこには、魎皇鬼が襖に手をかけて立っていた。

　魎皇鬼に出口の扉とびらも開けて貰い、テケテケと廊ろう下かに出た福は、

「ミャア、ミャア！」

　と、西南に会いたいという気持ちを、とうとうと語った。

「みゃ！」

　魎皇鬼は任せておけとばかり、ポンッと胸をひと叩たたきすると、福を抱だき上げ、皆を起こさないように、そっと玄げん関かんへと向かった。特に居間の梁はりで寝ねている魎りよう呼こに気付かれると面めん倒どうだ。いつもは酒を飲んで高いびきだが、時に敏びん感かんに起きて来る事があり、半分寝ぼけて見つかろうものなら、

「ほらこっちおいで。たまにはつきあえよ」

　と、引き寄せられて抱っこされ、頭をナデナデされながら離してくれなくなるのだ。これは以前、母性本能が目覚めた魎呼が、魎皇鬼を過度に構い過ぎ、嫌いやがられた時の反動である。もちろん今は適度のスキンシップに抑おさえられ、魎皇鬼も魎呼に抱っこされる事を嫌がりはしない。だが今は柾木家脱だつ出しゆつが目的だ。

　玄関側の階段を使って、そっと一階に降りた魎皇鬼は、音をたてないように玄関の戸を通れるだけの幅はば、最小限に開いて外に出た。

「……みゃあ」

　外のひんやりとした朝の気持ち良い空気に触ふれ、魎皇鬼と福はホッと安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「ミャア……」

　福は早速、地面の匂いを嗅かぎ、西南の痕こん跡せきを探そうとした。魎皇鬼は不思議そうに福を抱き上げると、額の宝石同士を接せつ触しよくさせた。

　その結果、分かった事は、福の本体がメンテナンス中の為ために、本体にあるメインデータにアクセス出来なくなっている事だった。しかも福は産まれた時のトラブルもあってか、本体に蓄ちく積せきしているデータが、一部しか転送されていないのだ。

「みゃあ」

　魎皇鬼は以前迷子になった時、魎呼に教えて貰ったと同じく、福の額に自分の額をくっつけ、本体バックアップデータへのアクセスや、位置検けん索さくの方法を教えた。

「ミャア！　ミャア！」

　データの転送は一いつ瞬しゆんで行われ、福は直すぐさま魎皇鬼の腕うでから乗り出すように、西南の居る正まさ木きの村の方角を向いた。

「みゃあ！」

　正解。とばかりに大きく頷うなずくと、魎皇鬼は正木の村に向かって歩き出したのである。

「おや、こんな朝早くに、お二人きりでどちらへ御お出いでかな？」

　門の所まで来た時、唐突に声をかけられた福は、サッと魎皇鬼の陰かげに隠かくれた。

「これはこれは、驚おどろかせてしまったようで……申し訳ありませんです。はい」

「みゃあ」

　魎皇鬼は大だい丈じよう夫ぶだよとばかり、声をかけて福を撫なでた。

「我等は阿あ座ざ化かと火か美み猛だけと申す、柾木家の門番でござる。この明け方早くに、幼おさな子ご二人でどこへ御出でかと、声をかけた次第」

　魎皇鬼と福に声をかけたのは、柾木家の正門門柱となっている阿重霞のガーディアンだった。その穏おだやかな声に、福はそっと顔を上げる。

「みゃあ、みゃみゃ、みゃあ」

　魎皇鬼は阿座化と火美猛に事の次第を説明した。でなければ門を開けて貰えない。

「おう、なるほどなるほど。福殿どののご主人に会いにと？」

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　福も西南に会いたい旨むねを、必死で訴うつたえた。

「それはそれは、何とも不ふ憫びん……お寂さびしい事ですなぁ。そういう事情ならば、お引き留めはいたしませんぞ。どうぞご無事な旅を」

　魎皇鬼と福の訴えに心動かされた阿座化と火美猛は、ギギギッと門戸を開けた。

「何かあれば遠えん慮りよ無く我等ふたり、お呼び下され」

「お気を付けて～～」

「ミャア！」

　阿座化と火美猛の見送りを受け、魎皇鬼と福は柾木家の外へと歩き出した。空にポッカリと浮うかんだ月の明かりに照らされた山道には、二人の影かげがクッキリと落ちていた。

「ミャア」

　福は耳を動かしたり、前足をバタバタさせて影かげ法ぼう師しに見入った。そしてトンッと地上に降り立つと、ピョンピョンと跳はね回り、自分の影法師と戯たわむれた。

「ミャ？」

　と、いきなり福の影が大きな影に消されてしまう。見上げると魎皇鬼が福を見て微笑ほほえんでいた。

「ミャミャ！」

　福はダッシュで魎皇鬼の影から出る。だがすぐに魎皇鬼の影が被かぶさる。

「みゃあ」

「ミャッ！」

　まだ拙つたない福に、魎皇鬼は上手く手加減をしながら追いかける。次第に興奮しだした福はキャッキャと楽しげだ。

「みゃあ、みゃあ！」

「ミャッ！　ミャミャミャミャッ！」

「みゃあ」

　二人は楽しそうにいつまでもいつまでも追いかけっこを続けていた。が……、

「グルルルル」

　と、いきなり茂しげみの陰から唸うなり声が聞こえ、光る目が二つ福の方を見ていた。咄とつ嗟さに福は、魎皇鬼の頭へと避ひ難なんした。

「みゃ！」

　魎皇鬼は福を守ろうと、唸り声の方に向かってサッと身構えた。その唸り声の主は、音もたてずに、ゆっくりと茂みから姿を現した。

「ガルルルル」

　それは中型の雑種犬だった。中型といっても魎皇鬼と比べれば結構な大きさだ。それが牙きばを剝むいて唸っているのである。だが魎皇鬼は微び動どうだにしない。

「ガルルル……クウッ？」

　と、いきなりその雑種犬が警けい戒かいを解いた。そしてなんと尻尾しつぽを振ふりながら、魎皇鬼の足あし下もとまで来ると仰あお向むけに寝ね転ころがり、服従の姿勢を見せたのだ。

「ミャア？」

　不思議そうな福を頭に載のせたまま、魎皇鬼はその犬の腹を撫でてやる。

　実は以前、魎皇鬼は一人で山の中を散歩中に、野良犬の群れに遭そう遇ぐうした。それは心ない飼い主に捨てられた飼い犬が、野生化して群れを作ったものだった。

　テリトリーに侵しん入にゆうして来た魎皇鬼に攻こう撃げきして来た野犬達だったが、魎皇鬼の額の宝石から発射された謎なぞの破は壊かい光線（鷲羽わしゆう談）により、山の形が変わるほどの攻撃を受け、逃げ惑まどった野犬達は、それ以来魎皇鬼をボスとして服従したのであった。そして目の前の雑種犬はその群れの犬という訳だ。

　最初、その犬が警戒していた訳はすぐに判明した。先程その犬が潜ひそんでいた陰から、生まれて三ヶ月ほどの子犬が五匹ひき、その犬の後を追いかけるように出て来たのだ。そしてその後を、乳ち房ぶさの大きな、恐おそらく母犬であろう雌めす犬が姿を現した。

「みゃあ、みゃあ」

「アン！　アン！」

　何な故ぜ親犬達が群れを離はなれ、子犬を連れて巣穴を出ていたのかは分からないが、子犬達は嬉うれしそうに魎皇鬼にじゃれついた。福も警けい戒かいを解き、その遊びに加わった。

「みゃあ！　みゃあ！」

　ひとしきり子犬達と遊んだ後、魎皇鬼は雄おす犬に事の次第を説明した。それが理解出来たのか、雄犬は子供達と雌犬を再び茂みに隠すと、魎皇鬼を護衛するかのように先頭に立って歩き始めた。

「みゃあ！」

　子犬と雌犬に別れを告げ、魎皇鬼達は再び正木の村への旅を続けた。旅は順調で、村の入り口まで何事もなく到とう着ちやくした。

「ワン！」

　護衛をしてくれた雄犬は、短く吠ほえそこで立ち止まった。ここから先は人間のテリトリーの為、犬は入れない。だがそこからは危険は無い。

「みゃあ！」

　魎皇鬼は犬にお礼を言うと、村へと入って行った。雄犬はそれを見届けると雌犬と子犬の元へと帰って行った。

「…………みゃ」

　だが村へと入った魎皇鬼は、もう安全だというのにも拘かかわらず、辺りを警戒していた。何故ならここには魎皇鬼の天敵がいるからだ。

　野犬の群れすら蹴け散ちらした魎皇鬼の天敵とは、圭けいの家で飼われている鶏にわとりたちのボスとも言える雄おん鳥どりだ。それはまだ魎皇鬼が福くらいの頃ころ、柾木家に迷い込んで来たその雄鳥に、さんざん追いかけ回され、幼おさな心ごころに大きなトラウマを植え付けられたのだ。

　空を見れば夜が明け、間もなく日の出の時間だ。つまりそろそろ奴やつの活動時間なのである。幸いまだ奴の鳴き声は聞こえない。今のうちに西南の居る、月つき湖この家へ入り込めばそこは安全地帯だ。魎皇鬼の歩みが早足となる。だが……。

「みゃうっ！」

　曲がり角を曲がった少し先が月湖の家だというその時、奴とばったり遭遇してしまったのである。一いつ瞬しゆん警戒した雄鳥だったが、相手が魎皇鬼と気付き、警戒を解いた。

「コケッ」

　奴がニヤリと笑ったような気がした。魎皇鬼の身体からだが恐きよう怖ふで硬こう直ちよくする。

「ミャウ」

　福が不安げに小さく鳴く。その途と端たん、魎皇鬼の身体に力が漲みなぎった。魎皇鬼とて前のままではない。福という、守るべき存在を得て、成長しているのだ。

「みゃあ！」

　戦せん闘とう態勢をとった魎皇鬼は、奴を睨にらみ付けた。

「コケッ？　ココココ、コケェッ！」

　奴は一瞬、魎皇鬼の反応に戸と惑まどった。しかし直ぐさま魎皇鬼に向かって威い嚇かくをした。

「ふみゃん……」

　だがやはり幼い頃に刻まれたトラウマは、なかなか克こく服ふく出来るものでは無かった。しかも状じよう況きようはまだ背はい水すいの陣じんとはいえないのだ。危険を回かい避ひし違ちがう道を行く方法もある。何も福まで危険に晒さらす必要はないのである。

　魎皇鬼はゆっくりと、奴をやり過ごそうと後ずさりを始めた。自分の勝利を確信した奴はニヤッと笑い、魎皇鬼の後ずさりに合わせて一歩前に踏ふみ出した。

　だがその時である───。

「ミャッ！　ミャミャミャミャミャ～～～ンッ!!」

　突とつ然ぜん、魎皇鬼から飛び降りた福が、奴に向かって突とつ進しんを始めたのである。

「コケッ！　コココゴゴゲェッ!!」

　一瞬、福の気き迫はくに吞のまれかかった奴は、直ぐさま気持ちを立て直すと威嚇をした。だがそれでも福の突進は止まらない。満面の笑みをたたえ、狂きよう気きの沙さ汰たとも言える突進でこちらに向かって来る福に、今度は奴が恐怖する番だった。

「……コッ……コケッ、コゲエエエエエエエエッ!!」

　全身に恐怖で鳥とり肌はだ（？）を立てた奴は、それはもう必死で、本人（鳥？）も生まれてこの方、最長であろう距きよ離りを飛んで逃にげ去さったのである。

「みゃあ？」

　だがそれでも止まらぬ福を、不思議そうに見ていた魎皇鬼だったが、その理由はすぐに判明した。

「ミャア！　ミャア！　ミャアァァン！」

　福はそのまま一直線に、玄げん関かんで伸のびをしていた西南に飛び付いたのだ。

　そう！　福が突進した相手は雄鳥ではなく、西南だったのだ。奴はたまたまその進路上に居たに過ぎなかったのである。西南を見た福には恐怖など無い。ただ西南に会えた無上の喜びだけが、福を突つき動かしたのだ。

「ふみゃ……」

　魎皇鬼は喜ぶ福を見て、ようやく気が緩ゆるんだのか、少し涙なみだ目めになった。

「やっぱりここだったのか」

　その声と共に、魎皇鬼は後ろから伸びて来た手に抱だきかかえられた。

「砂沙美ちゃんに福ちゃんと魎皇鬼が居なくなったって聞いて、もしかしてと思ったけど……魎皇鬼？」

「ふみゃ～～ん」

　安心感からか涙を堪こらえきれず、魎皇鬼は天てん地ちに抱き付いて泣き出した。

「うんうん……もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　天地は優しく魎皇鬼の背中を撫なでながら、西南の方に近付いて行った。

「ミャア！　ミャア！」

「福、一体お前、どうした……。天地先せん輩ぱい？」

　熱ねつ烈れつ感激している福に戸惑っていた西南は、近付いて来る天地に気付いた。

「ごめんね西南君、この通りだよ」

「ああ、なるほど。福を魎皇鬼ちゃんがここまで連れて来てくれたんですね」

　西南は天地にしがみ付いている魎皇鬼を見て、全ての事情を理解した。

「ごめん。福ちゃんを預かっておいて、こんな事になって、本当にごめんね」

「いいんですよ。魎皇鬼ちゃんも福の事を思ってくれての事だったんだろうし、こうして二人共無事だったんだし」

「そう言ってくれるのは嬉しいけれど……」

　今回は無事だったが、次もそうだとは限らない。天地は自分の責任を感じていた。とその時、

「ああ大丈夫！　私がちゃんと見てたからさ」

　突とつ如じよ、何も無い空間から声がしたと思った次の瞬しゆん間かん、光学迷めい彩さいを解いた鷲羽が、カメラを構えて現れた。

「わっ鷲羽ちゃん!?」

「フッフッフ！　題して『ご主人様をたずねて五分の一里』！　グフフフフッ！　いい画えが撮とれたわよん」

　鷲羽は満面の笑みでＶサインを出した。

「後で編集して渡わたしてあげるから、楽しみにしていてねん♡」

　そう言うと、鷲羽は啞あ然ぜんとしている天地達を残し、柾木家へとスキップしながら帰って行った。その後ろ姿を天地と西南は無言で見送った。

「……………え～～っと。とりあえず、これで良しとしませんか？」

「そ、そうだね。次は気を付けるから」

「お疲つかれさまでした。ありがとうね魎皇鬼ちゃん」

「みゃあ……」

　西南に頭を撫でられて、魎皇鬼は照れて恥はずかしそうに俯うつむいた。福も魎皇鬼に感謝するようにシッポを千切れんばかりに振っていた。

「……じゃあ、また後でね」

　天地はそう言うと、鷲羽の後を追うように歩き出した。その後ろ姿が見えなくなるのと入れ違ちがいに、玄関から月湖が顔を出した。

「西南ちゃん、誰だれかの声がしていたようだけれど、お客様？」

「ちょっと先輩が用事で」

「あら？」

　と、月湖は西南の肩かたに乗る福に気付いた。

「もしかしてその子、福ちゃん？」

「ええ、さっき魎皇鬼ちゃんが連れて来てくれたんです」

「そう！　昨日西南ちゃんが連れていなかったから、会えないんだと思ってたんだけれど……。ほらおいで、福ちゃん」

　手を伸ばす月湖に、少し身を引く福だったが、西南の態度と、やはり霧きり恋こに似ているせいか、好こう奇き心しんの方が勝ったようだ。月湖の顔をジッと見ながら、ゆっくりと差し出された手に足をかけた。

「フミャア？」

「初めまして。私は月湖。霧恋のお母さんよ」

　お母さんという言葉で、納得が行ったのか、福は月湖に近付くと頰ほお擦ずりをして挨あい拶さつをした。

「………あら福ちゃん、来てたの？」

　大きなバッグを持ち、薄うすく化け粧しようした霧恋が玄関から出て来た。どうやらこれから出で掛かけるようだ。

「寂さびしくなったらしくて、さっき魎皇鬼ちゃんが」

「あら霧恋、もう出ちゃうの？　朝ご飯くらい食べて行けばいいのに」

「お店の方が忙いそがしくなるから、ゆっくりもしていられないの。ご飯なら試食でお腹なかいっぱいになるでしょうし」

　霧恋は月湖の肩に乗る福の下顎あごを撫でながらそう言うと、

「じゃあ行ってきます」

　と、手を振ふりながら慌あわただしく駆かけ出して行った。

「向こうまでの足はどうするの？　何だったら車を出しましょうか？」

「かすみさんの旦だん那なさんが来ているから、それに乗せて貰もらう事になってるの」

　かすみとは太た老ろうの母親だ。多分、太老とかすみを送って来た旦那が村に一いつ泊ぱくし、ここから会社へ向かう車に乗せてくれるのだろう。

「霧恋も好きでやっている事だし、気にしなくても大丈夫よ。じゃあすぐに朝食にするから手伝ってちょうだいね」

　申し訳なさそうに霧恋の後ろ姿を見つめる西南の、肩をポンと叩たたくと、月湖は福と共に家の中に入って行った。

　　　　×　×　×

「ったく！　母ちゃん、頭や延えん髄ずいは止めてくれって言ってるだろ」

　昨夜気を失った海かいは、今朝になってようやく目を覚ました。まあずっと気絶していたという訳ではなく、途と中ちゆうからは普ふ通つうに眠ねむっていただけだ。だが、踵かかと落としを喰くらった頭は、少し痛むらしく、月湖に文句を言いつつ、ご飯を食べていた。

「あなたがバカな事を言うからよ」

　月湖とて最初から急所を狙ねらっていた訳ではない。長年の攻こう防ぼうと海の成長による耐たい性せいの結果として、ここまでエスカレートしたのである。とにかく海が面めん倒どうな行動を起こしそうな時は、後で尻しり拭ぬぐいをするより、事前に気絶させた方が面倒は無い。月湖だって、ちゃんと手加減はしているのだ。

「それより西南、いつお前ン家ちに行く？　俺はいつでも準備ＯＫだぞ！」

「あなたは本当に人の話を聞かないのねっ！」

　月湖は凄すごい形相で海を睨んだ。

「なあ海。俺は立場上、あの人達にお前を紹しよう介かいする事は出来ないんだ。だから行きたいなら自分で行ってくれ。どちらにしろ、俺はお店には近付けないしな」

　西南は艦かん長ちようという立場上、雨あま音ね達に利益誘ゆう導どうを強制するような真ま似ねは出来ないのだ。

「そっ、それでは俺の役得が……」

「だから西南ちゃんは、それが無理だって言ってるの！　くだらない事を考えてないで、たまには家の手伝いでもしなさい！」

「だったらどこかへ遊びに行こうよぉ。せっかく久しぶりに会ったんだからさぁ」

「そういや、天地先輩の家へ行く約束をしてたんだけど、月湖おばちゃんの手伝いと、天地先輩の手伝いとどっちがいい？」

「お前は昔ッから、母ちゃんの味方だもんなぁ……おい、チビ助」

　と、いきなり海は福の前足をとった。

「お前のご主人は薄はく情じようだ！　この親友の頼たのみも聞いてくれないんだぞ……」

「ミャア？」

　福は突然の事に驚おどろきもせず、ジッと海の顔を見上げた。

「そうかそうか。西南、このチビ助も超ちよう絶ぜつ美形のお姉さま方に会いたいっ、でっ！」

　次の瞬間、海はそのままの表情で崩くずれ落ちた。もちろん月湖の延髄斬ぎりでだ。

「海が十八になるまであと二年……それまでにこの子を殺さない自信が無いわ」

　頰ほおを紅潮させ、月湖は実に物ぶつ騒そうな発言をした。

「つ、月湖おばちゃん？」

「冗じよう談だんよ。我が子ながら困ったものだと思うけれど、今回ばかりはねえ……。あれだけの美人を間近で見たんじゃ、仕方無いわよね……」

　月湖は倒たおれている海を覗のぞき込んでいる福を抱き上げ、頭を撫でた。福の温もりと柔やわらかな毛並み、そして愛らしい姿は、高ぶった気分を落ち着かせてくれる。

「そうですね。海がああなってしまうのも分かります。俺のアカデミーでの友達もそうですから」

　だが誰よりも近くにいる西南自身はケロッとしている。

「西南ちゃんは変な気にはならないの？」

「えっ!?　それはならないと言ったら噓うそになりますけど……。でも俺なんかの為ためにいろいろ大変な事をしてくれる人達に、そんな事考えるなんて失礼ですから」

「…………そう」

　月湖は雨音達が少し気の毒になった。それが普通の人間なら十分気持ちが通じる表現であろうとも、肝かん心じんの西南が、誰かに好意を持たれるという思考が全く無い為に、中ちゆう途と半はん端ぱな意思表示では全く通じないのだ。もちろんそれは娘むすめの霧恋にとっては、時間を稼かせげる有り難い話ではある。だが昨夜の月湖のようにダイレクトに、ハッキリと意思表示をする必要がある以上、霧恋がその気になったとしても、苦戦する事は必ひつ至しだ。

（それでも一番不ふ憫びんなのは、西南ちゃんよね……）

　月湖が想像するに、西南がその気になれば、昨夜会った女性の全てが、西南を受け入れてくれる筈はずだ。

（確かに、クイス様じゃないけれど、お節せつ介かいをしたくはなるわね）

　西南のトラウマが一日でも早く解消される事を、月湖は強く願った。







　スーパーやまだでは、朝礼と共に霧恋達の正式な紹介が行われていた。

　北ほく東との挨拶の後、壇だん上じように一人一人上がった霧恋達を見て、社員達からは男女問わず溜ため息いきとどよめきが起こった。男性社員からは賛美といろいろな期待感を、女性社員からは嫉しつ妬とに似た諦あきらめと羨せん望ぼうと、浮うかれる男性社員への怒いかりを込めてである。特に雨音と玉ぎよく蓮れんには、張り合う気すら起こさせない、圧あつ倒とう的てきな美がある。霧恋達ですら、自分達が少しでも勝まさる部分を見つけるのはほぼ不可能なのだ。ただ短期間の就労である事と、あまりに高たか嶺ねの花である事が、女性社員が男性社員に対して溜りゆう飲いんを下げる要素となっていた。

「本っ当！　冗談じゃないわよ！　男共のあのにやけた顔ったらさ」

　トイレの鏡の前で女性社員の藍あい子こ二十四歳は、同どう僚りようの育いく恵え二十二歳と仲の良いパート社員のおばちゃん、梅うめ子こ五十一歳に愚ぐ痴ちっていた。

「でもぉ、仕方ないよぉ……女の私達から見ても、マジ綺き麗れいなんだからさぁ」

「そうそう、嫉妬なんかみっともないよ」

　年配の梅子は、怒おこる藍子に諦めの育恵を微笑ほほえましげに見ている。梅子にとって二人は娘のような存在だ。

「私だってそこまで自うぬ惚ぼれちゃいないわよ！　私が腹を立てているのは男連中の方！」

「まあ数日の辛しん抱ぼうだよ。社長も言ってたように短期の手伝いなんだからさ。それに、ここだけの話、一昨日おととい社長の奥さんの手伝いで、歓かん迎げい会かいの用意をした時なんだけどさ……」

　と梅子は辺りを見回して、急に小声で話し始めた。

「彼女達、全員、社長の息子むすこさんに特別な感情を持っているって話なんだよ」

「マッ、マジィ!?」

「社長の奥さんはそう言って浮かれてたんだよ。私もハッキリとは言えないんだけれど、少なくとも憎にくからずって感じなんだよねぇ」

「はええぇ……あの子をねぇ」

「だとしたら男共め、ザマミロって感じよね」

　藍子の機き嫌げんは一気に良くなった。

「でも、だとしたら、社長の息子ってのもいいかもね」

「ちょ！　ちょっとあんた！」

「藍子ぉ、マジぃ??」

「なっ、何よ？　社長の息子だし、いい感じなら狙ってもいいかなって……ちょっとよ。ちょっと思っただけよ。大体、まだ高校生位なんでしょ？」

　育恵と梅子の驚きよう愕がくにも似た反応に、藍子は驚いて言い訳をした。

「ああ、そうか。あんたは県外から来たんだっけ……。だったら忠告しておくけれど。あの子だけは止やめておきな」

「そうそう！　マジ危険よぉ。マジ運の悪い子なんだからぁ。下手をすればぁ、命の危険だってあるんだよォ。あれはもう呪のろいクラスなんだからぁ」

「のっ、呪い？　命の危険??」

　初めて見る二人の、あまりにも真しん剣けんな表情に藍子は戸と惑まどった。

「誤解の無いように言っておくと、本人は凄く良い子なんだよ。ただ途と轍てつもなく運が悪いんだよ。いつも怪け我がだらけで、年に何度も入院するような大きな怪我もするし。人も巻き込んじゃうんだよ」

「だからぁ、ここら一帯の人達ってぇ、絶対にあの子には近付かないのぉ」

「この店だって、一年前は小さな雑貨屋だったんだけど、あの子が家を出た途と端たん、あれよあれよという間に、ここまででかくなったんだからさ」

「な、なによそれ……マジ？」

「マジもマジィ。大マジなのぉ！」

　育恵の言葉に梅子は真剣な顔で頷うなずいた。

「だからさ。社長の奥さんが喜ぶ気持ちも分かるんだよね。外に出て、家族以外で受け入れてくれる場所と人が居る事がどんなに嬉うれしいか」

「そう考えるとぉ、あの人達、凄い人達だよねぇ」

「能力だってピカ一だからねぇ。あの出向組の顔ったら。クック……今日の朝礼だって、殆ほとんどの連中が欠席だっただろ？」

「本当、スッキリしたぁ。あいつらぁ、私達の事バカにしててさぁ、すっごく気分悪ぅだったもんねぇ」

「と、いう訳だから、玉たまの輿こしはあきらめな。どちらにしろこの店の跡あと取とりは吉よし子こちゃんなんだからさ」

「そんなんじゃないって！」

「さあ時間だよ。お仕事お仕事！」

　必死で否定する藍子を引っ張り、梅子はトイレから連れ出した。







　　14「予兆」







　ドンッ！　某ぼう軍、某中隊、某旗き艦かんの某艦かん長ちようは、コンソールを叩たたき割るかのような勢いで拳こぶしを叩き付けた。

「こんな！　こんなバカな事があってたまるか！」

　彼の目の前に映し出された景色を、彼は受け入れる事が出来なかった。

　　　　×　×　×

「ねえ……某軍、某中隊、某旗艦の某艦長って表記は何？」

　理事長室をシークレットウォールで包み、アイリと美み守かみはある報告書を見ていた。

「ホホホ。訓練と称しようした無断出しゆつ撃げきで、運良く目標と遭そう遇ぐう。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを潰つぶしてしまった上に、艦かん隊たいは全ぜん滅めつですから」

　まあ某表記はいわば『武士の情け』というやつだ。

「なるほど……で、結局相手は無傷で逃にげちゃったと？」

「はい」

「……まあ確かにちょっと異常な状じよう況きようね。軍の恥はじをさらしてまで、西せい南な君を呼よび戻もどそうって魂こん胆たんがね」

　アイリは不満げに口を歪ゆがめて牙きばを剝むく。こめかみにもクッキリと血管が浮いている。

「おやおや、そちらの異常ですか。確かにあちらこちらの部署から満まん遍べんなく、被ひ害がい報告が出ていますね。まるで事を必要以上に大きく見せたい意図がありありの」

「なにかってぇと、すぐに仕事を押し付けようって根性が気に入らないのよね。だいたい西南君はまだ学生の身分なのよ！　しかも一年ぶりに親おや御ごさんに再会したばかりなのに、呼び戻せるもんですか！」

「まだ守かみ蛇だ怪けも整備中ですしね」

「そうよ、それっ！　鷲羽わしゆう様に、さっさとやれって言える奴やつが居るとでも？　そんな恐おそろしい事出来るなら、やってみろってんだ！」

　どうやら一番の理由がこれのようだ。まあアイリの言う事も、もっともだ。

「鷲羽様の存在の事を、公表出来ればいいですけどねぇ、ホホホ」

　それはもう、上を下への大おお騒さわぎ。当事者などは生きた心地ここちがしないだろう。アイリをつついている連中も、その事実を知ったら、すぐに報告書を訂てい正せい扱あつかいにして返へん却きやく申しん請せいし、戻って来た報告書を直すぐさま破は棄きして、永遠に提出する事はしない筈はずだ。

　もっともこのアイリも哲てつ学がく士し、質たちの悪さでは鷲羽に負けてはいない。

「とりあえず黒幕を特定して、思いっ切り嫌いやがらせをしてあげましょう。十年はバカンスにも行けないようにしてやる！」

「また嫌きらわれますよ」

「嫌われるのが怖こわくて哲学士が務まるかっての！」

　まあそれももっともである。哲学士とはその発明発見の使用倫りん理りや複合的な使用や、パテント配分を考える部門、つまり学者の上前を撥はねるようなものである。ただ問題は、哲学士が途と轍てつもない天才である事だ。

　凪な耶じやなどは不平不満を言う学者達には、彼らの開発品の遥はるか上の性能機能を持ったものを開発し、なおかつ元の開発品の欠けつ陥かんを、微に入り細を穿うがったレポートにして見せ、『あなたの開発したものは、本来この程度でしかありませんよ』という事実を叩き付けるという、実に手の込んだ嫌がらせをしていたものだ。

「とはいえ……例の艦隊との戦せん闘とうでは、直接攻こう撃げきによる損傷以上に、欠陥、整備不良、事故による複合的な原因による、間接的な艦体損傷率が異常なほどに高いのも事実です」

「あとは人的なミスもね……ええ、ええ、分かっているわよ。これが明らかに確率の偏かたよりに因よるものだってね。だからこそ守蛇怪の状態はベストにしておきたいのよ。そして出来るだけ多くの敵てき艦隊に関する情報もね。そう毎度毎度、ぶっつけ本番をさせる訳には行かないでしょ？」

「確かに。もう少し位はあの方達にも、仕事をしていただきたいところですわね」

「自分達の存在意義がかかっているって事を、連中、分かってるのかしらねぇ？」

　その部署に求められる、相応の仕事が出来ない奴は居て貰もらう意味がない。雇やとい主ぬしであれ客であれ、お金を出す方の求めるレベルは高くなるものだ。お得感というものは、とても重要な要素なのである。

「では……それを思い出していただくとしましょう」

　西南絡がらみになると、相手にきつい対応になるのは美守も同じだ。顔はにこやかだが、その眼はアイリすら背筋が寒くなる程だった。




『アイリ殿どのがあちこちで八つ当たりをねぇ……。まあ別にいつもの事じゃないか。何を今さらって感じだね』

　瀬せ戸ととの通信をしながら鷲羽はケラケラと笑った。

「いえね。それが宅の第一聖衛艦隊隊長殿も一いつ緒しよなのよ」

『おや、第一聖衛艦隊隊長殿は、瀬戸殿が暗殺したんじゃなかったっけ？』

　第一聖衛艦隊隊長は、夫を亡くした妻が、二度と他の男に嫁とつがないという誓ちかいを示す喪も服ふくを着た麗れい人じんだった。そして喪服を着ている故、顔も素す性じようも誰だれも知る者はいなかったが、その有能さと清せい楚そな雰ふん囲い気きに、樹じゆ雷らいでも圧あつ倒とう的てきな人気があった。

　だがある時を境に、全くその姿を見せなくなった為ため、彼女の人気に嫉しつ妬とした瀬戸によって暗殺された、という噂うわさがまことしやかに流れているのだ。

「クスッ……で、守蛇怪の整備はいつ終わるのかしら？」

　瀬戸は鷲羽の問いを笑顔でスルーした。

『ふむ。神かみ木き・瀬戸・樹雷殿としては、例の艦隊に守蛇怪をぶつけたいと？』

「こちらの被害も出ているし、事が大きくなる前に叩いておきたいのよ」

『確かに……これが西南殿と同じものだとすれば、放っておくのは厄やつ介かいと思う気持ちも分かるわよ。なにせ西南殿の有用性は、瀬戸殿が一番よくご存じだし……。でもだからって、ご本人自ら出で張ばって来る理由はなんだい？』

「アイリちゃんが可哀そう、って理由じゃダメかしら？」

『キャハハハハ～～ッ！』

　不意を突つかれ、鷲羽は思わず大だい爆ばく笑しようをした。

「ダイダロスの分ぶん析せき結果を見たわ。なかなか厄介な事になりそうじゃない？」

『ふむ。シャンクギルドって、第三世代艦を撃げき破はした艦を創り出したんだったよね？　なら……魎りよう呼この宝ほう玉ぎよくのレプリカくらいは可能って訳だ』

「自分の記き憶おくを消したのが仇あだとなったわね。たしか大昔に、あの宝玉の検査依い頼らいをした事があるのよね？」

　それはまだ鷲羽が皇おう立りつアカデミーに来る、二万年近くも前の話だ。

『データは念入りに隠いん滅めつした筈なんだけどねぇ……。しっかし、林檎りんご殿の時のジャンク品といい、よくもまあそんなモノを見つけ出すもんだよね。まあレプリカとしては粗そ悪あく品だから、こちらとしては問題は無いけれど……』

「汎はん用よう艦かんレベルに使用するとなると、それじゃ済まないわ。一いつ般ぱん的なエネルギー源としては現在最高の物なのよ。ダイダロスの圧倒的なパワーはそこから来ているんだもの」

『確率の偏りを技術的に組み込まれる前に、圧殺したいというわけか』

　現守蛇怪と西南ほどの超ちよう能のう力りよくは無理としても、大量生産が可能という時点で脅きよう威いなのは間ま違ちがいない。

『ふむ……守蛇怪の整備は、明日あしたの朝には終える予定だよ』

「あら、ずいぶんと念入りだこと。もっとも私達にとっては、守蛇怪のデータは宝の山みたいなものだから、気持ちは分かるけれどね。……となると、こちらも少し考える必要があるわね」

『おやおや皇おう家けの樹を組み込もうって考えてるのかい？　怖いねえ』

「あら、それも最初から視野に入れての守蛇怪なんでしょう？　確か『魎りよう皇おう鬼きとは違うコンセプト』って聞いた覚えがあるけど？」

『どうせ組み込むなら第一世代が理想だけど、せめて第二世代は欲しいわね』

「こればかりは私達の思惑おもわくでは無理…………でもないかも……」

　本来皇家の樹との契けい約やくは、樹の意志が必要だ。しかし……。

『そちらの方は任せるよ。せっかくの機会なんだ。こちらはこちらで出来る限りの事をしたいからね』

　鷲羽は嬉しそうに通信を切った。







「あら、林檎さんは？」

　昼休み時間、休きゆう憩けい室では事務方の社員達が昼食をとっていた。店てん舗ぽの人間は交代で休むのだが、事務の者達は客相手ではないので時間通りに休めるのだ。同どう僚りよう達の中に林檎の姿が見えない事に気付いた藍あい子こは、そっと経理の同僚に尋たずねた。

「時間がないから仕事場でとるって。本当に真ま面じ目めな人ね」

「そう。あの量を殆ほとんど一人で切り回しているんだから、仕方ないけれど……ちょっとねえ」

　藍子は少し顔をしかめた。

「どうしたの？」

「何だか私達が仕事をしていないみたいでさ……あっ！　言い過ぎちゃった。忘れて、お願い」

「こちらが仕事をしてないんじゃなくて、林檎さんが凄すごいのよ。実はね……」

　その経理社員はふと辺りを見回して、出向組とその取り巻き達が居ない事を確認し、声を落として話し始めた。

「実は出向組の連中が話しているのを聞いたんだけど、林檎さんってマジ、超ちよう出来る人みたいよ」

「それは見れば分かるわよ」

「違う違う。私達と比べてじゃなくて、『何であんなのがこんな所に来るんだ』とか『あんなのは大だい企き業ぎようの経理でだって見た事無い』とか『国家レベルの部署にいたんじゃないか？』とか、挙げ句の果てには『うちの社に来てくれないかな』だって」

「完全に白旗じゃない。そこまで凄いんだ」

　林檎が出向組をやり込めた事は、経理課一同、胸のすく思いだったのだ。

「本当に機械じゃないかって思うもの。何しろこっちが何週間もかけてやっている作業の再チェックを一日で終わらせたんだからねぇ……」

「しかも百ヶ所近くのミスも発見したんだっけ？」

「入力のスピードなんかちょっと考えられないくらい速いし、入力している段階で暗算も終わっているのよ」

　つまりパソコンへ入力する物理的なスピードより、林檎の頭の中での計算の方が遥かに速いのだ。

「林檎さんって、仕事中は怖い程の緊きん張ちよう感かんがあるけれど、終わると本当に可愛らしいのよねぇ」

　そこに居る全員がホンワカとした表情で頷うなずいた。何しろ竜たつ木き家とその眷けん族ぞくの女性は、樹雷でも『お嫁さんにしたいナンバーワン』の家いえ柄がらだ。

「男達が騒さわぐ気持ちも分かるわよね……」

「そうね………。じゃあ、私はこれで」

　藍子は意を決したように立ち上がると、半分手付かずのお弁当箱を布で包んだ。

「あらまだ休み時間は終わってないわよ？」

「ん～～～、ちょっとダイエット。だからごめん」

「今さらお腹なかの肉の心配？」

　その同僚は、決算が済んだら一いつ緒しよに海に行こうという約束を思い出した。

「気分の問題よ。じゃあね」

　藍子は手を上げて謝ると、休憩室を出て行った。そしてそのまま給湯室へと直行。話のきっかけを作る為のお茶を入れると、林檎の居る事務室へと向かった。

　誰も居ない事務室では林檎の、キーボードを尋じん常じようではないスピードで叩たたく音だけが響ひびいていた。

「林檎さん。お茶でもいかがですか？」

　そのあまりのスピードに、気き後おくれしていた藍子だったが、意を決して話しかけた。

「ありがとうございます。こうしてわざわざお茶を入れて下さったという事は、私に何か聞きたい事がお有りなのですね？」

　キリの良い場所でキーボードを打つ手を止めた林檎は、藍子を見て微笑ほほえんだ。間近に林檎を見た藍子の顔は真っ赤だ。それは林檎と接する人間全てがそうであるように、彼女の愛らしさにやられてしまうのだ。

「あっ、あの……実は、社長の息子むすこさんについてお聞きしたいと思って……その」

「まあ、西南様に興味がお有りですの？」

「あの……実は私、県外からここに就職して、社長の息子さんの事、よく知らなくて。運の悪い子だという事は聞いたんですが、友達が呪のろいクラスだって言ってて」

「なるほどそれで……」

「……すみません」

「謝る事はありませんよ。あの方の真実を知っていただくのは、悪い事ではありませんからね」

「とても良い子なんだけど、とは聞きましたが……」

「私達は確率の偏かたよりと表現していますが、藍子さんのご友人が、呪いと表現されるのもよく分かります。でも運が悪いと言っても、決して西南様が何かよくない行動をしての結果ではありません」

「確かにそれで嫌きらわれるのは気の毒ですね。でも……」

　人を巻き込むのならば、敬遠されるのは仕方無い事だ。

「ええ、私もそういう人達の事を責める事は出来ないと思っています。それ程に西南様の確率の偏りは危険ですから」

「林檎さんは、社長の息子さんの事をどう思ってらっしゃるんですか？」

「もちろん好きですよ」

　林檎は極上の笑みを浮うかべ、ズバリと言った。

「うわぁ、言い切っちゃいましたね」

「それが男女の愛情なのかは、正直分かりません。でも敬愛申し上げている事だけは断言出来ます」

「敬愛、ですか……」

「あの方の確率の偏りというのは、日常全ぜん般ぱんに亘わたって影えい響きようしています。詳しよう細さいな一日の行動を写した映像解かい析せき結果によると、日に確率の偏りの影響かと思われる事例が数千、命に関わるであろう事例も数十確認されています。普ふ通つうの人はどちらもその数千分の一の確率ですから、その数字がどれ程のものか、お分かりでしょう？」

「マ、マジ？　そんなんで、よく生きていられますね」

「その殆どを無意識に回かい避ひされているんです。その中の数例が回避しきれずに、具体的な現象として現れるのです」

「無意識のうちに回避って……それも凄いですね」

「生まれた瞬しゆん間かんからそうでしたから、身についているのでしょう。ですから西南様の確率の偏りは本来、まともに育つ事が途と轍てつもなく困難なレベルなんです。もちろんそれは精神的な事にも言えます」

「私だったら自殺してるかも……」

「でも西南様はとても健すこやかな精神をお持ちです。これはとても凄い事なんです」

「た、確かに……。でも私は林檎さんも凄いなぁって思いますよ。だってそれだけ運のお悪い人を、怖こわがらず、敬愛しているって言い切れるんですから」

「私の他に、何人もそういう人が居るからこそです。きっと一人では、潰つぶされてしまうのでしょうね」

「他の人達というのは、霧きり恋こさん達の事ですか？」

「ええ。西南様を公私共に支える為ために選ばれた方達です」

　林檎は藍子が聞きたい事を、支障のない程度ならばズバリと答える。遠回しな表現は誤解の元だし、時間の無む駄だだ。

「こっ公私共に、ですか？」

「はい。公私共に、です。貴女あなたもそうなってくださると嬉うれしいのですが」

「わっ、私が……ですか？」

「西南様を支える人達は、多ければ多い程いいのです。あの方の背負った重荷を支えるには、本当に多くの人達が必要ですから」

「……はあ、なるほど。でも私は……そこまでの覚かく悟ごは無理かな？」

　藍子にとっては、所しよ詮せん、ちょっとした嫉しつ妬とによる興味でしかないのだ。林檎達の覚悟に対して尻しり込ごみをするのは当たり前の話である。ただ林檎達の真しん摯しさに心打たれ、自分の半はん端ぱな興味本位な気持ちを恥はずかしいと思ったのも事実だ。

「そうですか。とても残念です」

「そ、それより公私共にっていう事は、その……あの……霧恋さん達全員が、社長の息子さんの事を？」

　男として好きかという意味だ。その問いに対して林檎は無言の微笑みで返した。

「クスッ、ご満足いただけましたか？」

「ええ、ええ、もちろん！　ごめんなさいね、こんな事に付き合わせちゃって」

「私もお話し出来て楽しかったですわ。ありがとうございます」

「アハハッ、こちらこそ。社長の息子さんとうまく行く事を祈いのってるわ」

　藍子はあたふたとお茶を片付けながら林檎から離はなれた。それと同時に昼休みの終わりの時間が来たのか、事務員達が帰って来た。







　　15「天てん地ちの憂ゆう鬱うつ」







　月つき湖この家で昼食を済ませた西せい南なは、福ふくを連れて天地の家へと向かった。砂さ沙さ美みから天地が畑に出で掛かけている事を聞いた西南は、そのまま手伝いに畑へと向かった。

「今日は天地先せん輩ぱい一人ですか？」

「みゃあ！」

　魎りよう皇おう鬼きは手を上げて、自分が居るとアピールをする。

「そうだね。魎ちゃんと二人なんですか？」

「昨日、みんなが手伝ってくれたおかげでね。しばらくは楽が出来るよ」

　天地はそう言いながら手を止めない。だが時折、西南の方を気にするようにチラチラと見ては、溜ため息いきを吐ついた。

「??　先輩、どうかしましたか？」

　西南はその様子に気付き、天地に尋たずねた。

「あっ……いや、その……。何もする事が無いって、結構、変な感じだなって」

「そう言えば、昨日は見み渡わたす限かぎりニンジンが植わってましたよね」

「うちのメンバーだけで収しゆう穫かくしようと思ったら、かなり時間がかかるからね。そういえば、昨日は月湖おばさんとどんな話をしたんだい？」

「えっ!?　どっ、どんなって？」

「ここの所、月湖おばさん、何だか少し様子が変だったからね。何か……悩なやんでいるみたいな……」

「か、海かいがダイさんに似て来たとか言ってました」

　相手が天地といえど、さすがに月湖との男女関係の話です、とは言えない。

「ああ、そういえば……そうかもね。月湖おばさんとダイさんも、いろいろあったみたいだからね」

「先輩はダイさんの事、何か聞いているんですか？　昔、月湖おばさんと具体的な何があったかとか……」

　西南は月湖の過去については、何も知らない。せいぜいが、昔アカデミーに居たらしい事と、美希の父親と知り合いだったという事くらいだ。

「うっ……う～～～ん。こんな事を俺から話していいものか……」

「まあそうなんですが……、海が変な事を言う度たびに、延えん髄ずい斬ぎりや踵かかと落としをして気絶させるものですから、ちょっと気になって。迂う闊かつな話や質問をして、変な地じ雷らいを踏ふむのも……いや、絶対踏みそうだし……」

　将来的に、海が宇宙に行くようになれば、ダイとの接せつ触しよくは避さけられない。ならばある程度の背景を知っておくのは必要だ。

「そ、そうか……。ねえ俺から聞いたなんて言わないでくれる？」

「もちろんです！　絶対に言いません！」

「……俺もそんなには詳くわしくはないんだけれど、霧きり恋こさんのお父さん、月湖さんの旦だん那なさんが亡くなった後に、ダイさんとは知り合ったんだけど、その時は、あんな感じの人じゃなかったらしいんだ。もっと真ま面じ目めで、普通の人だった……らしい」

「ハッハッハ！　先輩、噓うそはいけませんよ」

　西南は珍めずらしく天地の言う事を疑い、きっぱりと断言した。

「俺も聞いた時は同じ事を言ったよ。でもそうじゃなきゃ、説明はつかないだろ？　結けつ婚こんはしていないけれど、海君がいるわけなんだから」

　少なくともその時は、それなりの関係だったという訳だ。

「そりゃ、騙だましていたとか、無理やりって場合もあるけれど……」

「そうですね……でも、ダイさんって、人を騙せるようなタイプじゃないんですよねぇ。腹芸も全く出来ない人だし、それにどう見ても月湖さんの方が腕わん力りよくは上だし。大体そんな事をしたんだったら、ダイさんが海に会いに来る事なんて出来る筈はずがないと思います」

　それどころかそんな事をしたら、ダイは月湖に抹まつ殺さつされるか、良くて刑けい務む所しよ行きだ。月湖は泣なき寝ね入いりなどするタイプじゃないし、それ以前に海を産むはずもない。

「その頃ころのダイさんって、プライベートでいくつものトラブルがあって、凄すごく悩んでいたらしいんだ。聞いた人の話では、普通ならノイローゼか自殺ものらしい」

「…………つまり、ノイローゼか自殺ものの悩みを抱かかえていたから、真面目で普通に見えた、と？」

「月湖さんが辛つらい時に、いろいろと親身になって励はげましてくれた、真面目な青年……まあそれなら説明は付くよね」

「確かにダイさんって、外見は意外と月湖さん好みのような……。もちろん先輩の言う通り、その状じよう況きようにほだされたんだと思いますが」

「で、ある時、その悩みが一気に解決したダイさんは、全開状態に……」

「一気に全開ィ？　そりゃ……きつい。きつ過ぎです」

　真面目で物静かな青年が、翌日に軽けい薄はくなオチャラケ人間になったら、マジに頭でも打ったか、何かの病気だと思うだろう。可愛い子こ猫ねこがゴキブリになったようなものだ。

「話してくれた人曰いわく、あれは詐さ欺ぎみたいなものだそうだから。もちろん月湖さんも、一度は好きになった人だし、海君の父親なんだから、何とか受け入れようと努力したそうなんだけれど………」

「絶対無理です！」

　月湖とダイ───西南でさえ、子供心に不思議な取り合わせだと思っていた。息子むすこの海ですら、西南と同意見だ。

　───それか、その時の母ちゃんには、何かが取とり憑ついていたかだな。

　そう海は真面目に言っていたくらいなのだ。

「そういえば西南君……もしかして天てん南なん家って知ってる？」

「ええ、もちろん知っていますよ」

「ダイさんって、その一族だって話だよ」

「うっ！…………なっ、納得しました」

　天南特例などという、冗じよう談だんみたいな法律の適用されている一族だ。雨あま音ねの毛け嫌ぎらいぶりから見ても、月湖はまだ我が慢まんしている方だ。

「アカデミーにいる人なら、そう言えば分かるって聞いてたけれど……そんなに有名なんだ」

「俺の学校の先生にも天南家の人がいて……いろいろとありました。あっ、雨音さんに聞けば…………やっぱ止やめといた方がいいです。凄く不ふ機き嫌げんになりますから。もしかしたら殴なぐられるかも……」

　陽気で気さくな雨音がそうなるなど、滅めつ多たにない事だ。

「うん。何となく分かったよ。まあダイさんを見ていれば、大方の予想はつくけどね」

「でも聞いておいてよかったですよ。ありがとうございました、先輩」

　今のところ宇宙でダイに会う事は無かったが、今後は分からない。海が宇宙に上がればその可能性は高くなる。ダイは嫌いではないが、正直、天南家と必要以上の接点を持つ事は避けたい。静せい竜りようだけでも厄やつ介かいなのに、他にも芋いもづる式しきに、あんなのに出て来られてはシャレにならない。

「みゃあ！」

　その時、遠くに砂沙美の姿を見つけた魎皇鬼が手を上げた。そして福を抱だっこすると砂沙美を迎むかえに走り出したのだった。

「あまり何もしていないけれど、一休みしようか」

　天地は持っていた鍬くわを土手に置くと、休きゆう憩けいをとるのにちょうどいい木こ陰かげに向かって歩き出した。







　夕食を終え、入浴を済ませた天地と西南は、福を魎皇鬼と砂沙美に預け、三階にある天地の部屋へ向かった。まだ寝ねるには早い時間だったが、布団を敷しき、寝ね間ま着き姿の楽な格好でくつろいでいた。

「……天地先輩、なんか俺に話があるんじゃないですか？」

　二人の間の会話がとぎれ、少し沈ちん黙もくの間の後、西南は唐とう突とつに切り出した。

「ど、どうして？　あっ……いや……うん」

　天地は戸と惑まどうように俯うつむいた。話をしようか迷っているようだ。

「言いにくい事みたいですね。………もしかして、俺に関する事ですか？」

「なぜ、そう思うんだい？」

　西南はこういう場の空気を読む事に長たけている。もちろんそれは悪い事とか気まずい空気限定であり、良い事とか好意とか、そういったものには凄く疎うとい。

「天地先輩……清きよ音ねおばさんが亡くなった時と、同じ顔をしてるんです。悲しそうで、苦しそうで……」

「!!…………そうか、俺、そんな顔をしてるんだ」

　天地は視線を上げ、西南の顔を見た。穏おだやかな、それでいて覚かく悟ごを決めている顔だ。ならば天地も覚悟を決めるべきだと思った。そして西南の気配りに感謝した。

「じゃあ、聞いてくれるかい？」

　天地の問いに西南は静かに頷うなずいた。それは西南ならではの、全てを受け入れる覚悟の、重いモノだった。

「……訪と希き深みさん、居る？」

　天地は何も無い空間に、まるで独り言のように話しかけた。唐突な天地の言葉を不思議そうにしている西南の目の前に、三頭身程の人形のような少女が現れた。

「我は全ての次元、空間、時間に存在する。忘れたか？　柾まさ木き天地」

「………えっと、これは……??」

　西南とて、もうこの程度では驚おどろかない。映像では無く実体のようだが、どちらかと言うと、天地の深刻さにそぐわない姿に戸惑っているのだ。

「実は彼女は……」

「まあ待て、柾木天地。こういう話をする時は、それなりの舞ぶ台たいというモノが必要だ」

　天地の言葉を制した訪希深は、高く手を上げた。と、その途と端たん、

「うおっ!?」
















　西南の足あし下もとから宇宙が広がり、それは瞬またたく間に全天を覆おおい尽つくした。生体強化した西南は、催さい眠みんや薬物には強い耐たい性せいを持っている。その感覚が、これが幻げん覚かくではないと告げている。いや、それ以前に……。

　───これは、本物だ！

　西南の研とぎ澄すまされた本能がそう叫さけんだ。確率の偏かたよりが磨みがき上げた、危険を察知する感覚が、この状態を異常と判断してるのだ。

「よしよし。これが本物だと知覚したか」

　訪希深の声が聞こえて来る。だがそれは先程の幼おさな子ごのモノではなく、成熟した大人の声だ。しかもそれは全天に波は紋もんのように響ひびき、音源の特定が出来ない。だが気配のする方を見上げると……、

「ヒイッ！」

　そこには全天を覆い尽くすように、無限の大きさを持った大人の姿の訪希深が、西南を悠ゆう然ぜんと見下ろしていたのだ。そこから感じたモノは、畏い怖ふや恐きよう怖ふなどという生なま易やさしい感情では無い。本能、生命の根源からの畏怖、絶望感というべきモノだ。

「ウッ！…………クッ」

　西南は深しん淵えんに飲み込まれようとする意識を繫つなぎ止め、無意識に上げそうになった悲鳴を飲み込んだ。それはあのＺゼツトですら止められなかった悲鳴だ。だがそれを西南は無意識に止めたのだ。もちろんそれは並なみ大たい抵ていの事ではない。細い、蜘く蛛もの糸のような線で辛かろうじて理性と意識が繫がってる感じだ。全身からドッと汗あせが噴ふき出し、訪希深の姿を間近に見たという、たったそれだけの事で疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　西南は大きく深呼吸をして、ゆっくりと精神を立て直して行く。

（ああ、汗だくになっちゃったな。またお風ふ呂ろに入らなくっちゃ…………!?）

　何故かそんな間ま抜ぬけな事を考えている自分に気付いた西南は、その瞬しゆん間かんに気持ちがスッと噓のように落ち着いた。

「ほお、なるほどな」

　訪希深はそんな西南を見て、満足げに微笑ほほえんだ。

「柾木天地。全てを話すが良い。この者はそれを受け止めるに足る、強い精神を持っているぞ」

「あの……その前にこの状況は……？」

　とりあえず見た目通りに判断すれば、宇宙空間だ。だが、自身のスケール感があまりにも巨きよ大だいなのだ。

「ここは山やま田だ西南、お前の考えている通り、お前達の存在する三次元宇宙だ。ちょうどその目の前にあるのが、お前達の銀河だ」

「えっ!?」

　西南の目の前には三十センチ程の大きさの銀河が浮ういている。

「うわっ！」

　西南はそれに触ふれないように身体からだを硬こう直ちよくさせ、身動きをしないよう、息も止めた。

「お前を構成する原子が、銀河の星々とぶつかる事はない。力を抜ぬけ」

「そ、そう言われても……!?」

　急に西南の周りから銀河が移動し、というより西南がその場から移動したのだが、遠くには大銀河群が泡あわ状に光っている。これが現実の宇宙空間なら、たったその瞬間に、一体何十億光年移動したのか……もう無茶苦茶だ。

「対比物があった方が分かり易いと思ったのだがな。つまり、あの大きさが現在の柾木天地の、存在としての大きさというわけだ」

「存在？　大きさ？」

「そのままの意味だ、見た目通りのな」

　訪希深の言葉に、西南は天地の方を見た。

「西南君。神社まで競争した時、俺の事をどう思った？」

「それは……先せん輩ぱいも生体強化をしたんだなって……」

「これが何か判わかるかい？」

　天地の前に三枚の薄うすい膜まくのようなモノが現れた。

「これは？」

「光こう鷹おう翼よくって聞いた事は無い？」

「皇おう家けの船が創り出すやつですよね？　ってこれがそうなんですか!?　天地先輩が創り出してるんですか??」

　マジマジと見る西南の眼前で、天地はそれを剣けんと盾たてと鎧よろいへと物質変へん換かんした。

「光鷹翼の物質変換。我等以外では柾木天地にしか行えない。皇家の樹の第一世代にすら無理な技だ」

「何となく、存在の大きさって意味が判りました…………??」

　訪希深を見上げた西南は、その後ろに二人の人ひと影かげのようなモノを見た。それが何なのか気にはなったが、先に聞くべき事がある。

「訪希深さんって一体何者なんですか？　天地先輩がこうなったのは貴女あなたのせいなんでしょう？」

「そうだ。我等は『三さん命めいの頂ちよう神しん』と呼ばれておる。頂いただきの神と書いて頂神。その名の通り、存在するあらゆる次元の頂点に位置するモノだ」

「かっ神様……」

「頂神などはただの呼び名に過ぎぬ。全知全能の力を有してはいるが、ただの高位次元生命体。敬けい称しようなど付ける事も崇あがめる必要もない」

「そ、そうですか」

　全知全能の存在を、ただの生き物のように言われても、どう対処すればいいか分からない。ただこれ以上は深く考えない事にした。

「後ろに何か人影のようなモノが見えますが？」

「天地が何な故ぜこのような存在となったか、それを説明する方が良いだろう」

　───こういう話をする時は、それなりの舞台というモノが必要だ。

（……あっ！）

　その時になって、西南は訪希深が言った言葉の意味が理解出来た。

（そうか。こういう状じよう況きようだからこそ、訪希深さんが頂神だとか、天地先輩が途と轍てつもない存在化している事を信じられたんだ）

　これが天地の部屋で、三頭身の人形のような訪希深と話をしていては、天地の口から聞いた話とはいえ、にわかには信じられなかっただろう。

（ただその為ために、えらい目めに遭あったけど……）

　まだ汗の滴したたる額を、手で拭ぬぐい、寝間着の裾すそで拭ふいた。

「我等は『三命の頂神』という名の通り、お前達の数え方で言えば、三柱の神だ。一柱は白はく眉び鷲羽わしゆうとして、もう一柱は皇家の樹の始祖、津つ名な魅みとして、この三次元に存在している」

「皇家の樹の始祖は分かりますが、鷲羽さんって頂神だったんですか？」

「頂神としての力は、我の後ろに影かげとして残している。この三次元には僅わずかな力と意思が存在するだけだ。では何故そのような事をしたのか？　それこそが我等が存在する理由なのだ」

「存在理由……目的って事ですか？」

「我等は存在したその瞬間から、全知全能の力を持っていた。しかし同時にある矛む盾じゆんも抱かかえていたのだ。それは我等の存在する頂次元の、更さらに上の次元が存在するというトラウマだ。なぜなら我等の全知全能は、その次元の存在を否定しているからだ」

「存在と否定……それがトラウマ？　でもなぜそんな事が起こったんですか？」

「それを調べる為に、我等は無限の時を無限に費やし、思し考こう錯さく誤ごを繰くり返かえした。鷲羽姉様の言うところの、思い考える方の思考だ。だがそれでは全知全能の綻ほころびは見つけ出せなかった。そこで今度は試し行う、試し行こう錯誤を無限の時を無限に費やして行った。だが結果は同じだった」

「気の遠くなりそうな話ですね……酔よっちゃいそうです」

　あまりのスケール感に頭が付いていかないのだ。急に高い塔とうの上に、命いのち綱づな無しで立たされた気分だ。

「そこで我等は、下位次元を創り、頂次元との間に解げ脱だつラインを設定した。解脱は宗教などでいうモノとほぼ同じだ。本来ならば、そこに達した者達は能力を失い、無と化してしまう。だが、もしそれを突とつ破ぱして頂次元に到とう達たつ出来る者がいれば……」

「頂次元の上を見つける手がかりになる？」

「そうだ。だがその考えに至った時、我等に今までにない変化があった。我等は本来三さん位み一体の存在だったが、鷲羽姉様は、頂神としての力と記き憶おくを手放し、ただの人間として、どこかに矛盾が存在しないかと、一から知識を求め始めた。津名魅姉様は出来る限りの力を持って三次元に降臨し、その血の継けい承しようによって新たな可能性を求めた。そして我は当初の予定通り、あらゆる予定調和を崩くずし、イレギュラーを発生させ、その可能性を求めた」

「その結果が天地先輩？」

「もう一人、Ｚという者が居た」

「居た、という事はもうその人は？」

「奴やつはその為に人としての人生を失った。だから自分と同じ可能性を持つ者を許せなかったのだ。唯ゆい一いつ絶対者となる事を望み、柾木天地と戦ったが破れた。そして柾木天地の方はその戦いが元で、羽う化かを促そく進しんされた。……覚えておるか柾木天地。Ｚによって斬きられた時の事を？」

「えっ？　ええ……。確か魎りよう呼こを庇かばって……でもあの後、凄すごい痛みと、誰だれかに話しかけられたという事しか……」

　天地はその時の事を必死で思い出そうと、自分の記憶を探った。しかしそれ以上は思い出せず、ただその時の強きよう烈れつな痛みだけが、思い出せる全てだった。

「Ｚに斬られた事で、上の次元へと繫がってしまったのだ。光鷹翼を物質変換し細さい胞ぼうとして身体を形成、次の次元への存在として羽化を始めたのだが、本来、精神的な成熟を切きっ掛かけに起こるはずの羽化が強制的に発現した為、我等は柾木天地の羽化を強引に抑おさえるしかなかった。それが痛みの原因だ」

　そこにかかった重圧は、宇宙開かい闢びやくの爆ばく発はつでも起こりかねないモノなのだ。

「精神的な成熟をしないと危険なんですか？」

「山田西南。お前はこの状況をどう思う？　この姿の我を見た時にどう思った？」

「な、何となく分かりました」

　その時の感覚を思い出した西南は、全身に鳥とり肌はだの立つような感覚に襲おそわれた。今思い出しても全身に冷ひや汗あせが滲にじみ出す。と、天地も西南と同じように表情を歪ゆがめた。

「今、山田西南の記憶と同調させた。これで上への次元へ至るという感覚が、ある程度は分かったであろう？」

「え……ええ、確かに…………でも、あの後に、誰かに話しかけられて、急に楽になったのはどうしてですか？」

「我等の実験は、多くの歪みを生じさせるものだ。その結果、反作用として特異点化した者が居る。それは津名魅姉様の三次元でのもう一つの存在、砂沙美の母親だ。その者は今は安定しているが、十万年後に、突とつ如じよ精神の均きん衡こうを失い、暴走を始めるのだ」

「美み砂さ樹きさんが!?」

「十万年後??」

　西南と天地は同時に声を上げた。

「我はあらゆる次元、あらゆる時じ間かん軸じくに存在するのだぞ。もっとも十万年後の美砂樹は一つの、そうなるであろう可能性に過ぎないがな」

「……先輩、分かります？」

「俺に聞かないでくれ……」

　二人はタイムスケールを認識するだけでも手て一いつ杯ぱいだ。それ以上はなかなか思考が追いつかない。

「未来は多くの存在の、意識無意識の選せん択たくや行動によって確定する。だがそれより未来の時間軸には、多くの可能性が確定しないままでカオスと化しておる………。お主らに分かり易い言い方をすれば、正まさ木き海の持っている十八禁の選せん択たく肢し型アドベンチャーゲームのようなものだ」

「へっ??」

　西南と天地は、別の意味で思考が飛びそうになった。

「え、えらくぶっちゃけましたね。全知全能の神がエロゲーの話題を出すなんて、どえらい違い和わ感かんがありますが」

「山田西南。我はただ、情報を伝達するのに適切な情報を選択しただけだ」

　何しろ訪希深は全知全能なのだ。その情報に下げ衆すも高こう尚しようもない。

「つまり選択肢によってエンディングは変わるが、ゲーム内にはその他のエンディングが存在する……、といった感じですか？」

「そうだ。十万年後の美砂樹は我等に対して敵意を向け、攻こう撃げきをして来た。と同時に同じ時間軸に存在する可能性である柾木天地が、それを止めに来たのだ。羽化をしかけた柾木天地を助けたのもその者だ」

「つまり十万年後の天地先せん輩ぱいが、今の天地先輩を助けたと？」

「あくまで可能性の柾木天地だ。神か我が人との半身であるノイケと共に、その時間軸の点へとジャンプした事による、一時的な現象でしかない。その未来はまだ確定してはおらぬのだからな」

「結局、羽化は止まって、今の先輩で落ち着いていると？」

「成長は続いているがな」

　今でも柾木天地の存在的な成長は続いているのだ。

「Ｚという人は、どうなったんです？」

「あの者は柾木天地に敗れ、消しよう滅めつした……が、我が復元し、あの者の望んだ……普ふ通つうの人間として、両親と共に故郷の星で暮らしておる」

　それを話す時の訪希深は、何か悲しげだった。西南は話を続けてよいものか迷ったが、疑問はこの際解決するべきだと判断した。

「あの……また襲いかかって来るという事は……」

「もう奴は力を使えぬ。我等は可能性を持つモノを創り出せぬのだ。だからこその実験なのだ。…………なあ柾木天地よ、我等を恨うらむか？」

「えっ!?」

　訪希深の突とつ然ぜんの言葉に、西南は無言で俯うつむいたままの天地を見た。

「お前の苦しみの全ての原因は我等にある。だが……」

「それよりも！　それよりも今は……俺の心の弱さを恨んでいます。魎呼達を……そして……そして！」

　訪希深の言葉を遮さえぎった天地の顔が苦痛に歪む。

「ごめん！　俺は君を……無限の牢ろう獄ごくに引き込んでしまったんだ！」

「無限の牢獄!?　それはまた……穏おだやかじゃない言い方ですね。よかったら訳を聞かせて下さい」

　西南の声はあくまで穏やかで、まるで西南の方が年上のようだ。

「……この能力が発現した後、鷲羽ちゃんの身体検査を受けたんだ。でも肉体的な異常も変化も全く見られなかった。だけど……だけど…………俺の身体は不老化していた」

「不老化？　死なない身体からだになっていたんですか？　まあ確かに存在的に銀河より大きくなっている、って段階で凄いんで、あまり驚おどろきはしませんが……」

「不死ではない不老化だ山田西南。今の柾木天地の存在的大きさを、一いつ瞬しゆんで破は壊かい出来れば殺す事は可能だ」

「そっ！　そんな事出来る奴居るんですか!?　殆ほとんど不死も同然じゃないですか」

　何百万光年の宇宙的規模の破壊など、人の成せる業わざとは思えない。

「高位次元生命体ならばザラに居る。第一世代の皇家の樹でも可能だし、将来的には山田西南の守かみ蛇だ怪けも……山田西南が将来出会うであろう存在にも可能だ」

「[image: ???]」

「もっとも、柾木天地を害する行こう為いなど、我等が許さぬがな」

「……じゃあ、やっぱり不死じゃないですか」

　全知全能の頂神が許さない事を、誰かが行うなど不可能だ。

「西南君、君は事の重大性が分かっていない！　不老になっているのは君もなんだ！」

　西南があまりにも普ふ段だん通りだったのが癇かんに障さわったのか、珍めずらしく天地が声を荒あららげた。

「俺も？」

「………ごめん、あたるような真ま似ねをしちゃって……。でも、でも俺は……」

「その先は我が話そう」

「いえ、俺が……俺が話さなきゃならないんです」

　天地はゆっくりと深呼吸をし、動どう揺ようを抑えてゆく。

「俺の不老はね、完全なものらしい。頂神である訪希深さん達でさえ、僅わずかな劣れつ化かがあるそうだ。だけど俺はこの宇宙が無くなっても、訪希深さん達がいなくなっても、ずっと生き続けるんだ。周りのものが全て無となっても、俺はそこに居続ける」

　無の中に存在する……それは一体どのような状態なのか。天地にあるのは、ただただ訳の分からない恐きよう怖ふだけだった。

「無限の牢獄って、そういう意味ですか……」

「西南君は生体強化をしてどう思った？　二千年という寿じゆ命みようをどう思ったんだい？」

「………確かにもう地球人とは違ちがうんだなって思って……でも宇宙では当たり前って言うか、周りがみんなそうなら、あまり気にはならないかなって思いました」

「俺もそうだよ。この無限の牢獄も……一人じゃなきゃ耐たえられるんじゃないかって、そう思った。でもまさか……」

「まさか……なんなんです？」

「俺の力が、みんなを不老化させていたんだ。魎呼も阿あ重え霞かさんも砂沙美ちゃんもノイケさんも美み星ほしさんに魎皇鬼、鷲羽ちゃんも俺の周りにいる全員、そして西南君も！」

　震ふるえる声で天地は絞しぼり出すように言った。

「俺の不老化の原因は天地先輩の力……」

「謝って済まされる事じゃないけど、俺には、ごめんと言うしかないんだ。ごめん！　本当にごめんね……」

　その悲痛な告白は、懺ざん悔げだ。この世で一番重い、懺悔なのだ。

「無限かぁ……うん！　それはそれで面白そうですね」

「西南、君？」

　西南のその反応に、天地は驚きを隠かくせなかった。いや、理解する事が出来なかった。

「無限の牢獄っていうのは……。霧恋さんや天地先輩と出会えなかったら、俺が居た場所もそうなんだと思います」

「あっ！」

「もちろん、無限という訳じゃないけれど、天地先輩の気持ちはよく分かります。そんな中でたった独りでいる恐怖も、誰かに助けて欲しいと思う気持ちも。だから俺は先輩が俺にしてくれたように、一いつ緒しよに無限の先へ行くのも構わないと思います」

　西南は真っ直ぐ前を向き、天地の懺悔と同じくらい重い言葉を告げた。

「西南君……君の気持ちは、凄く嬉うれしい………でも、訪希深さんの力ならその牢獄から脱だつ出しゆつする事が出来るんだ」

　そのまま縋すがってしまいたい気持ちを、天地は必死で堪こらえた。だが嬉しくて嬉しくて、心の中で天地は号ごう泣きゆうしていた。

「だったら天地先輩だって！」

「我はせっかく生まれた可能性を潰つぶすつもりはない。それは鷲羽姉様も津名魅姉様も同じだ。酷ひどいというのならその通りだ。恨んでくれて構わない」

「恨むなんて……俺には出来ません」

　訪希深達とて無限の時を、この可能性を生み出すためだけに生きて来たのだ。Ｚに拒きよ否ひされ、彼を失った時の訪希深の苦く渋じゆうを見た天地には、彼女を責める気にはなれなかったのだ。

「だったら行きましょう。無限の果てへ！　きっとみんなでなら耐えられますよ」

　西南はそうきっぱりと言った。

「山田西南の心は強い。無限の時であろうとも耐えられよう。それに無限の果ての先には希望もある」

「希望!?」

「柾木天地よ。最初に柾木家に我等が集つどった時、魎呼が言った言葉を覚えておるか？」

「……訪希深さん達の存在も、更さらに上の次元の連中の実験ではないか？……ですね」

「更に上の存在？　そうか！　訪希深さん達の実験と同じだ！」

「我等に矛む盾じゆんがある以上、その可能性は否定出来ない」

　だがその結論を、訪希深は本心で受け容いれている訳ではない。彼女達の全知全能は、それを否定しているのだ。だがその可能性を口にするだけの柔じゆう軟なんさが生まれたのは、他ならぬ天地達との出会いだったのだ。

「もし我等が上の次元の者達の実験ならば、そこでは柾木天地は当たり前の人間になれるやもしれぬ。もちろん同じ事の繰くり返かえしかもしれぬが、少なくとも我等の呪じゆ縛ばくからは解かれ、可能性の消失を許容される」

　訪希深達の目的は、頂次元の上へ行く存在の創成だ。天地がそこに到とう達たつすれば、訪希深達の役割も終わる。天地を守る必要も無くなるのだ。

「無限の果てのその先ですか……なんか凄すごそうですね。訪希深さんは無限の時を過ごして来たんですよね？　無限を生きるってどんな感じなんですか？」

　西南は割と吞のん気きな感じで、ちょっと世間話でもするかのように訪希深に尋たずねた。

「過ぎてしまえばあっという間だ」

「それはそれで凄い感想ですね」

「朝に生まれ夕に死すカゲロウにとって、山田西南の今まで生きてきた年月とて、無限に近いものだ。そしてカゲロウは自分の一生を短いとは認識せぬ。ならば無限に生きる者もそれを長いとは思わぬものだ」

「よく短い人生だから、死というものがあるから人は一いつ生しよう懸けん命めい生きるのだという話を聞きますけど、そういう感覚はどうなるんでしょう？」

「それは性せい悪あく説。所しよ詮せん、怠なまけ者の言い訳でしかない。短くとも無む駄だに過ごす者もいれば、無限であろうとも有意義に過ごす者もいる……要は本人の意志次第なのだ。柾木天地。心こそが無限の世界。ならばそれを恐おそれる必要などはないのだ。ましてや共に歩む事を誓ちかった者が居るのだ………。我にそれを言う資格はないがな」

「…………西南君……本当にいいのかい？　一緒に無限の果てに行ってくれるの？」

　天地は縋るように西南を見た。西南の覚かく悟ごを受け容れる、覚悟をしたのだ。

「ええ、もちろん。ちょっとわくわくしますね」

「わくわくする？」

「宇宙の終しゆう焉えんを見られるなんて……どこまでも行けるなんて、夢のようだ」

　もちろん西南とて、絶対の自信はない。その時になればどうなるかは分からないが、それでも少なくとも今は不安など皆かい無むだ。

「………君は、強いな」

「天地先輩のおかげです」

「そうか……そう言ってくれるなら」

　天地は目を閉じて、そして全てを受け容れて、微笑ほほえんだのだ。

「ミャア！」

　と、天地達はいきなり魎皇鬼と福の鳴き声で現実に引き戻もどされた。そこに在あった筈はずの宇宙空間は消え失せ、天地の部屋に戻っていた。

「魎皇鬼？　福ちゃん？」

　魎皇鬼は天地に、福は西南にしがみ付いて尻尾しつぽを振ふっていた。

「二人共、天地兄ちゃんと西南お兄ちゃんにお休みが言いたいって」

「砂沙美ちゃん!?……鷲羽ちゃんも！」

　天地の部屋の入り口にはにこやかな笑顔の砂沙美と、柱の陰かげにもたれた鷲羽がこちらを見ていた。だが天地が自分を認識した事を確認した鷲羽は、軽く手を上げて挨あい拶さつをすると、素そっ気けなくさっさと階下へ降りて行った。

「ミャア！」

　甘える魎皇鬼と福に、天地と西南の顔にも自然と微笑みが浮うかぶ。

「お休み」

　天地と西南はそれぞれのパートナーにそう言った。魎皇鬼と福は満足げに砂沙美の方へ移動すると、その両りよう肩かたへとチョコンと載のっかった。いつの間にか三頭身の訪希深も、砂沙美の頭の上であぐらをかいていた。

「お休み、天地兄ちゃん、西南お兄ちゃん」

　砂沙美は跳はねるように部屋から出て行く。

「……ありがとう、砂沙美ちゃん」

　天地は砂沙美を呼び止めるように、彼女の背中に向かって言った。

「ありがとうって言うのは、私の方だよ」

　砂沙美は柱の陰から少し顔を覗のぞかせ、照れくさそうに笑うと、軽快な足取りで階段を降りて行った。
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「さあ霧きり恋こ、洗いざらい吐はいて貰もらうぞ」

　山やま田だ家の客間では、敷しき並べられた布団の上で、まるで弾だん劾がい裁判でも開くように、雨あま音ね達が霧恋を取り囲むように座っていた。だがその雰ふん囲い気きとは別に、全員がパジャマ姿というラフな格好で、まるで修学旅行の学生みたいな感じだ。

「雨音さん……これは少々穏おだやかでは無いのではありませんか？」

　さすがに林檎りんごは雨音達のノリには慣れていないらしく、居い心地ごこち悪そうにしていた。

「オラ霧恋！　林檎様が優しく仰おつしやっているうちに、吐いた方が身の為ためだぜ」

　弾劾裁判がいつの間にか、牢ろう名な主ぬしの新入りチェックのようになってしまった。

「雨音さんハイテンションよねぇ」

「今日は噂うわさを聞きつけたお客様で大混雑だったし、特に他の県から来たしつこい一団がいたから、それを撃げき退たいした勢いが残ってるのよ」

「他の県からなんて居たんですか？」

「言葉使いが違ちがったから」

「ああ、なるほど」

「ほらそこ！　もっと真ま面じ目めにやんな！」

　雨音と霧恋、林檎を除く女性達が、隅すみっこに集まってヒソヒソと話を始めたのを指差して、雨音は不ふ機き嫌げんそうに怒ど鳴なった。珀はく蓮れん達はサッと自分の位置に戻る。

「………まあ、覚悟は決めて来たから全部話すけれど……」

「フッフッフ、い～～い覚悟だ霧恋。じゃあ親子揃そろってぬるぬるの組んずほぐれつとやらを話して貰おうか」

「わっ、私達親子は変態かぁ！」

「さっ最初に言ったのは玉ぎよく蓮れんだぞ」

　さすがの雨音も、霧恋の怒いかり顔を見て正気に戻ったようだ。

「あら雨音様酷い。私は霧恋様の前では言っていませんよ」

　　　　×　×　×

「……なるほど。お袋ふくろさんに、お情けをかけていただいたと」

「悪かったわね！」

「状じよう況きようとしてはあまり好転した訳じゃ無いみたいですね」

「さすが玉蓮をして、強敵と言わせるだけはあるよなぁ……」

「しっかり意思表示しつつ、いい場所をキープした訳ですからねぇ」

「……で、どうするんだ、霧恋？」

　それまで視線を逸そらしていた雨音は、ジッと霧恋を見た。

「ど、どうするって？」

「西せい南なの事だよ！　あいつの気持ちは知ってるんだろ？」

「しっ知ってるって………それは……。でも西南ちゃんはまだ未成年だし……」

「またそれかっ！」

　雨音だけでなく、全員が一いつ斉せいに霧恋を睨にらんだ。

「だって、まだ時間は……」

　西南が霧恋に明確な意思表示をした訳ではないし、実際、西南が霧恋をどこまで想っているかは分からない。女としてなのか？　姉としてなのか？　ただの憧あこがれなのか？　それがどの段階なのかは分からない。そもそも西南が、告白をするつもりがあるのかすら分からないのだ。

　もともと西南は人の好意に甘えるのが苦手だ。というより自分に好意を持ってくれる人が、そのせいで不幸に巻き込まれる事を恐れている。だからたとえ霧恋が告白したとしても、それを受け容いれるかどうかは分からないのである。まあどちらにしろ、まだ西南は未成年なのだ。成人している霧恋が、意思表示をする事はやはり問題がある。

「しかし霧恋様。逆を言えば、いつまでももたもたしてたら、私が取っちゃうぞ、って宣言されたようなものです」

「その通り！」

「そっそれは……」

　───他の娘こに先を越こされるようだったら……。

　───私は遠えん慮りよなんかしないわよ。

　他の者達が変な気を起こさないように、黙だまっていたが、月つき湖こには明確に断言されていたのだ。

（は、話さなくてよかったぁ……）

　そんな事を雨音達が知ったら、即そく行動モノだ。

「霧恋さん、今回は月湖さんがうまくかわして下さいましたが、瀬せ戸と様やクイス様が大人しくしている保証はありません」

「アイリ様だの美み守かみ様もいるしなぁ。それに西南を確保したい勢力は、これからもいっぱい出て来るわよ」

「取り込む一番の方法は、ハニートラップですからねぇ」

　玉蓮が嫌いやな色気を纏まとって言った。

「玉蓮が言うと説得力在ありすぎだよなぁ……。いいのか霧恋？　玉蓮に任せるのが一番対たい抗こう策としては確実だけど、廃はい人じん確実でもあるんだぞ」

「失礼な。西南様にそんな事は…………。でも……それもいいかもしれませんね、クスクス……痛っ！」

「だから止やめろって！」

　玉蓮の放出する色いろ香かに我が慢まん出来なくなった火か煉れんが、玉蓮の頭を一発殴なぐった。と、辺りの雰囲気はスッと元に戻った。

「なんか霧恋を何とかするよりも、西南を教育した方がいいような気がして来た……」

　ついに雨音は頭を抱かかえてしまった。何しろ霧恋が妙みように奥手で、西南が未成年である事を盾たてに、二の足を踏ふんでいる。が、西南を取り込もうとする者達にはそんな事は関係ない。それどころか多感な時期のハニートラップは効果絶大だ。霧恋の番犬としての能力もかなり高いが、西南に対して奥手である事が、警備上の隙すきになる可能性は高いし、何と言っても西南は運が悪いのだ。

「性的な抑よく制せい法はそろそろ考えた方がいいですね」

「あっ、私以前、パーソナルでお相手しましょうか？　と言った事があります」

「ええええええっ!?」

「その時はエルマでしたけれど、ＮえぬＢびーの『友情フォルダー』関連で、そういった話題が出ましたので」

　睨み付ける霧恋に、リョーコはシレッと言った。

「確か瀬戸様も、お局つぼね様達の誰だれかに指導を任せるような事を……」

「クッ！」

　林檎の追おい撃うちに、霧恋の眉み間けんの皺しわが深くなる。

「そんなに腹を立てるなら、さっさと何とかしろよ」

「それとこれとは別よ！」

「西南さんもそういう年とし頃ごろなんですよ。確率の偏かたよりのせいで少し女性に対する耐たい性せい、というか諦あきらめのような意識が強いようですけれど、だからこそ免めん疫えきは全く無いと言えるんじゃありませんか？」

　リョーコの言葉に、全員の視線が霧恋に集中する。

「わっ！……私が!?」

「というより、霧恋さんのお母様が一番の適任のような気が……」

　リョーコの言葉に、玉蓮もが頷うなずいた。

「そっそれは……!?」

　納得できるようなしたくないような、割り切れないといった苦く悶もんの表情をしていた霧恋だったが、それも急に鳴り出した緊きん急きゆうコールの音に遮しや断だんされた。

「はい、正まさ木き霧恋です………」

　しばらく無言で通信を聞いていた霧恋だが、その表情は急に引ひき締しまり、いつもの霧恋の表情となった。

「アイリ様から帰き投とう命令が出たわ。期日は０８０９の１２００よ」

「ずいぶん急ね。三日後だとすると明日あしたには出発しないと」

「指定は到とう着ちやく時間だけよ。守かみ蛇だ怪けの上位超ちよう空間航行を使えば、明後日あさつての朝に出れば余よ裕ゆうで間に合うわ」

「なら明日一日、猶ゆう予よがあるわね」

「私は帰投する必要はありませんので、後の雑務はお任せ下さい」

「お願いします林檎様」

　霧恋達は急いで布団を片付けると、机を出して明日の為の作業を始めた。それは総そう菜ざいやお弁当、店の経営方針に関するマニュアル作りだった。

「西南への連れん絡らくは？」

「明日の朝でいいわ。艦かん長ちようは準備しなくちゃならない事は無いし、天てん地ち君の家は朝が早いから、もう休んでいるわ」

　西南が絡からんだ色いろ恋こい沙ざ汰た関係でなければ、霧恋は実に優ゆう秀しゆうな女性である。キビキビと動くその姿に、雨音達は小さく溜ため息いきを吐いたのだった。




　丁度その頃ころ、美み星ほしの船『雪ゆき乃の丞じよう』は月軌き道どう上で、牽けん引いんして来た交番ユニットを切きり離はなしていた。

「ご苦労様です！」

『じゃあ一週間後、また迎むかえに来ますねぇ』

「ああっ！　もう行っちゃうんですか？」

　美星と話をしてるのは、西南のクラスメイトのケネスとラジャウだ。

『バイバ～イ』

　名残なごり惜おしそうな二人に、美星は手を振ふると通信を切った。

「ああっ、お姉様～～ぁ！」

　消える通信モニターに突とつ進しんしたケネスは、その勢いのまま、地球の見える窓へと縋すがり付いた。だがそこには、すでに美星の船は見えなかった。

「美しいお姉様～～ぁ……どうせならこちらに寄って行って下さ～～い……」

「ケネス君。そろそろ諦めたらどうですか？　旅の途と中ちゆうずっと誘さそっても、全然相手にされなかったんですから」

「だってよぉ……あんな美人のお姉様と知り合えるチャンスなんて、滅めつ多たにないんだぞ。しかも九く羅ら密みつ家のお嬢じよう様さまだぞ」

「まさに『暖の簾れんに腕うで押おし』でしたけれどね。それより夕食は何にしますか？」

　ラジャウはいつもの事とばかりに、実にあっさりしたものだ。

「……何にする？　ったって、日ひ替がわり定食しかないじゃんか」

「メニューはこちらで選んだ物なんですから、希望があるんじゃないですか？　今日はこれが食べたいとか」

　こんな場所では、食事は大きな楽しみの一つだ。だからここでの食事は、出発前に任務日数分と予備分をリストの中から選べるのだ。もちろん栄養バランス等の規制はあるが、その組み合わせ内であれば、一食内の主菜、副菜、デザートの全てを日数分、指定する事も可能なのだ。それが面めん倒どうならば、個人の好みはデータとしてあるので、ランダムに自動で選ぶ事も出来る。

「ケネス君だって、全部自分で選んでいたでしょう？」

「それにしたって、ＧＰ指定のメニューからしか選べないじゃないか！　俺の愛すべきジャンクフードはその中には無いんだぞ！　こんな辺境の未開惑わく星せい上じゃあ、非番に遊びに行く訳にはいかないし……」

「ハハッ！　まさか地球赴ふ任にん申しん請せいが受理されるとは思いませんでしたね」

「……半分冗じよう談だんだったんだけどなぁ」

「西南君のチームメイトだったのが考こう慮りよされたんでしょうね。でもあの星が伝説の地球なんですね」

　ラジャウは地球の姿に見入った。普ふ通つうでは見る事の叶かなわない、特別保護の星だ。

「観光も出来ないんじゃなぁ。ったく一週間、何を楽しみに生きていけばいいんだ？」

「超空間通信によるネットには繫つながるんですし、娯ご楽らくならいくらでもありますよ」

「引き籠こもりのニートじゃあるまいし、そんなもんじゃあ、この滾たぎる若さを発散出来ないんだよぉ」

　ケネスは人前では出来ないような、手を揉もみ、腰こしを前後に動かす仕草をした。性処理用のアイテムは、未成年は規制される。少なくともケネスのコレクションは見つかれば即そく時じ没ぼつ収しゆうものだ。

「ボクもアカデミーでは未成年扱あつかいですからね。でも派は遣けん任務地の中には、最果ての流る刑けい地のような場所で、一年過ごすというものもありますからね。それに比べれば遥はるかにマシですよ」

「ここだって似たようなものだ！」

「フッフ……そんな事はありませんよ。地球の電波通信を傍ぼう受じゆしますか？　初期デジタル段階のＴＶとかも見られますよ」

「一週間しか居ないんだぞ。連続番組は意味無いし……」

「何を言ってるんです？　ここの放送ならプロテクトがかかっているような番組でも、見られるんですよ」

　それは年ねん齢れい制限がかかっている番組を視し聴ちようできるという事だ。成人向けの映像というものは、ＣＧ技術のように撮さつ影えい技術の程度にはあまり影えい響きようしない。同じヒューマノイドタイプである以上、やる事は同じだ。

「しかもこの近きん距きよ離りなら、地上の様子を見るには十分ですし、何より視覚プロテクトがありませんから覗のぞき放題！」

　宇宙の技術ならば、月の衛星軌道上から地球上の人間の細部まで見る事は容易たやすい。黒電話と同じように、音おん響きよう振しん動どう波から映像を構築する事も簡単なので、たとえ建物の中の様子であろうとも映像化が可能だ。

「おおおおっ！」

　つまりいつでもどこでも誰でも覗きたい放題、なのである。ケネスとラジャウはお互たがいを見てニヤッと笑った。

「さあケネス君！　タップリ栄養を蓄たくわえて、今晩に備えましょう！」

「そうだなラジャウ君……よし！　俺が選んだのは三日寝ねずに決めた、渾こん身しんの選せん択たくによる特別メニューだ。ランダムに選んで持って来てくれたまえ！」

「ははっ！」

　ケネスとラジャウは初めてエロ本を手に入れた中学生のように、浮うかれ気分で食事の用意をした。そして食事を終え、勤務時間が終わるのを気もそぞろに待っていた。

「なあラジャウ。あの時計、壊こわれてるんじゃないか？」

「ハッハッハ！　ケネス君、地球は逃にげたりはしませんよ」

「絶好の覗きポイントは逃げるかもしれないじゃないか！」

「ケネス君、あそこには六十億人以上住んでいるんですよ。絶好のポイントなどいくらでもありますよ。それにここの任務は始まったばかりですよ」

「フッ……それもそうだな。俺とした事が……」

　確かに地球には何のプロテクトもシールドもかけられてはいない。だがそれを見る為ための機器類にプロテクトをかけられているという事実を、浮かれ気分の彼らが知ったのは約二時間後の事であった。

「早く非番にならないかなぁ……」

　さて、二人の悲劇は二時間後の絶望だけでは無い。研修中のアカデミー生をたった二人で放置するなど有り得ない。当然、勤務中の二人は教官によって監かん視しされ、今のにやけきった、みっともない顔と会話は、しっかりと公式記録されているのである。まあ見ている教官達も学生時代に似たような経験をしているので、警告を受ける事無く、温かく見守ってくれているのが不幸中の幸いであった。







　柾木家の朝、白々と夜が明けた頃、西南は大きく伸のびをしながら目を開けた。

「んっ……ん～～～っ…………ん??」

　だが何か明らかな違い和わ感かん。寝ね相ぞうが悪く、何度も寝ね返がえりを打った挙げ句まとわりついた布団のような、だがそれは明らかな肌はだの感かん触しよく……しかもふっくらとゴム鞠まりのような……。

「うっ！　うわああああっ！」
















　天地の部屋に、西南の叫さけび声が響ひびく。

「なっ！　どうしたんだ西南く………ん??」

　ベッドから飛び起きた天地は、一いつ糸しまとわぬ全ぜん裸らの美星に抱だき枕まくらにされている西南を見て固まった。柾木家女性随ずい一いちの豊満なプロポーションの持ち主、美星の艶あで姿すがたに顔を赤らめた天地は、すぐにサッと視線を逸そらすと、急いでドアの方へと向かった。

「せ、先せん輩ぱい助けて！……って、先輩!?」

　助けを求める西南を無視し、天地はさっさと部屋を飛び出して行った。

「せっ先輩～～ッ！」

　助けを求める声も空むなしく、天地の足音は階下へと去って行った。しかしそれは自分では手に負えないこの状じよう況きように、一番、相応ふさわしい助すけっ人とを呼びに行く為だったのだ。

　少しの間の後、タタタッと軽快なステップと共に、ノイケが部屋に乱入して来た。

「美星ィ～～～!!」

　いつも穏おだやかなノイケにしては珍めずらしい怒ど号ごうを上げ、美星のテンプルに容よう赦しやのないパンチを叩たたき込んだ。

　ズドムッ！　西南の内臓にまで響く重低音の震しん動どうと共に、美星の拘こう束そくが少し緩ゆるんだ。そしてノイケはあっという間に美星の手足を解き、西南から引ひき剝はがしたのだ。

　　　　×　×　×

「ご、ごめんなさ～～い」

　廊ろう下かに点々と散らばっていた下着や服を着た美星は、西南の前に正座をして情け無さそうな声で謝っていた。西南はタオルケットで前を隠かくしながら、タンクトップからこぼれ落ちそうな胸に困こん惑わくしつつ、美星を見ていた。

「ったく、あんたは……何な故ぜこんな事になったの？」

　美星の横で仁王立ちのノイケは、悪戯いたずらをした生徒を叱しかる教師のような顔で、美星を見下ろしていた。

「ええええっと……、昨夜、研修の子達を送った後、ここに帰って来てぇ。魎りよう呼こさんから西南君が来ているぞって聞いたから、これはお母様もお世話になっている事だし、ご挨あい拶さつをしなくちゃ、って思いましてぇ……」

「西南さん。ちょっと長くなりますが、我が慢まんして下さい」

「それはもう」

　股こ間かんの生理現象が収まる時じ間かん稼かせぎが出来るのならば、長話結構！　である。

　結局、要約すると───西南に挨拶に行く前に、お風ふ呂ろに入って身み支じ度たくを調ととのえようと、服を脱ぬいでいたら、天地の部屋の電気が蛍けい光こう灯とうから豆電球に変わったので、これはいけないと、慌あわてて脱いだ服を持ったまま、天地の部屋に行こうとした途中、あちこち蹴け躓つまずいて服を落としつつ、何とか天地の部屋に到とう着ちやくしたら、二人は就しゆう寝しん中。起こそうかどうしようか迷っていたら、母親に西南の五分刈がりが気持ちいいと聞いた事を思い出し、ちょっと触さわったら、ああ手触りがジョリジョリと気持ちいい。ナデナデと夢中になっていたらいつの間にかウトウトとして来たので、よっこらしょと横になったら眠ねむっていた、という訳だ。と、ここまで約三十分の長話だったが、おかげで西南は準備万ばん端たんとなった。

「全く貴女あなたという人は、困ったものね。ほら西南さんにもう一度謝りなさい」

「ごめんなさ～～い」

「いいんですよ。まあ何というか……美み兎と跳とさんで慣れていますから」

「くすっ。そうですね」

　怒おこっていたノイケも、西南の言葉に吹ふき出してしまった。

「それにしてもノイケさんは、美星さんにはちょっと厳きびしいんですね」

「そっ、そうですね。実は私は美星とは同期で、瀬戸様の養女に入る前の、ＧＰ二級刑けい事じの頃ころは、彼女とコンビを組んでいたんです。だからつい、きつくなるんですよ」

「それは……なるほど、大変だったんですね」

「お互いに」

　美星と美兎跳、困った親子に翻ほん弄ろうされる者同士、お互いの苦労を一いつ瞬しゆんで分かり合ったのだった。男同士ならガッシリと友情の握あく手しゆか抱ほう擁ようをしてるところだ。

「ではそろそろ下に降りましょう。朝食の用意をします」

　ノイケはサッと西南の使った布団を、そのままベランダに持って行って干すと、天地達と共に階下に降りて行く。

「ノイケさん……美星さんのお母さんって、話には聞いていますが、そんなに美星さんと似ているんですか？」

「ええ天地様。あのままというか、霧恋さんと月湖さんのような感じです」

「……よく分かりました」

　ノイケと天地の会話を聞いていた西南は、ノイケのあまりに的確な例たとえに、頷うなずきながら一階に降りた。

「あらぁ～～。西南ちゃんだぁ」

　と、その瞬しゆん間かん、聞き慣れた声に顔を上げた西南の目の前には、噂うわさの主、美兎跳が立っていたのだ。

「みっ美兎跳さん!?」

　さすがにこの出会いには啞あ然ぜんとなった。もちろん美兎跳が神しん出しゆつ鬼き没ぼつである事は知っているが、まさか地球の柾木家に現れるなどとは想定外だ。唐とう突とつな出現に棒立ちとなっている西南の隙すきを突つくように。美兎跳はサッと西南に抱き付くと、頭の五分刈りを気持ち良さげに撫なで始めた。

「あっ、お母様だぁ！」

「美星ちゃん、久しぶりィ」

　美兎跳は西南を抱かかえたまま、抱き付いて来た美星を受け止めた。ナイスバディ親子の、ふくよかな胸にサンドイッチされた西南は、手足をバタバタとさせていたが、次第に呼吸困難となり痙けい攣れんを始めた。

「ほれ、西南殿どのが大変だよ」

　横にいた鷲羽わしゆうは、さすがに見かねたのか、西南の手を強引に引っ張った。ズボッという音と共に助け出された西南は、ゼイゼイと息を荒あらげ、酸素を肺一いつ杯ぱいに取り込んだ。

「あの何故、美兎跳様がここに？」

　慌てて西南に駆かけ寄よったノイケは、西南の背中をさすりながら鷲羽に尋たずねた。

「私の研究所でウロウロしてたんで連れて来た」

「もしかして……掃そう除じ中で？」

　と、ノイケは鷲羽が後ろ手に箒ほうきを持っているのに気付いた。

「まあね」

　苦笑する鷲羽の持っている箒に、そっと美兎跳は手を伸ばす。しかしその手が箒に届こうかという瞬間、鷲羽はサッと箒を移動させた。

「私の箒ィ～～～」

「ほれ、代わりにこれでも抱だっこしてな」

　鷲羽は西南の手を取ると、ノイケから引き剝がすように美兎跳の方に放り投げた。

「私の箒ィ～～～」

　涙なみだ目めでそう言いつつも、美兎跳はしっかりと西南を抱えると頭を撫でている。箒を取られた悲しさを西南の五分刈りで癒いやしているのだ。

「あの人が美星さんのお母さんですか……。なるほどよく似ていますけど、でも掃除中とか箒って何の事です？」

　唐突な出来事に少し離はなれた所で見ていた天地は、ようやく安全と判断したのかゆっくりとノイケに近付いて来た。

「美兎跳様は掃除に夢中になると、どこにでも入り込んでしまうらしくて、時には数十光年先で見つかった事もあるんです。何をどうすればそうなるのか全く原因不明で、閉じ込めていてもいつの間にかいなくなるので、とにかく箒を取り上げるしか無いんです」

「…………まあ、美星さんのお母さんらしいというしかないですね」

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない事実だが、普ふ段だんの美星の行動を見ていれば、有り得ない話ではない。その予備知識がノイケの言葉を受け容れさせた。

「ああっ、いけない！」

　ノイケは朝食の用意を砂さ沙さ美みに任せたままだという事を思い出し、慌てて台所へと向かった。その時、美兎跳に抱きかかえられている西南に、霧恋からのコールが入った。

「あっ、はい西南です…………はい、はい」

　しばらく相づちを打ちつつ聞いていた西南は、数分後、通信を切った。

「アイリ殿からの帰投命令かい？」

「えっ？　何故それを？」

　鷲羽の言葉に驚おどろいたのは、西南だけでなく天地もだった。天地は急いで台所に入って行くと、ノイケと何やら相談を始めた。

「守蛇怪の整備が今朝終わるって、言っておいたからね。多分呼よび戻もどされるだろうって思っていたのさ」

「そうですか……それで、守蛇怪に異常とかはありませんでしたか？」

「西南殿のおかげで貴重なデータがたくさん採とれたからね。それの改良点は全て盛り込み済みさ。稼か働どう効率は十五パーセントほどアップしているから、上位超ちよう空間航行も前よりはスムーズだよ。後は……」

「あのっ！　上位超空間航行って……まだ一いつ般ぱんに知られてはいけないんですよね？」

「おや、持つ者のジレンマってやつが聞きたいのかい？　まあ初心者なら誰だれしもかかる、はしかみたいなもんだからねぇ」

　鷲羽は台所で朝食の用意を見ている福ふくの方をチラッと見た。

「それに関しちゃあ、明確な答えは誰も持ってはないよ。と言うより、それぞれの中にしかないのさ。誰を助けて誰を見捨てるか……その基準は人それぞれだからね。まあ好きにやりなよ。尻しり拭ぬぐいならこちらでするさ」

「結局、それしかないんですね」

「まっ、その為ために、私が見捨ててもいいと思う連中が、苦しんだり死ぬかもしれないけれど、それは西南殿が気にする事じゃないからね」

　鷲羽はとんでもない事をサラリと言った。つまり西南の行動次第で、その人数が変わるという事だ。

「じっ自重します」

「常に自問自答して必ず答えは出すんだよ。毎回答えが違ちがっても気にする事はない。毎回状じよう況きようには差さ違いがある。同じ公式であろうとも、当てはめる数値が違えば答えは変わるんだからさ。慣れってやつが一番恐おそろしい……まあ、そいつは西南殿が一番知っている事だろうけどね」

「分かりました。助言、ありがとうございます」

「それから守蛇怪には、今後のデータ採集の為の機材も組み込んだから、こちらで常時モニターをする事になるけど、構わないよね？　もちろんプライベートは守るよ」

「はい。お願いします」

　何か異常があればすぐに対処が可能ならば、福の為にはその申し出は有り難い。

「後は……そうそう、こちらで不要になったけど、そちらで使えそうな物を放り込んどいたから、気が向いたらいろいろと見てみ」

「そういえば以前、リョーコさんが嬉うれしそうに、宝の山の不法投とう棄き状態だって言ってましたけど……」

「クックック！　その表現はなかなか言い得えて妙みようだねぇ。まあ楽しんでおくれよ」

「みんな！　朝食の用意が出来たよ」

　鷲羽との話が一段落ついた所で、砂沙美が味み噌そ汁しるの鍋なべを持って元気に出て来た。砂沙美のその明るい声は、少し暗くなった気分を晴れやかにしてくれる。そしてそれを合図に、美星や鷲羽の被ひ害がいを避さけようと隠かくれていた、魎呼と阿あ重え霞かが姿を現した。




「はあ……」

　通信を終えた霧恋はこめかみを押さえて小さく溜ため息いきを吐ついた。

「ん？　どうしたんだ霧恋、頭なんか抱えてさ？」

「美兎跳様が天地君の家に現れたそうよ。一応、箒を取り上げて柾木家で預かっていてくれるそうだから、明日あした、一いつ緒しよに連れて帰る事にするわ」

「やれやれ。美兎跳様なら有り得る話だけれど……それでもどこをどうすりゃ、地球の柾木家に来られるんだろうねぇ？」

「とにかく西南ちゃんは、今日は帰って来るそうだから、明日みんなで柾木家に行って守蛇怪を受け取って帰投するわよ」

「了りよう解かい」

　霧恋と雨音は書類の束を抱えて、客間から居間へと移動した。

　　　　×　×　×

「本当に大だい丈じよう夫ぶかい？　昨夜は寝ねていないんだろ？」

　霧恋に渡わたされた電話帳のような分厚いマニュアルを見ながら、今日きよう子こと北ほく東とは霧恋達の顔をマジマジと見つめた。だが霧恋達に疲ひ労ろうの色は全く見えない。

「それにしても急な事だねえ……まあ仕事じゃ仕方ないけど、結局、ウチの為に忙いそがしい思いをさせちまっただけだったねぇ。ごめんよ」

「いいんですよ。もともとみんな、西南ちゃんのご家族に挨あい拶さつをするのが目的でしたし、何より楽しんでましたから」

「十分、お金を取れる仕事なんだよなぁ……どうしたものか」

　北東の心配は税務関係の問題だ。ちょっとした手伝いレベルならば問題は無いが、あまりにも高度な仕事に、霧恋達の扱あつかいをどうしたらいいか思案しているのだった。

「それは、ぜひこちらにお任せ下さい」

「そ、そうですか。林檎さんがそう仰おつしやるのならお任せします」

「ありがとうございます。それから今日は夕方にも、以前お話ししたセキュリティの人間と経理のアドバイザーを呼んでありますのでお引き合わせします」

「本当に何から何まで済まないねぇ」

「お気になさらないで下さい。こちらも西南様に憂うれい無く、お仕事をしていただく為ですから」

「さあみんな。今日は忙しいんだから急いで」

「了解！」

　霧恋の号令で、全員が小気味よく頷うなずいた。何しろ今日一日で仕事に一応のケリを付けねばならないのだ。




「西南君、帰投命令が来たそうだけれど、今日は実家には帰るんだろ？」

「はい。まあさすがに今日くらいは……。明日の朝、ここから出発します」

「じゃあ明日の朝は慌あわただしくなるね。やはりお昼しかないか……。ねえ西南君、お昼はウチで食べて行ってよ。いつもの鍋なべにしようと思うんだ」

「先せん輩ぱいの家の鶏とり鍋ですか？」

　西南はパッと顔を輝かがやかせた。先程ノイケと相談していたのはこの事だ。

「もう圭けいおばさんには、鶏肉を頼たのんであるんだ。こんな事しかしてあげられなくて悪いんだけど……」

「地球に帰って来たら、一番食べたいと思っていたんですよ。嬉しいなあ」

「そう言ってくれると張り合いがあるよ。じゃあ、ちょっと畑に材料を取りに行って来るよ。待ってて」

「ああっ、俺も行きます！」

　西南は駆かけ出した天地の後を追った。




「ええっ!?　ネージュちゃん、もう帰っちゃうの？」

　食後の麦茶を飲みながら、吉よし子こは驚いたようにネージュの顔を見た。

「うん。急にお仕事が入っちゃって、明日の朝には帰らなくちゃならないの。ごめんね」

「そっか……それで霧恋さん達、もうお店に……」

　吉子とネージュが起きて来た時には、既すでに霧恋達と父親は店に出ていた。母親だけは吉子達に事情説明と朝食の世話をするために残っていたのだ。

「でも仕事なら仕方ないよね。だったら、ちょっと外に出ない？　私の友達がネージュちゃんのお話を聞きたいって言ってるの」

　何しろ西南が連れて来た女性達は、都会から来た美女という触ふれ込みだ。吉子の友達は最新のファッションや都会の話を聞けるのではないかとウズウズしているのだ。

「私の？　でも私は家からあまり出た事はないから、霧恋さん達のような話は出来ないけど、いいの？」

「霧恋さん達の事を聞きたいって、言ってるから大丈夫よ。もちろん教えられない事はダメって言ってあるから」

「じゃあいいわよ」

「吉子、あまりネージュちゃんを引っ張り回して、疲つかれさせちゃダメよ」

　吉子達の食器を片付けながら今日子は呼び止めるように言った。何しろ遠くに帰るのだから、移動だけでも疲れは溜たまる。その上、帰ってすぐに仕事なのだ。

「分かってる。お家でお話しするだけだから。じゃあ行こう！」

「鍵かぎを忘れないで！　お昼にはお客様がいらっしゃるから、一度、戻って来るのよ！」

「うん！　分かったぁ！」

　霧恋達と同様、一日しかないとなれば、時間を無む駄だには出来ない。吉子はネージュを連れて、鉄てつ砲ぽう玉だまのように飛び出して行った。







「天地ちゃん！」

　居間にある縁えん側がわから家を覗のぞき込んだ圭が、声をかけた。隣となりにはその娘むすめ、かすみと孫の太た老ろうが一緒だ。急いで畑を往復して、奥の食事の間で西南とくつろいでいた天地が駆け寄よる。

「圭おばさんに、かすみさんも、こちらに来てたんですか？　連れん絡らくをくれれば取りに行ったのに」

「なあに、西南ちゃんの顔が見たくてね」

　圭は天地に大きな包みを渡すと、西南に手を振ふった。

「にゃんにゃん！」

　と、かすみに抱だっこされていた太老は、ソファーの所で遊んでいた福の姿を見るなりサッと手を伸のばした。もちろんかすみに抱かかえられている所からは届くはずもないが、福は驚おどろいたように魎りよう皇おう鬼きの後ろに隠れ、魎皇鬼は福を庇かばうような体勢をとった。何しろ魎皇鬼は太老に以前、尻尾しつぽを摑つかまれて遊ばれた挙あげ句く、おしゃぶりにされた事があるのだ。

「にゃんにゃん！」

「ダメよ太老。にゃんにゃん、驚いてるでしょう？」

　かすみは太老の手を押さえ、魎皇鬼と福を安心させるように微笑ほほえみかけた。

「お久しぶりです。圭おばちゃん、かすみさん。太老君、大きくなったね」

「西南ちゃんも見み違ちがえたよ。月湖さんに聞いた通り、大人っぽくなったじゃないか。何やら、えっらい別べつ嬪ぴんさんと一緒に帰って来たんだって？　海かい君があちこち、吹ふい聴ちようして回ってたよ」

「……俺の同どう僚りようで、いろいろとサポートしてくれてる人達なんです。お店の手伝いが一段落ついたら、ちゃんと紹しよう介かいしようと思ってたんですけど、急に帰投命令が出ちゃって」

「仕事じゃ仕方ないわ。また会えるわよ」

「いらっしゃい」

　圭達の声を聞きつけたノイケと砂沙美が、急いでお茶の入ったポットとグラスを持ってやって来た。ノイケは天地から鶏肉の包みを受け取ると、再び台所へと戻もどって行った。

「立ち話も何ですから、上がって下さい」

「じゃあお邪じや魔まするよ」

　天地に誘さそわれ、圭達はそのまま縁側から居間へと上がった。

　　　　×　×　×

「にゃんにゃん」

　居間のソファーに座った天地達は、Ｂ型魎皇鬼と福を抱っこしたそうに、手をパタパタさせている太老を微笑ましく見ていた。

「あらあら～～、可愛らしい」

　話し声で気が付いたのか、鷲羽の研究所のドアから顔を出した美兎跳が、太老の姿を見つけて出て来た。

「天地ちゃん、この方はもしかして……？」

「美兎跳といいます。いつも美星がお世話になっています」

「まあまあ、やはり美兎跳様でしたか。こちらこそ娘さんにはいつも、気にかけていただいて……」

「こちらこそ。ねえ坊ぼうや、お名前は？」

　挨拶もそこそこに、待ちきれないといった感じで、美兎跳は太老の頰ほおを突つついた。こうなるともう母親同士、阿あ吽うんの呼吸だ。一気にうち解け、

「太老といいます。歳は一年と三ヶ月程です」

　かすみは太老を美兎跳に渡した。

「そう～～。可愛～～い」

　美兎跳は受け取った太老を大事そうに抱えた。その眼はいつもの美兎跳とは違ちがい、落ち着いた母親そのものの目だった。

「にゃんにゃん」

　太老も美兎跳が気に入ったらしく、抱っこされても嫌いやがる事無く、魎皇鬼や福の方を指差した。

「そうねぇ、にゃんにゃんねぇ」

　太老が抱っこされているのに安心した魎皇鬼や福は、テーブルの上で太老を見て尻尾を振っている。太老もそれで満足してるようで、手を伸ばそうとはせず、大人しく美兎跳に抱っこされていた。

（……ふう。太老ちゃんのおかげで助かったわ）

　その様子をこっそりとドアの隙すき間まから見ていた鷲羽は、そう呟つぶやいた。何しろついさっきまで美兎跳は、箒ほうきを返して欲しくて欲しくて、鷲羽の後をカルガモのヒナのように追いかけて追いかけて追いかけ回していたのだ。

（これでようやく仕事に戻れるってもんだ）

　鷲羽は音を立てないように、そっとドアを閉じた。

「そういえば天てん女によ様からいろいろと活かつ躍やくは聞いているわよ、西南君」

「かすみさんは天女姉ちゃんの事を知っていたんですか？」

「正木の女性達の取り纏まとめ役、本家のトップだもの。当然、知っているわ。本来なら勝かつ仁ひと様の奥様がそうなるんだけれど、あの方は余よ所その人だし、玲れい亜あさんもそうでしょう？」

　アイリは立場が特とく殊しゆすぎるし、玲亜は信のぶ幸ゆきが柾木の婿むこ養よう子しである為ため、本家の流れからは外れているのだ。そうなると一番年長は天女となる。もちろん正木の男性の取り纏め役は、勝仁だ。その次は順当に行けば天地だが、勝仁の指名があれば信幸がそうなる事も可能だ。

「西南君については、天地君と違って、純じゆん粋すいな地球人でしょう？　だからもう会えないものだと思ってらしたから、本当に喜んで、会合の度たびにアカデミーでの話をいろいろと聞かされているのよ」

「そ、そうですか」

　何やら嬉うれしいやら恥はずかしいやらだ。何しろ出会った時に泣いてしまった事も記き憶おくに新しい。

「西南君の近きん況きようは、俺も姉さんから教えて貰もらっているなあ……後は、ノイケさんが霧恋さんと親しいから、そちらから時々ね」

「そ、そうですか……いろいろと気にかけていただいて、嬉しいです」

「みんな西南ちゃんの事が好きなんだもの、当然よ」

「あ……ありがとうございます」

　月湖に限らず、正木の人達はみんな西南の親しん戚せきのようなものなのだ。

「ねえ西南ちゃんは、将来、どうするか考えている？」

「具体的には別に……。一応、ＧＰの囮おとり課で仕事をする事になると思いますが……」

「質問の仕方が悪いよかすみ。つまりだね、将来、どこに住むのかって事だよ。ＧＰなら本来、数年はチーム単位での人事が基本だけど、西南ちゃんはもう専門職に就ついちゃう訳だろ？」

　ＧＰ隊員は最初は見習いだ。将来的には本人の希望や適正に合わせて、部署を選び、チームは解散となるが、最初の数年、時には十年以上、ただの平隊員としてチームメイトを一単位として各部署に配属される。

「そうなると住む場所も、ある程度考こう慮りよされる。中には家族を持つ人だっているから、いつまでも寮りよう生活って事はないからね」

「圭おばちゃん、詳くわしいですね？」

「私だってＧＰ隊員だからね。これでも宅配部門の地球支部部長なんだよ」

「えええええええええっ！　じゃあ上官っ？」

　西南は慌あわてて立ち上がると敬礼をした。

「あはははっ！　正木の村には結構多いよ。宅配部門に美兎跳様と同じ清せい掃そう課、警備部門の非常勤隊員とかね」

「しっ、知らなかった……」

「もちろんリタイアして帰って来た者もいるけど、たいていは何らかの役職を持っているんだよ」

「畑仕事や鶏を飼うのが本職じゃないんですね」

「天地ちゃん……美星さんやノイケさんだって、他に仕事を持ちながら、家事や畑仕事をしてるだろ？　それと同じだよ。正木の村にも、いくつか空き家はあるけど、そこにはちゃんと帰って来る人が居るんだ……だからさ、西南ちゃんも将来、正木の村に生活のベースを持たないかって事さ。もちろんアカデミーやその他にも家を持つのだろうけどね」

「ここに……俺の家を、ですか？」

「そういえば西南君の守蛇怪は、皇おう家けの船と同じく居住空間があるんだろ？」

「えっ？　ええまあ、えらくだだっ広い、何百万人住めるんだ？　ってやつが……」

「それなら仕事に都合のいい、ＧＰのドックに停てい泊はくさせれば、家なんか持つ必要はないんじゃないかい？　もちろんここに永住しろって訳じゃないんだよ。ただね……西南ちゃんに、この村の事を忘れて欲しくないだけなんだよ。あんたは、ここの村の子も同然なんだからね」

「!!」

　西南は圭の言葉が、泣きだしそうになるくらい嬉しかった。ずっと見守っていてくれた皇家の樹、『船ふな穂ほ』の存在。兄弟同然の天地を始めとした柾木家の人達。ずっと慈いつくしんでくれた正木の村の人々。懐なつかしい谷の風景。そして西南自身、ここに帰って来て感じた、ここが自分の故郷だという思い───ならば圭の提案を断る理由などない。

「分かりました……。俺、いつかきっとここに帰って来ます」

　それが数年に一度、数十年に一度であろうとも、自分の故郷、心の根っこはここに在るという事実を確信した。

「ミャア」

　福は西南を見上げると嬉しそうに鳴いた。それは西南の決心を、支持し祝福してくれているようだった。福だってある意味ここは生まれ故郷なのだ。

「天地様、お昼の仕込みが済みましたよ」

　話に決着がついたのを見て取ったノイケが話しかけた。

「ありがとうノイケさん。圭おばさんもかすみさんもよかったら食べて行って下さい。西南君の送別も兼かねているんです」

「そういう事ならお呼ばれしようかね？」

　圭の問いにかすみも頷うなずいた。

　　　　×　×　×

　柾木家の鍋なべ奉ぶ行ぎようは天地だ。もちろんノイケも砂沙美も美お味いしい鍋を作る……いや、ある意味天地以上の物を作れるだろうし、下したごしらえはノイケ達が調理するため、厳密には天地の味とは違うが、柾木家の鍋は、家長である天地が仕上げる決まりなのだ。

　天地は慎しん重ちように食材の配置を考えつつ、並べて行く。そして昆こん布ぶで取っただし汁じるを注いでカセットコンロの火をつける。そこに居る全員が無言でそれを見ている。天地は鍋の沸ふつ騰とう音で具材の状態を見極めている。その集中力は緊きん張ちよう感かんを生み、その雰ふん囲い気きを壊こわすまいと周りの者達は黙だまって天地の手順を見守るのだ。

「さすがは親子……あの感じは清きよ音ね様にそっくりだねぇ」

　太老はさすがに黙ったままという訳にもいかないので、圭とかすみは太老を連れ、少し離はなれた場所で見ていた。

「清音姉様は鍋に関しては、この比じゃなかったわよ。マジで鬼おにだったわよ鬼。信幸さんなんか、ああいう緊張感に耐たえられない人だったから、よく冗じよう談だんを言っては家の外に叩たたき出されてたでしょう？」

「そういや、そうだったね」

「そのうち、食事時に信幸さんが外に出ている時は、ああ、清音姉様の家は今日は鍋なんだなって分かったもの」

「不ふ憫びんな話だねぇ……」

「でも、そんな事を感じさせないのが、あの人の取り柄えよね」

　信幸は基本的に楽天家だ。例えは適切ではないかもしれないが、オッサンになった魎皇鬼、といった感じだ。

「さすがに清音様が逝いかれた時は、見ていられなかったけど……。玲亜ちゃんのおかげだよね」

「そういえば、そろそろ臨月よね？　玲亜さん」

「男の子だそうだよ。でもねえ……」

「まさか玲亜さんがこの世界の……！」

　かすみは天地が居るのを思い出して声を潜ひそめた。

「男の子という事は、生まれて来るその子は、向こうに？」

「十五になるまでに、出来るだけの教育はするみたいだよ。少なくとも、どこでも生きていけるようにはさ。鷲羽ちゃんにも協力を頼たのんだそうだから……」

「……向こうに行く前に、無事に成長出来るといいわね……その子」

「よし！　ＯＫだ」

　天地の声に、圭とかすみはテーブルへと戻もどって行った。

　天地の鍋は夏場には、タレのポン酢ずをみぞれ状態にして食べる。追加のタレは凍こおらせておき、かき氷状態にして冷たさを保つのだ。

「ああっ……地球の鶏とり肉にくは久しぶりだぁ」

　西南はタレを付けた鶏肉を嚙かみしめる。鶏肉の繊せん維いは少し嚙むとバラバラにほぐれて行くくらい煮に込こまれている。野菜もほどよく煮え、どれも甘みがあって絶品だ。

「西南君、そっちに鶏肉はないの？」

「……う～～ん。よく売っている物の中には無いんですよ。霧恋さんが、たまに取り寄せてくれる物も、ちょっと違ちがうかなって感じで……」

「あの、鷲羽ちゃん。向こうには鶏肉はないんですか？」

　知識の広さではやはり鷲羽が一番だ。それに地球の鶏にわとりの事もよく知っている。

「ん？　ああ、こいつに似た肉質の物なら……」

　鷲羽は鶏肉を嚙みしめながら思案する。

「ああっ、鶏肉って言えば、ＧＰアカデミーの寮りように行く時に、変な鶏のような化け物に襲おそわれちゃって、危うくそいつのヒナの餌えさにされちゃう所だったんです」

「大だい丈じよう夫ぶだったの？　西南君」

「それが運良く、巣の素材になってた武器みたいなのがありまして……」

「それでやっつけた？」

「いえ、触しよく手しゆみたいな物であっさりと取り上げられちゃいまして」

「…………そ、それで？」

　何やら妙みような漫まん才ざいのような問答になり、天地は困ったように聞き返した。西南がここにいる以上、無事だったのは間ま違ちがいない。

「そいつが取った武器が暴発して助かったんですが……その後もいろいろあって、結局、ＧＰの人に助けて貰ったんです。で、その人が言うには、そいつが珍めずらしい重要保護の実験動物で、アカデミー三大珍ちん味みの一つらしく、かなりの高値で売れたんです」

「クックック！　西南殿どのそいつを食べてみたのかい？」

　話を聞いていた鷲羽には心当たりがあるのだろう。おかしさを必死で我が慢まんしていた。

「あっ……いえ。さすがに目の前でミンチになったのを見せられると……」

「そりゃ残念。そいつが肉質的には、一番、こいつに近いんだよ」

　と、鷲羽は取り皿の鶏肉を箸はしで持ち上げた。

「そっ、そうなんですか？………でも、食しよく欲よくの湧わかない面相だったし、それにあんな高値じゃ気軽に食べられませんよ」

「そこなんだよねぇ。でもこいつは地球じゃ気軽に食べられるもんだ。だったら向こうに持って行けば、儲もうかると思わないかい？」

　鷲羽はそのような類似品や偽にせ物もの商売が趣しゆ味みなのだ。その話をする彼女の顔は、時代劇に出て来る、悪徳商人そのものだった。

「まあ、宇宙で鶏肉が食べられるなら……」

「西南お兄ちゃん、西南お兄ちゃん。鷲羽お姉ちゃんは儲けるつもりなんだから、結局、それなりの値段がすると思うよ」

　砂沙美は西南の袖そでを引っ張りながら忠告した。

「西南ちゃん。時々でよかったら、こちらから直接送ってあげるよ」

「ほ、本当ですか圭おばちゃん？」

「それとも、いっその事、西南ちゃんの船の中で飼っちゃどうだい？」

「……今度霧恋さんと相談してみます」

　宇宙でも鶏肉が食べられるのは嬉うれしい。水みず炊たきはもちろん、蒸し鶏に照り焼き、チキンカレーに唐から揚あげだって忘れてはいけない。ちなみに西南は鶏の唐揚げを味付けしない方が好きである。鶏の繊せん細さいなお肉に、変な味付けをされては台無しだ。

　海などは更さらに過激な意見の持ち主で、特に醬しよう油ゆだのガーリック味などは、一度冷めて再加熱をすると、油を吸った衣と相まって臭くさみも強くなる。よくもまあそんな無神経な事が出来るものだと、切々と語り始めるのだ。そして、きっと味覚障害か惰だ性せいで作るアホウな料理人の手て抜ぬきの産物に違いない、と結論付けるのである。西南も概おおむねその意見には賛成だ。衣は薄うすめで醬油やポン酢、ソース、塩とその時々の気分で味を変えられる方がいい。時には味付け無しでも十分に美味しい。

「そういえば、天地先せん輩ぱいはササミカツにチーズを挟はさむのが嫌きらいでしたね？」

「と……唐とう突とつにどうしたの？」

「あっ、いえ……鶏肉を送ってくれるって聞いて嬉しくて、どう調理してもらおうかと考えていたら、つい……」

「まあ鶏肉というのは淡たん泊ぱくな物だから、そうやってコクを加えたい気持ちは分かるけれど……やっぱり鶏肉自体の味は損なっているような気がしてね。それより、次を作るから中の物を浚さらってくれるかい？」

「あっ、はい」

　西南は鍋に残った野菜や鶏肉を取ってだし汁だけにした。こうやって大きな土鍋二つを使って二度鍋を作った後、生み立ての鶏けい卵らんの雑ぞう炊すいで締しめたのだった。

「あ～～～お腹なかいっぱい」

「フミャ～～～ン」

　西南はソファーにもたれ掛かかって満足げに目を閉じた。福も同じような格好で西南の膝ひざの上で寝ね転ころがっている。

「もう動きたくないけど、帰らなくっちゃな」

　その場の片付けが終わり、一段落着いたのを確認してそう言うと、西南は勢いを付けて立ち上がった。

「じゃあ私らもお暇いとましようかね」

　圭とかすみも腰こしを上げた。

　　　　×　×　×

「明日あしたまた来ますから。それから、お願いですから！　美兎跳さんは絶対に掃そう除じを諦あきらめて下さい。でないとまたお父様に叱しかられますよ」

「ふぁ～～い、分かりましたぁ……」

　美兎跳は西南に睨にらまれ、しょぼんとなった。もちろん西南の五分刈がりを撫なでるのは忘れていない。

「明日お迎むかえに上がりますから」

　と、居間で一通りの挨あい拶さつを済ませた西南は、他の人達の見送りを遠えん慮りよし、天地と魎皇鬼と、圭親子を伴ともなって門の所までやって来た。

「にゃんにゃん！」

　太老の言葉に、福は楽しげに尻尾しつぽを振ふって応こたえる。

「そういえば太老君は、将来、宇宙へ？」

「ウチの旦だん那なは純じゆん粋すいな地球人だし、親しん戚せき関係も多いから、どうしようかと思ってるの」

　宇宙に行けば、おいそれとは地球に戻れない。親類縁えん者じやと疎そ遠えんであるとか、生活のベースが正木の村にあるのならば、誤ご魔ま化かしようはあるのだが、父親側の生活が主体ならば、隠かくすのは難しい。となれば地球人として生きて行くしかない。

「えっ？　じゃあ……」

「大丈夫！　ウチの旦那と結けつ婚こんした時に、その覚かく悟ごは出来ているわ」

　それは旦那はもちろん、場合によっては太老とも数十年でお別れという事だ。ただし、太老の場合、半分は正木の血筋である以上、長命である可能性もある。その時の判断は複雑だ。地球人として生活させる為ために、早い内から生体操作を行って長命の遺伝子を働かなくするか、時間をかけて本人に事情を説明し、地球人としての寿じゆ命みようを終えたよう偽ぎ装そう、その後宇宙に連れ出すか、あるいは本人の希望が地球人としての生ならば、事情の説明後に、最初の方法を選ぶかだ。

「でも、そうか……俺も考えなくちゃいけないんですね」

　天地と共に無限の果ての先へ行く。そう決心はしたが、親しい人との別れはまた別だ。

「旦那やこの子が悔くいのない一生を過ごしてくれるなら、それでいいと思ってるわ。正木の者達は、みんなそうやって乗のり越こえて来たわ。私が名前を貰もらった、遥よう照しよう様の最初の奥様も純粋な地球人で、長い年月を生きるのに耐たえられなくて、延命を止やめたわ。それに西南ちゃんだって天地君だって、そうでしょう？」

　かすみはそう言うと、柾木家の方を振り返った。だがかすみの目に見えているのは、今の柾木家ではなく、過去の平屋だった頃ころの柾木家だ。

「……そうですね」

　かすみの言っているのが天地の母、清音である事に気付いた天地と西南は、かすみと同じく柾木家を見た。

「そうやって、俺達は生きて行くんですね」

「……あの時は天地君には西南君が居て、西南君には天地君が居た。私の時には、きっと天地君と西南君が居てくれるって信じてる。だからもっと頑がん張ばって、いい男になっててちょうだいね♡」

　かすみはそう軽口を叩たたくと、ポンポンっと西南と天地の肩かたに手を置いた。

「いい男、ですか？　はあ……まあ、出来るだけがんばります」

　何やら自信無さげな表情で、天地と西南は頷うなずいた。

「あっ、じゃあ、俺はこれで」

　正門の所にやって来た西南は、天地やかすみ達に一礼すると、修理が終わり、車重がえらく軽くなった海スペシャルにまたがった。

　一応、地球にある構造材しか使っていないという、鷲羽の説明を信用したものの、軍事とか宇宙関係にしか使われていないような、最さい先せん端たんのものである可能性もある。

「気を付けて」

　天地達の言葉を背に受けつつ、西南はペダルを踏む足に力を込めた。明らかに新車ばりのスムーズな感覚に驚おどろきながら、西南はスピードを上げ山道を登って行った。







　　17「雪の記き憶おく」







　それはまるで雪が降っているようだった。

　三方にある巨きよ大だいな窓を見上げれば、そこには見み渡わたす限かぎりの雪ゆき霞がすみの巨きよ木ぼくが生え、その花びらの散る様が、あたかも雪が降っているように見えているのであった。

　その広い部屋の中心では、いくつかの医い療りよう機材が据すえられた大きなベッドに老人が横たわり、他には若い女性の看護師が一人、付つき添そっているだけだった。

　と、その看護師が老人の耳元で何かを囁ささやいた。

「……来てくれたか、美み守かみ嬢じようや」

　その言葉に呼応するかのように、差し込む窓の日差しの影かげから、美守が現れ、深々と一礼をした。その顔つきは神しん妙みようで緊きん張ちようすら見られた。その様子は、まるで祖父の前に辿たど々たどしい足つきで挨あい拶さつにやって来た幼い孫のようだ。

　あの九く羅ら密みつ美守が子どものようになってしまう老人は、九羅密家の最長老だ。

　惑わく星せい『世せ二に我わ』は現在、九羅密の一族と眷けん族ぞく、その生活に必要な人員と施し設せつしかないのである。それ以外の文明は排はい除じよし、昔の環かん境きようを再生しているのだ。そしてこの最長老の住んでいる場所はオーストラリアの半分程の、世二我でも一番小さい大陸だが、ここは九羅密家発はつ祥しようの地で、しかもここには最長老と看護師以外住んでは居ない。

「相変わらず見事な雪霞ですね。アカデミーにもこれほどの樹は少なくなりました」

「そろそろ植うえ替かえの時期なのだ。この私のようにな」

「師し父ふ様！　そのような事を仰おつしやらないで下さい……」

　美守の顔は泣き出しそうにも見えた。

「……私は長く生き過ぎた。そろそろ休みたいのだ」

「…………」

「それに……今の美守嬢なら、私の気持ち、分かるのではないか？　ん？」

　それは優しい問いかけだった。

「!?」

　美守の頰ほおが赤く染まる。さすがは九羅密家最長老だ。老いたりとはいえ、一族全ての情報は把は握あくしている。

「私の死に意味を持たせられるのだ。それは僥ぎよう倖こうと言うべきだろう？」

「寂さびしく……なりますねえ」

　最長老の決意が固いと悟さとった美守は、悲しそうな笑みを浮うかべた。

「ふうっ……」

　最長老は横に控ひかえる看護師の方を向き、その眼を開けた。窓からは雪のような花弁が舞まっている。それを最長老は懐なつかしそうに見つめた。

「美み雪ゆき……雪が……!!」

　看護師の後ろの窓から見える雪霞が突とつ如じよ、強風に煽あおられ、いっそう激しく花弁を散らして、まるで吹雪ふぶきのようだ。

「おおっ！　ああっ、母様！」

　必死でそこへ手を伸のばすが、その手は力無く落ちそうだ。震ふるえるその手を若い看護師は優しく受け止めた。

「美雪……また止めるのか？」

　最長老の目から涙なみだが一筋流れた。

　彼が見ているのは遥はるか遥か昔の光景───真っ赤な燃えるような髪かみの女性と、幼い彼の義妹いもうと。

　見開いた彼の目は緑。そして看護師の握にぎる彼の肌はだの色は、九羅密の者達とは違ちがう雪霞の花弁にも似た白い肌。そう彼は白はく眉び鷲羽わしゆうの息子むすこ、九羅密美み雲くもその人だった。







　　18「月は輝かがやいて」







　西せい南なが実家に到とう着ちやくした時、庭先に家の物ではないマイクロバスが停まっていた。だが西南はそのバスに見覚えがあった。

「正まさ木きの村のバス？　もしかして明日あした、天てん地ち先せん輩ぱいの家に行くのに使うのかな？」

　そう呟つぶやきつつ、西南は海かいスペシャルを納屋に持って行く。これは西南にとっては一番愛着のある品物だ。一いつ瞬しゆん、宇宙へ持って行こうかとも思ったが、すぐにここに置いて行く事に決めた。地球が故郷であるという証あかしにしたかったのだ。

「じゃあ、またな」

　そう声をかけて納屋の戸を閉める。福ふくもそれが分かったのか、

「ミャア！」

　西南と同じように海スペシャルに向かい、別れを告げるように鳴いた。

「また地球に帰って来たら乗ろうな」

　福を撫なでながら、西南は家へと入った。

「お帰り、お兄ちゃん。福ちゃん」

　早速、吉よし子こが駆かけ寄よって来て、福を奪うばい取るように抱だっこした。

「吉子。あのバス、正木の村のだろ？」

「うん。月つき湖こおばさんと面白いお客様が乗って来たの。明日の送そう迎げい用だって。それよりお兄ちゃん、福ちゃん連れて行ったきりなんだもの、もっと遊びたかったのにぃ」

「悪かったよ。まさかこんなに早く帰る事になるなんて、思わなかったんだよ。今日はもうどこも行かないから、遊んでやってくれ」

「うん！……そうだね」

　吉子はちょっと煮にえ切きらない風にそう言うと、西南の顔を見た。

「ねえ、西南お兄ちゃんもする事はないんでしょう？　だったらたまにはみんなで遊びましょうよ」

　吉子の気持ちを察してか、そばにいたネージュが西南の手を引っ張った。

「えっ？　でも……」

「ミャア！」

　福も西南を見上げて遊びたいと懇こん願がんするように鳴いた。

「あまり激しくならない遊びならいいかな？」

「じゃあ、トランプにしようよ。待ってて、私取って来る！」

　吉子は急いで自分の部屋へと上がって行った。それはまるで急がないと西南が居なくなる、そう思っているかのようだった。

　　　　×　×　×

「アハハハハ！　お兄ちゃん、運、悪すぎ！」

　吉子は楽しげに転げ回って笑った。居間でトランプを始めたはいいものの、西南は見事に連戦連敗で、一勝も出来なかったのだ。

　ババ抜ぬきでは必ずババを引き、七並べでは、一とか十三の数ばかり。どんなにカードを丁てい寧ねいに混ぜても切っても、西南に不利なカードが偏かたよるのだ。更さらに驚くべきは福である。というより福の素す性じようを考えれば、当たり前というか………。

　福にも遊べるゲームをという事で、神経衰すい弱じやくを始めたのだが、殆ほとんど全戦全勝、最後の方などは、初見で全てのカードを合わせてしまったのだ。原因は福がカードの裏側の細かな傷やかすれを全て覚えた事にあった。なるほど福は超ちよう高こう性せい能のうな宇宙船の端たん末まつ体たいだ。その視覚にかかれば、僅わずかな差さ違いなど見み抜ぬく事は容易たやすい。

　結局、二時間ほどトランプをやった後、あまりにも勝負が偏るので、つまらなくなったのか、吉子はカードをピラミッド形式に立てる遊びを始めた。

「ミャッ！」

　それを見た福は目を輝かせ、一気にそのピラミッド目め掛がけてダイブをした。

「ミャア！　ミャア！」

　ピラミッドを崩くずすのが楽しかったのか、福はもう一度作るようにせがんだ。

「よ～～し！」

　吉子は張り切って再びカードを立て始めた。だがもともとカードを立てるのは、それ自体が難しく、ゲームのようなものだ。福が倒たおすまでもなく、崩れてしまう事も度たび々たびだ。

「ミャア！　ミャア！」

「ダメだよ福。トランプは積み木みたいに立てるようには出来ていないんだ」

　催さい促そくをする福を西南は邪じや魔まをしないように抱き上げた。

「あっ！　ちょっと待ってて！」

　吉子は急に立ち上がると、居間を出て行った。そして数分後、大きな段ボール箱を抱かかえて戻もどって来たのだ。

「こんなにどうしたんだ？」

　段ボールの中には、大量のドミノが入っていた。

「開店祝いのイベントに使ったの。これだったら……」

　吉子はドミノを手慣れた風に並べ始めた。

「ずいぶん手慣れた感じだな」

「もう何千個、何万個並べたか忘れちゃうくらいよ！　お父さんったらお祝いのお酒で酔よって、全ぜん滅めつさせかけた事があるのよ！　信じられない！」

「そ、そうか。大変だったな」

「本当よぉ」

　文句を言いつつも、吉子は百個ほどのドミノを並べた。

「福ちゃん、この端はじっこを倒してみて」

「ミャア？」

「ほら、こうよ」

　吉子は福を抱っこすると、福の前足を端のドミノに当てた。カタカタと乾かわいた音を立ててドミノは連れん鎖さ的に倒れて行く。

「ミャア！」

　福は目を輝かせ、倒れて行くドミノを目で追った。

「ミャア！　ミャア！」

「これなら、ほら。建物も作れるよ」

　吉子は手早く四階の建物を作った。

「ミャア！」

　福は直すぐさまそれに飛び付いて崩した。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　福は興奮したようにピョンピョン跳とび回る。この遊びがいたくお気に入りのようだ。

「よ～～し！　いっぱい作ってあげるね」

　吉子も福が喜ぶ姿が嬉うれしいのか、張り切ってドミノを積み立て始めた。

　　　　×　×　×

「ただいま」

　夜の七時を過ぎた頃ころになって、ようやく霧きり恋こ達は帰って来た。

「ごめんなさいね、お腹なか空すいたでしょ……？」

　居間を覗のぞき込んだ霧恋達は、そこに広がる絶景に息を吞のんだ。

　居間の半分近くを占しめるドミノによって作られた街のミニチュアセットは、ちょっとした怪かい獣じゆう映画でも撮とれそうな感じである。

「ミギャオ～～ン！」

　小さなビルを破は壊かいしながら中から現れたのは、地下から出現したシチュエーションなのであろう、怪獣福ゴンであった。

「おおっ！」

　霧恋達から声が漏もれる。ノリノリの演技に対する賞賛だ。

「ミギャ！　ミギャオォォォン！」

　怪獣福ゴンは街を破壊しながら、街の奥にある一ひと際きわ巨きよ大だいなビルへと向かって行く。家を踏ふみつぶし小さなビルを倒し、全ての建物を破壊するという暴ぼう虐ぎやくを繰くり返かえしながら、ついに怪獣福ゴンは、巨大なビルへと辿たどり着ついた。

「ミギャアアアアン！」

　だが巨大なビルは、かなりの補強がされているらしく、怪獣福ゴンのパンチにもビクともしない。と、怪獣福ゴンはビルの一点を崩し始めた。それは木こりが巨大な樹を切り倒そうとしてるのに似ていた。

「ミギャッ！　ミギャッ！」

　怪獣福ゴンの攻こう撃げきに、さしもの巨大ビルもゆっくりと倒れて行く。

　ガジャアアアアン！　巨大なビルは大きな音を立てて倒れ、瓦が礫れきの山となった。そして怪獣福ゴンは悠ゆう然ぜんとその山へと登り、

「ミギャオオオオオオオオン！」

　勝利の雄お叫たけびを上げたのであった。

「おおおおっ！」

　霧恋達から一いつ斉せいにどよめきと拍はく手しゆが起こった。福の見事な演技と、ミニチュアセットを作った西南、吉子、ネージュの労力に対してだ。

「さあ片付けましょう。すぐにご飯にするわよ」

「は～～い。楽しかったね、お兄ちゃん」

　吉子は本当に嬉しそうに西南に話しかけた。

「そ……そうだな。ドミノもこれだけあるといろいろ出来ていいよな」

　吉子の顔が、一瞬、昔の、あの洋服を見せに来た幼おさな子ごだった頃の記き憶おくとダブった。それを見た西南は、照てれ臭くさそうに笑った。

「ミャア！」

　福も一いつ緒しよになって喜びたかったのであろう、西南の肩かたまでよじ登ると、吉子に向かって鳴いた。

「そう、福ちゃんも楽しかったのよね」

（クスッ、良かったね吉子ちゃん）

　ネージュはそんな兄妹きようだいの様子を微笑ほほえましく見ていた。

　　　　×　×　×

「お兄ちゃん。これでやると早いわよ」

　ドミノを手ですくって段ボールに入れ始めた西南達を見た吉子は、塵ちり取とりでドミノをかき集め始めた。

「ここは私達でやるから、霧恋ちゃん達は台所、お風ふ呂ろに入る人は順番に入ってちょうだいね」

　今日子きようこはテキパキと指示を出すとドミノの片付けの手伝いを始めた。

「私もお手伝いします」

　と、見慣れぬ若い女性が片付けを手伝い始めた。

「……？」

　西南は彼女の立たち居い振ふる舞まいに違い和わ感かんを覚えつつ、片付けを続けた。塵取りの効果は抜ばつ群ぐんで、あっという間にドミノは段ボール箱に収まった。

「ああ、段ボールは隅すみに積んでおけばいいよ。それより西南、あんたは初対面だろ？」

　と、今日子は西南の手を引き、見慣れぬ若い女性の前に立たせた。

「こちらは林檎りんごさんの部下の方で、今度経理と経営のアドバイザーをしてくれる事になった……」

「初めまして、お坊ぼつちゃま。私、ネーネ・クリンと申します。以後お見知り置きを」

「……あっ、山やま田だ西南です。こちらこそよろしく……」

　お坊ちゃまという、慣れない言葉に戸と惑まどいつつ、西南はネーネに顔を近付けた。

「あの……もしかして、ワウの方ですか？」

「なっ！　なぜそれを??」

「あっ、やっぱり」

　人間タイプに偽ぎ装そうしていても、形状の差違から来る僅かな違和感は、ワウを見慣れた人間にはすぐ分かるものだ。逆に樹じゆ雷らいにはあまりワウは居ない為ため、偽装した時でも見破られる事は少なかったのだ。

「林檎さんの部下って事は、あっちの人ですよね？…………ど、どうしました??」

　ネーネは顔を近付けたまま、真しん剣けんに西南の顔を覗き込んでいる。その顔は徐じよ々じよに眉み間けんの皺しわが深くなって行った。そしてもう一つ、横にいる今日子が、なぜか笑いを堪こらえているのが少々気にかかる。

「お坊ちゃま、臭においます！」

「ブフッ！」

　今日子が堪えきれずに吹ふき出した。

「す、すみません。後でお風呂に入ります」

「ダメです！　今入って下さい！　すぐ入って下さい！」

「いや、でも……」

　今は確か女性陣じんの誰だれかが入っているはず……。そう言おうとしたのだが。

「逃にげようなんて許しませんよ！　さあすぐに行きましょう！　ネーネがきっちり洗って差し上げます！　さあ、おチビちゃんもです！」

「えっ!?　ええええええええええええええええっ[image: !??]」

「ミャア??」

　何やら尋じん常じようではない目をしたネーネは、西南と福をガッシと捕つかまえると、そのまま風呂場へと突とつ進しんして行った。その後ろの方からは、堪えきれずに爆ばく笑しようしている今日子の声が響ひびいていた。

　　　　×　×　×

「ちょっと待って！　止やめて！　他の人が入ってるんですって！」

　脱だつ衣い所じよに連れ込まれた西南は、そこにある服や下着に気付き、ネーネの猛もう攻こうに自分の服を脱ぬがされまいと必死で抵てい抗こうした。しかし両手で摑つかんで押さえているはずの服は、何の抵抗もなく一枚また一枚と脱がされて行く。そして、器用に自分の服も脱いで行くのだ。それはもうマジックとしか言いようがない手際だ。

　当然、その異変は浴室に居る者達にも伝わっていた。現在浴室に居る者は、林檎と付つき添そいで入っている珀はく蓮れん、翠すい簾れんと月湖だ。

「あの声は西南様とネーネっ！」

　ネーネの習性を熟知している林檎は、脱衣所で起きている事を瞬しゆん時じに理解した。直ぐさま林檎の身体からだを洗っていた珀蓮と翠簾も動いた。しかし立ち位置の関係で、僅わずかにドアを押さえるのが遅おくれてしまったのだ。

　ガラッ！　勢い良く浴室内に侵しん入にゆうして来たネーネを、取り押さえようとした珀蓮達だったが、そこには羽は交がい締じめにされた全ぜん裸らの西南が居たのである。

「!!」

　それはある意味、そこに居る彼女達にとっては『メデューサの首』も同然だ。その一いつ瞬しゆんで全員が金かな縛しばり状態となった。

「あっああああ……」

　優ゆう秀しゆうとはいえ、彼女達も女の子。好意を持つ相手の全裸を見せられては、頭が真っ白になるのも無理はない。何度か同じ浴室に入った事はあっても、真正面からモロ見などは想定外の外である。

　珀蓮は一瞬の内に妄もう想そう状態となり、翠簾は過ぎた生体強化の影えい響きようか、複数の感情がせめぎ合い、この状態での稼か働どうは危険と判断したのか、身体が麻ま痺ひ状態となった。

　そして林檎は、

（……ああ、もう西南様に貰もらっていただく他ありません！）

　と、あっさり観念。一番、対処が可能な月湖も、さすがに目の前に西南が居たのでは、浴よく槽そうから出るのは恥はずかしい。しかも意外に男らしい身体付きにドキドキだ。関係にリセットをかけたとはいえ、しっかり恋れん愛あいフラグが立っている以上、西南が子供だった頃ころのような訳にはいかない。

（せめて林檎様が……）

　林檎が降参していなければ、まだ貞てい操そうを守ろうとしている意志があるならば、皇眷けん族ぞくの姫ひめを守ろうとする使命感が羞しゆう恥ちを凌りよう駕がするのだが……。まあどちらにしろ、ネーネが西南の身体を洗い始めた今では、もう遅おそい。

　ネーネの洗い方は乱暴な訳ではない。偽装を解いてワウに戻もどったネーネの手は、柔やわらかな毛皮と肉球の極上の洗せん浄じよう器具だ。微びに入いり細に入り、痒かゆい所に肉球が届く彼女の洗浄技術は超ちよう一流だ。その技術で洗われるのだからたまったものではない。

「くっ……あっ……」

　その快感に西南は身をくねらせる。食いしばった口からは、思わず声が漏もれてしまうのである。

　ゴクリ───誰のものかは分からないが、浴室に息を吞のむ音が響く。……まあ何と言うか、好意も興味も持っている若い男の悶もだえる姿が目の前にあり、艶なまめかしい声が聞こえるのである。恥ずかしいわ興味があるわで、誰もネーネを止めようという考えに至らないのも無理からぬ話である。うん無理無理。

　林檎達がようやく西南から視線を逸そらしたのは、ネーネの洗浄対象が福に移ってからであった。

「ミャ。ミャ……ミャウ～～～ン」

　脱だつ力りよくしたままで浴槽に漬つかっている西南の後方で、福はネーネのテクニックに心地ここち好よさげな声を上げていた。

　ちなみにネーネが正気に戻って、状じよう況きようを理解したのは、福の次に珀蓮を洗い、翠簾を洗い、林檎を洗い、月湖を洗って浴槽に放り込み、

「ふうっ」

　っと、満足げに息を吐はいた後だった。

　　　　×　×　×

「も、もう気にしていませんから、頭を上げて下さい」

　無言で平身低頭のネーネに、西南は視線を逸らしながら言った。さすがにトラブル慣れした西南といえど、身体の隅から隅まで洗われた上に、あまりの気持ち良さに、思い出すだけで死にたくなるような微び妙みような声やら何やら出してしまったのだ。そんな相手を直視する事は恥ずかし過ぎるし、ちょっとした切きっ掛かけでフラッシュバックを起こしてしまいそうだ。しかもその後、珀蓮達の嬌きよう声せいまで聞かされてはもう何をかいわんやである。まあ、正気に戻った後のネーネのあまりの狼ろう狽ばいぶりは、その恥ずかしさを、ほんの僅かだが忘れさせてくれるものだった。とはいえ、西南の憂ゆう鬱うつはまだ続いている。

　林檎は西南と目が合う度たびに、顔を赤らめ半泣きの潤うるんだ目で見つめて微笑むし、月湖は逆に西南と一度も視線を合わせようとはしない。珀蓮は何やらぶつぶつと独り言を言い、翠簾はジッと黙だまったままで、時折、クスッと笑みを漏らす始末である。

　更に、あの場にいた当事者以外、途と中ちゆうから浴室の騒さわぎを聞きつけてやって来た雨あま音ね、玉ぎよく蓮れん、霧恋とリョーコと火か煉れんは、各人それぞれの反応を見せていた。

　脱衣場に真っ先に駆かけ付けて来て、中の様子を窺うかがっていたのは雨音と玉蓮だ。雨音は楽しげに西南達の反応を見つめながらニヤニヤしているし、玉蓮はその時の事を反はん芻すうするように、何度も思い出しながら、異様なまでに達観した清せい楚そな笑みを浮うかべているし、霧恋はやり場のない怒いかりを堪え、眉間の皺を深くし、リョーコは知らんぷりを決め込み、火煉は時折、フラッシュバックする記き憶おくを忘れようと、壁かべに頭を叩たたき付けていた。

　まあネージュはいつも通りで、福はお日様に干した布団のように、フッカフカの毛並みとなって、吉子に抱だっこされてご満まん悦えつだった。




「さあ、少し遅くなりましたが、今日まで皆みなさん本当にお疲つかれ様さまでした。林檎さんには引き続きネーネさんと経理のお手伝いをしていただく事となりますが、おかげさまで当店も更なる発展を期待出来る感かん触しよくを得られました……」

　北ほく東との挨あい拶さつで、お別れ会を兼かねた夕食会が始まった。テーブルに並ぶ料理は、ご飯と味み噌そ汁しる以外、全部、お店で作った試作品だ。しかし調理したのは霧恋達だし、砂さ沙さ美みやノイケ達のアイディアも盛り込まれた、有名老舗しにせの仕出し料理にも負けない極上の品だ。

　霧恋達の仕事も終わり、憂うれい無く明日あしたの出発を控ひかえて楽しい夕食会になる筈はずだったが、やはりまだ、ネーネの事件が尾おを引いていた。

　　　　×　×　×

　さて、各人の心情を覗のぞいてみよう。

　───林檎の場合。

（ああ……お義と父う様、お義か母あ様。こうお呼びする事を、どうかお許し下さい）

　西南のあられもない姿を、視線を逸らす事無く凝ぎよう視ししてしまった事を、林檎は死にたいくらいに恥じていた。もちろん自身もあられもない姿を見られてしまったが、それはこの際問題外だ。

（本来は自害して果てるべきでしょうが、それでも……どうか、どうか虫の良い、我が儘ままな解決方法を選ぶ事をお許し下さい）

　林檎はジッと西南を凝視し、

（西南様の妻となり、生しよう涯がい、誠心誠意お仕つかえする事をお許し下さい……）

　そう固く心に誓ちかったのである。……やれやれ。

　───月湖の場合。

（もう！　クイス様のバカバカバカ！　あれだけ西南ちゃんのおばちゃんでいようと決心したのに……）

　宇宙に行った頃の西南は、まだ華きや奢しやな少年の身体だった。しかし生体強化を受けた以上に、西南の宇宙での戦いの経験は、彼の身体を大人のものにしていたのだ。その上であの艶あで姿すがたを見せられたのでは……。

（もう！　クイス様のバカバカバカ！）

　とにかく今回刻み込まれた記憶は、過去の記憶の中にある、あどけない西南のイメージで払ふつ拭しよくするしかない。その為ためには、今の西南を出来るだけ見ないようにし、フラッシュバックさせる事は避さけなければならないのである。……うん、頑がん張ばって。

　───珀蓮の場合。

（ああ、もう西南様の赤ちゃんを産むしかない！）

　……だそうである。

　───翠簾の場合。

（………西南様……可愛い）

　どこがどう可愛いのかは言げん及きゆうしないが、西南が知れば確実に精神崩ほう壊かいものだ。幸いそれは思考のみで、言葉にはなっていない。何しろ翠簾は無口なのだ。よかったよかった。

　───雨音の場合。

（さて……誰からあの状況を聞くのが、一番面白いかなぁ？　クックック）

　……とまあ、とんでもない事を考えているようである。

　───玉蓮の場合。

（…………クスッ）

　…………どうやら思い出し笑いのようだ。

　───火煉の場合。

（………西南様。……クッ！　ダメよダメよ！　何を思い出してるのよ！　私のバカバカバカッ！）

　時折、ふと西南の艶つや声を思い出し、顔を赤らめてポーッとなるものの、直ぐさま自己嫌けん悪おに陥おちいるまでをリピートしているようだ。……とりあえず壁かべは壊こわさないように。

　───霧恋の場合。

（………殺す！）

　誰だれを？

　───リョーコの場合。

（きっ霧恋さんを止めるのは、やはり私の役なんでしょうねぇ………嫌いやだなぁ）

　この中で一番冷静なリョーコは、霧恋の不ふ穏おんな殺気を一人感じていた。酔よっぱらいの中で一人飲めずに介かい抱ほう役となった者の悲劇、といった感じだ。……ご愁しゆう傷しよう様さまデス。

　───ネージュの場合。

（やれやれ、みんな青いわねぇ……。まあ私の身体からだもだけど）

　肉体年ねん齢れいが未成熟なネージュには、まだ性的な欲よつ求きゆうが無いのだ。………。

　───福の場合。

（フミャア……）

　またネーネに洗って貰もらいたいらしい。

　以上が、彼女らの心象風景だ。ちなみに北東はそれに気付かず、今日子は面白がり、元げん凶きようのネーネは、何も責めない林檎に、逆に恐きよう怖ふ感かんが増大。ガタガタと恐怖に冷ひや汗あせを流していた。

　　　　×　×　×

「……では皆みな様さまとの再会を願って」

　北東はなみなみとビールが注がれたジョッキを手にした。それを合図に全員がグラスやジョッキを手にした。

「……では乾かん杯ぱい！」

「乾杯！」

　それぞれの者達が、それぞれの思いを発散するように声を上げた。全員の乾杯で、北東の挨拶は締しめくくられ、食事が始まった。

　ドタッ！

　と、部屋の隅すみで恐怖の限界に達したネーネは、ついに意識を失ったのである。




　───約一時間後。

「じゃあ、お休みなさ～～い」

　お腹なかをパンパンして既すでに半目状態の福を抱っこした吉子は、ネージュを伴ともなって居間を後にし自室に戻もどって行った。それを切っ掛けに、今日子は北東に目配せをし、北東はジョッキを片手に立ち上がると、西南の隣となりにやって来た。

「なあ西南、ちょっと二人で話をしないか？」

「話？」

「まっ、最後の夜だ。男同士ってのもいいだろう？」

　　　　×　×　×

　庭先に出た西南と北東は、畳たたみ一畳じようほどの縁えん台だいを出し、そこに大きなお盆ぼんに満まん載さいの、つまみや酒やジュースを置いた。もちろん蚊か取とり線せん香こうの入った豚ぶたの置物も設置済みだ。

「今日は満月か……綺き麗れいだな」

　縁台に座った北東と西南は、ビールとジュースで乾杯をした。

「いつか息子むすこと酒を酌くみ交わす、ってのが夢なんだが…………お前は成人しても、酒はやらん方がいいだろうなぁ」

「うん。俺もそう思うよ」

　酒を飲むと咄とつ嗟さの判断力も身体の反応も鈍にぶる。それは運の悪い西南にとっては致ち命めい的てきな状態だ。

「まあお前と二人、こうやって大人の話が出来るようになったってだけでも、夢のような話だけどな」

　二人は満月を見ながら、飲み物を一口飲んだ。

　　　　×　×　×

「さて、子供と、男共がいなくなった所で……」

　北東と西南が庭に出て行った後、今日子はサッシの鍵かぎをかけ、内側の障しよう子じ戸を閉めた。そして自分の席へ戻ると、女性陣じんの顔を見み渡わたした。

「みんな何か言いたい事があるんだろ？」

「言いたい事というと……？」

「夜はまだ宵よいの口……酒もタップリあるし、ご馳ち走そうも残ってる。せっかくだから、いろいろとぶっちゃけたらどうだい？」

「ぶ、ぶっちゃける？」

「霧恋ちゃん。眉み間けんに皺しわを寄せたまんまじゃ、身体に悪いわよ」

「…………」

　意識的に浴室での話題を避けようとしていた霧恋だったが、今日子に図星を指され、ムッと口をへの字にした。

「クスッ。お義母様のせっかくのお言葉ですから……。ここからはひとつ無ぶ礼れい講こうという事にいたしましょう」

　この場で一番偉えらい皇眷けん族ぞく、林檎の許しが出た事により、場の飽ほう和わ状態は一気に崩くずれた。




「おおっ！　あちらは何やらえらい賑にぎやかだな」

　居間からはドッと津つ波なみのような歓かん声せいが聞こえ、その賑やかさに、ちょっと興味を引かれた北東と西南だったが、話の内容は聞かぬが花だ。

「ところで………学校は楽しいか？」

　北東は再び月夜を見上げて話し始めた。

「えっ？　うん、楽しいよ。みんな俺の事を受け容れてくれてるし……あっ」

　そこまで言って西南は口くち籠ごもった。それは両親やここの人達に対する非難のようなものだったからだ。

「……ごめん、そんなつもりじゃないんだ。ただ向こうには、俺のような人間に対する知識がちゃんとあるんだ。だからそういった対処を心得ているから……」

「必要以上に怖こわがったりはしない訳だ」

「……うん」

「ありがたい話だ」

「えっ？」

「受け入れてくれる人が居るってのは、本当に嬉うれしいものだよな………お前の気持ちは痛いほど分かるよ」

　北東は居間の方をチラッと見ながらしみじみとそう言うと、少し表情を曇くもらせた。

「お前が幼よう稚ち園えんに入って、正木の人達に出会わなければ、俺達の一家はどうなっていたか分からない。今だから言えるが、一家心中したっておかしくはなかったよ」

「…………」

　まだ西南が幼い頃ころだったので詳くわしく覚えていないが、その頃の山田家には押おし潰つぶされそうな重苦しい空気があった。そのイメージを思い出すだけで背筋が凍こおり付きそうだ。

「特に母さんなんかは、お前がそう生まれついたのを自分の罪のように思って、いつも自分を責めて……それこそ、いつ壊れてもおかしくはない感じだった」

「でも、そんな感じは全然……」

　もちろんそれは表面だけだ。西南が吉子に傷の痛みを隠かくして笑っていたように、今日子も笑おうと、必死で努力をしていたのだ。

「忘れもしないよ。幼稚園から帰って来たお前が、初めて友達が出来たって、嬉き々きとして話してくれた時……そして海君のお母さん、月湖さんの所に、俺と今日子とで挨あい拶さつに行って、月湖さんが笑って、大だい丈じよう夫ぶですよ、と言ってくれた時……」

　北東の言葉はだんだん熱を帯びて来た。

「人前じゃ、決して泣いた事のない母さんが……安心したように、ボロボロと涙なみだをこぼしてな、ありがとうございますって、何度も何度も言いながら泣いたんだ。もちろん俺も嬉しくて泣き出しそうだった」

　西南は北東の言葉を無言で聞いていた。西南とて、家族の苦労は知っているつもりだったが、それを現実としてここまで実感したのは初めてだった。

「それからは、気持ち的にはずいぶんと楽になったよ。だけど、それでも心は徐じよ々じよに疲ひ弊へいして行ったんだ。お前を外の学校にやろうとしたのもその表れだ」

「少しでも負担を減らしたかった……？」

　そう思われても仕方ないと思っていた。それどころかそうなって当然だと思った。

「お前を一生、面めん倒どう見る覚かく悟ごはある。ただ他の人間に知って欲しかったんだ。お前を面倒見る事の大変さを……正木の人達の凄すごさと優しさをだ。だからお前が送り返されて来るのは、早ければ早い方がよかったんだ」

「でも俺は……」

「ああ。だから父さん達は怖かった……。お前がいつ帰って来るかと気が気じゃなかったんだ」

「そうだね。せっかく商売が順調に行くようになったんだもんね。それなのに俺が帰って来たら、また……」

　またあの小さな雑貨屋に逆ぎやく戻もどりだ。いやそれならばまだマシだ。店を大きくしてから失敗して、大きな借金でも背負ったらお終しまいだ。いろいろな物を手に入れた今の西南なら、その恐おそろしさが理解出来る。

「店の事なんかどうでもいいんだ。だけど、だけどな………その時、息子のお前を疎うとましく思うんじゃないかって事が、それが一番恐ろしかったんだ」

「父さん!?」

　西南はハッとなって父を見た。お店の事より、自分の事で悩なやんでくれていた事に感謝した。

「……ありがとう。嬉しいよ」

「でもなんだ。案ずるより産むが易やすしってやつだな。お前は本当に立派になった。お前が最初に帰って来た時、父さん達が驚おどろいたのは、雨音さん達を見たからだけじゃない。お前が見み違ちがえるほど大人になっていたからなんだ。まあお前は、昔からどこか達観したような所はあったけど、それとは違う自信のようなものが溢あふれていたんだ」

「そ、そうかな？　自分じゃよく分からないけど……」

　父親にこれほど面と向かって褒ほめられるのは、何やら恥はずかしい。だが父親が誇ほこれる息子になれた事は、素直に嬉しかった。

「なあ西南……母さんとも話したんだが、もしかして俺達はお前の可能性を潰して来たんじゃないかって。俺達の勝手な思いこみで、お前を閉じ込めていたんじゃないかってな」

「それは違うよ。外に出ればどこでもよかった訳じゃないんだ。あの場所だからうまく行ったんだよ」

「そう言ってくれると少しは気が安まるよ。しかし何だ……お前、本当に信じられない位、どえらい別べつ嬪ぴんさんを連れて来たけど、本命は誰だれなんだ？」

　心配事が解決したせいか、北東は一気に砕くだけた雰ふん囲い気きとなった。

「ほっ本命!?　何言ってるんだよ。あの人達は俺の補ほ佐さをしてくれているだけで……そんな事考えるなんて失礼だよ」

「そうか？　それくらいで怒おこるような人はいないと思うんだがな」

「そりゃ……そうだけど」

　西南は恥ずかしそうに俯うつむいた。そのまだ子供らしい反応に、北東は少し安あん堵どした。

（そうだな。まだこいつにそれを求めるのは性急すぎるか……なんたって、こいつが年相応なのは恋れん愛あい事だけなんだしな）

　そんな息子が愛いとおしい───北東にとって、それは彼が自分の息子なんだと認識出来る数少ない部分なのだ。

「まあいいさ。なんといっても、お前には未来への可能性が生まれたんだ」

「………可能性、かあ……」

　西南はその言葉を嚙かみしめるように言った。それは希望の言葉だ。

「なら急ぐ必要なんかない。まだまだ時間はあるさ」

「……うん。そうだね」

　西南はそう言うと、再び夜空の月を見上げた。以前は溜ため息いき混じりに見上げた月。絶対手の届かない、絶望の象しよう徴ちようでもあった月。

　───だが今、あそこには可能性が満ちている。あそこには希望がある。

　そして明日あしたは、その世界に帰って行くのだ。


【天地無用！ＧＸＰ　第九巻・了】









　　あとがき







注：今回のあとがき劇場も、本文の後に読む事をおすすめいたします。
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　　　　あとがき劇場　その６




　西せい南なの友人Ａは、携けい帯たいで撮とった雨あま音ね達の写真を見ながら満足そうに、友人Ｂ宅で友人Ｃを交えてだべっていた。

「ったく！　お前の気の利きかなさには、呆あきれるね。俺だったらあのお姉さま方の写真をもっと、こう何枚も何枚も……！」

　友人Ｂは友人Ａから貰もらった写真を、食い入るように見つめながらそう愚ぐ痴ちった。その横で友人Ｃも雨音達の写真に見入っている。

「霧きり恋こさんに一枚だけって言われたんだから、しょうがないだろ？」

「そこを上手く、隠し撮りでもなんでもだな……」

「そんな事して嫌きらわれたくないも～～ん」

　友人Ａは頰ほおを染め、携帯画面にキスをしながら言った。

「だいたい考えてもみろよ。他に隠し撮りに成功したって奴やつの話を聞いた事があるのか？　これ以外に写真が出回っているか？」

「クッ！　お前一人、あのお姉さま方を間近で……」

「西南が一いつ緒しよだから、安全地帯からだけどな。それならスーパーやまだで働いてるんだから見て来ればいいだろ？」

「お前が食っている菓か子しが、その山田で買って来た菓子だ！」

　友人達の目の前には、山のように積まれた菓子があった。

「おかげで今月の小こ遣づかいは既すでに……クッ！」

　どうやら雨音達に全額貢みついだようだ。

「だけどそのかいがあったよなぁ……。綺き麗れい過ぎて、マジ人間かって感じでさ。もうクラスの女共なんか、いやっ！　それどころかＴＶのアイドルだってあの人達に比べれば、うちのクラスの女共と同じカテゴリーに入っちまう！」

「俺は生まれて初めて西南が羨うらやましいと思ったぞ！」

「おおっ！　俺もだ！」

　友人Ｂと友人Ｃはガシッと、固い抱ほう擁ようを交わした。

「こうなったら、何とか西南を介かいして、あのお姉さま方に直接、会えないものか？」

「無理無理。あいつ今、殆ほとんど正まさ木きの村にいるから」

「……まあ、ここらをうろつくと、せっかく大きくなった店が潰つぶれるからな」

　何だかんだと言いつつ友人達は、西南の特性を熟知している。

「それに、だ！」

　友人Ａは後ろに隠していた菓子の入った袋ふくろを、ドンッと前に置いた。

「……なんだお前もか？　まあ学校の男子で見ない奴なんか居ないもんな」

「さっきこれを買った帰りに、海かいに会ったんだが……」

「おおっ！　海が居た！　上手く霧恋さん経由で……」

「うん、あいつ……霧恋さんにサンドバッグみたいに、殴なぐられてた。で、あいつに話を聞いたら、西南は立場上、紹しよう介かいは出来ないって、ガンとして首を縦たてに振ふらないから、霧恋さんに頼たのんだらしいんだが……」

「紹介を頼んで断られたのか……。じゃあ西南も海ルートも絶望か」

「……いや、あいつが頼んだのは、あいつのコレクションの水着を着て、その写真を撮らせてくれ、って事だったんだと」

「あ、あいつのコレクションって、まさかあれをかっ!?」

　友人Ｂも友人Ｃも顔をしかめた。それはダイが、月つき湖こに着て貰おうと持って来て、月湖に半殺しの目に遭あわされ、廃はい棄きしたものを海が隠いん匿とくした、殆どヒモのような水着だ。

「スーパーやまだの広告に載のせる写真にするとか何とか、理り屈くつを付けてたけど、最終的には霧恋さんに延えん髄ずいに蹴けりを食らって気絶して、配送係に家まで宅配されてた」

「バカだな、あいつ」

「うすうす知ってはいたが、バカだな」

「うん、バカだ……だけど」

（水着姿……見たかったなぁ……）

　友人達はお菓子をポリポリと食べながら、気持ち悪い笑みを浮うかべて妄もう想そうを膨ふくらませていた。

「とにかく原因は分かった！　バカの海を説得して、普ふ通つうに紹介をして貰えばいいだけの事だ！　早速今から連れん絡らくをして……」

「あのダメージの感じから察するに、今日は目を覚まさないだろうな」

　友人達は海の習性も熟知しているのだ。それに机の上の時計は既に、午後五時近くを指していた。

「よしっ、じゃあ、明日の朝に決行だ！　遅おくれるなよ？」

「おうっ！　やってやるぜ！」

「フッフッフ！　希望が湧わいてきたぞぉ。つぎ込んだ今月の小遣い分……元は取ってみせる！」

　友人Ｂの言葉に、二人の友人達は満面の笑みで頷うなずいた。スーパーやまだで貰えるのは、客としての微笑ほほえみだけだ。だが明日は、西南と海の友人として、ちゃんと認知して貰えるかもしれないのだ。そしてもしかすると個人的に………。

「フッフッフ……ア～～～ハッハッハ！」

　友人達は妄想を膨らませ、天てん井じように向かって吠ほえるようにバカ笑いをしていた。だが霧恋達が急な招集で宇宙に帰ったのは、この翌日の事だった。








終わり



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　さて今回、大きな（容量的には小さな）出来事が起こり、本作品のテキストデータが壊こわれた状態でセーブされるという、アクシデントに見み舞まわれました。バックアップは……まあ結果として、ほぼ完成状態の四分の三が失われ、書き直しと相成りました。

　その日はもう何もする気が起きず、発刊は来年半ばかなァ……と、漠ばく然ぜんと思っていましたが、何とかなるもんですね。もちろん一度書いた話ですので、同じ時間はかからないと思っていましたが、よもや五ヶ月以上の作量を一ヶ月程で再生できるとは……。

　そして不幸中の幸いもあります。前段階では思い付かなかったエピソードも多数、入れる事が出来、消失する前より良くなったのではないかと、手て前まえ味み噌そながら思ったりもしてます。まあ消失分量が多いので、忘れている事も多く、もしかしたら前の方が良かった部分もあるやもしれません。

　正木の村の人々も、全員が出て来た訳ではないので、また機会があれば天てん女によを介し、どこかで補完します。




　さて、次巻は再び宇宙へと戻もどり、謎なぞの艦かん隊たいとの激げき突とつやら保養施し設せつでの休きゆう暇かやら休暇やらが長くなりそうだな……とまあ、いろいろとエピソード満まん載さいです。しかもアニメの時より西南の周りには人も増えていますし……うん、どこまで行けるんでしょうねぇ……。
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